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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Red Hat Linux System を使用した 2 ノード・システムにおける Oracle 
Clusterware および Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）のインストール、構成お
よび管理の方法について説明します。

このマニュアルでは、一般的な知識のある Oracle データベース管理者（DBA）が、単一インス
タンスの Oracle データベース環境の管理から Oracle RAC 環境の管理に移行する際に理解して
おく必要がある項目について説明します。

注意注意注意注意 : Red Hat Linux 以外の Linux Operating Systems については、
『Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for Linux 

and UNIX Systems』を参照してください。その他のオペレーティング・
システムについては、プラットフォーム固有の Oracle RAC インストレー
ション・ガイドを参照してください。
ix



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle RAC をインストールおよび使用する DBA を対象とした Oracle 
RAC データベースの管理ガイドです。このマニュアルは、読者が『Oracle Database 2 日でデー
タベース管理者』をすでに読んでいることを前提としています。このマニュアルは、次の DBA
を対象にしています。

� Oracle RAC 環境を管理する基本的な DBA スキルの習得を望む管理者

� 小規模から中規模の企業で Oracle データベースを管理する管理者

このマニュアルを使用するには、『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』に記載されて
いる管理手順を理解している必要があります。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/ を参照してくださ
い。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧のみを行に記述する必要があります。しかし、一部のスク
リーン・リーダーは括弧のみの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、(800)446-2398 にお電話ください。アメリ
カ国外からの場合は、+1-407-458-2479 にお電話ください。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、Oracle Database 11g リリース 1 のドキュメント・セットにある次のドキュメントを参
照してください。

� 『Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for Linux and UNIX 
Systems』

� 『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

注意注意注意注意 :  DBA の中には、単一インスタンスの Oracle Database から Oracle 
RAC データベースにデータを移行することを望んでいる管理者もいます。
このマニュアルでは、このための手順も説明します。
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルで使用されている表記規則は、次のとおりです。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス

オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル

製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連付けられている Graphical User Interface あるいは本文

中または用語集で定義されている用語を示します。

イタリック体 イタリック体は、特定の値を指定する必要があるプレースホルダや変数を
示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、コード例、画面上に表示さ

れるテキストまたはユーザーが入力するテキストを示します。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の
情報については、前述の URL を参照してください。
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『Oracle Database 2 日で Real Application Clusters ガイド』の
1

『『『『Oracle Database 2 日で日で日で日で Real Application

Clusters ガイド』の概要ガイド』の概要ガイド』の概要ガイド』の概要

この章では、Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）環境の概要について説明します。
この章の内容は次のとおりです。

� このマニュアルについて

� Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters の概要

� 自動ストレージ管理の概要

� Oracle RAC のインストール、構成および管理に使用するツール
概要 1-1



このマニュアルについて
このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて
これは、Oracle RAC データベース管理に関するタスク指向のマニュアルであり、Oracle 
Clusterware および Oracle RAC の環境を構成および管理する方法を示します。このマニュアル
ではまた、Oracle RAC データベースの作成方法、および日常的な Oracle RAC データベース管
理タスクの実行方法も説明します。

このマニュアルは、基本的なトラブルシューティング、パフォーマンスの監視、バックアップ
およびリカバリ作業の実行など、Oracle RAC 環境のインストールおよび保守に必要な基本的な
手順の理解を目的としています。このマニュアルでは、Red Hat Linux をベースに説明します
が、このマニュアルの使用にあたっては、Linux を熟知している必要はありません。

このマニュアルに記述されていないものこのマニュアルに記述されていないものこのマニュアルに記述されていないものこのマニュアルに記述されていないもの
このマニュアルでは、Oracle RAC の包括的な説明は行っていません。特定のタスクの実行に必
要な概要についてのみ説明しています。

関連教材関連教材関連教材関連教材
このマニュアルは、Oracle Database の管理に関する一連の総合的な学習教材の一部です。これ
らの教材には、Web および Oracle University 講師による研修コースで利用できる、2 日でデー
タベース管理者の Oracle By Example（OBE）シリーズも含まれます。

このマニュアルの一部の章には、関連する OBE のレッスンがあります。OBE レッスンでは、
マニュアル内の一部のタスクや関連するタスクを扱い、注釈付きスクリーンショットを提供し
ます。一部の例では、タスクの完了に役立つ追加情報が紹介されています。

項の 後に、その章の関連 OBE レッスンへのリンクが表示されている場合があります。Oracle 
Database 2 日で Real Application Clusters の Oracle By Example シリーズのホームページは次
の URL にあります。

http://www.oracle.com/technology/obe/admin/db10gr2.html

Oracle Real Application Clusters ドキュメントの概要ドキュメントの概要ドキュメントの概要ドキュメントの概要
このマニュアルでは、Oracle RAC および Oracle Clusterware のインストール、構成および管理
について説明し、Red Hat Linux オペレーティング・システムを使用してこのような作業を
2 ノードのクラスタで実行するための例を紹介します。このマニュアルは、単一インスタンス
の Oracle 環境の経験があり、『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』をすでに読んでい
る DBA を対象としています。

役に立つ役に立つ役に立つ役に立つ Oracle RAC ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント
他にも、次の Oracle RAC ドキュメントまたは関連ドキュメントが役に立ちます。

� 『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 『Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for Linux and UNIX 
Systems』（または他のオペレーティング・システム）

� 『Oracle Clusterware インストレーション・ガイド for Linux』
（または他のオペレーティング・システム）

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 概要』

� 『Oracle Database 管理者ガイド』
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自動ストレージ管理の概要
Oracle Clusterware およびおよびおよびおよび Oracle Real Application Clusters の概要の概要の概要の概要
Oracle RAC は、Oracle Database を拡張することで、異なるサーバー上の複数のデータベー
ス・インスタンスを使用してデータを同時に格納、更新および効果的に取得できるようにしま
す。Oracle RAC は、複数のサーバーのいわゆるクラスタ動作を可能にするソフトウェアを提供
します。データベースを構成するデータファイルは、クラスタに含まれるすべてのサーバーか
らアクセス可能な共有記憶域に存在する必要があります。クラスタ内の各サーバーで Oracle 
RAC ソフトウェアが実行されます。

Oracle Database ではデータファイルとインスタンスが 1 対 1 の関係にあるのに対し、Oracle 
RAC 環境ではデータファイルとインスタンスは 1 対多の関係にあります。Oracle RAC 環境で
は、複数のインスタンスによって単一のデータベース・ファイルにアクセスできます。インス
タンスは、異なる複数のサーバー（ホストホストホストホストまたはノードノードノードノードと呼ばれる）上に存在できます。複数
のサーバーの処理能力を結合することで、単一サーバーより優れた可用性、スループットおよ
びスケーラビリティを実現します。

Oracle RAC データベース内の各データベース・インスタンスは、独自のメモリー構造および
バックグラウンド・プロセスを使用します。Oracle RAC は、キャッシュ・フュージョンを使用
して、各データベース・インスタンスのバッファ・キャッシュに格納されたデータを同期化し
ます。キャッシュ・フュージョンでは、あるデータベース・インスタンスがデータ・ブロック
をディスクへ書き込むようにし、さらに別のデータベース・インスタンスにデータ・ブロック
をディスクから再読込みするよう要求するのではなく、現在のデータ・ブロック（メモリーに
常駐）をデータベース・インスタンス間で移動します。あるインスタンスのバッファ・キャッ
シュに存在するデータ・ブロックが別のインスタンスで必要になると、キャッシュ・フュー
ジョンはインターコネクトを使用してそのデータ・ブロックをインスタンス間で直接転送しま
す。このため、Oracle RAC データベースでは、データへのアクセスやデータの変更を、データ
が単一のバッファ・キャッシュに存在するかのように行うことができます。

Oracle RAC は、Oracle のエンタープライズ・グリッド・コンピューティング・アーキテク
チャを実装する上で重要なコンポーネントでもあります。複数のデータベース・インスタンス
を単一のデータファイルにアクセスさせることで、サーバーがシングル・ポイント障害となる
ことを阻止します。Oracle データベースで正常に動作するパッケージ・アプリケーションまた
はカスタム・アプリケーションは、コードの変更を行わなくても Oracle RAC で正常に動作し
ます。

クラスタ内の Oracle RAC データベースの動作、クラスタの構築方法および Oracle RAC データ
ベースの構造の詳細は、このマニュアルの他の項を参照してください。

自動ストレージ管理の概要自動ストレージ管理の概要自動ストレージ管理の概要自動ストレージ管理の概要
Oracle RAC では、各インスタンスに Oracle RAC データベースのデータファイルおよびリカバ
リ・ファイルへのアクセス権がある必要があります。自動ストレージ管理（ASM）を使用する
と、この要件を簡単に満たすことができます。

ASM は、統合型で高パフォーマンスのデータベース・ファイル・システムおよびディスク・マ
ネージャです。ASM では、記憶域の管理を管理者に要求せずにデータベースが行うことを原則
としています。ASM により、場合によっては数千もの数になる Oracle データベース・ファイ
ルを直接管理することが不要になります。

注意注意注意注意 : 今回のリリースに関する追加情報は、Oracle Database 11g リリー
ス 1（11.1）の README またはリリース・ノートを参照してください。
これらのドキュメントは、Oracle 製品のインストール・メディアから参照
できます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』
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Oracle RAC のインストール、構成および管理に使用するツール
ASM は、ストレージ・システムにある複数のディスクを 1 つ以上のディスク・グループにグ
ループ化します。ユーザーはわずかな数のディスク・グループ・セットを管理し、ASM はこれ
らのディスク・グループ内でのデータベース・ファイルの配置を自動化します。

ASM を使用すると、次のメリットがあります。

� ストライプ化ストライプ化ストライプ化ストライプ化 : ASM は、ディスク・グループ内のすべてのディスクにデータを均等に分散
して、パフォーマンスと使用率を 適化します。このようにデータベース・ファイルを均
等に分散することにより、定期的な監視および I/O パフォーマンス・チューニングが不要
になります。

� ミラー化ミラー化ミラー化ミラー化 : ASM は、オプションでファイルをミラー化することにより、データの可用性を
向上できます。ASM は、ディスク・レベルでミラー化するオペレーティング・システムの
ミラー化とは異なり、ファイル・レベルでミラー化を行います。ミラー化は、ファイルの
各エクステントの冗長コピー（ミラー化コピー）を保持することであり、ディスク障害に
よるデータ損失を回避するために役立ちます。各ファイル・エクステントのミラー化コ
ピーは、常に元のコピーとは異なるディスクで保持されます。ディスク障害が発生した場
合、ASM は、ディスク・グループ内の残存するディスクにあるミラー化コピーにアクセス
することによって、影響を受けたファイルへのアクセスを継続できます。

� オンライン・ストレージ再構成および動的リバランスオンライン・ストレージ再構成および動的リバランスオンライン・ストレージ再構成および動的リバランスオンライン・ストレージ再構成および動的リバランス : ASM により、データベースの動作
中にディスク・ストレージ・システムのディスクを追加または削除できます。ディスク・
グループにディスクを追加すると、データがその新しいディスクも含めたディスク・グ
ループ内のすべてのディスクに均等に分散されるように、ASM により自動的にデータが再
分散されます。新しく追加されたディスクにもデータが分散されるようにデータを再分散
するプロセスはリバランスリバランスリバランスリバランスと呼ばれます。リバランスは、バックグラウンドで実行され、
データベースのパフォーマンスへの影響は 小限になります。

� Oracle Managed Files の作成および削除の作成および削除の作成および削除の作成および削除 : ASM は、ASM ディスク・グループに格納される
ファイルを Oracle データベースで管理できるようにすることで、管理タスクをさらに削減
します。ファイルが作成されると、ASM によって自動的にファイル名が割り当てられ、
ファイルが不要になると、そのファイルは自動的に削除されます。

ASM は、独自のシステム・グローバル領域とバックグラウンド・プロセスを備えた、特殊な
Oracle インスタンスとして実装されます。ASM インスタンスは、データベース・インスタンス
と密接に統合されています。記憶域に ASM を使用する、1 つ以上のデータベース・インスタン
スを実行するすべてのサーバーには、ASM インスタンスがあります。Oracle RAC 環境では、
各ノードに 1 つの ASM インスタンスがあり、ASM インスタンスが、ピアツーピア・ベースで
相互に通信します。各ノードには、そのノードのデータベース・インスタンスの数に関係なく、
1 つの ASM インスタンスのみが必要です。

データベース・ファイル記憶域には、RAW デバイスまたはオペレーティング・システムのファ
イル・システムではなく、ASM を使用することをお薦めします。ただし、データベースには、
ASM ファイルと非 ASM ファイルを混在させることができます。

Oracle RAC のインストール、構成および管理に使用するツールのインストール、構成および管理に使用するツールのインストール、構成および管理に使用するツールのインストール、構成および管理に使用するツール
次に、Oracle RAC データベースをインストール、構成および管理するために使用するツールに
ついて説明します。

� Oracle Universal Installer（OUI）: OUI は、Oracle Clusterware および Oracle Database ソ
フトウェアを Oracle RAC とともにインストールします。ユーザーがクラスタで使用する
ノードを構成した後、OUI はネットワーク接続を使用して Oracle ソフトウェアを指定ノー
ドにインストールします。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』
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� クラスタ検証ユーティリティ（CVU）: CVU は、共有記憶域デバイス、ネットワーク構成、
システム要件などのクラスタおよび Oracle RAC の各種コンポーネント、ならびに Oracle 
Clusterware、またオペレーティング・システムのグループおよびユーザーの検証に使用で
きるコマンドライン・ツールです。また、クラスタ環境のインストール前およびインス
トール後のチェックにも使用できます。CVU は、特に、Oracle Clusterware および Oracle 
RAC コンポーネントのインストール前およびインストール中に便利です。OUI では、
Oracle Clusterware のインストール後に CVU を実行して環境を検証します。

� Oracle Enterprise Manager: Oracle Enterprise Manager には、単一インスタンス環境および
Oracle RAC 環境を管理するための 2 つのグラフィカル・ユーザー・インタフェース

（GUI）、Database Control および Grid Control があります。

� サーバー制御ユーティリティ（SRVCTL）: SRVCTL は、Oracle Cluster Registry（OCR）
で定義されているリソースを管理するためのコマンドライン・インタフェースです。リ
ソースには、nodeapps と呼ばれる、Oracle Clusterware を構成するノード・アプリケー
ションなどがあります。Oracle Clusterware には、Oracle Notification Service（ONS）、グ
ローバル・サービス・デーモン（GSD）および仮想 IP（VIP）が含まれています。
SRVCTL によって管理可能なその他のリソースには、データベース、インスタンス、リス
ナー、サービス、アプリケーションおよび Oracle Enterprise Manager エージェントがあり
ます。SRVCTL を使用して、nodeapps、データベース、インスタンス、リスナーおよび
サービスの起動と停止、インスタンスおよびサービスの削除または移動、サービスの追加、
および構成情報の管理を実行できます。

� クラスタ・レディ・サービス・コントロール（CRSCTL）: CRSCTL は、Oracle 
Clusterware デーモンの管理に使用できるコマンドライン・ツールです。これらのデーモン
には、クラスタ同期サービス（CSS）、クラスタ・レディ・サービス（CRS）、イベント・マ
ネージャ（EVM）などがあります。CRSCTL を使用すると、Oracle Clusterware の起動と
停止、および Oracle Clusterware インストールの現行のステータスの確認を行うことがで
きます。

様々なオペレーティング・システムへの様々なオペレーティング・システムへの様々なオペレーティング・システムへの様々なオペレーティング・システムへの Oracle RAC のインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle RAC を Red Hat Linux 以外のオペレーティング・システムにインストールして構成する
場合にも、このマニュアルで Oracle RAC のデプロイ方法に関する一般的な情報を得られます。
このマニュアルは、Oracle RAC を 3 つ以上のノードを持つクラスタにデプロイする場合にも使
用できます。このマニュアルで説明する環境に一致しない環境の場合は、その環境に応じて用
例を読み替えてください。

Oracle RAC を Red Hat Linux 以外の異なるプラットフォームや異なるバージョンのオペレー
ティング・システムにインストールする場合は、そのプラットフォームのインストールおよび
構成に関するマニュアルを参照する必要があります。たとえば、Oracle RAC を Solaris オペ
レーティング・システムにインストールする場合は、次のマニュアルを使用します。

� 『Oracle Clusterware インストレーション・ガイド for Solaris Operating System』

� 『Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for Linux and UNIX 
Systems』

Oracle Clusterware および Oracle RAC は同じクラスタ内の異機種プラットフォームをサポート
していません。たとえば Red Hat Linux を実行しているクラスタ内のノードと Solaris UNIX を
実行している同じクラスタ内の他のノードを同時に持つことはできません。すべてのノードが
同じオペレーティング・システムを実行する必要があり、つまりバイナリ互換である必要があ
ります。Oracle RAC は、同じクラスタ内で異なるチップアーキテクチャを持つマシンをサポー
トしていません。ただし、同じクラスタ内でスピードとサイズが異なるマシンは持つことがで
きます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Clusterware および Oracle RAC のインストールと構成」

� 『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』
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クラスタの
2

クラスタの準備クラスタの準備クラスタの準備クラスタの準備

この章には、システム管理者およびネットワーク管理者が、DBA として、クラスタ内の 2 つの
ノードを構成する担当者をサポートする際に必要な情報が含まれています。この章では、Red 
Hat Linux オペレーティング・システムの基本を理解していることを前提としています。必要
に応じて、『Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for Linux and UNIX 
Systems』で詳細を参照してください。また、この章のタスクを実行するには、root権限が必
要です。

この章の内容は次のとおりです。

� 要件の確認の概要

� サーバーの準備

� ネットワークの構成

� オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備

� インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成
準備 2-1



要件の確認の概要
要件の確認の概要要件の確認の概要要件の確認の概要要件の確認の概要
インストールを開始する前に、システムが Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）の
要件を満たしていることを確認する必要があります。この要件は、次の 3 つのカテゴリに分け
られます。

� ハードウェア要件の確認の概要

� ネットワーク要件の識別の概要

� インストールされたオペレーティング・システムとソフトウェア要件の検証

ハードウェア要件の確認の概要ハードウェア要件の確認の概要ハードウェア要件の確認の概要ハードウェア要件の確認の概要
Oracle Clusterware または Oracle Clusterware と Oracle RAC のインストールの一部を形成する
各ノードは、ソフトウェアの 低限のハードウェア要件を満たす必要があります。これらの
ハードウェア要件は、次のようなカテゴリに分けられます。

� 物理メモリー（1GB 以上の RAM）

� スワップ領域（2GB 以上の使用可能なスワップ領域）

� 一時領域（400MB 以上）

� インストールする Oracle ソフトウェアのバージョンでの動作が保証されているプロセッ
サ・タイプ（CPU）

Oracle Database ホーム・ディレクトリに 3.5GB 以上の使用可能なディスク領域、また自動スト
レージ管理（ASM）のホーム・ディレクトリに 3.3GB 以上の使用可能なディスク領域が必要で
す。さらに、Oracle Clusterware ソフトウェアのインストールには 600MB の使用可能なディス
ク領域が必要です。 適なパフォーマンスおよび保護のためには、複数のディスクが必要であ
り、各ディスクが異なるディスク・コントローラを使用する必要があります。

Oracle RAC データベースは、シェアード・エブリシング型のデータベースです。Oracle RAC
データベースで使用されているすべてのデータファイル、制御ファイル、REDO ログ・ファイ
ル、およびサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）は、すべての Oracle RAC データベー
ス・インスタンスがアクセス可能な共有記憶域に配置する必要があります。このマニュアルで
説明する Oracle RAC インストールでは、データベース・ファイルの共有記憶域に Oracle ASM
が使用されます。

Oracle Clusterware は、次のコンポーネントを使用することによって、優れたスケーラビリ
ティと高可用性を実現します。

� 投票ディスク投票ディスク投票ディスク投票ディスク : クラスタ・メンバーシップを管理し、ネットワーク障害の場合にノード間で
クラスタ所有権を調整します。投票ディスクは、共有記憶域に存在するファイルです。可
用性を高めるために、複数の投票ディスクを持つこと、および奇数の投票ディスクを持つ
ことをお薦めします。単一の投票ディスクを定義する場合は、冗長性のためにファイル・
システム・レベルでのミラー化を使用します。

注意注意注意注意 : Oracle データベース・ソフトウェアをインストールする際、
Oracle Universal Installer（OUI）によって自動的にハードウェア前提条件
チェックが実行され、適合しない場合は通知されます。

注意注意注意注意 : 実際のディスク領域要件については、ご使用のオペレーティング・
システムのインストレーション・ガイドを参照してください。Oracle ソフ
トウェアで使用されるディスク領域は一定でなく、このマニュアルに記載
されている値より大きくなることもあります。
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要件の確認の概要
� Oracle Cluster Registry（（（（OCR））））: クラスタ構成情報およびクラスタ内の任意のクラスタ・
データベースに関する構成情報を保持します。OCR には、どのデータベース・インスタン
スをどのノード上で実行するか、どのサービスをどのデータベース上で実行するかなどの
情報が含まれます。また、OCR には Oracle Clusterware が制御するプロセスに関する情報
も格納されます。OCR は、クラスタ内のすべてのノードがアクセス可能な共有記憶域に存
在します。Oracle Clusterware では OCR を多重化（OCR の複数のコピーを保持）できる
ため、この機能を使用して高可用性を確保することをお薦めします。

これらの Oracle Clusterware コンポーネントには、次のような追加のディスク領域が必要です。

� 2 つの Oracle Clusterware レジストリ・ファイル（それぞれのディスク領域が 280MB か、
または合計ディスク領域が 560MB）

� 3 つの投票ディスク・ファイル（それぞれのディスク領域が 280MB か、または合計ディス
ク領域が 840MB）

投票ディスク・ファイルを配置するには、各投票ディスクが、任意のハードウェア・デバイス
またはディスクを共有しないように、または他のシングル・ポイント障害の場所を共有しない
ように構成されていることを確認します。Oracle Clusterware ファイルの詳細は、2-19 ページ
の「Oracle Clusterware ファイル用のブロック・デバイスの構成」を参照してください。

ネットワーク要件の識別の概要ネットワーク要件の識別の概要ネットワーク要件の識別の概要ネットワーク要件の識別の概要
Oracle RAC クラスタは、プライベート・インターコネクトでリンクしている 2 つ以上のノード
で構成されます。インターコネクトは、クラスタにあるノードの間の通信パスとして機能しま
す。クラスタ・データベースの各インスタンスでは、各インスタンスの共有リソースの使用を
同期化するためのメッセージ機能でインターコネクトを使用します。Oracle RAC では、複数の
インスタンスで共有されるデータ・ブロックの転送にもインターコネクトを使用します。

Oracle Clusterware では、クラスタ内のノードが、プライベート・インターコネクトを使用し
てプライベート・ネットワークに接続されている必要があります。プライベート・インターコ
ネクトは、クラスタ・ノード間で構成する個別のネットワークです。Oracle RAC で使用するイ
ンターコネクトは、Oracle Clusterware で使用するインターコネクトと同じです。このイン
ターコネクトは、プライベート・インターコネクトである（クラスタ・メンバー以外のノード
からはアクセスできない）必要があります。

Oracle RAC および Oracle Clusterware に使用するネットワークを構成する場合は、クラスタ内
の各ノードが次の要件を満たしている必要があります。

� 各ノードに 2 つ以上のネットワーク・インタフェース・カード（ネットワーク・アダプタネットワーク・アダプタネットワーク・アダプタネットワーク・アダプタ）
があります。一方のアダプタはパブリック・ネットワーク用、もう一方のアダプタはイン
ターコネクトで使用されるプライベート・ネットワーク用です。ノードが次の条件に該当
する場合、さらにネットワーク・アダプタを追加でインストールします。

– 2 つ以上のネットワーク・アダプタが備わっていない場合

注意注意注意注意 : Oracle Clusterware および Oracle RAC をインストールする前に、
投票ディスクと OCR の両方が、構成する共有デバイスに存在する必要が
あります。

参照参照参照参照 :

� 使用プラットフォーム固有の Oracle Clusterware インストレーショ
ン・ガイド

� 「プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要」

� 「サーバーの準備」

� 「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」
クラスタの準備 2-3



要件の確認の概要
– 2 つのネットワーク・インタフェース・カードが備わっているが、ネットワーク接続
ストレージ（NAS）が使用されている場合。NAS 用に別個のネットワーク・アダプタ
を装備する必要があります。

� 各ノードで 3 つ以上の IP アドレスが使用可能である必要があります。

1. パブリック・インタフェースに対応するホスト名（またはネットワーク名）を持つ IP
アドレス

2. 各プライベート・インタフェースに対応するホスト名を持つプライベート IP アドレス

3. 関連するネットワーク名と対応する 1 つの仮想 IP アドレス。次の要件を満たす仮想 IP
（VIP）アドレスを選択してください。

– VIP アドレスおよび対応するネットワーク名が現在使用されていない。

– VIP がパブリック・インタフェースと同じサブネット上にある。

� すべてのノードのパブリック・インタフェース名が同一である必要があります。あるノー
ドのパブリック・インタフェースがネットワーク・アダプタ eth0を使用している場合は、
eth0をすべてのノードでパブリック・インタフェースとして構成する必要があります。す
べてのノードに、同じプライベート・インタフェース名を構成する必要があります。eth1
が 1 番目のノードのプライベート・インタフェース名である場合は、2 番目のノードのプ
ライベート・インタフェースも eth1である必要があります。

� プライベート・ネットワークでは、指定されたすべてのインターコネクト・インタフェー
スのエンド・ポイントが完全にネットワーク上でアクセス可能である必要があります。プ
ライベート・ネットワークを使用して、クラスタ内のすべてのノードが各ノードからアク
セス可能な状態にしてください。

Red Hat Linux を実行しているノード上に構成するインタフェースを決定するには、rootユー
ザーとして次のコマンドを使用します。

# /sbin/ifconfig

各ノードの IP アドレスを取得するには、システムおよびネットワーク管理者の協力が必要にな
る場合があります。

注意注意注意注意 : Oracle RAC インストールでサポートされるネットワーク・プロト
コルおよびハードウェアの 新情報は、次の URL にある OracleMetaLink
の「Certify」ページを参照してください。

https://metalink.oracle.com

注意注意注意注意 : プライベート・インタフェースでは、プライベート・ネットワー
ク IP アドレス（10.*.*.*、192.168.*.* など）の使用をお薦めします。

参照参照参照参照 :

� 「ネットワークの構成」

� 「要件の確認の概要」
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要件の確認の概要
インストールされたオペレーティング・システムとソフトウェア要件の検証インストールされたオペレーティング・システムとソフトウェア要件の検証インストールされたオペレーティング・システムとソフトウェア要件の検証インストールされたオペレーティング・システムとソフトウェア要件の検証
正確な要件の詳細は、使用プラットフォームの Oracle Clusterware および Oracle Real 
Application Clusters のインストレーションおよび構成ガイドを参照してください。この要件に
は次のものが含まれます。

� オペレーティング・システムのバージョン

� オペレーティング・システムのカーネル・バージョン

� インストール済のパッケージ、パッチまたはパッチ・セット

� インストール済のコンパイラおよびドライバ

� Web ブラウザのタイプおよびバージョン

� その他のアプリケーション・ソフトウェア要件

Oracle Database 11g リリース 1（11.1）で現在サポートされていないバージョンのオペレーティ
ング・システムを実行している場合は、 初にオペレーティング・システムをアップグレード
してから、Oracle Real Application Clusters 11g をインストールしてください。

Red Hat Linux のオペレーティング・システム要件が満たされているかどうかを判断するには、のオペレーティング・システム要件が満たされているかどうかを判断するには、のオペレーティング・システム要件が満たされているかどうかを判断するには、のオペレーティング・システム要件が満たされているかどうかを判断するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. インストールされている Linux ディストリビューションおよびバージョンを確認するには、
オペレーティング・システム・プロンプトで rootユーザーとして次のコマンドを実行し
ます。

# cat /etc/issue

2. 必要なエラータ・レベルがインストールされているかどうかを判別するには、rootユー
ザーとして次の手順を実行します。

# uname -r
2.6.9-42.EL

一般のソフトウェアと同様、Linux カーネルは、オペレーティング・システムの不具合を
修正するために更新されます。このようなカーネルの更新を、エラータ・カーネルまたは
エラータ・レベルといいます。

前述の例の出力は、カーネルのバージョンが 2.6.9、エラータ・レベル（EL）が 22 である
ことを示しています。ディストリビューションに必要なエラータ・レベルを確認します。
そのエラータ・レベルが 低限必要とされるエラータ・レベルよりも低い場合、オペレー
ティング・システムに 新のカーネル更新をインストールします。カーネル更新は、オペ
レーティング・システムのベンダーから入手できます。

3. インストールに影響を与えるオペレーティング・システムの問題がないことを確認するに
は、使用プラットフォームの Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters
のインストレーション・ガイドに記載されているオペレーティング・システムのパッチ更
新およびパッケージがすべてインストールされていることを確認します。Red Hat Linux
を使用している場合は、rootユーザーとして次のコマンドを実行すると、必要なパッケー
ジ（特定の機能または計算を実行するプログラム）がインストールされているかどうかを
判別できます。

# rpm -q package_name

package_name変数は、setarchなどの検証の対象とするパッケージの名前です。パッ
ケージがインストールされていない場合、Linux の配布メディアからインストールするか、
Linux ベンダーの Web サイトから必要なバージョンのパッケージをダウンロードします。
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サーバーの準備
サーバーの準備サーバーの準備サーバーの準備サーバーの準備
この項では、次のタスクを実行します。

� オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成

� セキュア・シェルの構成

� SSH ユーザー等価関係の構成

� オペレーティング・システム環境の構成の概要

オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成
このサーバーに Oracle ソフトウェアがインストールされるのが初めてかどうかによって、オペ
レーティング・システム・グループを作成する必要がある場合があります。

Oracle ソフトウェアのインストール時に次のオペレーティング・システムのグループが使用さ
れます。

� Oracle Database 認証の場合、OSDBA グループ（通常 dba）

� すべてのインストールの場合、Oracle イベントリ・グループ（通常 oinstall）

� （オプション）自動ストレージ管理（ASM）認証の場合、他の OSASM グループ（asmな
ど）。このオプションを選択しない場合、dbaがデフォルトの OSASM グループとなりま
す。

次のオペレーティング・システム・ユーザーは、すべてのインストールに必要です。

� Oracle ソフトウェアを所有するユーザー（通常は oracle）

� 権限のないユーザー（Linux システムの nobodyユーザーなど）

単一の Oracle インベントリ・グループは、システム上のすべての Oracle ソフトウェアのイン
ストールに必要です。Oracle ソフトウェアの 初のインストール後は、そのシステムに行う後
続の Oracle ソフトウェアのインストール全般に対して同じ Oracle インベントリ・グループを
使用する必要があります。ただし、Oracle ソフトウェアを所有する異なるユーザーを作成して、
各ソフトウェアのインストールへの管理アクセスを認証する場合に異なるオペレーティング・
システム・グループを使用することができます。オペレーティング・システム・ユーザー

（oracleなど）が Oracle ソフトウェアへのアクセスの認証に使用されるオペレーティング・
システム・グループ（dbaグループなど）のメンバーである場合、そのユーザーは関連するソ
フトウェアへの管理アクセス権を持ちます。

参照参照参照参照 :

� 「様々なオペレーティング・システムへの Oracle RAC のインストー
ル」

� 「サーバーの準備」

� 「オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備」

� 「オペレーティング・システム環境の構成の概要」

� 「プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要」

� 使用しているプラットフォーム用の Oracle Clusterware および Oracle 
Real Application Clusters のインストレーションおよび構成ガイド

参照参照参照参照 :

� 「オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備」

� 「カーネル・パラメータの構成の概要」

� 「オペレーティング・システム環境の構成の概要」

� 「プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要」
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サーバーの準備
各 Oracle Database のインストールへの管理アクセスを認証する場合に異なるオペレーティン
グ・システム・グループを使用すると、それぞれのグループのメンバーは、システムのすべて
のデータベースではなく、1 つのデータベースに対してのみ SYSDBA 権限を持ちます。また、
別のオペレーティング・システム・グループを ASM 認証用に構成すると、ASM への SYSASM
アクセスを持ち、データベース・インスタンスへの SYSDBA アクセスを持たないユーザーを構
成できます。

必要なオペレーティング・システムのユーザーおよびグループを必要なオペレーティング・システムのユーザーおよびグループを必要なオペレーティング・システムのユーザーおよびグループを必要なオペレーティング・システムのユーザーおよびグループを Red Hat Linux 上に作成する上に作成する上に作成する上に作成する
には、次の手順を実行します。には、次の手順を実行します。には、次の手順を実行します。には、次の手順を実行します。

1. サーバーに存在するグループを判別するには、/etc/groupファイルの内容をリストしま
す。

cat /etc/group

2. サーバーに Oracle ソフトウェアをインストールしたのが初めてであり、Oracle インベント
リ・グループが存在しない場合は、rootユーザーとして次のようなコマンドを入力し、
Oracle イベントリ・グループを作成します。

/usr/sbin/groupadd oinstall

3. rootユーザーとして次のようなコマンドを入力し、OSDBA グループを作成します。

/usr/sbin/groupadd dba

4. Oracle ソフトウェアを所有するユーザーがサーバーに存在しない場合は、ユーザーを作成
する必要があります。クラスタ内のすべてのノードで現在使用中でないユーザー ID

（UID）を選択します。次のコマンドは、oracleユーザーおよびユーザーのホーム・ディ
レクトリ（/home/oracle）の作成方法を示しています。デフォルト・グループは
oinstall、セカンダリ・グループは dbaで、UID は 200 を使用します。

useradd -u 200 -g oinstall -G dba -d /home/oracle -r oracle

サーバーですでに作成されたユーザーを判別するには、/etc/passwdファイルの内容を
リストします。

cat /etc/passwd

5. 次のコマンドを使用して、oracleアカウントのパスワードを設定します。passwordを
自分のパスワードに置き換えます。

passwd oracle

Changing password for user oracle.
New UNIX password: password 
retype new UNIX password: password
passwd:  all authentication tokens updated successfully.

6. 必要に応じて、クラスタ内の各ノードで手順 1 から手順 4 を繰り返します。

注意注意注意注意 : Oracle RAC を Microsoft Windows にインストールする場合、
Oracle Universal Installer によって SYSDBA アクセスを認証するための
ORA_DBAグループが自動的に作成されます。SYSASM アクセスを認証す
るための ORA_ASMグループは作成されません。また、管理権限を持つア
カウントでログインしている間に Oracle RAC ソフトウェアをインストー
ルする場合、インストールのためのユーザーを別途作成する必要はありま
せん。
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サーバーの準備
7. docrac1および docrac2の両方でユーザー oracleの属性が同一であることを確認しま
す。

id oracle 

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=200(oracle) gid=500(oinstall) groups=500(oinstall),501(dba)

セキュア・シェルの構成セキュア・シェルの構成セキュア・シェルの構成セキュア・シェルの構成
UNIX および Linux プラットフォームに Oracle RAC をインストールする際、ソフトウェアは、
1 つのノードにインストールされます。その後、OUI はセキュアな通信を使用してそのソフト
ウェアのバイナリ・ファイルを他のクラスタ・ノードにコピーします。OUI は、通信にセキュ
ア・シェル（SSH）を使用します。また、Oracle RAC および Oracle Clusterware のその他の
様々なコンポーネントも、SSH を使用してセキュアな通信を行います。

SSH を構成するには、 初に、Rivest Shamir Adleman（RSA）鍵とデジタル署名アルゴリズム
（DSA）鍵を各クラスタ・ノードに作成する必要があります。秘密鍵と公開鍵を作成した後、す
べてのクラスタ・ノード・メンバーの鍵を、各ノードで同一の認証鍵ファイルにコピーします。
これが完了したら、SSH エージェントを起動して、鍵をメモリーにロードします。

RSA 鍵および鍵および鍵および鍵および DSA 鍵の生成鍵の生成鍵の生成鍵の生成
SSH を構成する 初の手順として、各クラスタ・ノードで RSA 鍵と DSA 鍵を作成します。

Red Hat Linux 上で上で上で上で RSA 鍵および鍵および鍵および鍵および DSA 鍵を構成するには、次の手順を実行します。鍵を構成するには、次の手順を実行します。鍵を構成するには、次の手順を実行します。鍵を構成するには、次の手順を実行します。

1. 一度ログ・アウトしてから、oracleユーザーとして、docrac1でオペレーティング・シ
ステムに再度ログインします。

2. oracleユーザーのホーム・ディレクトリに .sshディレクトリが存在するかどうかを確
認します。存在しない場合は、.sshディレクトリを作成し、oracleユーザーのみがその
ディレクトリにアクセスできるようにディレクトリ権限を設定します。次に例を示します。

$ ls -a $HOME
$ mkdir ~/.ssh
$ chmod 700 ~/.ssh

参照参照参照参照 :

� 「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」

� 「自動ストレージ管理の概要」

参照参照参照参照 :

� 暗号化鍵を使用したデータ・セキュリティの詳細は、『Oracle 
Database Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

� 「RSA 鍵および DSA 鍵の生成」

� 「認証鍵ファイルへの鍵の追加」

� 「SSH ユーザー等価関係の構成」

注意注意注意注意 : ここでの手順で、rootユーザーから oracleユーザーへの切替え
に suコマンドを使用しないでください。これらの手順を正常に実行する
には、rootユーザーとしてオペレーティング・システムのセッションを
完全に終了し、oracleユーザーとして新しいセッションを開始します。
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サーバーの準備
3. RSA タイプの公開暗号化鍵と秘密暗号化鍵を作成します。端末ウィンドウを開いて次のコ
マンドを実行します。

/usr/bin/ssh-keygen -t rsa

プロンプトで、次の手順を実行します。

� [Enter] キーを押して、鍵ファイルのデフォルトの場所を受け入れます。

� パス・フレーズを入力する際は、oracleユーザーのパスワードとは異なるパス・フ
レーズを入力して確認します。

このコマンドによって、/home/oracle/.ssh/id_rsa.pubファイルに公開鍵が作成さ
れ、/home/oracle/.ssh/id_rsaファイルに秘密鍵が作成されます。

4. docrac1と docrac2の両方に、DSA タイプの公開鍵および秘密鍵を作成します。各ノー
ドの端末ウィンドウで、次のコマンドを実行します。

/usr/bin/ssh-keygen -t dsa

プロンプトで、次の手順を実行します。

� [Enter] キーを押して、鍵ファイルのデフォルトの場所を受け入れます。

� パス・フレーズを入力する際は、oracleユーザーのパスワードとは異なるパス・フ
レーズを入力して確認します。

このコマンドによって、/home/oracle/.ssh/id_dsa.pubファイルに公開鍵が作成さ
れ、/home/oracle/.ssh/id_dsa ファイルに秘密鍵が作成されます。

5. クラスタに追加する各ノードで手順 1 から手順 4 を繰り返します。

認証鍵ファイルへの鍵の追加認証鍵ファイルへの鍵の追加認証鍵ファイルへの鍵の追加認証鍵ファイルへの鍵の追加
鍵を生成したら、各ノードの鍵を authorized_keysファイルにコピーし、このファイルをク
ラスタ内のすべてのノードにコピーします。

生成した鍵を生成した鍵を生成した鍵を生成した鍵を authorized_keys ファイルに追加するには、次の手順を実行します。ファイルに追加するには、次の手順を実行します。ファイルに追加するには、次の手順を実行します。ファイルに追加するには、次の手順を実行します。

1. ローカル・ノードで、oracleユーザー・ホーム・ディレクトリの .sshディレクトリに
ディレクトリを変更します。

cd ~/.ssh

注意注意注意注意 :  システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵
を配布しないでください。を配布しないでください。を配布しないでください。を配布しないでください。

注意注意注意注意 :  システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵システムのセキュリティを保護するため、他のユーザーに秘密鍵
を配布しないでください。を配布しないでください。を配布しないでください。を配布しないでください。

参照参照参照参照 :

� 暗号化鍵を使用したデータ・セキュリティの詳細は、『Oracle 
Database Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

� 「SSH ユーザー等価関係の構成」

� 「認証鍵ファイルへの鍵の追加」
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サーバーの準備
2. 次のコマンドを使用して RSA 鍵および DSA 鍵を authorized_keysファイルに追加した
後、.sshディレクトリの内容を一覧表示します。

$ cat id_rsa.pub >>authorized_keys
$ cat id_dsa.pub >>authorized_keys
$ ls

authorized_keysファイルに加えて、生成した鍵である id_dsa.pubおよび
id_rsa.pubと公開鍵ファイルである id_dsaおよび id_rsaが表示されます。

3. セキュア・コピー（SCP）またはセキュア FTP（SFTP）を使用して、authorized_keys
ファイルをリモート・ノード上の oracleユーザーの .sshディレクトリにコピーします。
次の例では、SCP を使用して authorized_keysファイルを docrac2にコピーします。
oracleユーザーのパスは /home/oracleです。

[oracle@docrac1 .ssh]scp authorized_keys docrac2:/home/oracle/.ssh/
The authenticity of host 'docrac2(143.46.43.101)' can't be established.RSA key 
fingerprint is 7z:ez:e7:f6:f4:f2:d1:a6:f7:4e:zz:me:a7:48:ae:f6:7e.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes
oracle@docrac2's password:

RSA 鍵または DSA 鍵を受け入れるように求められます。yesと入力します。

プロンプトが表示されたら、oracleユーザーのパスワードを指定します。このパスワー
ドは、クラスタ内のすべてのノードで同一になるようにする必要があります（注意注意注意注意 : これ
は新たに指定するパス・フレーズではなく、ユーザーのパスワードです）。
authorized_keysファイルがリモート・ノードにコピーされます。

4. SSH を使用し、作成したパス・フレーズを使用して authorized_keysファイルのコピー
先ノードにログインします。.sshディレクトリに移動し、catコマンドを使用して、2 番
目のノードの RSA 鍵および DSA 鍵を authorized_keysファイルに追加します。次に例
を示します。

[oracle@docrac1 .ssh]$ ssh docrac2
Enter passphrase for key '/home/oracle/.ssh/id_rsa':
[oracle@docrac2 oracle]S cd .ssh
[oracle@docrac2 ssh]$ cat id_rsa.pub  >> authorized_keys
[oracle@docrac2 ssh]$ cat id_dsa.pub  >> authorized_keys

5. クラスタにノードが 3 つ以上ある場合は、クラスタに追加する各ノードに対して手順 3 お
よび手順 4 を繰り返します。 後に更新した authorized_keysファイルを次のノードに
コピーし、そのノードの公開鍵を authorized_keysファイルに追加します。

6. すべてのノードで authorized_keysファイルを更新したら、SCP を使用して、完全な
authorized_keysファイルを 後の更新対象ノードからその他すべてのクラスタ・ノー
ドにコピーし、既存のファイルを上書きします。次に例を示します。

[oracle@docrac2 .ssh]scp authorized_keys docrac1:/home/oracle/.ssh/
The authenticity of host 'docrac1(143.46.43.100)' can't be established. RSA key 
fingerprint is 7e:62:60:f6:f4:f2:d1:a6:f7:4e:zz:me:b9:48:dc:e3:9c.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes
oracle@docrac2's password:
Warning: Permanently added 'docrac1,143.46.43.100' (RSA) to the list of known
hosts.
oracle@docrac1's password:
authorized_keys                          100%  1656    19.9MB.s    00:00

SSH を使用して別のノードにログインする場合、または別のノードでコマンドを実行する場合
は、この時点で、RSA 鍵および DSA 鍵の作成時に指定したパス・フレーズの入力を求められ
ます。
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SSH ユーザー等価関係の構成ユーザー等価関係の構成ユーザー等価関係の構成ユーザー等価関係の構成
次の条件がクラスタ内のすべてのノードに該当する場合、クラスタには、ユーザー等価関係ユーザー等価関係ユーザー等価関係ユーザー等価関係が
あります。

� 指定したユーザーのユーザー名、ユーザー ID（UID）およびパスワードが同じ場合

� 指定したユーザーが同じグループに属する場合

� 指定したグループのグループ ID（GID）が同じ場合

Linux システムで、パス・フレーズの入力を求められずに Oracle Universal Installer で sshコ
マンドおよび scpコマンドを使用できるようにするには、SSH ユーザー等価を構成する必要が
あります。

Red Hat Linux 上で上で上で上で SSH ユーザー等価を構成するには、次の手順を実行します。ユーザー等価を構成するには、次の手順を実行します。ユーザー等価を構成するには、次の手順を実行します。ユーザー等価を構成するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Universal Installer を実行するシステムで、oracleユーザーとしてオペレーティン
グ・システムにログインします。

2. 次のコマンドを使用して、SSH エージェントを起動し、SSH 鍵をメモリーにロードしま
す。

$ exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL
$ /usr/bin/ssh-add

ssh-addプログラムでは、SSH の構成時に生成した各鍵にパス・フレーズを入力するよう
求められます。次に例を示します。

[oracle@docrac1 .ssh]$ exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL
[oracle@docrac1 .ssh]$ /usr/bin/ssh-add
Enter passphrase for /home/oracle/.ssh/id_rsa
Identity added: /home/oracle/.ssh/id_rsa (/home/oracle/.ssh/id_rsa)
Identity added: /home/oracle/.ssh/id_dsa (/home/oracle/.ssh/id_dsa)

これらのコマンドによって、ノードで ssh-agentプログラムが起動され、SSH コマンド
を発行する際にパス・フレーズを使用するように求めるプロンプトを表示しないように、
RSA 鍵および DSA 鍵がメモリーにロードされます。

SSH が適切に構成されていれば、パスワードまたはパス・フレーズを求めるプロンプトは
表示されることなく sshや scpコマンドを使用できます。

参照参照参照参照 :

� 暗号化鍵を使用したデータ・セキュリティの詳細は、『Oracle 
Database Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

� 「セキュア・シェルの構成」

� 「RSA 鍵および DSA 鍵の生成」

� 「SSH ユーザー等価関係の構成」

注意注意注意注意 : この端末ウィンドウは、Oracle Clusterware および Oracle RAC の
ソフトウェア・インストールが完了するまで閉じないでください。インス
トールが完了する前にこの端末ウィンドウを閉じる必要がある場合は、手
順 2 を繰り返してからソフトウェア・インストールを開始または続行して
ください。
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3. sshコマンドを使用してクラスタ内の各ノードの日付を取得し、SSH 構成を完了します。

たとえば、ノード名が docrac1および docrac2である 2 ノードのクラスタで、次のコマ
ンドを入力します。

$ ssh docrac1 date
$ ssh docrac2 date

SSH を使用してはじめてノード間で接続を行った場合は、次のようなメッセージが表示さ
れることがあります。

The authenticity of host 'docrac1(143.46.43.100)' can't be established.
RSA key fingerprint is 7z:ez:e7:f6:f4:f2:d1:a6:f7:4e:zz:me:a7:48:ae:f6:7e.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes

プロンプトに yesと入力して続行します。このノードをもう一方のノードから接続すると
きにこのメッセージが再度表示されることはありません。これ以外のメッセージやテキス
ト（日付を除く）が表示された場合、インストールに失敗する可能性があります。

いずれかのノードからパスワードまたはパス・フレーズの入力を求められた場合は、その
ノードの ~/.ssh/authorized_keysファイルに正しい公開鍵が含まれていることを確
認してください。必要な変更を行って、前述のコマンドを入力したときに日付のみが表示
されるようにします。また、シェルがインタラクティブ・シェルの場合にのみスクリプト
が機能するように、ログイン・スクリプトの中で出力の生成や質問の表示を行う部分を変
更する必要があります。

手順 1 から手順 3 を完了した後、クラスタ内の各ノードの各パブリック・ホスト名は、ク
ラスタの他のすべてのメンバーの known_hostsファイルに登録される必要があります。

オペレーティング・システム環境の構成の概要オペレーティング・システム環境の構成の概要オペレーティング・システム環境の構成の概要オペレーティング・システム環境の構成の概要
Red Hat Linux では、Oracle Universal Installer（OUI）は、oracleアカウントから実行しま
す。Oracle Universal Installer は、oracleユーザー用に構成された環境変数から情報を入手し
ます。OUI を実行する前に、oracleユーザーの環境変数を変更し、次のとおりに構成してお
く必要があります。

� Linux および UNIX システムのシェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成
マスク（umask）を 022 に設定します。

� ORACLE_BASE環境変数を、Oracle Database ソフトウェアのインストールを予定している
場所に設定します。ORACLE_BASEディレクトリの詳細は、2-23 ページの「Oracle ベー
ス・ディレクトリの選択の概要」を参照してください。

また、/tmpディレクトリで使用可能なディスク領域が 400MB 未満の場合でも、別のファイ
ル・システムには 400MB 以上の使用可能な領域がある場合は、このファイル・システムに代替
の一時ディレクトリを指定するように、TEMPおよび TMPDIR環境変数を設定できます。

Oracle Clusterware をインストールする前に、Oracle Clusterware ホーム（CRS ホームとも呼
ばれる）・ディレクトリの場所に ORACLE_HOMEという変数を設定できます。ただし、インス
トール・プロセスの一部として、ソフトウェアがインストールされる必要があるディレクトリ
も指定します。Oracle Clusterware がインストールされた後、環境変数 ORACLE_HOMEは、
Oracle Database のホーム・ディレクトリの値を反映して変更されます。

参照参照参照参照 :

� 「セキュア・シェルの構成」

� 「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成」
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ネットワークの構成ネットワークの構成ネットワークの構成ネットワークの構成
Oracle Clusterware の要件として、クラスタ内のノードをプライベート・インターコネクト経
由でプライベート・ネットワークに接続する必要があります。また、クラスタ内の各ノードに
パブリック・ネットワーク経由でアクセスできることも必要です。

ネットワークを構成し、クラスタ内の各ノードがクラスタ内の他のノードと通信できるようにネットワークを構成し、クラスタ内の各ノードがクラスタ内の他のノードと通信できるようにネットワークを構成し、クラスタ内の各ノードがクラスタ内の他のノードと通信できるようにネットワークを構成し、クラスタ内の各ノードがクラスタ内の他のノードと通信できるように
するには、次の手順を実行します。するには、次の手順を実行します。するには、次の手順を実行します。するには、次の手順を実行します。

1. クラスタ名を決定します。クラスタ名は次の条件を満たす必要があります。

� ホスト・ドメイン内でグローバルに一意であること。

� 1 文字以上、15 文字未満であること。

� ホスト名に使用されるキャラクタ・セット（アンダースコア（_）、ハイフン（-）およ
びシングルバイト英数字（a から z、A から Z および 0 から 9））と同じキャラクタ・
セットで構成されていること。

� サード・パーティ・ベンダーのクラスタウェアを使用する場合は、そのベンダーのク
ラスタ名を使用することをお薦めします。

2. クラスタ内の各ノードに対してパブリック・ノード名、プライベート・ノード名、および
仮想ノード名を指定します。

� パブリック・ノード名には、各ノードのプライマリ・ホスト名を使用します。つまり、
hostnameコマンドによって表示される名前を使用します。このノード名は、永続ホ
スト名または仮想ホスト名のいずれか（docrac1など）になります。

� 各ノードのプライベート・ノード名またはプライベート IP アドレスを決定します。プ
ライベート IP アドレスは、このクラスタ内の他のノードのみがアクセスできるアドレ
スです。Oracle Database では、ノード間またはインスタンス間のキャッシュ・フュー
ジョン通信にプライベート IP アドレスを使用します。public_hostname-privとい
う形式（docrac1-privなど）で名前を指定することをお薦めします。

� 各ノードの仮想ホスト名を決定します。仮想ホスト名はパブリック・ノード名で、
ノードが停止している場合にノードに送信されるクライアントのリクエストを再ルー
ティングするために使用されます。Oracle Database では、クライアントとデータベー
ス間の接続に仮想 IP（VIP）アドレスを使用するため、VIP アドレスはパブリックに
アクセス可能である必要があります。public_hostname-vipという形式

（docrac1-vipなど）で名前を指定することをお薦めします。

注意注意注意注意 : インストールを開始する前に、これらのファイルから sttyコマ
ンドを削除してください。Linux システムでは、sttyコマンドが含まれ
る隠しファイル（ログオン・スクリプトやプロファイル・スクリプトな
ど）がある場合、これらのファイルがインストール中にリモート・シェル
によってロードされると、OUI によってエラーが検出され、インストール
が停止されます。

参照参照参照参照 :

� 「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成」

� 「オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備」

� 「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」

� 「両方のノードにおける時間の設定の概要」

� 「プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要」
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3. 各ノードで次のコマンドを実行して、すべてのネットワーク・アダプタのインタフェース
名および関連する IP アドレスを識別します。

# /sbin/ifconfig

出力から、パブリックまたはプライベートのネットワーク・インタフェースとして指定す
る各ネットワーク・アダプタのインタフェース名（eth0など）および IP アドレスを識別
します。

4. クラスタの各ノードで、対応するネットワーク名を持つパブリック IP アドレスを 1 つの
ネットワーク・アダプタに割り当て、対応するネットワーク名を持つプライベート IP アド
レスをもう 1 つのネットワーク・アダプタに割り当てます。

各ノードのパブリック名は、使用するドメイン・ネーム・システム（DNS）に登録済であ
る必要があります。使用可能な DNS がない場合は、システム・ホスト・ファイル

（/etc/hosts）のネットワーク名と IP アドレスを記録します。ホストのプライベート・
ネットワーク名とプライベート IP アドレスを対応させるには、各ノードの /etc/hosts
ファイルを使用します。

pingコマンドを使用して、インターコネクト・インタフェースが接続可能かどうかをテス
トできます。

5. クラスタ内の各ノードで、仮想 IP アドレスとして動作する 3 番目の IP アドレスを構成し
ます。次の要件を満たす IP アドレスを使用します。

� その仮想 IP アドレスとネットワーク名は、現在使用されていない。

� その仮想 IP アドレスは、パブリック IP アドレスと同じサブネット上に存在する。

各ノードの仮想ホスト名は、DNS で登録される必要があります。使用可能な DNS がない
場合は、システム・ホスト・ファイル /etc/hostsに仮想ホスト名および IP アドレスを
記録します。

6. ネットワーク構成の完了時、IP アドレスおよびネットワーク・インタフェースの構成は、
次の表のようになります（ノード名や IP アドレスが異なる場合があります）。

インストール・プロセスを完了した後、クライアントを構成して、仮想 IP アドレスまたは
仮想 IP アドレスに関連付けられたネットワーク名のいずれかを使用します。

注意注意注意注意 : Oracle Clusterware および Oracle RAC をインストールする際に、
この情報が必要になります。

ノードノードノードノード ノード名ノード名ノード名ノード名 タイプタイプタイプタイプ IP アドレスアドレスアドレスアドレス 登録先登録先登録先登録先

docrac1 docrac1 パブリック 143.46.43.100 DNS（使用できない場合は hosts
ファイル）

docrac1 docrac1-vip 仮想 143.46.43.104 DNS（使用できない場合は hosts
ファイル）

docrac1 docrac1-priv プライベート 10.10.10.11 hosts ファイル

docrac2 docrac2 パブリック 143.46.43.101 DNS（使用できない場合は hosts
ファイル）

docrac2 docrac2-vip 仮想 143.46.43.105 DNS（使用できない場合は hosts
ファイル）

docrac2 docrac2-priv プライベート 10.10.10.12 hosts ファイル
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ネットワークの構成
ネットワークの構成の検証ネットワークの構成の検証ネットワークの構成の検証ネットワークの構成の検証
ネットワークの構成後、検証テストを実行して、ネットワークが正しく構成されていることを
確認します。クラスタのノード間のネットワーク接続に問題があると、Oracle Clusterware の
インストールに失敗します。

Red Hat Linux で動作するで動作するで動作するで動作する 2 ノードのクラスタにおいてネットワークの構成を検証するには、ノードのクラスタにおいてネットワークの構成を検証するには、ノードのクラスタにおいてネットワークの構成を検証するには、ノードのクラスタにおいてネットワークの構成を検証するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. rootユーザーとして、パブリック・ネットワークおよびプライベート・ネットワークの構
成を検証します。docrac1および docrac2の両方において、インタフェースが同じネッ
トワーク上に構成されているかどうかを検証します。

この例では、パブリック・ネットワークに eth0が使用されます。プライベート・ネット
ワークには eth1が使用され、これがキャッシュ・フュージョン通信に使用されます。

# /sbin/ifconfig
 
eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:0E:0C:08:67:A9  
          inet addr: 143.46.43.100   Bcast:143.46.43.255   Mask:255.255.240.0
          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
          RX packets:270332689 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:112346591 errors:2 dropped:0 overruns:0 carrier:2
          collisions:202 txqueuelen:1000 
          RX bytes:622032739 (593.2 MB)  TX bytes:2846589958 (2714.7 MB)
          Base address:0x2840 Memory:fe7e0000-fe800000 
 
eth1      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:04:23:A6:CD:59  
          inet addr: 10.10.10.11   Bcast: 10.10.10.255   Mask:255.255.240.0   
          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
          RX packets:21567028 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:15259945 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000 
          RX bytes:4091201649 (3901.6 MB)  TX bytes:377502797 (360.0 MB)
          Base address:0x2800 Memory:fe880000-fe8a0000 
 
lo        Link encap:Local Loopback  
          inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0
          UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16436  Metric:1
          RX packets:52012956 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:52012956 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:0 
          RX bytes:905082901 (863.1 MB)  TX bytes:905082901 (863.1 MB)

2. rootユーザーで、ノード docrac1の /etc/hostsファイルに、クラスタ内の両方の
ノードのホスト IP アドレス、仮想 IP アドレスおよびプライベート・ネットワーク IP アド
レスが含まれていることを確認します。次に例を示します。

# Do not remove the following line, or various programs
# that require network functionality will fail.
127.0.0.1       localhost.localdomain       localhost
143.46.43.100   docrac1.mycompany.com          docrac1
143.46.43.104   docrac1-vip.mycompany.com      docrac1-vip
10.10.10.11     docrac1-priv
 
143.46.43.101   docrac2.mycompany.com          docrac2
143.46.43.105   docrac2-vip.mycompany.com      docrac2-vip
10.10.10.12     docrac2-priv

参照参照参照参照 :

� 「ネットワーク要件の識別の概要」

� 使用プラットフォーム固有の Oracle Clusterware インストレーショ
ン・ガイド
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オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備
/etc/hostsファイルに前述のいずれかの情報がない場合、このファイルを編集して必要
な情報を追加します。

docrac1の /etc/hostsファイルを構成した後、そのクラスタの IP アドレスについて同
じ情報が含まれるように、docrac2の /etc/hostsファイルを編集します。

3. rootユーザーとして、pingコマンドを使用して、docrac1から docrac2への接続とそ
の逆方向の接続をテストし、ネットワーク構成を検証します。各ノードで、rootユーザー
として次のコマンドを実行します。

# ping -c 3 docrac1.mycompany.com
# ping -c 3 docrac1
# ping -c 3 docrac1-priv
 
# ping -c 3 docrac2.mycompany.com
# ping -c 3 docrac2
# ping -c 3 docrac2-priv

仮想 IP（docrac1-vip、docrac2-vip）に対して pingコマンドを使用しても、Oracle 
Clusterware がインストールされ実行中でなければ、ノードは検出できません。パブリック
またはプライベートのアドレスに対する pingコマンドが失敗した場合は、その問題を解
決してから次の手順に進みます。

4. pingコマンドを使用して、デフォルトのゲートウェイにアクセスできることを確認しま
す。デフォルトのゲートウェイを識別するには、Red Hat Linux のヘルプ・ユーティリ
ティで説明されているように、routeコマンドを使用します。

オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備
ご使用のサーバーに Oracle ソフトウェアをインストールする際、Oracle Universal Installer で
は、特定のパッケージとソフトウェア・アプリケーションがオペレーティング・システムにイ
ンストール済であることを前提としています。

この項の内容は次のとおりです。

� 両方のノードにおける時間の設定の概要

� カーネル・パラメータの構成の概要

� プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要

次の Web サイトにある OracleMetaLink の認定情報を参照して、オペレーティング・システム
と Oracle Database ソフトウェアが認定済の組合せになっていることを確認する必要がありま
す。

https://metalink.oracle.com

この情報は、「Certify & Availability」をクリックし、「1.View Certifications by Product」を
選択すると表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「インターコネクトの設定のチェック」

� 「ネットワークの構成」

� 「ネットワーク要件の識別の概要」

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer は、サーバーおよびオペレーティング・
システムがリストされた要件を満たしているかどうかを検証します。
Oracle Universal Installer を起動する前に要件を確認し、サーバーおよび
オペレーティング・システムが要件を満たすことを確認します。
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オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備
両方のノードにおける時間の設定の概要両方のノードにおける時間の設定の概要両方のノードにおける時間の設定の概要両方のノードにおける時間の設定の概要
インストールを開始する前に、両方のノードの日時をできるかぎり同じ日時に設定します。
これを実現するために、ほとんどのオペレーティング・システムに付属しているネットワー
ク・タイム・プロトコル（NTP）機能を使用することをお薦めします。

NTP は、ネットワークで接続されたサーバーの時計を同期させるように設計されたプロトコル
です。NTP を使用すると、ネットワーク上の各サーバーがクライアント・ソフトウェアを実行
し、参照 NTP サーバーと呼ばれる 1 つ以上のサーバーに対して定期的にタイミング・リクエス
トを行います。タイミング・リクエストで戻された情報は、サーバーの時計を調整するために
使用されます。

クラスタのすべてのノードで、同じ参照 NTP サーバーを使用する必要があります。

カーネル・パラメータの構成の概要カーネル・パラメータの構成の概要カーネル・パラメータの構成の概要カーネル・パラメータの構成の概要
OUI では、様々なカーネル・パラメータの現在の設定をチェックして、Oracle RAC のデプロ
イの 低要件を満たすかどうかを確認します。本番データベース・システムの場合は、ユー
ザーの特定のシステムのパフォーマンスを 適化するように設定をチューニングすることをお
薦めします。

プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要プラットフォーム固有の構成タスクの実行の概要
Oracle RAC のインストール先とするオペレーティング・システムに固有の、またはクラスタと
併用するコンポーネント用の、特別な構成手順の実行が必要になる場合があります。オペレー
ティング・システムに固有のインストール・タスクには、次のような例があります。

� SUSE Linux Enterprise Server 9 または Red Hat Enterprise Linux 4 では、Huge ページの使
用を構成します。

� Red Hat Linux 4.0 および SUSE 9 システムでは、hangcheck-timer モジュールを構成しま
す。

� Red Hat Linux システムでは、Oracle Clusterware および Oracle RAC で使用可能なファイ
ル数およびプロセス数が増加するように、oracleユーザーのシェル制限を設定します。

参照参照参照参照 :

� 「サーバーの準備」

� 「インストールされたオペレーティング・システムとソフトウェア要
件の検証」

参照参照参照参照 :

� 「サーバーの準備」

� 「オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備」

� 使用プラットフォーム固有の Oracle Clusterware インストレーショ
ン・ガイド

注意注意注意注意 : ご使用のシステムのパラメータ設定またはシェルの制限値が、こ
の項に示す値よりも大きい場合は、このパラメータの設定を変更しないで
ください。 

参照参照参照参照 :

� 「サーバーの準備」

� 「オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備」

� 使用プラットフォーム固有の Oracle Clusterware インストレーショ
ン・ガイド
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インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成
� Microsoft Windows では、Telnet サービスを開始します。

� HP-UX では、X ライブラリのシンボリック・リンクを作成します。

� AIX ベースのシステムでは、ネットワーク・チューニング・パラメータを構成します。

インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成
この項では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了する必要がある記憶域構成タスクに
ついて説明します。次のタスクに関する情報が含まれます。

� 共有記憶域ソリューションについての決定の概要

� Oracle Clusterware ファイル用のブロック・デバイスの構成

� Oracle Clusterware 用の Udev permissions ファイルの作成

� Oracle ベース・ディレクトリの選択の概要

� Oracle Clusterware ホーム・ディレクトリの選択の概要

共有記憶域ソリューションについての決定の概要共有記憶域ソリューションについての決定の概要共有記憶域ソリューションについての決定の概要共有記憶域ソリューションについての決定の概要
クラスタ内の各ノードには、Oracle Clusterware（Oracle Cluster Registry と投票ディスク）
ファイルおよび Oracle データベース・ファイルを格納する外部共有ディスクが必要です。
サポートされる共有記憶域のタイプは、ご使用のプラットフォームによって異なります。たと
えば、次のものがあります。

� サポートされるクラスタ・ファイル・システム。Linux 版の OCFS2、Microsoft Windows
版の OCFS、IBM プラットフォームの General Parallel File System（GPFS）などがありま
す。

� ネットワーク・ファイル・システム（NFS）。AIX ベースのシステム、POWER、または
Linux ベースの IBM zSeries ではサポートされていません。

� ブロック・デバイスで構成される共有ディスク・パーティション。ブロック・デバイスは、
Linux ファイル・システムを使用してマウントされるディスク・パーティションです。こ
れらのパーティションには、Oracle Clusterware および Oracle RAC によって直接書込みが
行われます。

� Oracle Database ファイル用の自動ストレージ管理（推奨）

参照参照参照参照 :

� 「サーバーの準備」

� 「オペレーティング・システムおよびソフトウェアの準備」

� 「様々なオペレーティング・システムへの Oracle RAC のインストー
ル」

� 使用プラットフォーム固有の Oracle Clusterware インストレーショ
ン・ガイド

参照参照参照参照 :

� 「要件の確認の概要」

� 「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成」

� 「ハードウェア要件の確認の概要」

� 使用プラットフォーム固有の Oracle Clusterware インストレーショ
ン・ガイド

注意注意注意注意 : Oracle Clusterware ファイルは ASM に格納できません。
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インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成
すべてのインストールに対して、Oracle Clusterware ファイルおよび Oracle データベース・
ファイルで使用する記憶域オプションを選択する必要があります。

Oracle Clusterware ファイルの格納に OCFS2 を使用する場合は、ご使用のオペレーティング・
システムのバージョンに適したバージョンの OCFS2 を使用する必要があります。OCFS2 は、
Red Hat Linux およびカーネル・バージョン 2.6 で動作します。

このマニュアルの、Red Hat Linux に基づく例では、共有ディスク・パーティションを使用し
て Oracle Clusterware ファイルを格納し、ASM を使用して Oracle データベース・ファイルを
格納します。Oracle Clusterware および Oracle RAC ソフトウェアは、共有ファイル・システム
ではなく、ローカル・ディスクにノードごとにインストールされます。

次の項では、Red Hat Linux 上で Oracle Clusterware ファイル用の共有ディスク・パーティ
ションを構成する方法について説明します。

Oracle Clusterware ファイル用のブロック・デバイスの構成ファイル用のブロック・デバイスの構成ファイル用のブロック・デバイスの構成ファイル用のブロック・デバイスの構成
Oracle Clusterware リリース 10.2 以上では、Red Hat Enterprise Linux 4.0 を使用する場合に
RAW デバイスではなく、ブロック・デバイスを使用できます。Oracle Clusterware ファイル
は、デフォルトで直接 I/O（O_DIRECT）を使用するように構成されているため、ブロック・
デバイスに直接書き込むことができます。

Oracle Clusterware をインストールする前に、5 つの共有ディスク・パーティションを構成する
必要があります。

� Oracle Cluster Registry（OCR）の格納用に 280MB のパーティションを 1 つ。

� 別のディスク上の OCR 複製ファイル（OCR ミラーと呼ばれる）の格納用に 280MB のパー
ティションを 1 つ。

� 投票ディスクの場所ごとに 1 つ使用する 280MB のパーティションを 3 つ。

注意注意注意注意 : Oracle RAC のインストール用にサポートされる記憶域オプション
の 新情報は、Oracle Meta Link の「Certify」ページを参照してください。

https://metalink.oracle.com

参照参照参照参照 :

� クラスタ・ファイル・システムまたは NFS 使用時の使用プラット
フォーム固有の Oracle Clusterware インストレーション・ガイド

� 「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」

� 「ハードウェア要件の確認の概要」

注意注意注意注意 : fdiskを使用し、デバイス・サイズ（+256Mなど）を指定して
パーティションを作成すると、実際に作成されるデバイスが、ディスクの
シリンダ・ジオメトリに基づき、必要なサイズより小さくなる場合があり
ます。これは、現行の fdisk の制限が原因で発生します。

Oracle 構成ソフトウェアは、デバイスに 256MB 以上の使用可能なディス
ク領域が含まれていることを確認します。このため、デバイス・サイズは
280MB 以上にすることをお薦めします。パーティションのサイズは、コマ
ンド構文 fdisk -s partitionを使用して確認できます。
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インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成
Red Hat Enterprise Linux 4.0 を使用している場合にブロック・デバイスを構成するには、を使用している場合にブロック・デバイスを構成するには、を使用している場合にブロック・デバイスを構成するには、を使用している場合にブロック・デバイスを構成するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインします。

2. 使用するディスクのデバイス名を識別するには、クラスタの 初のノード（たとえば、
docrac1）で次のコマンドを入力します。

# /sbin/fdisk -l

追加した新規ブロック・デバイスまたはパーティション化されていない使用可能領域があ
るパーティション化済デバイスに、必要なディスク・パーティションを作成できます。
パーティション化されていない使用可能領域があるデバイスを識別するには、既存のパー
ティションの開始シリンダ番号および終了シリンダ番号を調べ、未使用のシリンダがその
デバイスに含まれているかどうかを調査します。

3. OCR およびそのミラーに対してサイズ 280MB のディスク・パーティションを 2 つ作成し、
Oracle Clusterware の投票ディスクに対してサイズ 280MB のパーティションを 3 つ作成し
ます。

ブロック・デバイスにパーティションを作成するには、rootユーザーとして次のようなコ
マンドを入力します。devicenameはブロック・デバイスの名前です。

# /sbin/fdisk devicename

パーティションを作成する際は、次のガイドラインに従います。

� pコマンドを使用して、デバイスのパーティション表をリストします。

� nコマンドを使用して、パーティションを作成します。

� このデバイスに必要なパーティションを作成した後、wコマンドを使用して、変更さ
れたパーティション表をデバイスに書き込みます。

� パーティションの作成については、Linux のヘルプ・システムの fdiskのエントリを
参照してください。

次の例では、fdiskを使用して、 初のノードでブロック・デバイス /dev/sdaに
280MB のパーティションを作成します。このパーティション（またはスライス）は、OCR
ディスクのために使用されます。OCR ミラーのために、異なるディスクおよびディスク・
コントローラに 280MB のパーティションを別途作成します。各ファイルは、異なるディス
クおよびディスク・コントローラに存在する必要があります。次の例の太字のテキストは、
ユーザーが入力したコマンドを表します。

# /sbin/fdisk /dev/sda
The number of cylinders for this disk is set to 1024.
Command (m for help): p

Disk /dev/sdb: 1073 MB, 107341824 bytes
34 heads, 61 sectors/track, 1011 cylinders
Units = cylinders of 2074 * 512 = 1061888 bytes

   Device boot           Start       End      Blocks     ID  System

Command (m for help): n
Command action
  e  extended
  p  primary partition (1-4)
p
Partition number (1-4): 1
First cylinder (1-1011, default 1):
Using default value 1
Last cylinder of +size or +sizeM or +sizeK (1-1011, default 1011): +280M

Command (m for help): w
The partition table has been altered!
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Calling ioctl() to re-read partition table.
Syncing disks.
#

4. 次のコマンドを入力して、セカンド・ブロック・デバイス /dev/sdb上に 280MB のパー
ティションを作成します。このパーティションは、OCR ミラーに使用されます。前述の例
と同じプロンプトを使用します。

fdisk /dev/sdb

5. fdiskコマンドを使用して、ブロック・デバイス /dev/sda上に 280MB のパーティショ
ンを作成します。このパーティションは、投票ディスク・ファイルに使用されます。投票
ディスク・ファイルは、それぞれ異なるディスクおよびコントローラに存在する必要があ
ります。

# /sbin/fdisk /dev/sda
The number of cylinders for this disk is set to 1024.
Command (m for help): n
Command action
  e  extended
  p  primary partition (1-4)
p
Partition number (1-4): 2
First cylinder (8-1024, default 8):
Using default value 8
Last cylinder of +size or +sizeM or +sizeK (8-1024, default 1024): +280M

Command (m for help): w
The partition table has been altered!

Calling ioctl() to re-read partition table.
Syncing disks.
#

6. fdiskコマンドを使用して、ブロック・デバイス /dev/sdb上に 280MB のパーティショ
ンを作成します。このパーティションは、投票ディスク・ファイルに使用されます。ファ
イルは、それぞれ異なるディスクおよびコントローラに存在する必要があります。

# /sbin/fdisk /dev/sdb
The number of cylinders for this disk is set to 1024.
Command (m for help): n
Command action
  e  extended
  p  primary partition (1-4)
p
Partition number (1-4): 2
First cylinder (8-1024, default 8):
Using default value 8
Last cylinder of +size or +sizeM or +sizeK (8-1024, default 1024): +280M

Command (m for help): w
The partition table has been altered!

Calling ioctl() to re-read partition table.
Syncing disks.
#

7. fdiskコマンドを使用して、ブロック・デバイス /dev/sdcに 280MB のパーティション
を作成します。このパーティションは、投票ディスク・ファイルに使用されます。

# /sbin/fdisk /dev/sdc

コマンドを実行する際は、手順 3 と同じレスポンスを使用しますが、パーティションのサ
イズには +280Mを指定します。
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8. ノード docrac2で rootユーザーとして、前述の手順 3 ～ 7 で使用した各ディスクに対し
て partprobeコマンドを実行する必要があります。たとえば、前述のコマンドでディス
ク /dev/sda、/dev/sdb、および /dev/sdcを構成した場合は、次のコマンドを実行し
ます。

# /sbin/partprobe /dev/sda
# /sbin/partprobe /dev/sdb
# /sbin/partprobe /dev/sdc

これによって、クラスタ内のもう一方のノードで共有記憶域デバイスのカーネル・パー
ティション表が強制的にリフレッシュされます。

9. OCR パーティションの所有権をクラスタ内のすべてのノードのインストール所有者に変更
します。

OUI を実行するセッションでは、Oracle Clusterware のインストールを実行するインス
トール所有者（oracleなど）が OCR パーティションを所有している必要があります。イ
ンストール所有者は、OUI で書き込むことができるように OCR パーティションを所有し
ている必要があります。インストール中、OUI によって OCR パーティションの所有権が
rootに戻されます。

Oracle Clusterware 用の用の用の用の Udev permissions ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成
Red Hat Enterprise Linux 4.0 システムを再起動する際、ブロック・デバイスに対する所有権お
よび権限はデフォルトで rootユーザーに戻されます。このオペレーティング・システムで
Oracle Clusterware ファイル用にブロック・デバイスを使用している場合、このデフォルトを
上書きする必要があります。

Red Hat Enterprise Linux 4.0 を使用している場合にを使用している場合にを使用している場合にを使用している場合に permissions ファイルを作成するには、ファイルを作成するには、ファイルを作成するには、ファイルを作成するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインします。

2. /etc/udev/permissions.dディレクトリに変更します。

3. オペレーティング・システムが再起動すると、テキスト・エディタを使用して
49-oracle.permissionsファイルを作成し、ブロック・デバイスの適切な所有者を確
認します。

次に、/etc/udev/permissions.d/49-oracle.permissionsファイルの内容の例を
示します。

# OCR
sda1:root:oinstall:0640
sdb1:root:oinstall:0640
# Voting Disks
sda2:oracle:oinstall:0640
sdb2:oracle:oinstall:0640
sdc1:oracle:oinstall:0640
# ASM
sdd:oracle:dba:0660
sde:oracle:dba:0660

4. ファイルを保存します。

参照参照参照参照 :

� 「共有記憶域ソリューションについての決定の概要」

� 「ハードウェア要件の確認の概要」

� 「Oracle Clusterware ファイル用のブロック・デバイスの構成」
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5. （オプション）oracle.permissionsファイルの作成後、システムを次に再起動したとき
に共有デバイスに対する権限が自動的に設定されます。ただちに権限を有効にするには、
システムを再起動せず、chownコマンドおよび chmodコマンドを使用します。

chown root:oinstall /dev/sda1
chmod 640 /dev/sda1
chown root:oinstall /dev/sdb1
chown 640 /dev/sdb1
chown oracle:oinstall /dev/sda2
chmod 640 /dev/sda2
chown oracle:oinstall /dev/sdb2
chown 640 /dev/sdb2
chown oracle:oinstall /dev/sdc1
chown 640 /dev/sdc1
chown oracle:dba /dev/sdd
chown 660 /dev/sdd
chown oracle:dba /dev/sde
chown 660 /dev/sde

6. クラスタ内の各ノードでこれらの手順を繰り返します。

Oracle ベース・ディレクトリの選択の概要ベース・ディレクトリの選択の概要ベース・ディレクトリの選択の概要ベース・ディレクトリの選択の概要
Oracle Universal Installer（OUI）では、指定した場所に Oracle ベース・ディレクトリが作成さ
れます。Oracle ベース・ディレクトリ（ORACLE_BASE）は、Oracle ソフトウェア・インス
トールの 上位ディレクトリとして機能します。Optimal Flexible Architecture（OFA）ガイド
ラインでは、Oracle ベース・ディレクトリに対して次のようなパスを使用することをお薦めし
ます。

/mount_point/app/oracle

前述のパスの例では、変数 mount_pointが Oracle ソフトウェアをインストールしようとして
いるファイル・システムのマウント・ポイント・ディレクトリです。

Oracle ベース・ディレクトリに対して使用するファイル・システムには、Oracle Database ソフ
トウェアのインストールのため 7GB 以上の使用可能なディスク領域が必要です。Oracle ベー
ス・ディレクトリへのパスは、すべてのノード上で同じである必要があります。

Red Hat Linux システムの場合、df -hコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・シ
ステム上の使用可能なディスク領域を調べることができます。使用可能な領域が十分にある
ファイル・システムを選択してください。このマニュアルで説明されるサンプル・インストー
ルの場合、Oracle RAC と ASM をそれぞれ別のホーム・ディレクトリにインストールするに
は、選択したマウント・ポイントに 7GB 以上の使用可能な領域が必要です。このマニュアルの
例では、Oracle ベース・ディレクトリとして /opt/oracle/11gR1を使用しています。

Oracle Clusterware ホーム・ディレクトリの選択の概要ホーム・ディレクトリの選択の概要ホーム・ディレクトリの選択の概要ホーム・ディレクトリの選択の概要
OUI では、Oracle Clusterware が CRS_homeと呼ばれるディレクトリ構造にインストールされ
ます。このホームは、同じサーバー上にインストールされた他の Oracle 製品のホーム・ディレ
クトリとは別のものです。OUI では、ユーザー用に CRS ホーム・ディレクトリを作成します。
インストールを開始する前に、Oracle Clusterware ディレクトリの作成に十分なディスク領域
がファイル・システムに存在すること、および rootユーザーが CRS ホーム・ディレクトリを
所有していることを確認してください。

参照参照参照参照 :

� 「ハードウェア要件の確認の概要」

� 「共有記憶域ソリューションについての決定の概要」

� 「Oracle Clusterware ファイル用のブロック・デバイスの構成」
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CRS ホーム・ディレクトリに使用するファイル・システムには、600MB 以上の使用可能なディ
スク領域が必要です。CRS ホーム・ディレクトリへのパスは、すべてのノード上で同じである
必要があります。

Red Hat Linux の場合、df -hコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システム上
の使用可能なディスク領域を調べることができます。使用可能な領域が適切なファイル・シス
テムを選択してください。このマニュアルの例では、CRS ホーム・ディレクトリとしてディレ
クトリ /crsを使用しています。

注意注意注意注意 : CRS ホーム・ディレクトリが Oracle ベース・ディレクトリのサブ
ディレクトリでないことを確認してください。

参照参照参照参照 :

� 「ハードウェア要件の確認の概要」

� 「共有記憶域ソリューションについての決定の概要」

� 「Oracle Clusterware ファイル用のブロック・デバイスの構成」
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Oracle Clusterware および Oracle
3

Oracle Clusterware およびおよびおよびおよび Oracle RAC のののの

インストールと構成インストールと構成インストールと構成インストールと構成

この章では、Oracle Universal Installer（OUI）を使用して Oracle Real Application Clusters
（Oracle RAC）をインストールする方法について説明します。Oracle Clusterware は、Oracle 

RAC をインストールする前にインストールする必要があります。Oracle Clusterware の作動開
始後、OUI を使用して Oracle Database ソフトウェアおよび Oracle RAC コンポーネントをイン
ストールできます。

このマニュアルで説明する Oracle RAC 環境の例では自動ストレージ管理（ASM）を使用して
いるため、この章では、ASM を独自のホーム・ディレクトリにインストールする方法について
も説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� Oracle インストール・メディア・ファイルの準備

� Oracle Clusterware 11g のインストール

� ASM ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成

� Oracle データベース・ソフトウェアのインストールおよびクラスタ・データベースの作成

� インストール後のタスクの実行

� Oracle RAC データベースへの Oracle データベースの変換
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Oracle インストール・メディア・ファイルの準備
Oracle インストール・メディア・ファイルの準備インストール・メディア・ファイルの準備インストール・メディア・ファイルの準備インストール・メディア・ファイルの準備
Oracle Clusterware は、Oracle Database 11g の一部としてインストールされます。OUI では、
Oracle Clusterware が CRS_homeと呼ばれるディレクトリ構造にインストールされます。これ
は、同じサーバー上にインストールされている他の Oracle ソフトウェア製品のホーム・ディレ
クトリとは別個のホームです。Oracle Clusterware はオペレーティング・システムと密接に連
携して動作するため、一部のインストール・タスクではシステム管理者としてのアクセスが必
要になります。また、Oracle Clusterware のプロセスには、特別なオペレーティング・システ
ム・ユーザーである rootとしての実行が必要なものもあります。

Oracle RAC データベース・ソフトウェアは同じ Oracle Database 11g のインストール・メディ
アからインストールされます。標準的な Oracle Database 11g ソフトウェアのインストール・プ
ロセスでは、クラスタ上でインストールを実行していることが OUI で認識されると、デフォル
トで Oracle RAC オプションもインストールされます。OUI により、Oracle RAC は
Oracle_homeと呼ばれるディレクトリ構造内にインストールされます。これは、同じサー
バー上にインストールされている他の Oracle ソフトウェア製品のホーム・ディレクトリとは別
個のホームです。

Oracle Media Installation File を準備するには、次の手順を実行します。を準備するには、次の手順を実行します。を準備するには、次の手順を実行します。を準備するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Database のソフトウェアをインストール・メディアでお持ちの場合は、そのデータ
ベース配布メディアをご使用のコンピュータのディスク・ドライブに挿入します。その
ディスク・ドライブがオペレーティング・システム・レベルで必ずマウントされているよ
うにしてください。

インストール・メディアがなく、かわりに ZIP ファイルからインストールする場合は手順
2 に進みます。

2. Oracle Database のインストール・ソフトウェアが 1 つ以上の ZIP ファイル形式の場合は、
解凍後のファイルを格納するために、ノードの 1 つ（docrac1など）に次のようにしてス
テージング・ディレクトリを作成します。

mkdir -p /stage/oracle/11.1.0

3. このステージング・ディレクトリに ZIP ファイルをコピーします。たとえば、ファイルの
ダウンロード先が /home/user1というディレクトリで、ZIP ファイルの名前が
11100_linux_db.zipである場合、ZIP ファイルをステージング・ディレクトリに移動
するコマンドは次のようになります。

cd /home/user1
cp 11100_linux_db.zip /stage/oracle/11.1.0

4. docrac1で oracleユーザーとして、次の例に示すように Oracle メディアを解凍します。

cd /stage/oracle/11.1.0
unzip 11100_linux_db.zip

Oracle Clusterware 11g のインストールのインストールのインストールのインストール
次の項では、Oracle Clusterware のインストール処理について説明します。

� オペレーティング・システム環境の構成

� クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証

� Oracle Universal Installer を使用した Oracle Clusterware のインストール

� Oracle Clusterware の構成の完了

参照参照参照参照 :

� 「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」

� 「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成」
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オペレーティング・システム環境の構成オペレーティング・システム環境の構成オペレーティング・システム環境の構成オペレーティング・システム環境の構成
oracleユーザー・アカウントから OUI を実行します。OUI を起動する前に、oracleユー
ザーの環境を構成する必要があります。ORACLE_BASE環境変数を、Oracle 中央インベント
リ・ファイルを配置するディレクトリに設定します。

たとえば、中央インベントリ・ファイルをマウント・ポイント・ディレクトリ /opt/oracle
に配置する場合は、ORACLE_BASEをディレクトリ /opt/oracle/11gR1に設定します。

また、Oracle Database ソフトウェアをインストールして Oracle データベースを作成する前に、
ORACLE_HOME環境変数を、Oracle Database ソフトウェアをインストールする場所に設定する
必要があります。さらに、オプションで、ORACLE_SID環境変数を、データベースに対して選
択した名前に設定できます。

Red Hat Linux 上で上で上で上で Oracle Clusterware のインストール前にユーザー環境を変更するには、のインストール前にユーザー環境を変更するには、のインストール前にユーザー環境を変更するには、のインストール前にユーザー環境を変更するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. oracleユーザーとして、次のコマンドを実行します。

[oracle]$ unset ORACLE_HOME
[oracle]$ unset ORACLE_SID
[oracle]$ unset ORACLE_BASE
[oracle]$ export ORACLE_BASE=/opt/oracle/11gR1

2. 次のコマンドを実行して、変更が加えられたことを確認します。

[oracle]$ echo $ORACLE_SID

[oracle]$ echo $ORACLE_HOME

[oracle]$ echo $ORACLE_BASE
/opt/oracle/11gR1

Red Hat Linux 上で上で上で上で Oracle Database のインストール前にユーザー環境を変更するには、次ののインストール前にユーザー環境を変更するには、次ののインストール前にユーザー環境を変更するには、次ののインストール前にユーザー環境を変更するには、次の
手順を実行します。手順を実行します。手順を実行します。手順を実行します。

1. oracleユーザーとして、次のコマンドを使用して両方のノードの /home/oracleディレ
クトリのユーザー・プロファイルを変更します。

[oracle] $ cd $HOME
[oracle] $ vi .bash_profile

ファイルの 後に次の行を追加します。

export ORACLE_SID=sales
export ORACLE_BASE=/opt/oracle/11gR1
export ORACLE_HOME=/opt/oracle/11gR1/db

2. .bash_profileファイルの変更を読み取り、実装します。

source .bash_profile

3. 次のコマンドを実行して、変更が加えられたことを確認します。

[oracle]$ echo $ORACLE_SID
sales
[oracle]$ echo $ORACLE_HOME
/opt/oracle/11gR1/db
[oracle]$ echo $ORACLE_BASE
/opt/oracle/11gR1
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クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証
ノード、ネットワーク、およびオペレーティング・システムを正しく構成していない場合は、
Oracle Clusterware や Oracle Database 11g ソフトウェアのインストールが正常に完了しませ
ん。

ハードウェアおよびオペレーティング・システムの設定を検証するには、次の手順を実行しまハードウェアおよびオペレーティング・システムの設定を検証するには、次の手順を実行しまハードウェアおよびオペレーティング・システムの設定を検証するには、次の手順を実行しまハードウェアおよびオペレーティング・システムの設定を検証するには、次の手順を実行しま
す。す。す。す。

1. Oracleユーザーとして、Oracle Clusterware ソフトウェアのステージング・ディレクト
リ、またはマウントされたインストール・ディスクにディレクトリを変更します。次の例
では、staging_areaはインストール・メディアの場所（たとえば、
/home/oracle/downloads/11gR1/11.1.0または /dev/dvdrom）です。

[oracle] $ cd /staging_area

2. 次の例のように、runcluvfy.shスクリプトを実行します。ここで、docrac1および
docrac2は、クラスタ内のノードの名前です。

[oracle] $ ./runcluvfy.sh stage -pre crsinst -n docrac1,docrac2 -verbose

前述のコマンドは、Oracle Clusterware のインストールのすべての基準にシステムが適合
することを検証するようクラスタ検証ユーティリティ（CVU）に指示します。CVU はすべ
てのノードがローカル・ノードから使用可能であるか、適切なユーザー等価が存在するか、
パブリックとプライベートのインターコネクトを介してすべてのノード間が接続可能か、
ユーザーがソフトウェアをインストールする適切な権限を持っているか、およびすべての
システム要件（カーネル・バージョン、カーネル・パラメータ、メモリー、スワップ領域、
一時ディレクトリ領域、必要なソフトウェア・パッケージを含む）が満たされているかを
チェックします。

Oracle Universal Installer を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Clusterware のインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Clusterware は、docrac1ノードで oracleユーザーとしてインストールします。OUI
では、インストール中に docrac1から docrac2へバイナリ・ファイルをコピーするために、
セキュア・シェル（SSH）が使用されます。インストーラを開始する前に、SSH が構成されて
いることを確認してください。

参照参照参照参照 :

� 「要件の確認の概要」

� 「ネットワークの構成の検証」

� CVU エラーの解決方法については、『Oracle Clusterware 管理および
デプロイメント・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : すでに単一インスタンスの Oracle Database 11g がインストールさ
れているサーバーに Oracle Clusterware をインストールする場合は、既存
の ASM インスタンスがあれば停止します。この ASM インスタンスは
Oracle Clusterware のインストール後に再起動します。単一インスタンス
の Oracle データベースを再起動した後で、ASM インスタンスを再起動す
ると、ASM インスタンスでは、単一インスタンスの Oracle データベース
のデーモンではなく、クラスタ同期サービス・デーモン（CSSD）を使用
します。
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Oracle Clusterware をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを使用して OUI を起動します。ここで、staging_areaはディスク上のス
テージング領域の場所、またはマウントされたインストール・ディスクの場所を表します。

cd /staging_area/Disk1
./runInstaller

「インストールする製品の選択」ウィンドウが表示されます。

2. 「Oracle Clusterware」をリストから選択して、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

以前にこのサーバーに Oracle ソフトウェアをインストールしていない場合は、「インベン
トリ・ディレクトリと資格証明の指定」ウィンドウが表示されます。
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3. 必要に応じて、インベントリの場所へのパスを変更します。オペレーティング・システ
ム・グループの名前には「oinstall」を選択します。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

インベントリ・ディレクトリに表示されるパスは、Oracle ベース・ディレクトリの
oraInventoryサブディレクトリです。たとえば、OUI を起動する前に ORACLE_BASE
環境変数を /opt/oracle/10gR2に設定した場合、表示されるパスは
/opt/oracle/10gR2/oraInventoryです。

「ホームの詳細の指定」ウィンドウが表示されます。

4. 「名前」フィールドのデフォルト値を受け入れます。このデフォルト値は、この製品の
Oracle ホーム・ディレクトリです。「パス」フィールドで、「参照」「参照」「参照」「参照」をクリックします。

「ディレクトリの選択」ウィンドウで、ルート・ディレクトリ（/）までパスを移動し、
「「「「/crs」」」」をクリックしてから、「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」をクリックします。

パスを選択した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。しばらくして、次の「製品固有の前提条件
のチェック」ウィンドウが表示されます。
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5. 次のスクリーンショットに表示されている「チェックが完了しました。このチェックの全
体的な結果 : 問題なし」というメッセージを確認した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「クラスタ構成の指定」ウィンドウが表示されます。

6. デフォルトのクラスタ名をエンタープライズ・ネットワーク全体で一意の名前に変更しま
す。たとえば、ノード名の共通の接頭辞を元にした名前を選択できます。このマニュアル
では、クラスタ名として docracを使用します。

「クラスタ・ノード」セクションに、ローカル・ノード docrac1が表示されます。プライ
ベート・ノード名にドメイン名が含まれる場合、「編集」「編集」「編集」「編集」をクリックして、プライベート・
ノード名からドメイン名を削除します。たとえば、プライベート・ノード名が
docrac1-priv.us.oracle.comの場合、docrac1-privと表示されるようにエントリ
を編集します。

「既存のクラスタのノードを変更」ウィンドウでドメイン名の削除が終了したら、「「「「OK」」」」を
クリックします。

7. 「クラスタ構成の指定」ウィンドウに戻ったら、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。
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8. 「既存のクラスタへの新規ノードの追加」ダイアログ・ウィンドウで、2 番目のノードのパ
ブリック名（docrac2.us.oracle.com）、プライベート名（docrac2-priv）および仮
想 IP 名（docrac2-vip.us.oracle.com）を入力して、「「「「OK」」」」をクリックします。

「クラスタ構成の指定」ウィンドウの「クラスタ・ノード」に両方のノードが表示されま
す。

「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。「ネットワーク・インタフェースの使用方法の指定」ウィンド
ウが表示されます。

9. eth0および eth1が適切に構成されている（適切なサブネットおよびインタフェース・タ
イプが表示されている）ことを確認し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「Oracle Cluster Registry (OCR) の場所の指定」ウィンドウが表示されます。
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10. OCR 構成として「通常の冗長性」「通常の冗長性」「通常の冗長性」「通常の冗長性」を選択します。ここでは 2 つのファイルの場所を指定す
るよう求められます。OCR の場所を指定するフィールドで 初の OCR ファイル用に構成
するデバイスの名前を入力します。たとえば /dev/sda1のように入力します。

「OCR ミラーの場所の指定」フィールドに、OCR ミラー・ファイル用に構成されたデバイ
スの名前（/dev/sdb1など）を入力します。終了したら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

インストール中に、指定された場所に OCR データが書き込まれます。

「投票ディスクの場所の指定」ウィンドウが表示されます。
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11. 投票ディスクの場所として「通常の冗長性」「通常の冗長性」「通常の冗長性」「通常の冗長性」を選択します。ここでは 3 つのファイルの場
所を指定するよう求められます。「投票ディスクの場所」に、 初の投票ディスク・ファイ
ル用に構成するデバイスの名前を、たとえば /dev/sda2のように入力します。他の 2 つ
の「投票ディスクの場所」フィールドについても、このプロセスを繰り返します。

終了したら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。OUI の「サマリー」ウィンドウが表示されます。

12.「サマリー」ウィンドウの内容を確認してから、「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックします。

インストール・プロセス中は、進捗インジケータが表示されます。

13. インストール・プロセス中に「構成スクリプトの実行」ウィンドウが表示されます。スク
リプトを実行するまでは「「「「OK」」」」をクリックしないでください。
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「構成スクリプトの実行」ウィンドウには、構成スクリプトとその構成スクリプトの場所の
パスが表示されます。そのスクリプトをすべてのノードで、表示された順序で指示どおり
に実行します。たとえば、Red Hat Linux 上では次の手順を実行します（この例では、わ
かりやすくするために、プロンプトの現在のユーザー、ノードおよびディレクトリを示し
ています）。

a. docrac1で oracleユーザーとして、端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入力し
ます。

[oracle@docrac1 oracle]$ cd /opt/oracle/11gR1/oraInventory
[oracle@docrac1 oraInventory]$ su

b. rootユーザーのパスワードを入力し、次のコマンドを入力して 初のスクリプトを
docrac1で実行します。

[root@docrac1 oraInventory]# ./orainstRoot.sh

c. docrac1で orainstRoot.shスクリプトが終了した後、別の端末ウィンドウを開
き、oracleユーザーとして次のコマンドを入力します。

[oracle@docrac1 oracle]$ ssh docrac2
[oracle@docrac2 oracle]$ cd /opt/oracle/11gR1/oraInventory
[oracle@docrac2 oraInventory]$ su

d. rootユーザーのパスワードを入力し、次のコマンドを入力して 初のスクリプトを
docrac2で実行します。

[root@docrac2 oraInventory]# ./orainstRoot.sh

e.  docrac2で orainstRoot.shスクリプトが終了した後、手順 15a で開いた端末
ウィンドウに移動します。docrac1で rootユーザーとして次のコマンドを入力し、
2 番目のスクリプトである root.shを実行します。

[root@docrac1 oraInventory]# cd /crs
[root@docrac1 crs]# ./root.sh

このスクリプトが完了したら、次のメッセージが表示されます。

f. docrac1で root.shスクリプトが終了した後、手順 15c で開いた端末ウィンドウに
移動します。docrac2で rootユーザーとして、次のコマンドを入力します。

[root@docrac2 oraInventory]# cd /crs
[root@docrac2 crs]# ./root.sh

注意注意注意注意 : 他のノードで root.shスクリプトを実行しないでください。実行
すると失敗する可能性があります。このスクリプトが終了するまで、ロー
カル・ノードで待機してください。
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root.shスクリプトが終了した後、orainstRoot.shおよび root.shスクリプトの実
行を求められた OUI のウィンドウに戻り、「「「「OK」」」」をクリックします。

「Configuration Assistant」ウィンドウが表示されます。コンフィギュレーション・アシス
タントが終了したら、OUI に「インストール終了」ウィンドウが表示されます。

14. 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックしてインストール・プロセスを完了してから、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックし、
インストーラの終了を確認します。

問題が発生した場合は、構成ログを参照して情報を得てください。構成ログのパスは、
「Configuration Assistant」ウィンドウに表示されます。

Oracle Clusterware の構成の完了の構成の完了の構成の完了の構成の完了
Oracle Clusterware のインストール後、ノード・アプリケーションが実行中かどうかを検証し
ます。使用するオペレーティング・システムによっては、Oracle Clusterware コンポーネント
を適切に構成するために、インストール後のタスクをいくつか実行する必要がある場合があり
ます。

Red Hat Linux 上で上で上で上で Oracle Clusterware の構成を完了するには、次の手順を実行します。の構成を完了するには、次の手順を実行します。の構成を完了するには、次の手順を実行します。の構成を完了するには、次の手順を実行します。

1. docrac1上の oracleユーザーとして、次のコマンドを入力することにより、Oracle 
Clusterware ターゲットのステータスをチェックします。

/crs/bin/crs_stat -t

このコマンドによって、すべての重要なクラスタ・サービス（gsd、ons、vipなど）がク
ラスタのノード上で稼働中であるかどうかを示す結果が出力されます。

ASM ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成
この項では、ASM ソフトウェアを ASM 独自のホーム・ディレクトリにインストールする方法
を説明します。ASM を独自のホーム・ディレクトリにインストールすると、ASM ホームを
データベースのホーム・ディレクトリ（Oracle_home）とは別の場所に保持できます。別の
ホーム・ディレクトリを使用することで、ASM と Oracle Database ソフトウェアの個別アップ
グレードおよびパッチの適用が可能になります。また、ASM インスタンスに影響を与えずに、
Oracle Database ソフトウェアのインストールを削除できます。

oracleユーザーとして ASM をインストールします。これには、docrac1ノードに Oracle 
Database 11g リリース 1 ソフトウェアをインストールします。インストール時には、インス
トーラによって docrac1から docrac2にバイナリ・ファイルがコピーされます。

インストール・プロセス中に、ASM の構成が要求されます。ASM を構成するには、データ
ベース内に作成されるファイルのデフォルトの場所になるディスク・グループを作成します。
ディスク・グループのタイプによって、ASM でのファイルのミラー化方法が決まります。ディ
スク・グループを作成する際には、そのディスク・グループが通常の冗長性通常の冗長性通常の冗長性通常の冗長性のディスク・グ
ループ（デフォルトでほとんどのファイルに 2 方向のミラー化）、高い冗長性高い冗長性高い冗長性高い冗長性のディスク・グ
ループ（3 方向のミラー化）または外部冗長性外部冗長性外部冗長性外部冗長性のディスク・グループ（ASM によるミラー化な
し）のいずれであるかを指定します。外部冗長性のディスク・グループは、ストレージ・シス
テムですでにハードウェア・レベルのミラー化機能が提供されている場合や、冗長データを必
要としない場合にのみ使用します。デフォルトのディスク・グループのタイプは通常の冗長性
です。
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Oracle Database で使用されるホーム・ディレクトリとは別のホーム・ディレクトリにで使用されるホーム・ディレクトリとは別のホーム・ディレクトリにで使用されるホーム・ディレクトリとは別のホーム・ディレクトリにで使用されるホーム・ディレクトリとは別のホーム・ディレクトリに ASM
をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを使用して OUI を起動します。ここで、staging_areaはディスク上のス
テージング領域の場所、またはマウントされたインストール・ディスクの場所を表します。

cd /staging_area/database
./runInstaller

Oracle Universal Installer を起動すると、「インストール製品の選択」ウィンドウが表示さ
れます。

2. 「Oracle Database 11g」をリストから選択して、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インストール・タイプの選択」ウィンドウが表示されます。

3. 「Enterprise Edition」または「Standard Edition」のいずれかを選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリック
します。
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4. 「ホーム詳細の指定」ウィンドウで、ASM ホーム・ディレクトリを OraASM11g_homeの
ように指定します。/opt/oracle/11gR1/asmなど、Oracle ベース・ディレクトリのサ
ブディレクトリであるディレクトリを選択します。「参照」「参照」「参照」「参照」をクリックすると、ASM のイ
ンストール先とするディレクトリを変更できます。

ASM ホーム・ディレクトリを指定した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「ハードウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」ウィンドウが表示されます。

5. 「すべて選択」「すべて選択」「すべて選択」「すべて選択」をクリックして、インストール先となるすべてのノードを選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」
をクリックします。

Oracle Clusterware インストールが正常に行われた場合、「ハードウェアのクラスタ・イン
ストール・モードの指定」ウィンドウに、クラスタ用に指定したノード（docrac1や
docrac2など）が表示されます。

「次へ」をクリックすると、「製品固有の前提条件のチェック」ウィンドウが表示されます。
3-14 Oracle Database 2 日で Real Application Clusters ガイド



ASM ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成
6. 次のスクリーンショットに表示されている「チェックが完了しました。このチェックの全
体的な結果 : 問題なし」というメッセージを確認した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「構成オプションの選択」ウィンドウが表示されます。
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7. 自動ストレージ管理の構成（自動ストレージ管理の構成（自動ストレージ管理の構成（自動ストレージ管理の構成（ASM））））に関するオプションを選択して ASM をインストール
および構成します。ASM インスタンスは ASM ディスク・グループに対して完全なアクセ
ス権を付与する SYSASMと呼ばれる特権ロールが管理します。

SYSASMユーザー・アカウントのパスワードを入力します。パスワードは 8 文字以上で、
アルファベットと数字をそれぞれ 1 文字以上含んでいる必要があります。

「ASM SYS パスワードの確認」フィールドにパスワードを再度入力して、パスワードを確
認します。

終了したら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「自動ストレージ管理の構成」ウィンドウが表示されます。

8. 「自動ストレージ管理の構成」ウィンドウでは、デフォルトで「ディスク・グループ名」に
DATAが表示されています。ディスク・グループの新しい名前を入力するか、またはデフォ
ルトの名前を使用できます。

システム管理者に確認して、ASM で使用されるディスクがストレージ・レベルでミラー化
されるかどうかを確認します。ディスクがストレージ・レベルでミラー化される場合は、
冗長性に「外部」「外部」「外部」「外部」を選択します。ディスクがストレージ・レベルでミラー化されない場合
は、冗長性に「標準」「標準」「標準」「標準」を選択します。
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9. 「ディスクの追加」セクションの右下にある「ディスク検出パスの変更」「ディスク検出パスの変更」「ディスク検出パスの変更」「ディスク検出パスの変更」をクリックして、
ASM で使用されるデバイスで、表示されていないものを選択します。

「ディスク検出パスの変更」ウィンドウで、ASM で使用されるデバイスの検索に使用する
文字列を /dev/sd*のように入力し、「「「「OK」」」」をクリックします。

「自動ストレージ管理の構成」ウィンドウに戻ります。

10. /dev/sddまたは /dev/sdeなど、ASM で使用するディスクを選択します。

ASM で使用するディスクの選択が完了したら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。「権限のあるオ
ペレーティング・システム・グループ」ウィンドウが表示されます。
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11. 前の章で OSDBA グループ、OSASM グループおよびデータベース・オペレータ・グルー
プに対して作成したオペレーティング・システム・グループの名前を選択します。dbaグ
ループのみを作成した場合は、3 つのすべての特権グループに対してそのグループを使用
できます。個別の asmグループを作成した場合は、OSASM グループに対してその値を使
用します。

特権グループに値を指定した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。「Oracle Configuration 
Manager 登録」ウィンドウが表示されます。

12.「Oracle Configuration Manager 登録」ウィンドウで、OracleMetaLink への接続に使用する
資格証明を構成できます。この情報は、すぐに指定することもデータベースのインストー
ル後に構成することもできます。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして続行します。

OUI によって「サマリー」ウィンドウが表示されます。

13.「サマリー」ウィンドウに表示される情報を確認します。表示されている情報が正しくない
場合は、「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」をクリックしてウィンドウに戻り、情報を変更します。次の手順に進む準
備ができた後、「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックします。

OUI にインストールの進捗状況を示す画面が表示され、インストールが開始されたことを
示します。

14. インストール完了までには数分かかります。この間に OUI は指定したノードの ASM を構
成し、各ノードのリスナーを構成します。

ASM がインスールされると、Configuration Assistant が実行されます。アシスタントが正
常に終了した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして続行します。

「構成スクリプトの実行」ウィンドウが表示されます。
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15.「構成スクリプトの実行」ウィンドウに示されているとおりにスクリプトを実行します。
このマニュアルに例示されたインストールでは、root.shのスクリプトのみを両方のノー
ドに対して実行する必要があります。

次の手順では、Linux システムでのこのタスクの完了方法について示します（例では、わ
かりやすくするために、ユーザー、ノード名およびディレクトリがプロンプト表示されて
いることに注意してください）。

a. 端末ウィンドウを開きます。docrac1で oracleユーザーとして、ディレクトリを
ASM ホーム・ディレクトリに変更し、rootユーザーに切り替えます。

[oracle@docrac1 oracle]$ cd /opt/oracle/11gR1/asm
[oracle@docrac1 oracle]$ su

b. rootユーザーのパスワードを入力し、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定さ
れたスクリプトを実行します。

[root@docrac1 oracle]# ./root.sh

c. root.shスクリプトが実行されると、ローカルの binディレクトリへのパスを入力
するよう求められます。大カッコ内の情報は、システム構成から取得された情報です。
入力を求められるたびに [Enter] キーを押して、デフォルトの選択内容を受け入れま
す。

d. スクリプトの完了後、プロンプトが表示されます。別の端末ウィンドウを開き、次の
コマンドを入力します。

[oracle@docrac1 oracle]$ ssh docrac2
Enter the passphrase for key '/home/oracle/.ssh/id_rsa':
[oracle@docrac2 oracle]$ cd /opt/oracle/11gR1/asm
[oracle@docrac2 asm]$ su
Password:

e. rootユーザーのパスワードを入力し、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定さ
れたスクリプトを実行します。

[root@docrac2 asm]# ./root.sh
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f. [Enter] キーを押してデフォルトの選択内容をすべて受け入れます。

g. すべてのノードでスクリプトの実行が終了した後、「構成スクリプトの実行」ウィンド
ウに戻り、「「「「OK」」」」をクリックして続行します。

OUI に「インストール終了」ウィンドウが表示されます。

16.「インストール終了」ウィンドウを確認します。表示されたアドレスはこのマニュアルでは
使用されませんが、ビジネス・アプリケーションには必要となる場合もあります。

17. 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックし、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックしてインストールを終了することを確認します。

ASM のインストールの確認のインストールの確認のインストールの確認のインストールの確認
ASM のすべてのデータベース・サービスが起動され実行中であることを確認します。

インストール後、インストール後、インストール後、インストール後、ASM が稼働していることを確認します。が稼働していることを確認します。が稼働していることを確認します。が稼働していることを確認します。

1. ディレクトリを CRS ホーム・ディレクトリの binディレクトリに変更します。

cd /crs/bin

2. oracleユーザーとして次のコマンドを実行します。docrac1はチェックするノードの名
前です。

./srvctl status asm -n docrac1
ASM instance +ASM1 is running on node docrac1.

この出力例は、1 つの ASM インスタンスがローカル・ノードで実行中であることを示して
います。

3. 手順 2 に表示されているコマンドを繰り返し、docrac1のかわりに docrac2を使用して
クラスタ内の他のノードに正常にインストールされたことを確認します。

Oracle データベース・ソフトウェアのインストールおよびクラスデータベース・ソフトウェアのインストールおよびクラスデータベース・ソフトウェアのインストールおよびクラスデータベース・ソフトウェアのインストールおよびクラス
タ・データベースの作成タ・データベースの作成タ・データベースの作成タ・データベースの作成

次のトピックでは、Oracle Database 11g リリース 1 ソフトウェアを docrac1ノードにインス
トールします。OUI により、インストール・プロセス中に docrac1のバイナリ・ファイルが
クラスタ内の別のノードである docrac2にコピーされます。

OUI を起動する前に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。ORACLE_SID、
ORACLE_BASEおよび ORACLE_HOMEという環境変数に、ユーザーの環境に必要な値を設定し
ます。

たとえば、salesというクラスタ化されたデータベースを作成して /opt/oracle/11gR1/db 
directory ディレクトリに Oracle Database ソフトウェアをインストールする場合は、
ORACLE_SIDを salesに、ORACLE_BASEをディレクトリ /opt/oracle/11gR1に、
ORACLE_HOMEをディレクトリ /opt/oracle/11gR1/dbに設定します。環境変数の構成につ
いては、3-3 ページの「オペレーティング・システム環境の構成」を参照してください。

クラスタ上にクラスタ上にクラスタ上にクラスタ上に Oracle Database をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。をインストールするには、次の手順を実行します。

1. oracleユーザーとして、次のコマンドを使用して OUI を起動します。ここで、
staging_areaは、ディスク上のステージング領域の場所か、マウントされているインス
トール・ディスクの場所です。

cd /staging_area/database
./runInstaller

Oracle Universal Installer を起動すると、「インストール製品の選択」ウィンドウが表示さ
れます。
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2. 「Oracle Database 11g」をリストから選択して、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インストール・タイプの選択」ウィンドウが表示されます。

3. 「Enterprise Edition」または「Standard Edition」を選択します。「Enterprise Edition」オ
プションはデフォルトで選択されています。終了したら「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インストール場所」ウィンドウが表示されます。

4. Oracle ホームの名前を指定します。たとえば OraDb11g_homeです。

5. Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリである Oracle ホーム・ディレクトリを選
択します。たとえば /opt/oracle/11gR1/db_1です。

「参照」「参照」「参照」「参照」をクリックして Oracle Database ソフトウェアがインストールされているディレク
トリを変更できます。ディレクトリを選択したら、「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」をクリックして

「ディレクトリの選択」ウィンドウを閉じます。

ディレクトリが存在しない場合は、ディレクトリ・パスを「ファイル名」フィールドに入
力してから「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」「ディレクトリの選択」をクリックします。ディレクトリを作成するかどうか
を確認するウィンドウが表示されたら、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

「インストール場所」ウィンドウの情報を確認したら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「ハードウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」ウィンドウが表示されます。

6. Oracle Database ソフトウェアがインストールされているノードを選択します。「すべて選
択」をクリックして使用可能なすべてのノードを選択することもできます。Oracle 
Database ソフトウェアがインストールされているノードを選択したら、「次へ」をクリッ
クします。

「製品固有の前提条件のチェック」ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : 「製品固有の前提条件のチェック」ウィンドウでは、動的ホスト構
成プロトコル（DHCP）によりホスト IP アドレスが生成されるという警
告が表示される場合がありますが、お薦めしません。この警告は無視でき
ます。
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7. システムで前提条件チェックが行われたことを示す確認メッセージが表示されたら、
「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「構成オプションの選択」ウィンドウが表示されます。

8. 「構成オプションの選択」ウィンドウで、デフォルトの「データベースの作成」「データベースの作成」「データベースの作成」「データベースの作成」オプション
を受け入れ、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「データベース構成の選択」ウィンドウが表示されます。

9. 作成するデータベースを次の各種データベースから 1 つ選択します。

� 汎用目的

� トランザクション処理

� データ・ウェアハウス

� 拡張（カスタマイズ・データベース作成）

デフォルトでは「汎用」「汎用」「汎用」「汎用」データベース・タイプが選択されています。自分のニーズに 適
なデータベースのタイプを選択してください。このマニュアルで使用する例では、デフォ
ルト値で十分です。データベース・タイプの選択後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「データベース構成オプションの指定」ウィンドウが表示されます。

10.「グローバル・データベース名」フィールドで、完全修飾されたデータベース名
（sales.mycompany.comなど）を入力します。「SID」フィールドにデータベース名の
初の部分（salesなど）が含まれていることを確認します。

データベース名および SID を入力した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。「データベース構成
詳細の指定」ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : システム識別子（SID）の値はインスタンス名の接頭辞として使用
されます。このため、SID が salesに設定されている場合、インスタン
ス名は sales1、sales2などになります。
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11. 各タブの設定を確認します。使用する値が不明な場合は、デフォルトの値を受け入れます。
「サンプル・スキーマ」タブでは、データベースにサンプル・データおよびサンプル・ス
キーマを作成する場合、「サンプル・スキーマ付データベースを作成」「サンプル・スキーマ付データベースを作成」「サンプル・スキーマ付データベースを作成」「サンプル・スキーマ付データベースを作成」オプションを選択し
ます。オプションの選択を終えたら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして続行します。

「データベース管理オプションの選択」ウィンドウが表示されます。

12. デフォルトでは、「データベース管理に Grid Control を使用します」オプションではなく
「データベース管理に「データベース管理に「データベース管理に「データベース管理に Database Control を使用します」を使用します」を使用します」を使用します」オプションが選択されています。
このマニュアルの例では、デフォルト値の Database Control を使用します。

クラスタがメール・サーバーに接続できない場合は、「電子メール通知を有効にする」を選
択しないでください。

選択した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「データベース記憶域オプションの指定」ウィンドウが表示されます。

13. ASM をクラスタ上に構成した場合は、データベース記憶域用のオプション「自動ストレー「自動ストレー「自動ストレー「自動ストレー
ジ管理ジ管理ジ管理ジ管理 (ASM)」」」」を選択します。それ以外の場合は、ファイル・システムを選択し、共有記
憶域の場所を入力した後で、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「バックアップ・オプションおよびリカバリ・オプションの指定」ウィンドウが表示されま
す。

14. デフォルト・オプション「自動バックアップを使用しません」「自動バックアップを使用しません」「自動バックアップを使用しません」「自動バックアップを使用しません」を選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリッ
クします。バックアップ設定は後で変更できます。

記憶域ソリューションとして ASM を選択した場合は、「ASM ディスク・グループの選択」
ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : バックアップ領域として ASM を使用する場合は、ASM の構成時
に追加の ASM ディスク・グループを作成する必要があります。
Oracle Clusterware および Oracle RAC のインストールと構成 3-23



Oracle データベース・ソフトウェアのインストールおよびクラスタ・データベースの作成
15.「ASM ディスク・グループの選択」ウィンドウに、データベース・ファイルの作成先が示
されます。ASM のインストール中に作成されたディスク・グループを選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」を
クリックします。

「データベース・スキーマのパスワードの指定」ウィンドウが表示されます。

16. 各 Oracle データベース・スキーマにパスワードを割り当てて確認します。

データベースのインストールをテスト目的でのみ行っている場合を除き、「すべてのアカウ
ントで、同一のパスワードを使用」オプションは使用しないでください。データのセキュ
リティが脅かされる可能性があります。各パスワードは 8 文字以上で、アルファベット、
数字および記号をそれぞれ 1 文字以上含んでいる必要があります。

パスワードの入力を終えたら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。OUI によって、「権限付きオペ
レーティング・システム・グループ」ウィンドウが表示されます。
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17. 前の章で OSDBA グループ、OSASM グループおよびデータベース・オペレータ・グルー
プに対して作成したオペレーティング・システム・グループの名前を選択します。dbaグ
ループのみを作成した場合は、3 つのすべての特権グループに対してそのグループを使用
できます。個別の asmグループを作成した場合は、OSASM グループに対してその値を使
用します。

特権グループに値を指定した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。「Oracle Configuration 
Manager 登録」ウィンドウが表示されます。

18.「Oracle Configuration Manager 登録」ウィンドウで、OracleMetaLink への接続に使用する
資格証明を構成できます。この情報は、すぐに指定することもデータベースのインストー
ル後に構成することもできます。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして続行します。

OUI によって「サマリー」ウィンドウが表示されます。

19.「サマリー」ウィンドウに表示された情報を確認します。誤った情報がある場合は、「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」
をクリックして前のウィンドウに戻り、修正します。続行可能な場合は、「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」
をクリックします。

インストールが開始すると、OUI に進捗インジケータが表示されます。この手順が完了す
るまでには数分かかります。
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20. ソフトウェアのインストール・プロセス中に、salesデータベースが作成されます。デー
タベースの作成の終了時には、「Oracle Database Configuration Assistant」（DBCA）ウィ
ンドウが開き、Database Control コンソールの URL が表示されます。

URL をメモして「「「「OK」」」」をクリックし、 DBCA によりクラスタ・データベースおよびその
インスタンスが起動されるまで待機します。

21. インストール後、インストール後のタスクとして、両方のノードで root.shスクリプトを
実行するように求められます。
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各ノードで、「構成スクリプトの実行」ウィンドウに示されたスクリプトを実行してから
「「「「OK」」」」をクリックします。root.shスクリプトを実行するには、次の手順を実行します。

a. 端末ウィンドウを開きます。docrac1で oracleユーザーとして次のコマンドを入力
し、Oracle ホーム・ディレクトリに移動してから、rootに切り替えます。

[oracle@docrac1 oracle]$ cd /opt/oracle/11gR1/db_1
[oracle@docrac1 db_1]$ su

b. rootユーザーのパスワードを入力し、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定さ
れたスクリプトを実行します。

[root@docrac1 db_1]# ./root.sh

c. root.shスクリプトが実行されると、ローカルの binディレクトリへのパスを入力
するよう求められます。大カッコ内の情報は、システム構成から取得された情報です。
入力を求められるたびに [Enter] キーを押して、デフォルトの選択内容を受け入れま
す。

d. スクリプトが完了した後、プロンプトが表示されます。次のコマンドを入力します。

[oracle@docrac1 oracle]$ ssh docrac2
[oracle@docrac2 oracle]$ cd /opt/oracle/11gR1/db_1
[oracle@docrac2 db_1]$ su

e. rootユーザーのパスワードを入力し、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定さ
れたスクリプトを実行します。

[root@docrac2 db_1]# ./root.sh

f. [Enter] キーを押してデフォルトの選択内容をすべて受け入れます。

すべてのノードでスクリプトの実行が終了した後、「構成スクリプトの実行」ウィンドウに
戻り、「「「「OK」」」」をクリックします。

OUI に「インストール終了」ウィンドウが表示されます。

22. 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックしてから「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして、OUI を終了することを確認します。

Oracle RAC データベースのインストールの検証データベースのインストールの検証データベースのインストールの検証データベースのインストールの検証
この時点で、すべてのデータベース・サービスが起動し、実行中であることを確認する必要が
あります。

Oracle RAC データベースが実行されていることを確認するには、次の手順を実行します。データベースが実行されていることを確認するには、次の手順を実行します。データベースが実行されていることを確認するには、次の手順を実行します。データベースが実行されていることを確認するには、次の手順を実行します。

1. oracleユーザーとしてログインし、CRS_home/binディレクトリに移動します。

[oracle] $ cd /crs/bin

参照参照参照参照 :

� 「ASM ホーム・ディレクトリでの自動ストレージ管理の構成」

� 「オペレーティング・システム環境の構成」

� 「Oracle RAC データベースのインストールの検証」

� 「インストール後の推奨タスク」

� 「RDBMS パッチのダウンロードとインストールの概要」

� ASM でのディスク・グループの構成方法については、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し
てください。
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2. 次のコマンドを実行して Oracle クラスタウェアが管理しているアプリケーションのステー
タスを確認します。

[oracle] $ ./crs_stat -t

コマンドの出力は、データベース・インスタンスを各ホストで（オンラインで）使用でき
ることを示します。

データベース管理用のオペレーティング・システム環境の構成データベース管理用のオペレーティング・システム環境の構成データベース管理用のオペレーティング・システム環境の構成データベース管理用のオペレーティング・システム環境の構成
Oracle RAC ソフトウェアをインストールしてクラスタ・データベースを作成した後、データ
ベース管理がより簡単なオペレーティング・システム環境を構成するために実行する 2 つの追
加タスクがあります。

� oratab ファイルの更新

� ユーザー・シェル・プロファイルの再構成

oratab ファイルの更新ファイルの更新ファイルの更新ファイルの更新
Oracle Database ユーティリティのいくつかは、oratabファイルを使用して、各ノードの使用
可能な Oracle ホームおよびインスタンスを判別します。oratabファイルは root.shスクリ
プトで作成され、データベースの作成時または削除時に Oracle Database Configuration 
Assistant で更新されます。

次に oratabファイルの例を示します。

# This file is used by ORACLE utilities. It is created by root.sh
# and updated by the Database Configuration Assistant when creating
# a database.

# A colon, ':', is used as the field terminator. A new line terminates
# the entry. Lines beginning with a pound sign, '#', are comments.
#
# Entries are of the form:
# $ORACLE_SID:$ORACLE_HOME:<N|Y>:
#
# The first and second fields are the system identifier and home
# directory of the database respectively. The third field indicates
# to the dbstart utility that the database should, "Y", or should not, 
# "N", be brought up at system boot time.
#
# Multiple entries with the same $ORACLE_SID are not allowed.
#
#
+ASM1:/opt/oracle/11gR1/asm:N
sales:/opt/oracle/11gR1/db_1:N
sales1:/opt/oracle/11gR1/db_1:N
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Oracle RAC データベースの作成後にデータベースの作成後にデータベースの作成後にデータベースの作成後に Red Hat Linux 上で上で上で上で oratab ファイルを更新するには、ファイルを更新するには、ファイルを更新するには、ファイルを更新するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. docrac1ノードで次のコマンドを使用して、/etc/oratabファイルを編集するために開
きます。

vi /etc/oratab

2. ローカル・インスタンスの Oracle_sidおよび Oracle_homeを /etc/oratabファイル
の 後に追加します。次に例を示します。

sales1:/opt/oracle/11gR1/db_1:N

3. ファイルを保存して、vi エディタを終了します。

4. クラスタ内の各ノードで、適切なインスタンス情報を追加して /etc/oratabファイルを
編集します。

ユーザー・シェル・プロファイルの再構成ユーザー・シェル・プロファイルの再構成ユーザー・シェル・プロファイルの再構成ユーザー・シェル・プロファイルの再構成
Oracle RAC または Oracle Database で使用できる環境変数がいくつかあります。これらの変数
は、setや exportなどのシェル・コマンドを使用して、現行のオペレーティング・システ
ム・セッションでは手動で設定できます。

また、特定のオペレーティング・システム・ユーザーとしてログインする際に、これらの変数
を自動的に設定することもできます。設定するには、そのオペレーティング・システム・ユー
ザーの Bourne シェル、Bash シェルまたは Korn シェルの構成ファイル（.profileや
.loginなど）を変更します。

Red Hat Linux 上で上で上で上で bash シェルに対するシェルに対するシェルに対するシェルに対する oracle ユーザーのプロファイルを変更するには、ユーザーのプロファイルを変更するには、ユーザーのプロファイルを変更するには、ユーザーのプロファイルを変更するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. oracleユーザーとして次のコマンドを使用し、編集用に /home/oracleディレクトリの
ユーザー・プロファイルを開きます。

[oracle] $ cd $HOME
[oracle] $ vi .bash_profile

2. ファイルの次の行を、新たに作成した Oracle RAC データベースの場所を指すように変更
します。

export ORACLE_BASE=/opt/oracle/11gR1
export ORACLE_HOME=/opt/oracle/11gR1/db_1
export PATH=$PATH:$ORACLE_HOME/bin

3. 各ノードで、.bash_profileファイルを変更して、ORACLE_SID環境変数をローカル・
インスタンスの名前に設定します。たとえば、ホスト docrac1で、.bash_profile
ファイルに次の行を追加します。

export ORACLE_SID=sales1

ホスト docrac2で、ORACLE_SID を値 sales2に設定します。

4. 各インスタンスで .bash_profileファイルの変更を読み取り、実装します。

source .bash_profile

注意注意注意注意 : 単一インスタンス・データベースでは、各エントリの 終フィー
ルドを Nに設定すると、それが実行されているサーバーの再起動時にデー
タベースの自動起動が無効になります。Oracle Clusterware では dbstart
ユーティリティではなくインスタンスおよびプロセスを起動するため、
Oracle RAC データベースではこれらのフィールドは Nに設定されます。
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5. 各クライアント・コンピュータで、データベースに接続するために、salesなどのサービ
ス名が使用されるようにユーザー・アクセスを構成します。

インストール後のタスクの実行インストール後のタスクの実行インストール後のタスクの実行インストール後のタスクの実行
Oracle RAC ソフトウェアのインストール後には、クラスタ・データベースの使用準備を完了す
る前に、追加で実行できるタスクがあります。これらの手順をお薦めしていますが、必須では
ありません。

この項の内容は次のとおりです。

� Oracle Clusterware インストールの検証の概要

� 投票ディスクのバックアップの概要

� RDBMS パッチのダウンロードとインストールの概要

� Oracle Enterprise Manager の動作の確認

� インストール後の推奨タスク

Oracle Clusterware インストールの検証の概要インストールの検証の概要インストールの検証の概要インストールの検証の概要
Oracle Clusterware のインストールが完了した後、OUI では Configuration Assistant として
cluvfyユーティリティが自動的に実行され、Clusterware のインストールが正常に完了したこ
とが確認されます。

CVU によって構成に関する問題がレポートされた場合、これらのエラーを修正してから次に進
みます。

投票ディスクのバックアップの概要投票ディスクのバックアップの概要投票ディスクのバックアップの概要投票ディスクのバックアップの概要
Oracle RAC を使用する Oracle Database 11g のインストールを完了した後、およびシステムが
正しく機能することを確認した後で、投票ディスクの内容をバックアップします。5-2 ページの

「投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要」で説明されている ddユーティリティを
使用します。

また、いずれかのノードを追加または削除した後や、いずれかの削除手順を実行した後も、投
票ディスクの内容のバックアップ・コピーを作成します。

参照参照参照参照 :

� クラスタ・データベースへのクライアント・アクセスの構成について
は、『Oracle Database Net Services 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

� 「データベース管理用のオペレーティング・システム環境の構成」

� 「オペレーティング・システム環境の構成」

� Linux システムでの環境変数の構成方法については、『Oracle Real 
Application Clusters インストレーション・ガイド for Linux and 
UNIX Systems』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� CVU の使用方法および構成の問題の解決方法については、『Oracle 
Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 :

� 「投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要」
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RDBMS パッチのダウンロードとインストールの概要パッチのダウンロードとインストールの概要パッチのダウンロードとインストールの概要パッチのダウンロードとインストールの概要
オラクル社では、オラクル社のソフトウェアについてパッチパッチパッチパッチと呼ばれるバグ修正を定期的に発
行しています。パッチ・セットパッチ・セットパッチ・セットパッチ・セットは、そのパッチ・セット・リリースの時点までのバグ修正を集
めたものです。パッチ・セットは、十分にテストされた製品フィックスです。パッチ・セット
を適用すると、Oracle ホームに存在するソフトウェアに影響します。インストールされたソフ
トウェアの 新のパッチ・セットを実行していることを確認します。パッチ・セットに含まれ
ていないパッチを適用する必要がある場合があります。パッチおよびパッチ・セットのダウン
ロードとインストールの詳細は、第 10 章「Oracle ソフトウェアの管理およびパッチの適用」を
参照してください。

Oracle Enterprise Manager の動作の確認の動作の確認の動作の確認の動作の確認
Oracle RAC データベースを作成して Database Control によるデータベース管理を選択すると、
Oracle Enterprise Manager Database Control ユーティリティのインストールおよび構成が自動
的に行われます。

新しい新しい新しい新しい Oracle RAC 環境で環境で環境で環境で Oracle Enterprise Manager Database Control が起動されているが起動されているが起動されているが起動されている
ことを検証するには、次の手順を実行します。ことを検証するには、次の手順を実行します。ことを検証するには、次の手順を実行します。ことを検証するには、次の手順を実行します。

1. ORACLE_SID環境変数が、接続先のインスタンスの名前（sales1など）に設定されてい
ることを確認します。また、ORACLE_HOME環境変数が、インストールした Oracle 
Database ソフトウェアの場所に設定されていることを確認します。

$ echo $ORACLE_SID
sales
$ export ORACLE_SID=sales1
$ echo $ORACLE_HOME
/opt/oracle/11gR1/db_1

2. Oracle_home/binディレクトリに移動します。

3. oracleユーザーとして次のコマンドを実行します。

./emctl status dbconsole

Oracle Enterprise Manager Control（EMCTL）ユーティリティに、現行のノードに
Database Control コンソールの現在のステータスが表示されます。

4. EMCTL ユーティリティによって、Database Control が起動されていないことがレポートさ
れた場合は、次のコマンドを使用して起動します。

./emctl start dbconsole

5. クラスタ内の各ノードに対して手順 1 から手順 3 を繰り返します。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの構成」

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 「Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの構成」

� 「Oracle RAC および Oracle Enterprise Manager」
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インストール後の推奨タスクインストール後の推奨タスクインストール後の推奨タスクインストール後の推奨タスク
Oracle RAC のインストール後には、次のタスクを完了することをお薦めします。

� root.sh スクリプトのバックアップの概要

� ユーザー・アカウントの構成の概要

root.sh スクリプトのバックアップの概要スクリプトのバックアップの概要スクリプトのバックアップの概要スクリプトのバックアップの概要
インストールの完了後は、root.shスクリプトをバックアップすることをお薦めします。他の
製品を同じ Oracle ホーム・ディレクトリにインストールした場合、既存の root.shスクリプ
トの内容がインストール中に OUI によって更新されます。元の root.shスクリプトに含まれ
ていた情報が必要な場合は、その情報を root.shバックアップ・コピーからリカバリできま
す。

ユーザー・アカウントの構成の概要ユーザー・アカウントの構成の概要ユーザー・アカウントの構成の概要ユーザー・アカウントの構成の概要
oracleユーザーのオペレーティング・システム・アカウントは、Oracle ソフトウェアをイン
ストールする際に使用するアカウントです。Oracle RAC データベースへのアクセスおよび管理
のために、複数の異なるオペレーティング・システム・アカウントを使用できます。

Oracle RAC データベースへのデータベースへのデータベースへのデータベースへの Oracle データベースの変換データベースの変換データベースの変換データベースの変換
rconfigまたは Oracle Enterprise Manager を使用すると、単一インスタンスのデータベース
のインストールを Oracle RAC データベースに簡単に変換できます。1 つ目の rconfigは、コ
マンドライン・ユーティリティです。Oracle Enterprise Manager Grid Control のデータベース
管理オプション（「クラスタ・データベースへの変換」）によって、GUI による変換ツールが提
供されます。

この項の内容は次のとおりです。

� データベースの変換の準備

� Grid Control を使用したデータベース変換プロセスの概要

� rconfig を使用したデータベース変換プロセスの概要

データベースの変換の準備データベースの変換の準備データベースの変換の準備データベースの変換の準備
データベースをクラスタ・データベースに変換するプロセスを開始する前に、データベース環
境が一定の前提条件を満たしている必要があります。

� 既存のデータベースおよびターゲット Oracle RAC データベースが同じリリースの Oracle 
Database 11g に存在しており、同じプラットフォームで実行されている必要があります。

� Oracle RAC データベースの実装に使用するハードウェアおよびオペレーティング・システ
ム・ソフトウェアが、インストールする Oracle RAC ソフトウェアのリリースでの使用を
認定されている必要があります。

� Oracle RAC データベース用の共有記憶域を構成する必要があります。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle データベース・ソフトウェアのインストールおよびクラスタ・
データベースの作成」

� 「インストール後のタスクの実行」

� データベース管理に使用可能な任意のオペレーティング・システム・
ユーザー・アカウントの設定の詳細は、Oracle Database の管理者リ
ファレンスを参照してください。
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� Oracle RAC データベースに対して実行する任意のアプリケーションが、クラスタ・データ
ベースを正常に使用するために追加構成を何も必要としないことを検証する必要がありま
す。これは、Oracle Streams などの Oracle アプリケーションとデータベース機能、および
Oracle 以外のアプリケーションと製品の両方に適用されます。

� 単一インスタンスの Oracle データベースから Oracle RAC に変換する前に、バックアップ
を実行可能にする必要があります。

� Oracle RAC 環境でアーカイブを実行する場合は、アーカイブ・ログ・ファイルの書式にス
レッド番号が必要です。

� メディア・リカバリには、Oracle RAC データベースのすべてのインスタンスのアーカイブ
REDO ログ・ファイルが必要です。このため、ファイルにアーカイブして、クラスタ・
ファイル・システム、または共有ファイル・システムを提供するその他の方法を使用しな
い場合、クラスタ・データベースにインスタンスが含まれているすべてのノードのアーカ
イブ・ログにアクセスする方法が必要となります。

Grid Control を使用したデータベース変換プロセスの概要を使用したデータベース変換プロセスの概要を使用したデータベース変換プロセスの概要を使用したデータベース変換プロセスの概要
次のリストに、Oracle Enterprise Manager Grid Control を使用して、単一インスタンスのデー
タベースを Oracle RAC データベースに変換するプロセスの概要を示します。

� Oracle RAC データベースに変換する場合に前提条件となる次のタスクを実行します。

– Oracle Clusterware および Oracle Database ソフトウェアをすべてのターゲット・ノー
ドにインストールします。

– Oracle Clusterware を起動します。

– すべてのターゲット・ノードで Oracle RAC に対して Oracle Database バイナリを有効
にします。

– 共有記憶域を構成して、すべてのノードからアクセス可能にします。

– 変換を実行しているオペレーティング・システム・ユーザーに対して、ユーザー等価
関係を構成します。

– Oracle Enterprise Manager のエージェントを、クラスタ情報およびホスト情報を使用
してすべてのノードで構成および実行します。

– 変換するデータベースを正常にバックアップしておきます。

� 変換するデータベースのホームページにアクセスします。

� 「サーバー」サブページに移動して、「クラスタ・データベースへの変換」を選択します。

� 必要な資格証明を指定します。

� 新しいデータベースのインスタンスが含まれるホスト・ノードを選択します。

� リスナーおよびインスタンスの構成情報を指定します。

� データファイルに使用する共有記憶域の場所を指定します。

� ジョブを発行します。

� 変換後のタスクを実行します。

注意注意注意注意 : 個々の Oracle Database 11g データベース製品またはオプションを
使用する前に、11g リリース 1（11.1）インストール・メディアの DOC
ディレクトリまたは OTN の Web サイト

（http://www.oracle.com/technology/documentation）から参照
できる、その製品のドキュメント・ライブラリを参照してください。
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Oracle RAC データベースへの Oracle データベースの変換
rconfig を使用したデータベース変換プロセスの概要を使用したデータベース変換プロセスの概要を使用したデータベース変換プロセスの概要を使用したデータベース変換プロセスの概要
次のリストに、rconfigユーティリティを使用して、単一インスタンスのデータベースを
Oracle RAC データベースに変換するプロセスの概要を示します。

� Oracle RAC データベースに変換する場合に前提条件となる次のタスクを実行します。

– Oracle Clusterware および Oracle Database ソフトウェアをすべてのターゲット・ノー
ドにインストールします。

– Oracle Clusterware を起動します。

– すべてのターゲット・ノードで Oracle RAC に対して Oracle Database バイナリを有効
にします。

– 共有記憶域を構成して、すべてのノードからアクセス可能にします。

– 変換を実行しているオペレーティング・システム・ユーザーに対して、ユーザー等価
関係を構成します。

– 変換するデータベースを正常にバックアップしておきます。

� 環境に応じて Oracle_home/assistants/rconfig/sampleXMLs/ConvertToRAC.xml
ファイルのパラメータを変更し、ファイルを保存します。

� 変更した ConvertToRAC.xmlファイルの名前を入力値として指定し、rconfigコマンド
を実行します。

� 変換後のタスクを実行します。

参照参照参照参照 : このプロセスの詳細は、『Oracle Real Application Clusters インス
トレーション・ガイド for Linux and UNIX Systems』または使用している
プラットフォーム固有の Oracle RAC インストレーション・ガイドを参照
してください。

参照参照参照参照 : このプロセスの詳細は、『Oracle Real Application Clusters インス
トレーション・ガイド for Linux and UNIX Systems』または使用している
プラットフォーム固有の Oracle RAC インストレーション・ガイドを参照
してください。
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データベース・インスタンスおよびデータベース・インスタンスおよびデータベース・インスタンスおよびデータベース・インスタンスおよび

クラスタ・データベースの管理クラスタ・データベースの管理クラスタ・データベースの管理クラスタ・データベースの管理

Web ベースの Oracle Enterprise Manager Database Control および Grid Control のインタ
フェースでは、Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）データベースを管理できます。
Oracle Enterprise Manager コンソールは、Oracle 環境の制御における中心点です。Database 
Control コンソールを使用して、クラスタ・データベースの管理タスクを開始します。Grid 
Control コンソールを使用して、複数の Oracle RAC データベースおよびクラスタ・ノードを管
理します。

この章では、Oracle RAC 環境の管理について説明します。また、データベース・コンポーネン
トの起動タスクと停止タスク、および Oracle RAC でのパラメータとパラメータ・ファイルの
管理方法についても説明します。この章の内容は次のとおりです。

� Oracle RAC データベース管理の概要

� Oracle RAC および Oracle Enterprise Manager

� Oracle RAC データベースおよびデータベース・インスタンスの起動および停止

� Oracle RAC 初期化パラメータの概要

� Oracle RAC の記憶域の管理の概要

� クラスタ・データベースの調査 : Oracle By Example Series
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Oracle RAC データベース管理の概要
Oracle RAC データベース管理の概要データベース管理の概要データベース管理の概要データベース管理の概要
Oracle RAC は、1 つ以上の個々のコンピュータをリンクして 1 つのシステムとして機能させる
テクノロジです。Oracle RAC により、クラスタ・データベースのメンバーである各コンピュー
タ（ノード）は Oracle データベースへのアクセスを共有できるようになります。あるクラス
タ・ノードがエラーまたはオフラインになっても、他のクラスタ・ノードは引き続き稼働し、
Oracle RAC データベース全体が使用可能なままになります。つまり 2 つ以上の安価なコン
ピュータが、アプリケーションでは、はるかに強力で高価な単一のコンピュータであるかのよ
うに認識されます。

2 ノードの Oracle RAC データベースのパフォーマンスを向上するには、クラスタ・ノードを追
加できます。各ノードを追加すると、アプリケーションの処理が高速化され、より多くのユー
ザーまたはプロセス、あるいはその両方がサポートされます。また、クラスタ・ノードを追加
すると、2 ノードの RAC データベースの可用性および信頼性も向上できます。Oracle RAC 環
境のノード数が増えると、個々のノードの損失によりデータベースが受ける影響が少なくなり
ます。

Oracle RAC データベースには、クラスタ・ノード、共有記憶域および Oracle Clusterware とい
う 3 つのコンポーネントが必要です。クラスタのノード数および使用する共有記憶域のタイプ
は任意に選択できますが、このマニュアルでは、ある特定の 2 ノード・クラスタ構成について
説明します。この 2 ノード構成では、記憶域管理用に自動ストレージ管理（ASM）、またバッ
クアップおよびリカバリ計画用に Recovery Manager（RMAN）が使用されます。

ほとんどの管理タスクは、単一インスタンスの Oracle データベースと Oracle RAC データベー
スの間で同じです。このガイドでは、Oracle RAC に固有のデータベース管理タスクに関する追
加指示と、Oracle RAC データベースの管理のための推奨事項をそれぞれいくつか説明します。

Oracle RAC およびおよびおよびおよび Oracle Enterprise Manager
Web ベースの Oracle Enterprise Manager Database Control コンソールおよび Oracle Enterprise 
Manager Grid Control コンソールでは、Oracle RAC データベースを管理できます。Oracle 
Enterprise Manager は、グラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を介してアクセス
する Oracle 環境を制御するための中心点です。Oracle Enterprise Manager では、サービスを作
成および変更でき、クラスタ・データベース・インスタンスとクラスタ・データベースを起動
および停止できます。Oracle Enterprise Manager Database Control は、クラスタ・データベー
スの管理タスクに使用します。Oracle Enterprise Manager Grid Control は、Oracle RAC データ
ベースだけでなく、Oracle RAC 環境全体の管理に使用します。

クライアント・ブラウザを使用して Oracle Enterprise Manager にログインすると、「クラス
タ・データベース : ホーム」ページが表示されます。「クラスタ・データベース : ホーム」ペー
ジは、単一インスタンスの「データベース : ホーム」ページに似ています。ただし、「クラス
タ・データベース : ホーム」ページでは、Oracle RAC 環境全体のシステム状態および可用性が
表示されます。これには、アラート・メッセージおよびジョブ・アクティビティに関するサマ
リーや、すべてのデータベースおよび自動ストレージ管理（ASM）インスタンスへのリンクお
よびそのステータスが含まれます。このページでクラスタ名をクリックすると「クラスタ : 
ホーム」ページが表示され、使用しているクラスタのステータスおよびアラートを表示できま
す。

注意注意注意注意 : Oracle Database Standard Edition を使用している場合は、クラス
タがライセンスの制限に準拠している必要があります。これらの制限の詳
細は、『Oracle Database ライセンス情報』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 第 9 章「ノードおよびインスタンスの追加および削除」
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Oracle RAC データベースおよびデータベース・インスタンスの起動および停止
 Oracle Real Application Clusters の概要の概要の概要の概要 : Oracle By Example Series
Oracle By Example（OBE）には、『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』用に作成され
た一連のチュートリアルが含まれています。このシリーズには、Oracle Enterprise Manager を
使用して Oracle RAC データベースを管理する方法を説明する OBE チュートリアルが含まれて
います。この OBE チュートリアルを表示するには、次の URL に移動します。

http://www.oracle.com/technology/obe/10gr2_2day_dba/rac/rac.htm

Oracle RAC データベースおよびデータベース・インスタンスのデータベースおよびデータベース・インスタンスのデータベースおよびデータベース・インスタンスのデータベースおよびデータベース・インスタンスの
起動および停止起動および停止起動および停止起動および停止

通常、クラスタ・データベースの起動および停止は、Oracle Enterprise Manager の「クラス
タ・データベース : ホーム」ページから行います。クラスタ・データベースの起動および停止
の操作にこのページを使用すると、Oracle RAC データベースに属するすべてのインスタンスの
一貫性を保てます。これにより、Oracle RAC データベースをさらに簡単に管理できるようにな
ります。

Oracle RAC データベース内の個々のインスタンスの起動および停止もできます。ただし、
Oracle RAC データベース内の 1 つのインスタンスを起動または停止しても、その他のインスタ
ンスは起動または停止されません。Oracle RAC データベースを完全に停止するには、そのすべ
てのインスタンスを停止する必要があります。

サーバー・パラメータ・ファイル（サーバー・パラメータ・ファイル（サーバー・パラメータ・ファイル（サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）を使用している場合に、）を使用している場合に、）を使用している場合に、）を使用している場合に、Oracle RAC データベーデータベーデータベーデータベー
ス全体を起動および停止するには、次の手順を実行します。ス全体を起動および停止するには、次の手順を実行します。ス全体を起動および停止するには、次の手順を実行します。ス全体を起動および停止するには、次の手順を実行します。

1. 次の URL に移動して、Oracle Enterprise Manager にログインします。

http://hostname:portnumber/em

たとえば、http://docrac1.mycompany.com:1158/emなどです。

2. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページの「一般」セクションで、データベースが停止
している場合は「起動」「起動」「起動」「起動」、データベースが起動している場合は「停止」「停止」「停止」「停止」をクリックします。

「起動 / 停止 : 資格証明の指定」ページが表示されます。

3. データベース・ノード用のクラスタ・データベースのホスト資格証明を入力します。この
ホスト資格証明は、オペレーティング・システム・グループ OSDBAまたは OSOPERのメン
バーであるユーザーのユーザー名およびパスワードです。

「起動 / 停止 : 操作の選択」ページが表示されます。

4. すべてのインスタンスを起動する場合は「すべて起動」「すべて起動」「すべて起動」「すべて起動」をクリックし、すべてのインスタ
ンスを停止する場合は「すべて停止」「すべて停止」「すべて停止」「すべて停止」をクリックします。

「起動 / 停止 : 確認」ページが表示されます。

5. 「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

個々のインスタンスを起動および停止するには、「起動 / 停止 : 操作の選択」ページに移動し
て、起動または停止するインスタンスを選択し、必要に応じてインスタンスを起動または停止
します。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� Oracle RAC のパフォーマンスの監視方法の詳細は、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し
てください。
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Oracle RAC 初期化パラメータの概要
また、インスタンスは、SQL*Plus またはサーバー制御（SRVCTL）を使用して起動および停止
することもできます。

Oracle RAC 初期化パラメータの概要初期化パラメータの概要初期化パラメータの概要初期化パラメータの概要
Oracle RAC データベースの初期化パラメータの管理は、基本的には単一インスタンスの
Oracle データベースの管理と同様です。ただし、Oracle RAC データベースのパラメータの場
合、次の点が異なります。

� クラスタ固有のパラメータの「カテゴリ」列には、Cluster Database という値が含まれてい
ます。

� Oracle RAC データベースの各インスタンスで同じパラメータは、「インスタンス」列のア
スタリスク（*）で示されます。

� Oracle RAC データベースの各インスタンスで異なる値に設定されているパラメータは、イ
ンスタンス番号別にリストされます。

Oracle RAC 環境における初期化パラメータの管理は、単一インスタンスのデータベースにおけ
るパラメータ管理とは若干異なります。たとえば、パラメータがクラスタ全体のデータベース
初期化パラメータであることを示すアスタリスクでマークされているパラメータ設定を変更す
ると、Oracle RAC データベース内のすべてのインスタンスのパラメータ設定が変更されます。
接頭辞にインスタンス名のある初期化パラメータ、またはインスタンス固有の初期化パラメー
タを変更すると、変更はそのインスタンスのみに適用され、そのパラメータの他のデータベー
ス・インスタンスでの設定には影響しません。

この項の内容は次のとおりです。

� Oracle RAC データベースの初期化パラメータの構成

� Oracle RAC データベースの初期化パラメータ設定の編集

� Oracle Real Application Clusters のサーバー・パラメータ・ファイルの構成の概要

注意注意注意注意 : 個々のインスタンスは、各インスタンスのホームページから起動
および停止できます。ただし、「起動 / 停止 : 操作の選択」ページから、
直接、インスタンスの起動および停止の操作を実行する方が簡単です。

参照参照参照参照 :

� コマンドライン・インタフェースを使用して Oracle RAC データベー
ス・インスタンスを起動および停止する方法の詳細は、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し
てください。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� Oracle RAC 環境の初期化パラメータの詳細は、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し
てください。
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Oracle RAC 初期化パラメータの概要
Oracle RAC データベースの初期化パラメータの構成データベースの初期化パラメータの構成データベースの初期化パラメータの構成データベースの初期化パラメータの構成 
サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）は初期化パラメータのリポジトリの一種で、
Oracle データベースが起動しているサーバー、または Oracle RAC データベースの共有記憶域
に保持されます。サーバー・パラメータ・ファイルに格納された初期化パラメータは持続性が
あり、インスタンスの実行中に加えられたパラメータへの変更はインスタンスの停止から起動
までの間も持続します。

初期化パラメータ・ファイルは、初期化パラメータ設定が含まれているテキスト・ファイルで
す。SPFILE とは対照的に、このパラメータ・ファイルはバイナリではなく、データベース・
サーバー上に配置する必要はありません。データベースでは、テキストベースの初期化パラ
メータ・ファイルに対して読取りを行うことはできますが、書込みは行なわれません。

デフォルトでは、Oracle データベースによってほとんどのパラメータがデフォルト値に設定さ
れます。この値は、すべてのインスタンスで同じです。ただし、『Oracle Database リファレン
ス』に示すとおり、多くの初期化パラメータには、インスタンスごとに異なる値も設定できま
す。その他のパラメータは、次の項で示すとおり、すべてのインスタンスで同じまたは一意で
ある必要があります。

� すべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータ

� すべてのインスタンスで一意の値を設定する必要があるパラメータ

� すべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータ

すべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータ
データベースの作成に重要な特定の初期化パラメータ、または特定のデータベース操作に影響
する特定の初期化パラメータは、Oracle RAC データベースの各インスタンスで同じ値を設定す
る必要があります。これらのパラメータ値は、SPFILE に指定するか、または各インスタンスの
個別の PFILE で指定します。次のリストに、すべてのインスタンスで同一である必要があるパ
ラメータを示します。

� ACTIVE_INSTANCE_COUNT

� CLUSTER_DATABASE

� CLUSTER_DATABASE_INSTANCES

� COMPATIBLE

� CONTROL_FILES

� DB_BLOCK_SIZE

� DB_DOMAIN

� DB_FILES

� DB_NAME

� DB_RECOVERY_FILE_DEST

� DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE

� DB_UNIQUE_NAME

� INSTANCE_TYPE（RDBMS または ASM）

� PARALLEL_MAX_SERVERS

� REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE

� RESULT_CACHE_MAX_SIZE

� UNDO_MANAGEMENT

DML_LOCKSの設定は、0（ゼロ）に設定されている場合のみ、すべてのインスタンスで同じ値
である必要があります。
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Oracle RAC 初期化パラメータの概要
すべてのインスタンスで一意の値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで一意の値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで一意の値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで一意の値を設定する必要があるパラメータ
Oracle RAC では、起動時におけるインスタンスの識別に INSTANCE_NUMBERパラメータが使
用され、特定のインスタンスに対する REDO ログ・グループの割当てに THREADパラメータの
数値が使用されます。管理作業を簡略化するには、各インスタンスの THREADパラメータおよ
び INSTANCE_NUMBERパラメータの両方に同じ値を使用します。

ROLLBACK_SEGMENTSパラメータを使用して各インスタンスの UNDO の格納に使用するロー
ルバック・セグメントの名前を指定する場合は、それぞれの一意のロールバック・セグメント
名の一部としてインスタンス SID を使用することをお薦めします。UNDO_MANAGEMENTパラ
メータが AUTOに設定されている場合は、Oracle RAC データベースによって自動 UNDO 管理
モードが使用され、ROLLBACK_SEGMENTSパラメータの設定は無視されます。自動 UNDO 管
理を使用すると、Oracle RAC によって、各インスタンスで使用される UNDO セグメントの一
意の名前が生成されます。

Oracle RAC データベースで自動 UNDO 管理を使用する場合は、UNDO_TABLESPACEパラメー
タを各インスタンスの別の UNDO 表領域に設定します。

すべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータすべてのインスタンスで同じ値を設定する必要があるパラメータ
次のパラメータは、すべてのインスタンスで同じ値に設定することをお薦めします。これらの
パラメータは様々なインスタンスで異なる設定にもできますが、各パラメータをすべてのイン
スタンスで同じ値に設定すると簡単に管理できます。

� ARCHIVE_LOG_TARGET

Oracle RAC データベースのインスタンスごとに異なる値を設定すると、データベース処理
によって追加の自動同期化が実行されるため、多くの場合、オーバーヘッドが増加します。

Oracle RAC データベースで Oracle Streams を使用する場合、0（ゼロ）より大きい値を使
用する必要があります。

� CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESS

このパラメータは、Diagnostics Pack および Tuning Pack の機能の使用を制御します。
すべてのインスタンスでこのパラメータの値を、使用している Oracle RAC データベース
用の Diagnostics Pack および Tuning Pack を購入済かどうかが反映されるように設定する
必要があります。

� LICENSE_MAX_USERS

このパラメータでは、データベースに定義されるユーザー・アカウント数のデータベース
全体における制限を決定します。このパラメータにはデータベースのすべてのインスタン
スで同じ値を指定して、どのインスタンスの使用時にも現在の値を確認できるようにする
と便利です。異なる値を設定すると、インスタンスの起動時に追加の警告メッセージが生
成されたり、データベース・ユーザー・アカウントの管理に関するコマンドが一部のイン
スタンスで失敗したりする可能性があります。

� LOG_ARCHIVE_FORMAT

すべてのインスタンスに同じ値を使用しないと、メディア・リカバリが必要以上に複雑に
なります。リカバリ中のインスタンスでは、必要なアーカイブ・ログ・ファイルの名前が、
そのアーカイブ・ログ・ファイルの作成元インスタンスとは関係なく、リカバリ中のイン
スタンスの LOG_ARCHIVE_FORMATの値に定義された書式であると想定されます。

Oracle Data Guard をサポートするデータベースでは、アーカイブ・ログ・ファイルの送受
信を行うために、すべてのインスタンスで LOG_ARCHIVE_FORMATに同じ値を使用する必
要があります。
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� SPFILE

すべてのインスタンスでこのパラメータに同じファイルを指定しないと、フェイルオー
バー、ロード・バランシングまたは通常の処理において、各インスタンスが予測できない
異なる動作をすることがあります。さらに、ALTER SYSTEM SETコマンドまたは ALTER 
SYSTEM RESETコマンドで SPFILE に加えた変更は、コマンドの実行されたインスタンス
で使用される SPFILE のみに保存され、別の SPFILE が使用されるインスタンスには反映さ
れません。

サーバーによって値が設定されているインスタンスで SPFILE の値が異なる場合、デフォ
ルトの SPFILE を使用していないインスタンスを再起動する必要があります。

� UNDO_RETENTION

各インスタンスで UNDO_RETENTIONに異なる値を設定すると、スケーラビリティが低下
し、フェイルオーバー後に予測できないアクションが実行される場合があります。した
がって、このパラメータに Oracle RAC データベースのインスタンス間で異なる値を割り
当てる前に、メリットがあるかどうかを慎重に考慮する必要があります。

Oracle RAC データベースの初期化パラメータ設定の編集データベースの初期化パラメータ設定の編集データベースの初期化パラメータ設定の編集データベースの初期化パラメータ設定の編集
Oracle Enterprise Manager を使用して、Oracle RAC データベースの初期化パラメータを表示
および編集できます。

Oracle Enterprise Manager を使用して初期化パラメータを表示および変更するには、次の手を使用して初期化パラメータを表示および変更するには、次の手を使用して初期化パラメータを表示および変更するには、次の手を使用して初期化パラメータを表示および変更するには、次の手
順を実行します。順を実行します。順を実行します。順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、SYSDBA ユーザーとしてログインし、
「サーバー」「サーバー」「サーバー」「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。

2. 「データベース構成」の下の「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」を選択します。

「初期化パラメータ」ページが表示されます。

3. 「現行」「現行」「現行」「現行」または「「「「SPFile」」」」サブページを選択して、パラメータ設定を変更します。

「現行」タブを使用した「現行」タブを使用した「現行」タブを使用した「現行」タブを使用した Oracle RAC の初期化パラメータの変更の初期化パラメータの変更の初期化パラメータの変更の初期化パラメータの変更
初期化パラメータの現行サブページにはこのインスタンスおよびデータベースの構成パラメー
タのリストが含まれています。これらのパラメータを特定の値にセットして、Oracle インスタ
ンスのメモリーおよび処理設定を初期化できます。「SPFile」ではなく「現行」タブを使用して
初期化パラメータを変更すると、「現在実行中のインスタンス・モードでの変更を SPFile に適
用する」オプションが選択されている場合を除き、その変更は実行中のインスタンスのみに適
用されます。

「インスタンス」列には、表内にリストされている値を持つパラメータのインスタンスが表示さ
れます。アスタリスク（*）は、クラスタ・データベースのその他のすべてのインスタンスでも
そのパラメータの値が同じであることを示しています。たとえば、docrac1と docrac2では
open_cursors = 200、docrac3では open_cursors = 275となっている場合、
open_cursors = 200の「インスタンス」列にはアスタリスクが表示され、open_cursors 
= 275の「インスタンス」列には docrac3 が表示されます。このように表示を省略することに
より、クラスタ・データベースのインスタンスが多い場合に領域を節約できます。

「初期化パラメータ」ページをフィルタ処理して、「名前別フィルタ」フィールドに入力した
フィルタ基準を満たすパラメータのみを表示できます。またオプションとして、「すべて表示」「すべて表示」「すべて表示」「すべて表示」
を選択し、実行中のインスタンスで現在使用されているすべてのパラメータを 1 つのページに
表示することもできます。
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「現行」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。「現行」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。「現行」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。「現行」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、SYSDBA ユーザーとしてログインし、
「サーバー」「サーバー」「サーバー」「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。

2. 「データベース構成」セクションの「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」を選択します。

「初期化パラメータ」ページが表示されます。

3. 「現行」「現行」「現行」「現行」を選択します。

4. 「選択」「選択」「選択」「選択」列からパラメータを選択し、次のいずれかを実行します。

� 「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックし、選択したパラメータを別のインスタンスに追加します。表内で
新規作成した行に新規のインスタンス名および値を入力します。

� 「リセット」「リセット」「リセット」「リセット」をクリックし、選択したパラメータの値をリセットします。「インスタン
ス」列にアスタリスクがないパラメータのみをリセット可能であることに注意してく
ださい。選択した列の値は他のインスタンス（アスタリスクの付いた行）の値にリ
セットされます。

たとえば、OPEN_CURSORSパラメータを選択し、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。
OPEN_CURSORSの新しいエントリで、「インスタンス」「インスタンス」「インスタンス」「インスタンス」に docrac1を選択し、「値値値値」
フィールドを 250 に変更します。

5. 1 つ以上のパラメータに変更を行った後、「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして変更を受け入れ、適用し
ます。

「「「「SPFile」タブを使用した」タブを使用した」タブを使用した」タブを使用した Oracle RAC の初期化パラメータの変更の初期化パラメータの変更の初期化パラメータの変更の初期化パラメータの変更
「現行」タブと同様に、「SPFile」タブを使用してパラメータの追加またはリセットを行うこと
ができます。「SPFile」タブを使用して初期化パラメータを変更すると、「SPFile モードでの変
更を現在実行中のインスタンスに適用する」オプションが選択されていないかぎり、その変更
は、現在実行中のインスタンスではなく SPFILE にのみ適用されます。

「SPFile」タブを使用したパラメータのリセットは、同じパラメータを「Current」タブを使用
してリセットした場合とは異なることに注意してください。リセットによって、選択したパラ
メータ・エントリが SPFILE から削除されます。また、リセットは、アスタリスクが付いてい
るパラメータおよびアスタリスクが付いていないパラメータの両方に適用されます。

� 「インスタンス」列にアスタリスクが付いているパラメータをリセットする場合は、
SPFILE および表の両方からエントリが削除されます。アスタリスクのない（インスタンス
が特定のパラメータ）は残ります。

� アスタリスクなしのパラメータをリセットする場合は、SPFILE と表の両方から削除されま
すが、「インスタンス」列はアスタリスク付きの空の値フィールドのダミー・パラメータに
置き換えられ、パラメータに新しい値を指定したり、インスタンス固有の新しいエントリ
をパラメータに追加できます。

1 つのインスタンスのみに設定されたパラメータをリセットすると、そのパラメータの値がリ
セットされます。

「「「「SPFile」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。」タブを使用してパラメータ値を変更するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、SYSDBA ユーザーとしてログインし、
「サーバー」「サーバー」「サーバー」「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。

2. 「データベース構成」セクションの「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」「初期化パラメータ」を選択します。

「初期化パラメータ」ページが表示されます。

3. 「「「「SPFile」」」」を選択します。
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4. 画面上で「選択」「選択」「選択」「選択」列からパラメータを選択します。表示するエントリを新しい値に編集し、
「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして、SPFILE に変更を適用します。

5. 各パラメータの詳細を参照するには、パラメータの横にある「ヘルプ」列の情報アイコン
をクリックします。

例例例例 : OPEN_CURSORS パラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更 
SPFILE の open_cursorsパラメータに次の 2 つのエントリが含まれているとします。

*.open_cursors = 200 
docrac1.open_cursors = 250

*.open_cursorsに対して「リセット」「リセット」「リセット」「リセット」をクリックすると、Oracle Enterprise Manager に
よって、このエントリが SPFILE および表示されたパラメータ・リストの両方から削除され、
docrac1.open_cursors = 250のみが残されます。

docrac1.open_cursorsに対して「リセット」「リセット」「リセット」「リセット」をクリックした場合も、Oracle Enterprise 
Manager によって、このパラメータ・エントリが SPFILE および表示されたパラメータ・リス
トの両方から削除されますが、リセットされたパラメータのかわりに、表示されるパラメー
タ・リストに、新しいエントリ *.open_cursors = <EMPTY>が追加されます。

Oracle RAC のののの SERVICE_NAMES パラメータの変更の概要パラメータの変更の概要パラメータの変更の概要パラメータの変更の概要
SERVICE_NAMES初期化パラメータには、クライアントがインスタンスへの接続に必要とする
1 つ以上の名前を指定します。インスタンスはそのサービス名をリスナーに登録します。クラ
イアントがサービスをリクエストすると、リスナーはリクエストされたサービスを提供するイ
ンスタンスを決定し、クライアントを適切なインスタンスにルーティングします。

Oracle RAC データベースでは、このパラメータを直接変更しないでください。かわりに、
Oracle Enterprise Manager の「クラスタ管理データベース・サービス」ページを使用して、
データベースおよびデータベース・インスタンスのサービスを定義します。サービスを変更す
る必要がある場合は、Oracle Enterprise Manager と SRVCTL のいずれかを使用できます。

Oracle Real Application Clusters のサーバー・パラメータ・ファイルの構成ののサーバー・パラメータ・ファイルの構成ののサーバー・パラメータ・ファイルの構成ののサーバー・パラメータ・ファイルの構成の
概要概要概要概要

データベースを作成する際、Oracle では、ユーザーが指定したファイルの場所に SPFILE が作
成されます。ASM ディスク・グループ、クラスタ・ファイル・システム・ファイルまたは共有
RAW デバイスをこの場所に指定することができます。このマニュアルで説明する環境では、
SPFILE は ASM ディスク・グループに作成されます。

クラスタ・データベース内のインスタンスはすべて、起動時に同じ SPFILE を使用します。
Oracle RAC で従来のパラメータ・ファイルが使用されるのは、SPFILE が存在しない場合、ま
たは STARTUPコマンドで PFILEを指定した場合のみです。管理の単純化、パラメータ設定の
一貫性の維持、データベースの停止および起動イベント全体にわたるパラメータ設定の永続性
の保証のために、SPFILE を使用することをお薦めします。さらに Recovery Manager を構成し
て SPFILE をバックアップできます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� Oracle Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・
ファイルの使用の詳細は、『Oracle Real Application Clusters 管理およ
びデプロイメント・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 7-2 ページの「Oracle サービスの概要」
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Oracle RAC の記憶域の管理の概要の記憶域の管理の概要の記憶域の管理の概要の記憶域の管理の概要
記憶域に対するほとんどの管理タスクは、単一インスタンスの Oracle データベースと Oracle 
RAC データベースの間で同じです。この項では、Oracle Enterprise Manager を使用して
Oracle RAC データベースの記憶域構造の一部を管理する追加情報について説明します。

この項の内容は次のとおりです。

� Oracle RAC での自動 UNDO 管理の概要

� Oracle RAC の自動ストレージ管理の概要

� Oracle RAC での REDO ログの管理の概要

Oracle RAC での自動での自動での自動での自動 UNDO 管理の概要管理の概要管理の概要管理の概要
インスタンスに割り当てられた特定の UNDO 表領域内の UNDO セグメントは、Oracle RAC
によって自動的に管理されます。この表領域の内容を変更できるのは、UNDO 表領域に割り当
てられたインスタンスのみです。ただし、各インスタンスでは、いずれのインスタンスで作成
された UNDO データ・ブロックでも読み取ることができます。また、トランザクション・リカ
バリの実行時に、UNDO 表領域が UNDO 生成またはトランザクション・リカバリのために別
のインスタンスで使用されていないかぎり、どのインスタンスでも UNDO 表領域を更新できま
す。Oracle RAC データベース内に UNDO 表領域を割り当てるには、SPFILE または個別の
PFILE で各インスタンスの UNDO_TABLESPACEパラメータに別の値を指定します。Oracle 
RAC データベースでは、自動 UNDO 管理モードと手動 UNDO 管理モードを同時に使用する
ことはできません。Oracle RAC データベースのすべてのインスタンスは、同じ UNDO モード
で操作してください。

Oracle RAC の自動ストレージ管理の概要の自動ストレージ管理の概要の自動ストレージ管理の概要の自動ストレージ管理の概要
ASM では、管理対象のディスク全体の記憶域構成を管理することで、記憶域を自動的に 適化
し、 大のパフォーマンスを引き出します。ASM ではこれを、クラスタ・データベース環境内
で使用可能なすべての記憶域全体で記憶域のロードを均等に分散することで実現します。ASM
によって、ディスク領域全体の要件が、ディスク・グループ内のすべてのディスクに均一なサ
イズにパーティション化されます。また、ASM では、データを自動的にミラー化してデータ損
失を防止します。ASM のこれらの機能により、管理オーバーヘッドも大幅に削減されます。

単一インスタンスの Oracle データベースの場合と同様に、Oracle RAC で ASM を使用する場
合も、I/O チューニングは不要です。次のトピックで、ASM および ASM の管理について説明
します。

� Oracle RAC の ASM コンポーネントの概要

� Oracle RAC での ASM 用ディスク・グループ構成の概要

� スタンドアロンの ASM ディスク・グループの管理の概要

� Oracle Enterprise Manager での ASM インスタンスおよびディスク・グループ管理の概要

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� Oracle Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・
ファイルの使用の詳細は、『Oracle Real Application Clusters 管理およ
びデプロイメント・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� データベースの UNDO データの管理については、『Oracle Database 
2 日でデータベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC のののの ASM コンポーネントの概要コンポーネントの概要コンポーネントの概要コンポーネントの概要
データベースの作成時、ASM インスタンスが存在しない場合は、Oracle データベースによっ
て、Oracle RAC 環境の各ノードにそれぞれ 1 つの ASM インスタンスが作成されます。
各 ASM インスタンスには、SPFILE または PFILE タイプのパラメータ・ファイルが存在しま
す。このマニュアルが対象としている環境では、ASM インスタンスで PFILE を使用します。

Oracle RAC でのでのでのでの ASM 用ディスク・グループ構成の概要用ディスク・グループ構成の概要用ディスク・グループ構成の概要用ディスク・グループ構成の概要
クラスタに対してディスク・グループを作成する場合、または既存のクラスタ化ディスク・グ
ループに新規ディスクを追加する場合は、共有ディスクの基礎となる物理記憶域のみを準備す
る必要があります。ASM を Oracle RAC データベースで使用する場合と単一インスタンスの
Oracle データベースで使用する場合を比較したときの唯一の大きな違いは、共有ディスクを必
要とする点です。ASM では、ディスクまたはディスク・グループを追加または削除した後、自
動的に記憶域のロードが再調整されます。

クラスタでは、ASM インスタンスが実行されているノードのディスク・グループに対するメタ
データの更新は、各 ASM インスタンスによって管理されます。また、各 ASM インスタンス
が、ディスク・グループのメタデータとクラスタの他のノード間の調整を行います。単一イン
スタンスの Oracle データベースの場合と同様に、Oracle RAC 環境では、ASM 用ディスク・グ
ループの管理に、Oracle Enterprise Manager、Oracle Database Configuration Assistant

（DBCA）、SQL*Plus および SRVCTL を使用できます。

スタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンの ASM ディスク・グループの管理の概要ディスク・グループの管理の概要ディスク・グループの管理の概要ディスク・グループの管理の概要
DBCA を使用してデータベースを作成し、ASM 記憶域のオプションを選択すると、ASM イン
スタンスが存在していない場合に DBCA で ASM インスタンスが作成されます。また、ASM イ
ンスタンスおよびディスク・グループを個別に管理できます。新しいデータベースを作成して
ASM 記憶域のプロパティを変更する必要はありません。

Oracle Enterprise Manager でのでのでのでの ASMインスタンスおよびディスク・グループインスタンスおよびディスク・グループインスタンスおよびディスク・グループインスタンスおよびディスク・グループ
管理の概要管理の概要管理の概要管理の概要
ASM ディスク・グループの追加や削除などの管理操作は、Enterprise Manager で実行できま
す。ASM ディスク・グループのパフォーマンスの監視やディスク・グループの可用性の制御を
インスタンス・レベルで実行することも可能です。Enterprise Manager には、Oracle RAC に固
有の次のような ASM 用の機能があります。

� ディスク・グループを追加するときは、ディスク・グループがすべてのクラスタ・データ
ベース・インスタンスに自動的にマウントされるかどうかを示すチェック・ボックスが
ディスク・グループ定義に含まれています。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 「自動ストレージ管理の概要」

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� SQL*Plus を使用して ASM インスタンスを管理する方法については、
『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 自動ストレージ管理のコマンドライン・ユーティリティの使用方法の
詳細は、『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』を参照してくだ
さい。
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Oracle RAC の記憶域の管理の概要
� デフォルトの「ディスク・グループ」の「パフォーマンス」ページでは、「書込みレスポン「書込みレスポン「書込みレスポン「書込みレスポン
ス時間」ス時間」ス時間」ス時間」、「「「「I/O スループット」スループット」スループット」スループット」などのパフォーマンス特性をクリックすると、インスタン
ス・レベルのパフォーマンス詳細が表示されます。

� ASM ディスク・グループをマウントまたはディスマウントする場合、特定の ASM ディス
ク・グループをマウントまたはディスマウントするインスタンスを指定するチェック・
ボックスが使用できます。

Oracle RAC でのでのでのでの REDO ログの管理の概要ログの管理の概要ログの管理の概要ログの管理の概要
Oracle RAC 環境での REDO ログ・ファイルの管理は、単一インスタンスの Oracle Database 環
境での REDO ログ・ファイルの管理に似ています。この項では、Oracle RAC 環境での REDO
ログ・ファイルの構成に関するいくつかの追加的な概念および手順を概説します。

Oracle RAC データベースのデータベースのデータベースのデータベースの REDO ログ・グループおよびログ・グループおよびログ・グループおよびログ・グループおよび REDO スレッドのスレッドのスレッドのスレッドの
概要概要概要概要
REDO ログには、データファイルに加えられた変更の記録が含まれます。単一インスタンスの
Oracle データベースでは、REDO ログは 2 つ以上の REDO ログ・ファイル・グループに格納さ
れます。このグループのそれぞれに REDO ログ・ファイルが含まれ、そのファイルの 1 つ以上
のミラー化コピーも含まれる場合があります。Oracle RAC データベースでは、各インスタンス
に独自の REDO ログ・グループ・セットが必要であり、このセットは REDO スレッドスレッドスレッドスレッドと呼ば
れます。REDO ログ・ファイルのミラー化コピーにより、ハードウェア障害またはデータ破損
が原因のデータ損失に対してシステムの保護が強化されます。REDO ログ・ファイルが読取り
不可の場合、Oracle Database ではそのミラー化コピーへのアクセスを試行します。REDO ロ
グ・ファイルのミラーは、プライマリの REDO ログ・ファイルとは別のディスク・デバイスに
配置する必要があります。

各インスタンスの REDO スレッドには、少なくとも 2 つの REDO ログ・グループが含まれる
必要があります。各インスタンスの REDO スレッドには、同じ数の REDO ログ・グループを
含めること、および、単一インスタンスの Oracle データベースの場合と同様に、各グループに
同じ数のメンバーを含めることをお薦めします。たとえば、インスタンスが 2 つの Oracle RAC
データベースで、各インスタンスの REDO スレッドに 5 つの REDO ログ・グループが含まれ
る場合があります。この場合、データベースでは合計 10 の REDO ログ・グループになります。
これらの各 REDO ログ・グループは、2 つのメンバー（REDO ログおよびそのミラー化コ
ピー）を含むことができます。DBCA を使用して Oracle RAC データベースを作成すると、オ
ラクル社の推奨事項を満たす構成が Oracle RAC データベースに自動的に実装されます。

Oracle RAC データベースでは、単一インスタンスの Oracle データベースの場合と同じ方法で、
各インスタンスがその REDO スレッドへの REDO ログ・グループの書込みおよびアーカイブ
を行います。ただし、リカバリ・モードでは、リカバリを実行中のインスタンスは、どのイン
スタンスが REDO スレッドを生成したかに関係なく、データベースのすべての REDO スレッ
ドの読取りおよび処理を実行できます。このため、実行中のインスタンスは、障害が発生した
1 つ以上のインスタンスが完了した作業をリカバリできます。またユーザーは、障害が発生し
たインスタンスの再起動を待たずに自分の作業を続行できます。たとえば、インスタンス A と
インスタンス B という 2 つのインスタンスを持つ Oracle RAC データベースがあるとします。
インスタンス A が停止しても、インスタンス B はインスタンス A と B の両方の REDO ログ・
ファイルを読み込んでリカバリを正常に完了できます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』
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クラスタ・データベースの調査 : Oracle By Example Series
Oracle RAC データベースでは、すべての REDO ログ・ファイルは共有記憶域にあります。
また、各インスタンスには、クラスタ内の他のすべてのインスタンスの REDO ログ・ファイル
へのアクセス権が必要です。Oracle RAC データベースで ASM が使用されている場合は、
REDO ログ・ファイルの共有記憶域およびこれらのファイルへのアクセス権が ASM によって
管理されます。

Enterprise Manager を使用したオンラインを使用したオンラインを使用したオンラインを使用したオンライン REDO ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示
および作成および作成および作成および作成

「REDO ログ・グループ」ページで、追加 REDO ログ・グループを作成し、メンバーをその
REDO ログ・グループに追加できます。「スレッド」列により、REDO ログ・ファイルが属す
るインスタンスまたは REDO スレッドが識別されます。

Oracle Enterprise Manager を使用してを使用してを使用してを使用して REDO ログ・ファイル・グループにアクセスするにログ・ファイル・グループにアクセスするにログ・ファイル・グループにアクセスするにログ・ファイル・グループにアクセスするに
は、次のように実行します。は、次のように実行します。は、次のように実行します。は、次のように実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「サーバー」「サーバー」「サーバー」「サーバー」を選択します。

「サーバーサーバーサーバーサーバー」ページが表示されます。

2. 「記憶域」セクションで「「「「REDO ログ・グループ」ログ・グループ」ログ・グループ」ログ・グループ」を選択します。

クラスタ・データベースの調査クラスタ・データベースの調査クラスタ・データベースの調査クラスタ・データベースの調査 : Oracle By Example Series
Oracle By Example（OBE）には、Oracle RAC データベースの一連のチュートリアルが含まれ
ています。OBE では、注釈付きのスクリーンショットを使用して、この章で説明した基本的な
管理タスクを学習できます。

クラスタ・データベースの調査に関する OBE のチュートリアルを表示するには、次の URL に
移動します。

http://www.oracle.com/technology/obe/10gr2_db_vmware/manage/clusterintro/clusterintro.
htm

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』

参照参照参照参照 :

� Oracle RAC 環境の REDO スレッドの詳細は、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し
てください。

� 『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』

� オンライン REDO ログ・ファイルの作成については、『Oracle 
Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。
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クラスタ・データベースの調査 : Oracle By Example Series
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Oracle Clusterware コンポーネントの
5

Oracle Clusterware コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理

この章では、Oracle Clusterware 環境の管理方法について説明します。ここでは、投票ディス
クおよび Oracle Cluster Registry（OCR）の管理方法について次の項で説明します。

� Oracle Clusterware の概要

� 投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要

� 投票ディスクの追加および削除

� Oracle Cluster Registry のバックアップおよびリカバリの概要

� Oracle Cluster Registry の構成の変更の概要

� Oracle Cluster Registry のトラブルシューティングの概要
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Oracle Clusterware の概要
Oracle Clusterware の概要の概要の概要の概要
Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）は、複数のノードを結び付けて単一のサー
バーとして機能させるためのインフラストラクチャとして Oracle Clusterware を使用します。
Oracle Clusterware は、Oracle Database に統合された移植性の高いクラスタ管理ソリューショ
ンです。Oracle RAC 環境では、Oracle Clusterware はすべての Oracle コンポーネント（イン
スタンスやリスナーなど）を監視します。障害が発生すると、障害の発生したコンポーネント
の再起動を自動的に試行し、使用可能なコンポーネントに処理をリダイレクトします。

Oracle Clusterware には、クラスタ上で実行されるアプリケーションを管理するための高可用
性フレームワークが含まれています。Oracle Clusterware では、システムの起動時にアプリ
ケーションが起動されるようにアプリケーションを管理します。また、アプリケーションが常
に使用可能であるようにアプリケーションを監視します。たとえば、あるアプリケーション・
プロセスで障害が発生した場合、Oracle Clusterware では、カスタマイズされたスクリプトに
基づいてプロセスの再起動を試行します。クラスタ内のあるノードで障害が発生した場合は、
障害が発生したノードで通常実行されるアプリケーション・プロセスがクラスタ内の別のノー
ドで再起動されるようにプログラムできます。

Oracle Clusterware には、投票ディスクと OCR という 2 つの重要なコンポーネントがありま
す。投票ディスクは、ノードのメンバーシップに関する情報を管理するファイルであり、OCR
は、クラスタおよび Oracle RAC データベースの構成情報を管理するファイルです。

Oracle Clusterware のインストール・プロセス中に、投票ディスクと OCR が共有記憶域に作成
されます。インストール・プロセス中に通常の冗長コピーのオプションを選択すると、Oracle 
Clusterware によってこれらのファイルの冗長コピーが自動的に保持され、ファイルがシング
ル・ポイント障害となることを阻止します。また、通常の冗長性機能により、サード・パー
ティの記憶域冗長ソリューションが不要になります。通常の冗長性を使用すると、Oracle 
Clusterware により、OCR ファイルのコピー 2 つと投票ディスク・ファイルのコピー 3 つが自
動的に保持されます。

投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要投票ディスクのバックアップおよびリカバリの概要
高可用性を備えた構成には、シングル・ポイント障害を回避することにより操作を維持する冗
長なハードウェアとソフトウェアが含まれています。コンポーネントが停止した場合、Oracle 
Clusterware は管理対象のリソースをバックアップ・コンポーネントにリダイレクトします。

投票ディスクには、ノードのメンバーシップ情報が記録されます。ノードは、過半数の投票
ディスクに随時アクセスできる必要があります。複数の投票ディスクが同時に失われないよう
にするため、各投票ディスクは、他の投票ディスクに使用されるストレージ・デバイスとコン
ポーネント（コントローラやインターコネクトなど）を共有していないストレージ・デバイス
に存在する必要があります。

たとえば、5 つの投票ディスクが構成されている場合、ノードは常に 3 つ以上の投票ディスク
にアクセス可能である必要があります。ノードは、必要 小限の数の投票ディスクにアクセス
できない場合、クラスタから削除されます。障害の原因が修正されて、投票ディスクへのアク
セスがリストアされた後、障害ノードをリカバリしてクラスタにリストアするように Oracle 
Clusterware に指示できます。

投票ディスクのバックアップ投票ディスクのバックアップ投票ディスクのバックアップ投票ディスクのバックアップ
ノードのメンバーシップ情報は通常は変更されないため、投票ディスクを毎日バックアップす
る必要はありません。ただし、次の状況では、投票ディスクをバックアップする必要がありま
す。

� インストール後

� クラスタへのノードの追加後またはクラスタからのノードの削除後

� 投票ディクスの追加または削除操作の実行後

投票ディスクのバックアップの作成に ddコマンドを使用する場合、バックアップはクラスタ・
レディ・サービス（CRS）・プロセスがアクティブなときに実行できます。投票ディスクのバッ
クアップを取る前に crsd.binプロセスを停止する必要はありません。
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Oracle Cluster Registry のバックアップおよびリカバリの概要
投票ディスクのバックアップ・コピーを作成するには、次の手順を実行します。投票ディスクのバックアップ・コピーを作成するには、次の手順を実行します。投票ディスクのバックアップ・コピーを作成するには、次の手順を実行します。投票ディスクのバックアップ・コピーを作成するには、次の手順を実行します。

1. voting_disk_nameがアクティブな投票ディスクの名前であり、backup_file_nameが
投票ディスクの内容のバックアップ先であるファイルの名前であり、次の例に示すように
Linux の ddコマンドを使用します。

dd if=voting_disk_name of=backup_file_name

必要に応じて、すべての投票ディスク上でこの操作を実行します。

2. 投票ディスクが RAW デバイスに格納されている場合は、voting_disk_nameにデバイス
名を使用します。次に例を示します。

dd if=/dev/sdd1 of=/tmp/voting.dmp

投票ディスクのリカバリ投票ディスクのリカバリ投票ディスクのリカバリ投票ディスクのリカバリ
投票ディスクが破損して、Oracle Clusterware で使用不可能になった場合、バックアップ・
ファイルがあれば投票ディスクをリカバリできます。

バックアップから投票ディスクをリカバリするには、次の手順を実行します。バックアップから投票ディスクをリカバリするには、次の手順を実行します。バックアップから投票ディスクをリカバリするには、次の手順を実行します。バックアップから投票ディスクをリカバリするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行します。backup_file_nameは投票ディスクのバックアップ・ファ
イルの名前であり、voting_disk_nameはアクティブ投票ディスクの名前です。

dd if=backup_file_name of=voting_disk_name

投票ディスクの追加および削除投票ディスクの追加および削除投票ディスクの追加および削除投票ディスクの追加および削除
Oracle RAC のインストール後に、投票ディスクを動的に追加および削除できます。これを行う
には、次のコマンドを使用します。pathには、追加する投票ディスクの完全修飾パスを指定し
ます。

投票ディスクを追加または削除するには、次の手順を実行します。投票ディスクを追加または削除するには、次の手順を実行します。投票ディスクを追加または削除するには、次の手順を実行します。投票ディスクを追加または削除するには、次の手順を実行します。

1. 投票ディスクを追加するには、rootユーザーで次のコマンドを実行します。

crsctl add css votedisk path

2. 投票ディスクを削除するには、rootユーザーで次のコマンドを実行します。

crsctl delete css votedisk path

Oracle Cluster Registry のバックアップおよびリカバリの概要のバックアップおよびリカバリの概要のバックアップおよびリカバリの概要のバックアップおよびリカバリの概要
Oracle Clusterware では、OCR のバックアップが 4 時間ごとに自動的に作成されます。4 時間
前、1 日前、1 週間前の 3 つの 新の OCR バックアップ・コピーが常に保持されます。

バックアップの頻度や Oracle Clusterware で保持されるファイルの数はカスタマイズできませ
ん。任意のバックアップ・ソフトウェアを使用すると、自動的に生成されたバックアップ・
ファイルを、プライマリ OCR ファイルとは別のデバイスに 1 日に 1 回以上コピーできます。
Red Hat Linux システムでバックアップが生成されるデフォルトの場所は
CRS_home/cdata/cluster_nameです。ここで、cluster_nameはクラスタの名前、
CRS_home は Oracle Clusterware がインストールされているホーム・ディレクトリです。

注意注意注意注意 : クラスタが停止中であり、アクティブな Oracle Clusterware デー
モンと対話せずに前述のいずれかのコマンドを使用する場合は、-force
オプションを使用して投票ディスクの構成を変更できます。ただし、クラ
スタ・ノードがアクティブなときに -forceオプションを使用すると、ク
ラスタ構成を破損する場合があります。
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この項の内容は次のとおりです。

� 使用可能な OCR バックアップの表示

� OCR のバックアップ

� OCR のリカバリの概要

使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な OCR バックアップの表示バックアップの表示バックアップの表示バックアップの表示
ocrconfigユーティリティを使用して、Oracle Clusterware で自動的に生成されたバックアッ
プを表示します。

OCR の最終バックアップを検索するには、次の手順を実行します。の最終バックアップを検索するには、次の手順を実行します。の最終バックアップを検索するには、次の手順を実行します。の最終バックアップを検索するには、次の手順を実行します。

1. クラスタ内のノードで次のコマンドを実行します。

ocrconfig -showbackup

OCR のバックアップのバックアップのバックアップのバックアップ
OCR 情報は重要であるため、ocrconfigユーティリティを使用して、自動的に作成された
バックアップ・ファイルのコピーを少なくとも 1 日に 1 回は作成することをお薦めします。

自動的に作成された OCR バックアップ・ファイルを使用するのみでなく、環境のノードの追加
や削除、Oracle Clusterware リソースの変更、データベースの作成などの重要な構成変更を行
う前と後には、OCR の内容をファイルにエクスポートする必要もあります。OCR の内容を
ファイルにエクスポートすると、構成変更によりエラーが発生した場合に OCR をリストアでき
ます。たとえば、解決できない構成の問題がある場合や、構成の変更後にクラスタ・データ
ベースを再起動できない場合は、保存した OCR の内容を有効な構成からインポートすることで
構成をリストアできます。

OCR の内容をファイルにエクスポートするには、次の手順を実行します。の内容をファイルにエクスポートするには、次の手順を実行します。の内容をファイルにエクスポートするには、次の手順を実行します。の内容をファイルにエクスポートするには、次の手順を実行します。

1. rootユーザーとしてログインします。

2. 作成する OCR バックアップ・ファイルの名前が backup_file_nameの場合、次のコマ
ンドを使用します。

[root]# ocrconfig -export backup_file_name

OCR のリカバリの概要のリカバリの概要のリカバリの概要のリカバリの概要
OCR のリカバリには 2 つの方法があります。第 1 の方法では自動的に生成された OCR ファイ
ルのコピーを使用し、第 2 の方法では手動で作成した OCR のエクスポート・ファイルを使用し
ます。

この項の内容は次のとおりです。

� OCR のステータスのチェック

� 自動生成された OCR バックアップからの OCR のリストア

� OCR エクスポート・ファイルからの OCR のリカバリ
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OCR のステータスのチェックのステータスのチェックのステータスのチェックのステータスのチェック
障害が発生した場合は、OCR のリストアを試行する前に OCR が使用不可能であることを確認
します。

OCR のステータスをチェックするには、次の手順を実行します。のステータスをチェックするには、次の手順を実行します。のステータスをチェックするには、次の手順を実行します。のステータスをチェックするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行します。

ocrcheck 

2. このコマンドによって、1 つ以上の OCR のコピーに対して「デバイス・ファイルの整合性
チェックが成功しました」というメッセージが表示されない場合は、元の OCR とミラー化
された OCR の両方に障害が発生しています。バックアップから OCR をリストアする必要
があります。

3. 1 つ以上の OCR のコピーが使用可能である場合、そのコピーを使用して OCR の他のコ
ピーをリストアします。

自動生成された自動生成された自動生成された自動生成された OCR バックアップからのバックアップからのバックアップからのバックアップからの OCR のリストアのリストアのリストアのリストア
自動的に生成されたバックアップから OCR をリストアする場合、まずリカバリに使用するバッ
クアップ・ファイルを決定する必要があります。

Red Hat Linux システムで自動生成されたバックアップからシステムで自動生成されたバックアップからシステムで自動生成されたバックアップからシステムで自動生成されたバックアップから OCR をリストアするには、次のをリストアするには、次のをリストアするには、次のをリストアするには、次の
手順を実行します。手順を実行します。手順を実行します。手順を実行します。

1. rootユーザーとしてログインします。

2. ocrconfigコマンドを使用して、使用可能な OCR バックアップを特定します。

[root]# ocrconfig -showbackup
3. 次に示す ocrdumpコマンドを使用して、バックアップの内容を確認します。ここで、

file_nameは OCR バックアップ・ファイルの名前です。

[root]# ocrdump -backupfile file_name

4. rootユーザーとして、次のコマンドを実行して、Oracle RAC クラスタ内のすべてのノー
ドで Oracle Clusterware を停止します。

[root]# crsctl stop crs

Oracle RAC クラスタ内の各ノードで、このコマンドを繰り返し実行します。

5. rootユーザーとして、手順 1 で特定した OCR バックアップ・ファイルを次のコマンドを
使用して適用し、OCR をリストアします。ここで、file_nameはリストアする OCR の
名前です。このコマンドを実行する前に、OCR 構成に指定する OCR デバイスが存在する
こと、およびそれらの OCR デバイスが有効であることを確認してください。

[root]# ocrconfig -restore file_name

6. rootユーザーとして、各ノードを再起動するか、または次のコマンドを実行して、クラス
タ内のすべてのノードで Oracle Clusterware を再起動します。 

[root]# crsctl start crs

Oracle RAC クラスタ内の各ノードで、このコマンドを繰り返し実行します。

参照参照参照参照 :

� 「OCRCHECK ユーティリティの概要」

� 「ローカル・ノードでの OCR 構成の修復」

� 「OCR の置換」
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7. クラスタ検証ユーティリティ（CVU）を使用して、OCR の整合性を検証します。次のコマ
ンドを実行します。引数 -n allを指定すると、クラスタの一部として構成されているす
べてのクラスタ・ノードのリストが取得されます。

[root]# cluvfy comp ocr -n all [-verbose]

OCR エクスポート・ファイルからのエクスポート・ファイルからのエクスポート・ファイルからのエクスポート・ファイルからの OCR のリカバリのリカバリのリカバリのリカバリ
ocrconfig -exportコマンドを使用して OCR のバックアップを作成すると、構成の変更に
よりエラーが発生した場合に、-importオプションを使用して OCR をリストアできます。

OCR に格納されている以前の構成をに格納されている以前の構成をに格納されている以前の構成をに格納されている以前の構成を OCR エクスポート・ファイルからリストアするには、エクスポート・ファイルからリストアするには、エクスポート・ファイルからリストアするには、エクスポート・ファイルからリストアするには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. ディスク上のアクセス可能なディレクトリに、ocrconfig -exportコマンドを使用して
以前作成した OCR エクスポート・ファイルを配置します。

2. rootユーザーとして、次のコマンドを実行して、Oracle RAC クラスタ内のすべてのノー
ドで Oracle Clusterware を停止します。

[root]# crsctl stop crs

Oracle RAC クラスタ内の各ノードで、このコマンドを繰り返し実行します。

3. rootユーザーとして次のコマンドを使用して、OCR エクスポート・ファイルの内容をイ
ンポートすることにより、OCR データをリストアします。ここで、file_nameは OCR
エクスポート・ファイルの名前です。

[root]# ocrconfig -import file_name

4. rootユーザーとして、各ノードを再起動するか、または次のコマンドを実行して、クラス
タ内のすべてのノードで Oracle Clusterware を再起動します。

[root]# crsctl start crs

Oracle RAC クラスタ内の各ノードで、このコマンドを繰り返し実行します。

5. CVU を使用して OCR の整合性を検証します。次のコマンドを実行します。-n all引数
により、クラスタの一部として構成されているすべてのクラスタ・ノードのリストが取得
されます。

[root]# cluvfy comp ocr -n all [-verbose]

注意注意注意注意 : ocrconfigコマンドは、OCR エクスポート・ファイルのみのイ
ンポートに使用できます。OCR バックアップ・ファイルのインポートに
は使用できません。

参照参照参照参照 :

� 「使用可能な OCR バックアップの表示」

� 「OCR のバックアップ」
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Oracle Cluster Registry の構成の変更の概要の構成の変更の概要の構成の変更の概要の構成の変更の概要
この項では、OCR の管理方法について説明します。OCR には、クラスタ・ノード・リストに
関する情報、どのインスタンスがどのノード上で実行中であるかという情報、Oracle 
Clusterware によって管理されるように変更されたアプリケーションに対する Oracle 
Clusterware のリソース・プロファイルに関する情報が含まれます。

この項の内容は次のとおりです。

� OCR の場所の追加

� OCR の置換

� ローカル・ノードでの OCR 構成の修復

� OCR の削除

OCR の場所の追加の場所の追加の場所の追加の場所の追加
アップグレード後または Oracle RAC のインストールの完了後は、OCR の場所を追加できま
す。すでに OCR のミラーがある場合は、OCR の場所を追加する必要はありません。OCR の通
常の冗長性の構成時に 2 つの OCR が Oracle Clusterware によって自動的に管理されます。
Oracle RAC 環境では、プライマリ OCR およびセカンダリ OCR の 2 つ以外の OCR はサポート
していません。

プライマリおよびセカンダリプライマリおよびセカンダリプライマリおよびセカンダリプライマリおよびセカンダリ OCR の場所を追加するには、次の手順を実行します。の場所を追加するには、次の手順を実行します。の場所を追加するには、次の手順を実行します。の場所を追加するには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行し、destination_fileまたは diskのいずれかを使用してプライ
マリ OCR のターゲットの場所を指定します。

ocrconfig -replace ocr destination_file
ocrconfig -replace ocr disk

2. 次のコマンドを実行し、destination_fileまたは diskのいずれかを使用してセカン
ダリ OCR のターゲットの場所を指定します。

ocrconfig -replace ocrmirror destination_file 
ocrconfig -replace ocrmirror disk

OCR の置換の置換の置換の置換
既存の OCR の場所を変更、または障害の発生した OCR の場所を有効な場所に変更する必要が
ある場合、1 つの OCR ファイルがオンラインであれば、次の手順を使用できます。

OCR の場所を変更するには、次の手順を実行します。の場所を変更するには、次の手順を実行します。の場所を変更するには、次の手順を実行します。の場所を変更するには、次の手順を実行します。

1. OCRCHECK ユーティリティを使用して、置換しようとしている OCR 以外の OCR のコ
ピーがオンラインであるかどうかを検証します。使用するコマンドは次のとおりです。

ocrcheck 

注意注意注意注意 : この項の操作は、クラスタ全体の OCR に影響を及ぼします。ただ
し、ocrconfigコマンドでは、停止したノードや Oracle Clusterware が
実行中でないノードの OCR 構成情報を変更できません。ocrconfigコマ
ンドを使用して OCR を変更する間は、ノードを停止しないようにします。

注意注意注意注意 : ocrconfigコマンドを実行するには、rootユーザーとしてログ
インする必要があります。
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2. 次のコマンドを使用して、置換操作を実行しようとしているノードで Oracle Clusterware
が実行されていることを確認します。

crsctl check crs

3. 次のコマンドを destination_fileまたは diskでターゲット OCR の場所を指定して実
行し、プライマリ OCR を置換します。

ocrconfig -replace ocr destination_file
ocrconfig -replace ocr disk

4. 次のコマンドを destination_fileまたは diskでターゲット OCR の場所を指定して実
行し、セカンダリ OCR を置換します。

ocrconfig -replace ocrmirror destination_file
ocrconfig -replace ocrmirror disk

5. 現行の Oracle RAC クラスタの一部であるノードのいずれかが停止している場合、停止し
ているノードに対して次のコマンドを実行し、そのノードが再起動された後に再びクラス
タに参加できるようにします。

ocrconfig -repair ocr [device_name]

ローカル・ノードでのローカル・ノードでのローカル・ノードでのローカル・ノードでの OCR 構成の修復構成の修復構成の修復構成の修復
あるノードが停止している間に OCR 構成を変更した場合は、そのノードの OCR 構成を修復す
る必要がある場合があります。たとえば、OCR の追加、置換または削除を行っているときに停
止したノードでは、OCR を修復する必要がある場合があります。

OCR 構成を修復するには、次の手順を実行する必要があります。構成を修復するには、次の手順を実行する必要があります。構成を修復するには、次の手順を実行する必要があります。構成を修復するには、次の手順を実行する必要があります。

1. Oracle Clusterware のデーモンを停止したノードで次のコマンドを実行します。

ocrconfig -repair ocrmirror [device_name] 

この操作では、このコマンドを実行したノードの OCR 構成のみが変更されます。

たとえば、OCR ミラーは /dev/raw1という名前のディスク上に存在する場合、次のコマ
ンドを使用してその OCR 構成を修復します。

ocrconfig -repair ocrmirror /dev/raw1

OCR の削除の削除の削除の削除
OCR の場所を削除するには、少なくとも 1 つの OCR がオンラインである必要があります。
OCR 関連のオーバーヘッドを削減するため、または OCR の Redundant Array of Independent 
Disks（RAID）などの冗長ストレージ・システムへの移動により OCR のミラー化を停止する
ため、OCR の場所を削除できます。

注意注意注意注意 : 置換する OCR は、オンラインまたはオフラインのいずれの状態で
もかまいません。 

注意注意注意注意 : この操作は、Oracle Clusterware デーモンが実行中のノードでは、
実行できません。
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Oracle RAC クラスタからクラスタからクラスタからクラスタから OCR の場所を削除するには、次の手順を実行します。の場所を削除するには、次の手順を実行します。の場所を削除するには、次の手順を実行します。の場所を削除するには、次の手順を実行します。

1. OCRCHECK ユーティリティを使用して、削除する OCR の他に、1 つ以上の OCR がオン
ライン状態になっていることを確認します。

ocrcheck

2. クラスタの任意のノードで次のコマンドを実行し、OCR のコピーを 1 つ削除します。

ocrconfig -replace ocr

このコマンドを実行すると、Oracle Clusterware が実行されているすべてのノードで OCR
構成が更新されます。

Oracle Cluster Registry のトラブルシューティングの概要のトラブルシューティングの概要のトラブルシューティングの概要のトラブルシューティングの概要
この項には、Oracle Cluster Registry（OCR）のトラブルシューティングについての次の項が含
まれます。

� OCRCHECK ユーティリティの概要

� Oracle Cluster Registry の一般的な問題の解決

OCRCHECK ユーティリティの概要ユーティリティの概要ユーティリティの概要ユーティリティの概要
OCRCHECK ユーティリティでは、OCR で使用されるデータ・ブロック形式のバージョン、
OCR 内の使用可能な領域および使用済領域、OCR に使用される ID、および OCR 用に構成し
た場所が表示されます。OCRCHECK ユーティリティでは、構成したすべての OCR のあらゆる
データ・ブロックのチェックサムを計算して、各ブロックの整合性が検証されます。OCR 全体
の整合性チェックの結果だけでなく、各 OCR ファイルの個別のステータスも返されます。
OCRCHECK の出力のサンプルを次に示します。

Status of Oracle Cluster Registry is as follows :
   Version                  :          2
   Total space (kbytes)     :     262144
   Used space (kbytes)      :      16256
   Available space (kbytes) :     245888
   ID                       : 1918913332
   Device/File Name         : /dev/raw/raw1
                              Device/File integrity check succeeded
   Device/File Name         : /oradata/mirror.ocr
                              Device/File integrity check succeeded

Cluster registry integrity check succeeded

OCRCHECK ユーティリティでは、次のディレクトリにログ・ファイルが作成されます。ここ
で、CRS_homeはインストール済の Oracle Clusterware ソフトウェアの場所、hostnameは
ローカル・ノードの名前を表します。

CRS_home/log/hostname/client

ログ・ファイルの名前は、orcheck_nnnnn.logという形式になります。ここで、nnnnnは
ocrcheckコマンドを発行した操作のセッションのプロセス ID です。

注意注意注意注意 : 1 つ以上のアクティブな OCR がオンラインでないかぎり、OCR
の削除手順は実行しないでください。
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Oracle Cluster Registry の一般的な問題の解決の一般的な問題の解決の一般的な問題の解決の一般的な問題の解決
表 5-1 に、OCR の一般的な問題とその解決策を示します。

表表表表 5-1 OCR の一般的な問題および解決策の一般的な問題および解決策の一般的な問題および解決策の一般的な問題および解決策

問題問題問題問題 解決策解決策解決策解決策

OCR がミラー化されていま

せん。

-replaceオプションを指定して ocrconfigコマンドを実行しま

す。詳細は、5-7 ページの「OCR の置換」を参照してください。

OCR のミラー化が失敗し、

それを置換する必要がありま
す。エラー・メッセージが
Oracle Enterprise Manager ま
たは OCR ログ・ファイルで

レポートされています。

-replaceオプションを指定して ocrconfigコマンドを実行しま

す。詳細は、5-7 ページの「OCR の場所の追加」を参照してくださ

い。

OCR が誤って更新されまし

た。

-repairオプションを指定して ocrconfigコマンドを実行しま

す。詳細は、5-8 ページの「ローカル・ノードでの OCR 構成の修

復」を参照してください。

OCR の処理によってパ

フォーマンスに重大な影響が
及ぼされたか、または他の理
由のために OCR を削除しま

す。

-repairオプションを指定して ocrconfigコマンドを実行しま

す。詳細は、5-8 ページの「ローカル・ノードでの OCR 構成の修

復」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Clusterware インストールの検証の概要」

� 「OCR の置換」

� 「OCR の場所の追加」

� 「ローカル・ノードでの OCR 構成の修復」
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バックアップおよびリカバリの
6

バックアップおよびリカバリの管理バックアップおよびリカバリの管理バックアップおよびリカバリの管理バックアップおよびリカバリの管理

この章では、Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）データベースをバックアップお
よびリカバリする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� Oracle RAC データベースのバックアップおよびリカバリの概要

� Oracle RAC でのフラッシュ・リカバリ領域の概要

� Oracle RAC のアーカイブの概要

� Oracle Enterprise Manager によるバックアップおよびリカバリを実行するための資格証明

� Oracle RAC データベースのバックアップの実行

� Oracle RAC データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要

� Oracle RAC データベースのリカバリ

� Database バックアップ・ファイルの管理の概要

� Oracle RAC データベースのバックアップ・レポートの表示

� データベースのバックアップおよびリカバリの実行 : Oracle By Example Series

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� Recovery Manager ユーティリティの使用の詳細は、『Oracle Database
バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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Oracle RAC データベースのバックアップおよびリカバリの概要
Oracle RAC データベースのバックアップおよびリカバリの概要データベースのバックアップおよびリカバリの概要データベースのバックアップおよびリカバリの概要データベースのバックアップおよびリカバリの概要
ハードウェア障害から Oracle RAC データベースを保護するには、データベース・ファイルの
物理コピーが必要です。バックアップおよびリカバリ機構により保護されているファイルは
データファイル、制御ファイル、サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）およびアーカイ
ブ REDO ログ・ファイルを含む Oracle Enterprise Manager に構築されます。これらのファイ
ルを使用して、データベースを再構築できます。物理レベルで機能するバックアップ・メカニ
ズムは、データファイルの予期せぬ削除やディスク・ドライブの障害などのファイル・レベル
での問題を回避します。データベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリ には、破損しているファイルのバックアップ
からのリストアまたはコピーおよびリストアされたファイル上でのメディア・リカバリの実行
が含まれます。メディア・リカバリメディア・リカバリメディア・リカバリメディア・リカバリは、現在または指定した他の時間に更新するための、リス
トアされたデータファイルに対する REDO ログまたは増分バックアップのアプリケーションで
す。

Oracle Flashback Drop や Oracle Flashback Table などの Oracle Database フラッシュバック機能
によって、物理的および論理的にデータをリカバリする一連のツールが提供されます。これは、
物理的および論理的に行うバックアップ操作の代替手段であり、効率的に実行でき、使いやす
いツールです。フラッシュバック機能によって、データファイルをバックアップからリストア
したり、メディア・リカバリを実行することなく、データベースに対して行われた不要な変更
の影響を無効にできます。

Oracle Enterprise Manager の物理バックアップおよびリカバリ機能は、Recovery Manager
（RMAN）コマンドライン・クライアントに組み込まれています。Oracle Enterprise Manager
では、多くの Recovery Manager 機能が使用でき、ウィザードおよび自動化された方法で、
Recovery Manager ベースのバックアップおよびリカバリを簡素化およびさらに自動化できま
す。

Oracle Enterprise Manager のガイド付きリカバリ機能は、次のようなファイルのリストアおよ
びリカバリの幅広いシナリオで必要になるロジックが組み込まれたリカバリ・ウィザードとし
て提供されています。

� データベースの完全なリストアおよびリカバリ

� データベースまたは選択した表領域の Point-in-Time リカバリ

� フラッシュバック・データベース

� データベース・オブジェクトに対する不要な変更を論理レベルで修復する、その他の
Oracle Database のフラッシュバック機能

� 破損ブロックを含むデータファイルのブロック・レベルでのメディア・リカバリ

データベース・ファイルが破損するか、リカバリが必要な場合、Oracle Enterprise Manager で
は、データベース内でリストアおよびバックアップからのリカバリが必要な部分を特定できま
す。たとえば、データベース・ファイルの破損などの状況を迅速に検出できます。また Oracle 
Enterprise Manager では、リカバリ・プロセスをガイドし、必要な情報の入力を求め、必要な
リカバリ・アクションを実行します。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースのバックアップの実行」

� 「Oracle RAC データベースのリカバリ」

� 「Database バックアップ・ファイルの管理の概要」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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Oracle RAC のアーカイブの概要
Oracle RAC でのフラッシュ・リカバリ領域の概要でのフラッシュ・リカバリ領域の概要でのフラッシュ・リカバリ領域の概要でのフラッシュ・リカバリ領域の概要
フラッシュ・リカバリ領域を使用すると、バックアップ関連のファイル用にディスク領域を手
動で管理したり、様々なタイプのファイル間で使用する領域を均等に分散する必要性が 小限
に抑えられます。バックアップ管理を簡略化するためにフラッシュ・リカバリ領域を有効にす
ることをお薦めします。

フラッシュ・リカバリ領域は大きく取るほど便利になります。フラッシュ・リカバリ領域は、
次のファイルすべてを含めるために十分な大きさとすることをお薦めします。

� すべてのデータファイルのコピー

� 増分バックアップ

� オンライン REDO ログ

� バックアップされていないアーカイブ REDO ログ・ファイル

� 制御ファイルおよび制御ファイルのコピー

� 制御ファイルおよびデータベース初期化パラメータ・ファイルの自動バックアップ

Oracle RAC の推奨構成は、データファイルとは異なる自動ストレージ管理（ASM）ディスク・
グループをリカバリ領域として使用する構成です。あるいは、クラスタ・ファイル・システム
のアーカイブ方式を使用することもできます。

場所とディスク割当て制限は、すべてのインスタンスで同一である必要があります。これを実
行するには、フラッシュ・リカバリ領域を共有 ASM ディスクに配置することをお薦めします。
また、すべてのインスタンスに対して DB_RECOVERY_FILE_DESTおよび
DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEパラメータを同じ値に設定する必要があります。

フラッシュ・リカバリ領域を使用するには、 初に Oracle RAC クラスタの各インスタンスに
対して、フラッシュ・リカバリ領域を構成する必要があります。

Oracle RAC のアーカイブの概要のアーカイブの概要のアーカイブの概要のアーカイブの概要
REDO ログをアーカイブすると、その REDO ログ・ファイルが上書きされる前に、別の場所に
書き込まれます。この場所をアーカイブ・ログと呼びます。これらの REDO ログ・ファイルの
コピーによって、リカバリ用に保存および使用される REDO データの量が増えます。データ
ベースではアーカイブを有効または無効のいずれかに設定できますが、有効にすることをお薦
めします。

Oracle Database Configuration Assistant（DBCA）を使用して Oracle RAC データベースを作
成すると、各インスタンスには、共有記憶域に格納される REDO ログ・ファイルが 2 つ以上作
成されます。クラスタ・ファイル・システムを使用する場合、これらのファイルは共有ファイ
ル・システムのファイルになります。クラスタ・ファイル・システムを使用しない場合、これ
らのファイルは RAW デバイス・ファイルになります。ASM を使用する場合、これらのファイ
ルは ASM ディスク・グループに格納されます。

Oracle RAC データベースのアーカイブの構成データベースのアーカイブの構成データベースのアーカイブの構成データベースのアーカイブの構成
Oracle Real Application Clusters の場合、各インスタンスに独自の REDO スレッドがあります。
Oracle RAC の推奨構成は、データファイルに使用する ASM ディスク・グループとは別の
ASM ディスク・グループを使用したフラッシュ・リカバリ領域の構成です。あるいは、クラス
タ・ファイル・システムのアーカイブ方式を使用することもできます。

Oracle RAC データベースのアーカイブを構成するには、次の手順を実行します。データベースのアーカイブを構成するには、次の手順を実行します。データベースのアーカイブを構成するには、次の手順を実行します。データベースのアーカイブを構成するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Enterprise Manager Database Control のホームページで、SYSDBA ユーザーとして
ログインし、「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」を選択します。

「可用性」サブページが表示されます。
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Oracle RAC のアーカイブの概要
2. 「バックアップ / リカバリ」セクションで、「設定」ヘッダーの下の「リカバリ設定」「リカバリ設定」「リカバリ設定」「リカバリ設定」をク
リックします。

「リカバリ設定」ページが表示されます。

3. 「メディア・リカバリ」セクションで「「「「ARCHIVELOG モード」モード」モード」モード」を選択します。

4. 「ログのアーカイブ・ファイル名の書式」「ログのアーカイブ・ファイル名の書式」「ログのアーカイブ・ファイル名の書式」「ログのアーカイブ・ファイル名の書式」フィールドで、デフォルト値をそのまま使用する
か、または目的の書式を入力し、「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

クラスタ・データベースでは、アーカイブ REDO ログ・ファイルが属する REDO ログ・
スレッドを示すために、アーカイブ・ログファイル名の書式に %t修飾子を含める必要が
あります。ベスト・プラクティスとしては、アーカイブ・ログ・ファイル名の書式に、%s

（ログ順序番号）および %r修飾子（RESETLOGS 識別子）も含める必要があります。

5. アーカイブ・ログの保存先が、すべてのインスタンスで同じである場合、「アーカイブ・ロ「アーカイブ・ロ「アーカイブ・ロ「アーカイブ・ロ
グの保存先」グの保存先」グの保存先」グの保存先」フィールドで、クラスタ・データベースのアーカイブ・ログの保存先の値を
変更します。

たとえば、ASM を使用する場合は、+DATAに設定し、各ノードでローカルにアーカイブ
する場合は、/u01/oradata/archに設定します。

すべてのインスタンスに対して異なるアーカイブ・ログの保存先を構成する必要がある場
合は、「初期化パラメータ」ページに移動して、アーカイブ・ログの保存先を構成する必要
があるインスタンスに対応する LOG_ARCHIVE_DEST_1パラメータを変更する必要があり
ます。「インスタンス」列には、インスタンス名（docrac1など）が表示されます。その
インスタンスのアーカイブ・ログの保存先が含まれるように、「値」「値」「値」「値」フィールドを変更しま
す。

6. データベースに対して複数のアーカイブ・ログの保存先を構成する場合は、「リカバリ設
定」ページで、「アーカイブ・ログの保存先」フィールドの下の「行の追加」「行の追加」「行の追加」「行の追加」をクリックし
ます。

7. アーカイブの構成を終えたら、「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

データベースを再起動するように求められたら、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

8. ホストおよび SYSDBA ユーザーの資格証明を入力し、「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックします。

9. 数分間待機した後、「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」をクリックします。

データベースが再起動されたら、ログイン資格証明を入力するように求められます。

アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログ・ファイルへのインスタンス・アクセスの概要ログ・ファイルへのインスタンス・アクセスの概要ログ・ファイルへのインスタンス・アクセスの概要ログ・ファイルへのインスタンス・アクセスの概要
バックアップまたはリカバリ操作を実行する場合を除き、インスタンスが別のインスタンスの
アーカイブ REDO ログ・ファイルにアクセスする必要はありません。複数のインスタンスにわ
たってバックアップ操作を実行する場合は、使用するアーカイブ・ログのネーミング・スキー
ムが重要になります。これは、インスタンスがファイル・システム上の特定のファイル名のロ
グに書き込む際に、このアーカイブ REDO ログ・ファイルへのアクセスを必要とするすべての
インスタンスからそのファイルを読み取れる必要があるためです。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC のアーカイブの概要」

� 「Oracle RAC データベースの初期化パラメータの構成」

� 「Oracle RAC データベースの初期化パラメータ設定の編集」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� Oracle RAC データベースのアーカイブ REDO ログ・ファイルの構成
および管理の詳細は、『Oracle Real Application Clusters 管理およびデ
プロイメント・ガイド』を参照してください。
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Oracle Enterprise Manager によるバックアップおよびリカバリを実行するための資格証明
また、Oracle RAC データベースに実装するバックアップとリカバリの計画は、各インスタンス
のアーカイブ先を構成する方法によっても異なります。

ASM を使用して Oracle RAC データベースのアーカイブ REDO ログ・ファイルを格納している
場合、データベースで生成されるすべてのアーカイブ REDO ログ・ファイルへのアクセス権が
各インスタンスに自動的に付与されます。共有記憶域または RAW デバイスを使用して各ノー
ドにアーカイブ REDO ログ・ファイルを格納している場合は、これらのディレクトリへのアク
セス権を必要とするクラスタ・データベース内の各インスタンスにアクセス権が付与されるよ
うオペレーティング・システムを構成する必要があります。

Oracle Enterprise Manager によるバックアップおよびリカバリをによるバックアップおよびリカバリをによるバックアップおよびリカバリをによるバックアップおよびリカバリを
実行するための資格証明実行するための資格証明実行するための資格証明実行するための資格証明 

バックアップおよびリカバリ用の一部の構成タスクを実行したり、バックアップ・ジョブをス
ケジュールしてリカバリを実行したりするには、適切な資格証明を持っている必要があります。
必要になる可能性がある資格証明は次のとおりです。

� Oracle Enterprise Manager にログインする際に使用する Oracle データベース管理者ユー
ザー

� バックアップおよびリカバリ・タスクを実行する際に資格証明を指定するホスト・オペ
レーティング・システム・ユーザー

Recovery Manager タスクを実行またはスケジュールするには、Oracle Enterprise Manager に
SYSDBA権限を持つユーザーとしてログインするか、dbaグループのメンバーであるユーザー
のホスト・オペレーティング・システムの資格証明を指定する必要があります。ホスト・オペ
レーティング・システム・ユーザーに Recovery Manager のコマンドライン・クライアントの
実行権限があることも必要になります。

ホスト・オペレーティング・システムの資格証明を必要とするタスクでは、タスクの実行に使
用されるページの 下部に「ホスト資格証明」フォームが表示されます。Oracle Enterprise 
Manager では、ユーザーがリクエストまたはスケジュールしたジョブを実行するため、
Recovery Manager を起動する際にこの資格証明を使用します。

「ホスト資格証明」フォームには常に、「優先資格証明として保存」というラベルの付いたオプ
ションがあります。アクションを実行する前にこのオプションを選択すると、提示された資格
証明が、その時点でログインしている Oracle データベース・ユーザー用に永続的に格納されま
す。そのユーザーとしてログインしてホスト資格証明が必要な操作を実行する際には、常にデ
フォルトでこの優先資格証明が再利用されます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC のアーカイブの概要」

� 「Oracle RAC データベースのアーカイブの構成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成」

� 「ユーザー・アカウントの構成の概要」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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Oracle RAC データベースのバックアップの実行
バックアップ設定の構成の概要バックアップ設定の構成の概要バックアップ設定の構成の概要バックアップ設定の構成の概要
フラッシュ・リカバリ領域が構成されている場合は、バックアップの格納方法、バックアップ
されるデータ、およびフラッシュ・リカバリ領域から消去されるまでのバックアップの保持期
間を決定する、多数の設定およびポリシーを構成できます。また、設定を構成すると、環境に
対するバックアップ・パフォーマンスを 適化することもできます。

Oracle RAC データベースのバックアップの実行データベースのバックアップの実行データベースのバックアップの実行データベースのバックアップの実行
ASM を使用してデーベース・ファイルを管理する場合は、バックアップを作成するために
Recovery Manager を使用することをお薦めします。バックアップおよびリカバリ操作を実行す
るには、データベース権限（SYSDBA）とホスト・オペレーティング・システムの資格証明

（OSDBA）の両方が必要です。

SYSDBA権限で Oracle Enterprise Manager にログインすると、Recovery Manager のコマンド
ライン・クライアントの実行権限を持つオペレーティング・システムのユーザーなら誰でも
Oracle RAC データベースのバックアップを実行できます。一方、SYSDBA権限を持たないデー
タベース・ユーザーとしてログインすると、バックアップ操作の実行前に、OSDBAグループの
メンバーであるオペレーティング・システム・ユーザーの名前とパスワードを指定する必要が
あります。

Oracle RAC データベースをバックアップするには、次の手順を実行します。データベースをバックアップするには、次の手順を実行します。データベースをバックアップするには、次の手順を実行します。データベースをバックアップするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース : 可用性」ページが表示されます。

2. 「バックアップ / リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「バックアップのスケ「バックアップのスケ「バックアップのスケ「バックアップのスケ
ジュール」ジュール」ジュール」ジュール」 を選択します。

3. 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』の第 9 章「バックアップおよびリカバリの実
行」のバックアップ手順に従います。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースのアーカイブの構成」

� 「Oracle RAC データベースのバックアップおよびリカバリの概要」

� バックアップ・ポリシー設定の構成については、『Oracle Database 
2 日でデータベース管理者』を参照してください。

� バックアップ設定の構成については、『Oracle Database 2 日でデータ
ベース管理者』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの構成」

� 「Oracle Enterprise Manager によるバックアップおよびリカバリを実
行するための資格証明」

� データベースのバックアップおよびリカバリの構成の詳細は、
『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。

� Oracle Enterprise Manager Database Control を使用したバックアップ
の実行およびスケジュール設定の詳細は、『Oracle Database 2 日で
データベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC データベースのバックアップの実行
複数のチャネル間のパラレル化およびバックアップ複数のチャネル間のパラレル化およびバックアップ複数のチャネル間のパラレル化およびバックアップ複数のチャネル間のパラレル化およびバックアップ
Recovery Manager は、バックアップおよびリカバリのタスクを実行するためにデータベース・
サーバーで実行されるプロセスであるサーバー・セッションに依存します。各サーバー・セッ
ションは順に Recovery Manager チャネルに対応し、バックアップ・デバイスとの間で交わさ
れるデータの 1 ストリームを表します。Recovery Manager ではパラレル化がサポートされま
す。パラレル化とは、単一のバックアップ・タスクまたはファイルのリストア・タスクの作業
を実行するために、複数のチャネルおよびサーバー・セッションを使用することです。

制御ファイル、SPFILE およびデータファイルはどのインスタンスからもアクセス可能なため、
これらのファイルのバックアップ操作は、割当て済のあらゆるチャネルに分散されます。アー
カイブ REDO ログ・ファイルのバックアップでは、Oracle RAC データベースで使用される
アーカイブ方式のタイプによって Recovery Manager の実行する処理が決まります。

ローカル・アーカイブ方式を使用する場合は、各インスタンスでアーカイブ REDO ログ・ファ
イルがローカル・ディレクトリに書き込まれます。アーカイブ REDO ログ・ファイルへのアク
セス権を持つチャネルが複数割り当てられている場合は、各アーカイブ REDO ログ・ファイル
について、そのアーカイブ REDO ログ・ファイルへのアクセス権を持つチャネルが Recovery 
Mangare で判別されます。続いて、チャネルからアクセス可能なアーカイブ REDO ログ・ファ
イルが Recovery Manager によってグループ化され、バックアップ・ジョブがそのチャネルを
使用してスケジュールされます。

クラスタ内の各ノードで、アーカイブ REDO ログ・ファイルを ASM、クラスタ化されたファ
イル・システムまたはその他のタイプの共有記憶域に書き込む場合、各インスタンスにはすべ
てのアーカイブ REDO ログ・ファイルへのアクセス権があります。この場合、アーカイブ
REDO ログ・ファイルのバックアップは、割当て済の全チャネルに分散されます。

アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログ・ファイルのバックアップログ・ファイルのバックアップログ・ファイルのバックアップログ・ファイルのバックアップ
アーカイブ・ログのバックアップを実行するのが 1 つのノードのみか全ノードかに関係なく、
すべてのノードのすべてのアーカイブ REDO ログ・ファイルを確実にバックアップします。
ローカル・アーカイブ方式を使用する場合は、Recovery Manager がすべてのアーカイブ REDO
ログ・ファイルにアクセスできるように複数のチャネルを割り当てます。

アーカイブ REDO ログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクか
ら自動的に削除するように Recovery Manager を構成できます。この機能を使用すると、
Oracle RAC データベースで使用するディスク領域を削減し、使用可能なディスク領域が不足し
た場合に発生する可能性のある不要な停止を防ぐことができます。

アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクかログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクかログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクかログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクか
ら自動的に削除するようにら自動的に削除するようにら自動的に削除するようにら自動的に削除するように Recovery Manager を構成するには、データベース・バックアップを構成するには、データベース・バックアップを構成するには、データベース・バックアップを構成するには、データベース・バックアップ
の作成時またはスケジュール時に次の手順を実行します。の作成時またはスケジュール時に次の手順を実行します。の作成時またはスケジュール時に次の手順を実行します。の作成時またはスケジュール時に次の手順を実行します。

1. オンライン・バックアップを実行する場合、「また、すべてのアーカイブ・ログもディスク「また、すべてのアーカイブ・ログもディスク「また、すべてのアーカイブ・ログもディスク「また、すべてのアーカイブ・ログもディスク
にバックアップします」にバックアップします」にバックアップします」にバックアップします」を選択します。オフライン・バックアップを実行する場合、バッ
クアップ時にデータベースの一貫性が保たれ、リストア時にメディア・リカバリを必要と
しないため、アーカイブ REDO ログ・ファイルをバックアップする必要はありません。

2. アーカイブ REDO ログ・ファイルに共有記憶域を使用している場合、「正常にバックアッ「正常にバックアッ「正常にバックアッ「正常にバックアッ
プされた後、すべてのアーカイブ・ログをディスクから削除」プされた後、すべてのアーカイブ・ログをディスクから削除」プされた後、すべてのアーカイブ・ログをディスクから削除」プされた後、すべてのアーカイブ・ログをディスクから削除」を選択します。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC のアーカイブの概要」

� 「Oracle RAC データベースのバックアップの実行」

� Recovery Manager バックアップの詳細は、『Oracle Database 2 日で
データベース管理者』を参照してください。

� バックアップ・デバイス設定の構成については、『Oracle Database 
2 日でデータベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要
Oracle RAC データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要
Oracle Enterprise Manager のガイド付きリカバリ機能には、リカバリ・ウィザードがあり、リ
ストアやリカバリの幅広い使用例で必要となるロジックが、このウィザードでカプセル化され
ています。Oracle Enterprise Manager を使用すると、リストアやリカバリがデータベースのど
の部分に必要なのかを判断でき、破損したデータベース・ファイルがあるなどの状況もあらか
じめ検出されます。Oracle Enterprise Manager を使用すると、ユーザーは必要な情報および必
要なファイルのリストアおよびリカバリ・アクションの実行を求められ、リカバリ・プロセス
の全体に対応できます。

Oracle RAC データベースのリカバリが実行されるノードでは、必要なデータファイルをすべて
リストアできる必要があります。また、このノードでは、ディスクにあるすべての必要なアー
カイブ REDO ログ・ファイルを読み取れるか、アーカイブ REDO ログ・ファイルをバック
アップ・ファイルからリストアできる必要があります。

この項の内容は次のとおりです。

� アーカイブ・ログへのアクセスの構成の概要

� Oracle RAC データベース・インスタンスの適切な状態への移行の概要

アーカイブ・ログへのアクセスの構成の概要アーカイブ・ログへのアクセスの構成の概要アーカイブ・ログへのアクセスの構成の概要アーカイブ・ログへのアクセスの構成の概要
リカバリ中、リカバリを実行するノードからアーカイブ・ログ・ファイルの保存先が表示され
るかぎり、リカバリ中にアーカイブ REDO ログへ正常にアクセスできます。

共有記憶域またはクラスタ・ファイル・システムを使用せずにクラスタ・データベースにアー
カイブ REDO ログ・ファイルを格納する場合、リカバリを実行しているノードがアーカイブ
REDO ログ・ファイルを使用できるようにする必要があります。

Oracle RAC データベース・インスタンスの適切な状態への移行の概要データベース・インスタンスの適切な状態への移行の概要データベース・インスタンスの適切な状態への移行の概要データベース・インスタンスの適切な状態への移行の概要
Oracle RAC での障害インスタンスのリカバリは、自動的に行われます。Oracle RAC データ
ベース・インスタンスで障害が発生した場合、障害が発生していないデータベース・インスタ
ンスが、障害インスタンスによって生成されたオンライン REDO ログを処理し、データベース
の内容が一貫性のある状態であることを保証します。リカバリが完了すると、Oracle 
Clusterware は障害インスタンスの再起動を自動的に試行します。

メディア・リカバリは、データベースのクローズ時に手動で実施するプロセスです。ヘッドの
不調などのディスクの物理的な問題により、データベースの実行に必要なディスク・ファイル
の読取りまたは書込み操作が失敗することをメディア障害と呼びます。どのようなデータベー
ス・ファイルもメディア障害の対象になる可能性があります。メディア障害が発生した場合、
メディア・リカバリを実行して、破損したデータベース・ファイルのリストアとリカバリを行
う必要があります。メディア・リカバリは常に、クラスタ内の 1 つのインスタンスで実行しま
す。

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ領域をアーカイブ・ログの唯一の保存先と
して使用している場合は、「正常にバックアップされた後、すべてのアー
カイブ・ログをディスクから削除」を選択しないでください。この場合、
バックアップされたアーカイブ REDO ログ・ファイルは、領域が他の
ファイルの記憶域に必要になると自動的に削除されます。 

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースのバックアップの実行」

� 「Oracle RAC のアーカイブの概要」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
6-8 Oracle Database 2 日で Real Application Clusters ガイド
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メディア・リカバリを開始する前に、リカバリを実行するインスタンスを MOUNTモードで起動
する必要があります。その他のインスタンスは必ず NOMOUNTモードで起動します。

Oracle RAC データベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリ
この項では、インスタンス・リカバリとメディア・リカバリの両方について説明します。この
項には次のトピックが含まれています。

� Oracle Enterprise Manager を使用した Oracle RAC データベースのリカバリ

� 自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ

� アーカイブ REDO ログ・ファイルのリストアの概要

� パラレル化を使用したリカバリの実行の概要

Oracle Enterprise Manager を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle RAC データベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリデータベースのリカバリ
Oracle Enterprise Manager および Recovery Manager を使用している場合、Oracle RAC データ
ベースのリカバリとリストアのプロセスは、基本的には単一インスタンスの Oracle データベー
スの場合と同様です。ただし、「可用性」ページから Recovery Manager に対し、インスタン
ス・レベルではなくクラスタ・データベース・レベルでアクセスする点が異なります。

Enterprise Manager およびおよびおよびおよび Recovery Manager を使用してを使用してを使用してを使用して Oracle RAC データベースのリスデータベースのリスデータベースのリスデータベースのリス
トアとリカバリを行うには、次の手順を実行します。トアとリカバリを行うには、次の手順を実行します。トアとリカバリを行うには、次の手順を実行します。トアとリカバリを行うには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース : 可用性」ページが表示されます。

2. 「バックアップ / リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「リカバリの実行」「リカバリの実行」「リカバリの実行」「リカバリの実行」 を
選択します。

3. 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』の第 9 章のリカバリ手順に従います。

自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ
Oracle Enterprise Manager を使用して、損失または破損したサーバー・パラメータ・ファイル

（SPFILE）をリカバリできます。

Oracle RAC データベースのデータベースのデータベースのデータベースの SPFILE をリカバリするには、次の手順を実行します。をリカバリするには、次の手順を実行します。をリカバリするには、次の手順を実行します。をリカバリするには、次の手順を実行します。

1. データベースを MOUNTで起動します。

2. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース : 可用性」ページが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびデータベース・インスタンスの起動
および停止」

� 「Oracle RAC データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースのリストアおよびリカバリの準備の概要」

� 「Oracle Enterprise Manager によるバックアップおよびリカバリを実
行するための資格証明」

� ユーザー指示のリカバリの実行については、『Oracle Database 2 日で
データベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC データベースのリカバリ
3. 「バックアップ / リカバリ」セクションで、「マネージャ」ヘッダーの下の「リカバリの実「リカバリの実「リカバリの実「リカバリの実
行」行」行」行」を選択します。

データベースがオープンされていない場合は、「リカバリの実行」リンクで、SPFILE のリ
ストア・ページに移動します。

4. フラッシュ・リカバリ領域の場所を指定します（構成されている場合）。

5. 「バックアップ情報」セクションで、「その他のバックアップ情報を使用」「その他のバックアップ情報を使用」「その他のバックアップ情報を使用」「その他のバックアップ情報を使用」および「自動「自動「自動「自動
バックアップを使用」バックアップを使用」バックアップを使用」バックアップを使用」を選択します。

6. 「リカバリの実行 : SPFILE のリストア」ページで、SPFILE のリストア先に別の場所を指定
します。

7. オプションの選択を終えたら、「リストア」「リストア」「リストア」「リストア」をクリックし、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして、
SPFILE のリストアを確認します。

8. SPFILE がリストアされたら、データベースに再度ログインするように求められます。

アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ REDO ログ・ファイルのリストアの概要ログ・ファイルのリストアの概要ログ・ファイルのリストアの概要ログ・ファイルのリストアの概要
リストア操作中には、使用可能なデータベースの 新のバックアップが Recovery Manager に
よって自動的に検出されます。特定のノードに接続されているチャネルでは、そのノードにの
みバックアップされたファイルのリストアが試行されます。たとえば、順序番号 1001 のアーカ
イブ REDO ログ・ファイルがノード docrac1に接続されているデバイスにバックアップされ、
順序番号 1002 のアーカイブ REDO ログ・ファイルがノード docrac2に接続されているデバイ
スにバックアップされているとします。リストア操作用に、ノード docrac1に接続するチャ
ネルとノード docrac2に接続するチャネルを割り当てると、docrac1に接続されているチャ
ネルでは順序番号 1001 のログはリストアされますが、順序番号 1002 のログはリストアされま
せん。docrac2に接続されているチャネルでは順序番号 1002 のログはリストアできますが、
順序番号 1001 のログはリストアできません。

アーカイブ REDO ログ・ファイルの格納に ASM またはクラスタ化ファイル・システムを使用
すると、そのアーカイブ REDO ログ・ファイルはすべてのインスタンスでリストアできます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびデータベース・インスタンスの起動
および停止」

� 「Oracle Real Application Clusters のサーバー・パラメータ・ファイル
の構成の概要」

�  サーバー・パラメータ・ファイルのリカバリ方法の詳細は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照
してください。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC のアーカイブの概要」

� 「Oracle RAC データベースのアーカイブの構成」

� アーカイブ REDO ログ・ファイルのリストアの詳細は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照
してください。
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Database バックアップ・ファイルの管理の概要
パラレル化を使用したリカバリの実行の概要パラレル化を使用したリカバリの実行の概要パラレル化を使用したリカバリの実行の概要パラレル化を使用したリカバリの実行の概要
Oracle RAC では、インスタンス障害およびメディア・リカバリの 適な並列度が自動的に選択
されます。

Oracle Enterprise Manager および Recovery Manager を使用してリカバリを実行すると、
Oracle RAC では、次に示す 3 段階のリカバリが自動的にパラレル化されます。

� データファイルのリストア : データファイルのリストア時には、Recovery Manager のリカ
バリ・スクリプトに割り当てるチャネル数によって、Recovery Manger で使用されるパラ
レル化が効果的に設定されます。たとえば、5 つのチャネルを割り当てると、データファ
イルをリストアするストリームを 5 つまでパラレル化できます。

� 増分バックアップの適用 : 同様に、増分バックアップを適用する場合、割り当てるチャネル
数によって、可能なパラレル化が決定されます。

� アーカイブ REDO ログ・ファイルの適用 : Recovery Manager では、アーカイブ REDO ロ
グ・ファイルの適用の実行がパラレル化されます。使用可能な CPU リソースに基づいて、
適な並列度が自動的に選択されます。

Database バックアップ・ファイルの管理の概要バックアップ・ファイルの管理の概要バックアップ・ファイルの管理の概要バックアップ・ファイルの管理の概要
Recovery Manager バックアップ・ファイルの管理（Oracle Enterprise Manager の使用は任意）
は、次の 2 つのタスクで構成されています。

1. ディスクまたはテープに格納されているデータベースのバックアップ・ファイルの管理

2. Recovery Manager リポジトリでのこれらのバックアップ・ファイルのレコードの管理

Oracle Enterprise Manager では、両方のバックアップ・ファイルの管理タスクが簡素化されま
す。他のタスクには、バックアップ・ファイルの管理に次の項目が含まれるものもあります。

� バックアップ・ファイルの検索

� バックアップ・セットまたはイメージ・コピーの内容の検証

� バックアップのクロスチェック

� 期限切れまたは廃止されたバックアップ・ファイルの削除

� バックアップ・ファイルへの使用可能または使用不可のマーク付け

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースのリカバリ」

� 「Oracle RAC データベースのバックアップおよびリカバリの概要」

� データファイルの増分バックアップの詳細は、『Oracle Database 2 日
でデータベース管理者』を参照してください。

� リカバリ設定の構成については、『Oracle Database 2 日でデータベー
ス管理者』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� これらのタスクの実行方法の詳細は、『Oracle Database 2 日でデータ
ベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC データベースのバックアップ・レポートの表示
Oracle RAC データベースのバックアップ・レポートの表示データベースのバックアップ・レポートの表示データベースのバックアップ・レポートの表示データベースのバックアップ・レポートの表示
バックアップ・レポートには、Recovery Manager によって実行された過去のバックアップ・
ジョブに関するサマリーおよび詳細情報が記録されています。詳細情報には、Oracle 
Enterprise Manager と Recovery Manager コマンドライン・クライアントで実行されたバック
アップ・ジョブが含まれます。

バックアップ・レポートを表示するには、次の手順を実行します。バックアップ・レポートを表示するには、次の手順を実行します。バックアップ・レポートを表示するには、次の手順を実行します。バックアップ・レポートを表示するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」を選択します。

「可用性」ページが表示されます。

2. 「バックアップ / リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「バックアップ・レ「バックアップ・レ「バックアップ・レ「バックアップ・レ
ポート」ポート」ポート」ポート」を選択します。

「バックアップ・レポートの表示」ページに 近のバックアップ・ジョブのリストが表示さ
れます。

3. 「検索」セクションで、フィルタ条件を指定して「実行」「実行」「実行」「実行」をクリックし、表示するバック
アップのリストを絞り込みます。

このページの「検索」「検索」「検索」「検索」セクションを使用すると、バックアップの時刻、バックアップされ
たデータのタイプ、およびジョブのステータス（成功か失敗か、ジョブの実行中に警告が
生成されたかどうか）により、リストされたバックアップを絞り込むことができます。

4. バックアップの詳細情報を表示するには、「バックアップ名」「バックアップ名」「バックアップ名」「バックアップ名」列のバックアップ・ジョブ名
をクリックします。

選択したバックアップ・ジョブの「バックアップ・レポート」ページが表示されます。
このページには、バックアップされたファイルの数（タイプ別）、バックアップされたデー
タの合計サイズ、および作成されたバックアップ・ファイルの数、サイズ、タイプなど、
このバックアップ・ジョブに関するサマリー情報が含まれています。

「バックアップ・レポート」ページには「検索」セクションもあり、このセクションを使用
して他のバックアップ・ジョブまたは特定の日付範囲にあるバックアップ・ジョブをすば
やく検索できます。結果として出力されるレポートには、検索基準に一致するバックアッ
プ・ジョブの集計情報が含まれています。

データベースのバックアップおよびリカバリの実行データベースのバックアップおよびリカバリの実行データベースのバックアップおよびリカバリの実行データベースのバックアップおよびリカバリの実行 : Oracle By 
Example Series

Oracle By Example（OBE）には、Oracle RAC データベースの一連のチュートリアルが含まれ
ています。OBE では、注釈付きのスクリーンショットを使用して、この章で説明した基本的な
管理タスクを学習できます。

データベースのバックアップおよびリカバリの実行に関する OBE のチュートリアルを表示する
には、次の URL に移動します。

http://www.oracle.com/technology/obe/10gr2_db_vmware/ha/rman/rman.htm

参照参照参照参照 :

� 「Database バックアップ・ファイルの管理の概要」

� 「Oracle RAC データベースのバックアップの実行」

� 「Oracle RAC データベースのバックアップおよびリカバリの概要」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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サービスを使用した
7

サービスを使用したデータベース・サービスを使用したデータベース・サービスを使用したデータベース・サービスを使用したデータベース・

ワークロードの管理ワークロードの管理ワークロードの管理ワークロードの管理

ワークロード管理を使用すると、ワークロードを複数のデータベース・インスタンスに分散し、
ユーザーおよびアプリケーションに対するデータベースおよびクラスタのパフォーマンスを
適化できます。この章の内容は次のとおりです。

� ワークロード管理の概要

� サービスの作成

� サービスの管理

� クライアント・フェイルオーバーの構成

� 透過的アプリケーション・フェイルオーバー : Oracle By Example Series
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ワークロード管理の概要
ワークロード管理の概要ワークロード管理の概要ワークロード管理の概要ワークロード管理の概要
Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）データベースのワークロード管理を実装する
際は、複数の異なる機能を使用できます。この項の内容は次のとおりです。

� Oracle サービスの概要

� データベース・リソース・マネージャの概要

� Oracle RAC の高可用性フレームワークの概要

� ロード・バランシング・アドバイザの概要

� 接続ロード・バランシングの概要

� ランタイム接続ロード・バランシングの概要

� 高速アプリケーション通知（FAN）の概要

Oracle RAC および単一インスタンスの Oracle データベース環境をデプロイすると、ワーク
ロード管理機能を様々な方法で使用できます。ノードの数や環境の複雑さおよび目的に応じて、
適なワークロード管理および高可用性構成を選択します。この項では、この選択時に考慮が

必要な様々な事項について説明します。

Oracle サービスの概要サービスの概要サービスの概要サービスの概要
Oracle Database 10g では、サービスと呼ばれる自動ワークロード管理機能が導入されました。
サービスとは、共通の属性、パフォーマンスしきい値、および優先順位を持つアプリケーショ
ンのワークロードです。単一のサービスで、1 つのアプリケーション、複数のアプリケーショ
ン、または 1 つのアプリケーションのサブセットを表すことができます。単一のサービスを
Oracle RAC データベースの 1 つ以上のインスタンスに関連付けたり、単一のインスタンスで複
数のサービスをサポートすることも可能です。サービスは、同じリソースのために競合するア
プリケーションを管理するための単一のエンティティを提供し、各ワークロードを 1 つの単位
として管理できるようにします。

ワークロードを管理するために、特定のアプリケーションまたはアプリケーションの一部の操
作に割り当てるサービスを定義できます。サービスを使用して、異なるタイプの作業のワーク
ロードを管理することもできます。たとえば、オンライン・ユーザー、バッチ処理およびレ
ポートは、それぞれ異なるサービスを使用できます。

ユーザーまたはアプリケーションがデータベースに接続するときには、接続用のサービスを使
用することをお薦めします。Oracle Database では、データベースの作成時にデータベース・
サービスが自動的に 1 つ作成されます。ほとんどのインストール環境では、このサービスのみ
で十分です。データベースを使用してワークロードをより柔軟に管理する場合は、複数のサー
ビスを作成し、どのデータベース・インスタンスでサービスを提供するかを指定できます。

サービスはデータベース・リソース・マネージャに統合されます。ここで、インスタンス内の
サービスで使用されるリソースを制限できます。また、Oracle Scheduler のジョブは、特定の
インスタンスではなく、サービスを使用して実行できます。

参照参照参照参照 :

� 「サービスの作成」

� 「サービスの管理」

� 「ワークロード管理の概要」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Oracle Database 管理者ガイド』
7-2 Oracle Database 2 日で Real Application Clusters ガイド



ワークロード管理の概要
高可用性サービスの構成の概要高可用性サービスの構成の概要高可用性サービスの構成の概要高可用性サービスの構成の概要
サービスを作成する際に、そのサービスを通常サポートするインスタンスを定義します。この
ようなインスタンスを、そのサービスの優先インスタンスといいます。 また、サービスの優先
インスタンスで障害が発生した場合にサービスをサポートする別のインスタンスを定義するこ
ともできます。このようなインスタンスをサービスの使用可能インスタンスといいます。

サービスの優先インスタンスを指定した場合、通常の処理では、そのサービスは優先インスタ
ンスで稼働します。Oracle Clusterware は、サービスがそのサービス用に構成されたすべての
優先インスタンスで常に稼働している状態を維持しようとします。インスタンスに障害が発生
すると、そのサービスは他の優先インスタンスまたは使用可能インスタンスのうちの 1 つに無
作為に再配置されます。また、サービスを使用可能インスタンスに手動で再配置することもで
きます。サービスの作成時に優先インスタンスまたは使用可能インスタンスを指定しない場合、
デフォルトで Oracle RAC データベースのすべてのインスタンスがそのサービスの優先インス
タンスになります。

サービスが使用可能インスタンスにフェイルオーバーした場合、そのサービスが優先インスタ
ンスに自動的に戻ることはありません。ただし、コールアウトを使用すると、優先インスタン
スへのサービスの再配置を自動化できます。コールアウトの詳細は、7-9 ページの「FAN コー
ルアウトの概要」を参照してください。優先インスタンスにサービスを再配置するコールアウ
ト・スクリプトの例は、Oracle Technology Network の「Oracle Real Application Clusters 
Sample Code」セクション（http://www.oracle.com/technology/sample_code/
products/rac/）で入手できます。

サービスに使用可能インスタンスを指定する必要はありません。ただし、サービスの優先イン
スタンスを構成する際にそのサービスに対して使用可能インスタンスを 1 つ以上指定しない場
合、優先インスタンスが失敗してもサービスは他のインスタンスに再配置されません。

「未使用」としてインスタンスを指定することもできます。この設定により、サービスの優先イ
ンスタンスが失敗しても、そのサービスはインスタンスで稼働しません。

データベース・リソース・マネージャの概要データベース・リソース・マネージャの概要データベース・リソース・マネージャの概要データベース・リソース・マネージャの概要
データベース・リソース・マネージャでは、ユーザー、アプリケーションおよびサービスに割
り当てられたデータベース・リソースが制御されます。このアプローチにより、ユーザー、ア
プリケーションおよびサービスは使用可能な分のデータベース・リソースを受け取ります。ま
た、データベース・リソース・マネージャによって、効率的に複数のアプリケーションおよび
混合ワークロードをサポートするために、Oracle RAC データベースで 1 つ以上のノードを実行
できます。

データベース・リソース・マネージャには、Oracle データベースまたは Oracle RAC 環境内の
作業に優先度を設定する機能があります。たとえば、オンライン・ワーカーなどの優先度の高
いユーザーに多くのリソースを割り当ててレスポンス時間を 短に抑え、バッチ・ジョブやレ
ポートなどの優先度の低いユーザーには割り当てるレスポンスの量を抑えて実行時間を長くで
きます。この方法では、リソースをより細かく制御できます。

リソースは、データベース管理者が指定したリソース・プランに従ってユーザーに割り当てら
れます。リソース・プランの指定には、次の用語が使用されます。

� リソース・プランでは、リソースを各種ユーザー（リソース・コンシューマ・グループ）
間で分散する方法を指定します。

� リソース・コンシューマ・グループを使用すると、管理者は、ユーザー・セッションをリ
ソース要件別にグループ化できます。リソース・コンシューマ・グループは、ユーザー・
ロールとは異なります。このため、異なるリソース・コンシューマ・グループに割り当て
られた複数のセッションを 1 人のデータベース・ユーザーが持つことができます。

参照参照参照参照 :

� 「FAN コールアウトの概要」

� 「サービスの作成」

� 「ワークロード管理の概要」
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ワークロード管理の概要
� リソース割当てメソッドは、データベース・リソース・マネージャで特定のリソースを割
り当てる際に使用するメソッドまたはポリシーです。リソース割当てメソッドは、リソー
ス・コンシューマ・グループおよびリソース・プランで使用されます。データベースには
使用可能なリソース割当てメソッドが用意されていますが、どのメソッドを使用するかは
DBA が決定します。

� リソース・プラン・ディレクティブは、特定のプランにコンシューマ・グループを割り当
て、リソース割当てメソッドごとにパラメータを指定してコンシューマ・グループ間でリ
ソースをパーティション化する方法です。

� DBA によってリソース・プラン内に作成可能なサブプランにより、アプリケーションの複
数のユーザー間でリソースをさらに分散できます。

� レベルは、使用可能なユーザー間での未使用リソースの分散を指定するメカニズムです。
大で 8 レベルのリソース割当てを指定できます。

サービスを使用して接続するユーザーは特定のリソース・コンシューマ・グループのメンバー
であるため、データベース・リソース・マネージャによってリソース・コンシューマ・グルー
プをサービスにマップできます。したがってリソース・コンシューマ・グループに対して使用
可能なリソースを制限できます。

Oracle RAC の高可用性フレームワークの概要の高可用性フレームワークの概要の高可用性フレームワークの概要の高可用性フレームワークの概要
Oracle RAC の高可用性フレームワークを使用すると、実行中の状態にあるデータベース、コン
ポーネントおよびアプリケーションを常に Oracle RAC で管理できます。インスタンス、コン
ポーネントまたはアプリケーションに障害が発生しても自動的に再起動できるため、Oracle 
Database の動作を 適な状態に保つことができます。

Oracle Database はサービスの可用性の維持に重点を置いています。Oracle RAC では、Oracle
サービスは 1 つ以上のインスタンスでワークロードを共有し、継続的に使用できるように設計
されています。Oracle RAC の高可用性フレームワークでは、各サービスの構成情報を Oracle 
Cluster Registry（OCR）に格納することでサービスの可用性が維持されます。Oracle 
Clusterware は、サービス定義に基づいて複数のインスタンス間でサービスのリカバリおよび調
整を行います。

ロード・バランシング・アドバイザの概要ロード・バランシング・アドバイザの概要ロード・バランシング・アドバイザの概要ロード・バランシング・アドバイザの概要
ロード・バランシング・アドバイザは、Oracle RAC データベース・インスタンスが提供してい
る現在のサービス・レベルについての情報をアプリケーションやクライアントに提供します。
ロード・バランシング・アドバイザは、 適なパフォーマンスを得るためにデータベース・
サービスのアプリケーション・リクエストをどのインスタンスに送信すべきかを、そのサービ
スに定義したワークロード管理ディレクティブに基づいてアプリケーションに推奨します。

ロード・バランシング・アドバイザによって示されるアドバイスでは、サーバーの処理能力お
よびサーバー上のサービスの現在のワークロードが考慮されます。ロード・バランシング・ア
ドバイザを有効にすることにより、負荷が高いインスタンス、動作が遅いインスタンス、応答
がないインスタンス、または障害が発生しているインスタンスで作業を行わないことによって、
アプリケーションのスループットを向上させることができます。

参照参照参照参照 :

� 「ワークロード管理の概要」

� データベース・リソース・マネージャの詳細は、『Oracle Database 管
理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Clusterware の概要」

� 「ワークロード管理の概要」
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ワークロード管理の概要
ロード・バランシング・アドバイザを効果的に利用する方法は、ランタイム接続ロード・バラ
ンシング機能を持つ統合された Oracle クライアントを使用することです。高速アプリケーショ
ン通知（FAN）と統合されているため、Oracle Integrated Clients では、Oracle RAC クラスタ
の現在のステータスを認識します。これにより、クライアント接続が、使用できなくなったイ
ンスタンスへの接続を試みたり、それを待機することを防ぎます。また、インスタンスが再起
動すると、 近起動したインスタンスへの接続が接続プールによって作成され、このインスタ
ンスが提供する追加のリソースが利用されるため、Oracle RAC では FAN を使用してアプリ
ケーションの接続プールを通知します。

使用されている各サービスにサービス・レベル目標を定義して、ロード・バランシング・アド
バイザを使用するように Oracle RAC 環境を構成できます。これによって、そのサービスの
ロード・バランシング・アドバイザが有効になり、FAN ロード・バランシング・イベントの発
行が有効になります。ランタイム接続ロード・バランシングのサービス・レベル目標には、次
の 2 つがあります。

� サービス時間 : ロード・バランシング・アドバイザでは、インスタンスに対する作業リクエ
ストの送信を、そのインスタンスのレスポンス時間に応じて試行します。ロード・バラン
シング・アドバイザのデータは、そのサービスを使用した接続で作業が完了するまでの経
過時間と、そのサービスに到達するまでに使用できるバンド幅に基づいています。

� スループット : ロード・バランシング・アドバイザでは、サービスに対して CPU で消費さ
れる合計レスポンス時間の割合が測定されます。この値からは、レスポンス時間ではなく
インスタンスの効率性がわかります。

「ロード・バランシング・アドバイザの有効化」オプションを選択していない場合は、サービ
ス・レベルの目標値が「なし」に設定され、そのサービスに対するロード・バランシングが無
効になります。

接続ロード・バランシングの概要接続ロード・バランシングの概要接続ロード・バランシングの概要接続ロード・バランシングの概要
Oracle Net は、クライアントおよび Oracle データベース・サーバー上に存在するソフトウェ
ア・コンポーネントです。このコンポーネントは、クライアント・アプリケーションとサー
バー間の接続を確立して維持し、業界標準プロトコルを使用してクライアントとサーバー間で
メッセージを交換します。クライアント・アプリケーションとデータベースが通信するには、
クライアント・アプリケーションが接続先のデータベースの場所の詳細を指定し、データベー
スが ID またはアドレスなどを示す必要があります。

データベース・サーバー上には、Oracle Net リスナーが存在し、これは通常リスナーと呼ばれ
ます。リスナーは、クライアント接続リクエストをリスニングするプロセスです。リスナーの
構成ファイルは listener.oraです。

Net Configuration Assistant（NetCA）を使用して、データベース・サービスの単純な名前であ
るネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を作成できます。ネット・サービス名は接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換されます。
これはデータベースのネットワーク・アドレスおよびデータベース・サービスの名前です。
接続記述子のアドレスの一部は実際にリスナーのプロトコル・アドレスです。クライアントは
接続記述子を使用して、クライアントが接続するデータベースまたはインスタンスを指定しま
す。

参照参照参照参照 :

� 「高速アプリケーション通知（FAN）の概要」

� 「接続ロード・バランシングの概要」

� 「サービスの管理」

� 「ワークロード管理の概要」

� 統合された Oracle クライアントの詳細は、『Oracle Real Application 
Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してください。
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ネット・サービス名を使用する場合、 初にネット・サービス名を接続記述子にマッピングし
たときにデータベース・インスタンスへの接続が設定されます。このマッピング情報は、ネー
ミング・メソッドを使用してアクセスした情報の 1 つ以上のリポジトリに格納されます。 も
使用されるネーミング・メソッドは、ローカル・ネーミングです。ここで、ネット・サービス
名およびその接続記述子は tnsnames.oraと呼ばれる特定の構成ファイルに格納されていま
す。

サービスを使用してクライアントがクラスタ・データベースに接続する際に、Oracle Net の接
続ロード・バランシング機能を使用して、そのサービスをサポートするすべてのインスタンス
間でユーザー接続を分散できます。実装可能なロード・バランシングには、クライアント側と
サーバー側の 2 種類のロード・バランシングがあります。Oracle RAC データベースのクライア
ント接続では、両方の接続ロード・バランシングを使用する必要があります。Oracle Database 
Configuration Assistant（DBCA）を使用して Oralce RAC データベースを作成した場合、デ
フォルトでは、サーバー側のロード・バランシングが構成されて有効化されます。

クライアント側のロード・バランシングクライアント側のロード・バランシングクライアント側のロード・バランシングクライアント側のロード・バランシング
クライアント側のロード・バランシングでは、接続リクエストをリスナー間で均等に分散しま
す。リスナーは、接続リクエストを受信すると、リクエストされたサービスを提供することを
リスナーが認識するインスタンスにユーザーを接続します。

クライアント側のロード・バランシングは、tnsnames.oraファイルにパラメータ
LOAD_BALANCE=yesを設定して、クライアントの接続定義に定義します。このパラメータを
yesに設定すると、Oracle クライアントはアドレス・リストから無作為にアドレスを選択し、
そのノードのリスナーに接続します。その結果、クラスタ内の使用可能なリスナー間で、クラ
イアント接続が均等に分散されます。

DBCA を使用して Oracle RAC データベースを作成する場合、アシスタントでは、
tnsnames.oraファイルにロード・バランシング接続定義のサンプルが作成されます。

クライアント側のロード・バランシングには接続フェイルオーバーも含まれます。接続フェイ
ルオーバーを使用する場合、選択したアドレスからエラーが返されると、Oracle Net Services
はアドレス・リスト内の次のアドレスを試します。これは、接続に成功するか、アドレス・リ
スト内のすべてのアドレスを試すまで続けられます。

サーバー側のロード・バランシングサーバー側のロード・バランシングサーバー側のロード・バランシングサーバー側のロード・バランシング
サーバー側のロード・バランシングでは、ロード・バランシング・アドバイザからの情報を使
用して、リスナーにより、現在サービスを提供している 適なインスタンスに接続リクエスト
が転送されます。

各サービスに対して、接続ロード・バランシングの目標を設定し、リスナーでのロード・バラ
ンシングの使用方法を定義できます。接続ロード・バランシングには、長期または短期のいず
れかの目標を使用できます。これらの目標の特性は次のとおりです。

� 短期 : サービスの使用時間に基づいて、複数のインスタンスに接続が分散されます。短期の
接続ロード・バランシングの目標は、短期間の接続を行うアプリケーションに使用します。

� 長期 : サービスをサポートする各インスタンスにおいて、インスタンスごとのセッション数
に基づいて接続が分散されます。長期の接続ロード・バランシングの目標は、長期間の接
続を行うアプリケーションに使用します。これは通常、接続プールや SQL*Forms セッショ
ンで使用されます。長期の目標は、デフォルトの接続ロード・バランシングの目標です。

参照参照参照参照 :

� 「サービスをサポートするための Oracle Net の構成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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DBCA を使用して作成されたサービスでは、長期の接続ロード・バランシングの目標がデフォ
ルトで使用されます。

ランタイム接続ロード・バランシングの概要ランタイム接続ロード・バランシングの概要ランタイム接続ロード・バランシングの概要ランタイム接続ロード・バランシングの概要
ランタイム接続ロード・バランシングは Oracle 接続プールの機能の 1 つです。これを使用する
と、ロード・バランシング・アドバイザの情報に基づいてクライアントの作業リクエストを
Oracle RAC データベースのインスタンス間で分散させることができます。接続の割当ては、
ロード・バランシング・アドバイザの FAN イベントによる通知に従い、データベース・インス
タンスが提供する現在のパフォーマンス・レベルに基づいて行われます。これにより、初期
データベース接続時のロード・バランシングではなく、トランザクション・レベルでのロー
ド・バランシングが実現します。

ランタイム接続ロード・バランシングを使用すると、アプリケーションは、ロード・バランシ
ング・アドバイザの情報を使用して、ユーザーにより適切なパフォーマンスを提供します。
Oracle JDBC および Oracle Data Provider for .NET（ODP.NET）クライアントの接続プールは、
ロード・バランシング・アドバイザの情報を使用できるように統合されています。次の構成を
持つサービスを使用して、ランタイム接続ロード・バランシングのクライアント・データソー
スを有効にする必要があります。

� ロード・バランシング・アドバイザが有効にされ、サービス・レベル目標が「サービス時
間」または「スループット」のいずれかに設定されている。

� サービスの接続ロード・バランシング目標が「short」に設定されている。

図 7-1「ランタイム接続ロード・バランシング」は、ランタイム接続ロード・バランシングを説
明したものです。この図では、Oracle RAC データベースに 3 つのインスタンスがあります。
ここで、インスタンス 1 およびインスタンス 3 のパフォーマンスは 適であり、インスタンス
2 のパフォーマンスは現在は 適ではないとロード・バランシング・アドバイザで示されてい
るとします。暗黙的な接続キャッシュでランタイム接続ロード・バランシングが有効になって
いる場合、次のプロセスが発生します。

1. クライアントが接続キャッシュからの接続をリクエストします。

2. ランタイム接続ロード・バランシングにより、 も効率的な（ 適な）インスタンスに属
する接続が接続キャッシュから選択されます。図 7-1 では、接続のルーティング先となる
ノードが 3 つ存在します。CPU ワークロードが も少ないインスタンス 1 には、現在、着
信接続の約 60 パーセントが割り当てられています。現在過負荷の状態にあるインスタンス
2 には、着信接続の約 10 パーセントしか割り当てられていません。ワークロードの高いイ
ンスタンス 3 には、着信接続の約 30 パーセントが割り当てられています。この場合、接続
リクエストの処理に 適なインスタンスはインスタンス 1 です。

3. 作業リクエストを 短のレスポンス時間で処理する接続をクライアントが受信します。

注意注意注意注意 : データベースの作成に DBCA を使用しなかった場合、またはデ
フォルトの 1521 以外のリスナー・ポートを使用している場合は、クラス
タ・データベースの LOCAL_LISTENERおよび REMOTE_LISTENERデー
タベース初期化パラメータを構成する必要があります。
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図図図図 7-1 ランタイム接続ロード・バランシングランタイム接続ロード・バランシングランタイム接続ロード・バランシングランタイム接続ロード・バランシング

高速アプリケーション通知（高速アプリケーション通知（高速アプリケーション通知（高速アプリケーション通知（FAN）の概要）の概要）の概要）の概要
高速アプリケーション通知は、Oracle RAC で他のプロセスにクラスタ構成およびサービス・レ
ベルの情報を通知するために使用される通知メカニズムであり、この情報としては UPイベン
トや DOWNイベントなどのステータスの変更が含まれます。FAN の UPイベントおよび DOWN
イベントは、インスタンス、サービスおよびノードに適用できます。FAN では、ロード・バラ
ンシング・アドバイザのイベントもパブリッシュされます。

クラスタ構成の変更に対しては、Oracle RAC の高可用性フレームワークにより、インスタンス
の状態に関して変更が発生すると同時に FAN イベントがパブリッシュされます。アプリケー
ションは、データベースの問合せと問題の検出を待たずに、FAN イベントを受信して即時に対
応できます。

FAN の UPおよび DOWNイベントには、次のメリットがあります。

� DOWNイベントでは、障害が発生したインスタンスまたはノードに接続されているセッショ
ンを終了できるため、アプリケーションの中断を 小限に抑えることができます。未完了
のトランザクションを終了でき、アプリケーション・ユーザーは即時に通知されます。接
続をリクエストしているアプリケーション・ユーザーは、リクエストされたサービスを提
供している起動済のインスタンスに送られます。

� UPイベントでは、サービスおよびインスタンスが起動されている場合、アプリケーション
が追加のリソースを即時に利用できるように、新しい接続を作成できます。
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FAN コールアウトの概要コールアウトの概要コールアウトの概要コールアウトの概要
FAN コールアウトコールアウトコールアウトコールアウトは、高可用性イベントの発生と同時に Oracle RAC によって実行されるサー
バー側の実行可能ファイルです。クラスタ構成でのイベントの発生時に実行されるアクション
を、FAN コールアウトを使用して自動化する例を次に示します。

� サーバー側のアプリケーションの起動および停止

� 優先度の高いサービスがオンラインになった場合の優先度の低いサービスの再配置

� ページャへのテキストまたは数値メッセージの送信

� シェル・スクリプトの実行

FAN コールアウトの実行可能ファイルは、CRS ホーム・ディレクトリの racg/usrcoサブ
ディレクトリに格納されます。このサブディレクトリが CRS ホームにない場合は、
CRS_home/racg/tmpサブディレクトリと同じ権限および所有者でこのディレクトリを作成す
る必要があります。

Oracle Clusterware を実行するすべてのノードに、FAN コールアウトで使用される実行可能
ファイルのコピーを用意しておく必要があります。サンプルのコールアウト・スクリプトは、
Oracle Technology Network の「Oracle Real Application Clusters Sample Code」セクション

（http://www.oracle.com/technology/sample_code/products/rac/）で入手できま
す。

サービスの作成サービスの作成サービスの作成サービスの作成
Oracle Enterprise Manager Database Control を使用してサービスを作成できます。

サービスを作成するには、次の手順を実行します。サービスを作成するには、次の手順を実行します。サービスを作成するには、次の手順を実行します。サービスを作成するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」をクリックします。

「可用性」ページが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「接続ロード・バランシングの概要」

� 「ロード・バランシング・アドバイザの概要」

� 高速アプリケーション通知および FAN コールアウトの構成の詳細は、
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイ
ド』を参照してください。
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2. 「サービス」セクションで「クラスタ管理データベース・サービス」「クラスタ管理データベース・サービス」「クラスタ管理データベース・サービス」「クラスタ管理データベース・サービス」をクリックします。
Oracle RAC データベースおよびホストのオペレーティング・システムに対する資格証明を
入力または確認します。

「クラスタ管理データベース・サービス」ページが表示されます。

3. 「サービスの作成」「サービスの作成」「サービスの作成」「サービスの作成」をクリックします。

「サービスの作成」ページが表示されます。

4. 「サービス名」フィールドに、サービスの名前（DEVUSERSなど）を入力します。

5. サービスを作成した後でそれを開始には、「作成後にサービスを開始」「作成後にサービスを開始」「作成後にサービスを開始」「作成後にサービスを開始」を選択します。

6. インスタンスが、このサービスの「高可用性構成」セクションに表示されている各インス
タンスに対して「優先」「優先」「優先」「優先」または「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」インスタンスかどうかを選択します。サービ
スを特定のインスタンス上で実行しない場合は、「サービス・ポリシー」で「未使用」「未使用」「未使用」「未使用」を選
択します。

7. 接続数の合計ではなく、経過時間に基づいて接続ワークロードを分散する場合、「接続ロー
ド・バランシングの目標」で「短い」「短い」「短い」「短い」を選択します。それ以外の場合は、「長い」「長い」「長い」「長い」を選択し
ます。
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8. 次のスクリーンショットに示すように、「サービスの作成」ページの「通知プロパティ」
ヘッダーの下の「ロード・バランシング・アドバイザの有効化」「ロード・バランシング・アドバイザの有効化」「ロード・バランシング・アドバイザの有効化」「ロード・バランシング・アドバイザの有効化」を選択し、このサービス
のロード・バランシング・アドバイザを有効化します。「サービス時間」「サービス時間」「サービス時間」「サービス時間」または「スルー「スルー「スルー「スルー
プット」プット」プット」プット」のいずれかのサービス・レベルの目標を選択します。

9. このサービスを Oracle Call Interface（OCI）または ODP.NET アプリケーションで使用し
て FAN を有効化する場合、「通知プロパティ」ヘッダーの下の「高速アプリケーション通「高速アプリケーション通「高速アプリケーション通「高速アプリケーション通
知の有効化」知の有効化」知の有効化」知の有効化」を選択します。

10.「サービスしきい値レベル」セクションで、「経過時間」および「CPU 時間」メトリックの
「警告」および「クリティカル」しきい値（ミリ秒）を入力することにより、サービス・レ
ベルしきい値をオプションで設定できます。

11. このサービスで使用されるリソースを制御するリソース・プランを使用する場合、「リソー
ス管理プロパティ」セクションの「コンシューマ・グループ・マッピング」リストからコ
ンシューマ・グループの名前を選択します。たとえば、LOW_GROUPというコンシューマ・
グループを選択すると、開発ユーザーに与えるデータベース・リソースへの優先度を低く
することができます。

12. このサービスが特定の Oracle Scheduler ジョブ・クラスで使用される場合、「リソース管理
プロパティ」の「ジョブ・スケジューラ・マッピング」リストから名前を選択してマッピ
ングを指定できます。

注意注意注意注意 : 「サービスの編集」ページでは、サービスに対するコンシューマ・
グループ名を変更できません。これは、特定のサービスに関連付けられた
コンシューマ・グループが複数存在する場合があるためです。ただし、

「サービスの編集」ページには、「リソース・コンシューマ・グループ・
マッピング」ページへのリンクが含まれており、ここでサービスに対する
コンシューマ・グループ・マッピングを変更できます。
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サービスの作成
13. 「「「「OK」」」」をクリックして、サービスを作成します。

サービスをサポートするためのサービスをサポートするためのサービスをサポートするためのサービスをサポートするための Oracle Net の構成の構成の構成の構成
Oracle Enterprise Manager では、新しく作成されたサービス用に Oracle Clusterware リソース
が構成されますが、tnsnames.oraファイルに、対応するエントリは生成されません。

新規作成されたサービスをサポートするよう新規作成されたサービスをサポートするよう新規作成されたサービスをサポートするよう新規作成されたサービスをサポートするよう Oracle Net Services を構成するには、次の手順を構成するには、次の手順を構成するには、次の手順を構成するには、次の手順
を実行します。を実行します。を実行します。を実行します。

1. 次のコマンドを使用して、ローカル・ノード上のリスナーによって新しいサービスが認識
されるかどうかを確認します。

lsnrctl status

次のような新しいサービスのリストが表示されます。

Service "DEVUSERS.oracle.com" has 1 instance(s).
  Instance "sales1", status READY, has 2 handler(s) for this service...

新しく作成されたサービスの表示名（DEVUSERS.oracle.comなど）は、
tnsnames.oraファイルの SERVICE_NAMEパラメータに使用する値です。

2. テキスト・エディタを使用して、データベースに接続するサービスを使用する各クライア
ント、およびサービスの優先インスタンスまたは使用可能インスタンスとしてリストされ
るインスタンスを含む、各ノード上の Oracle_home/network/adminディレクトリの
tnsnames.oraファイルを変更します。次のようなエントリを追加して各ノードの VIP ア
ドレスを指定します。

DEVUSERS = 
  (DESCRIPTION = 
    (ADDRESS_LIST = Service
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = docrac1-vip)(PORT = 1521))
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = docrac2-vip)(PORT = 1521))
    (LOAD_BALANCE = yes)
    )
  (CONNECT_DATA = (SERVICE_NAME = DEVUSERS.oracle.com))
   )

前述の例では、パラメータ ADDRESS_LISTには、サービスの優先インスタンスまたは使
用可能インスタンスのいずれかとして構成されたインスタンスを含む各ノードの 1 つの
ADDRESSが含まれています。

参照参照参照参照 :

� 「ワークロード管理の概要」

� 「接続ロード・バランシングの概要」

� 「ロード・バランシング・アドバイザの概要」

� 「高速アプリケーション通知（FAN）の概要」

� 「サービス・レベルのしきい値の構成」

� 「サービスの管理」

� 『Oracle Database 管理者ガイド』
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3. SQL*Plus とサービス名を使用して Oracle RAC データベースへの接続を試行し、Oracle 
Net Services 構成をテストします。次に例を示します。

$ sqlplus system@DEVUSERS
Enter password: password

パスワードを入力すると、Oracle RAC データベースに正常に接続したことを示すメッセー
ジが表示されます。エラー・メッセージが表示された場合は、tnsnames.oraファイルを
調査して、ユーザー名、パスワードおよびサービス名が正しく入力されたか、Oracle RAC
環境のすべての情報が正しいかを検証します。

4. 新規作成されたサービスの優先または使用可能として指定されたインスタンスを含むクラ
スタ内の他のノード上で、これらの手順を繰り返します。

サービスの管理サービスの管理サービスの管理サービスの管理
Oracle Enterprise Manager でサービスを作成および管理できます。大部分のサービス管理タス
クには、PL/SQL パッケージ DBMS_SERVICEおよび SRVCTL ユーティリティも使用できます。

次の項では、クラスタ・データベース用のサービスの管理方法について説明します。

� Oracle Enterprise Manager を使用したサービス管理の概要

� サービス・レベルのしきい値の構成

Oracle Enterprise Manager を使用したサービス管理の概要を使用したサービス管理の概要を使用したサービス管理の概要を使用したサービス管理の概要
「クラスタ管理データベース・サービス」ページは、サービス関連のすべてのタスクを開始する
マスター・ページです。このページにアクセスするには、「クラスタ・データベース : メンテナ
ンス」ページに移動し、「サービス」セクションの「クラスタ管理データベース・サービス」「クラスタ管理データベース・サービス」「クラスタ管理データベース・サービス」「クラスタ管理データベース・サービス」を
クリックします。このページとページ内のリンクを使用して、次の操作を実行できます。

� クラスタのサービスのリストの表示。

� 各サービスが現在実行されているインスタンスの表示。

� 各サービスのステータスの表示。

� サービスの作成または編集。

� サービスの開始または停止。

� サービスの有効化または無効化。

� サービスに関するインスタンス・レベルのタスクの実行。

� サービスの削除。

「クラスタ管理データベース・サービス」ページの使用「クラスタ管理データベース・サービス」ページの使用「クラスタ管理データベース・サービス」ページの使用「クラスタ管理データベース・サービス」ページの使用
Oracle Enterprise Manager を使用してサービスを管理する際に、「クラスタ管理データベース・
サービス」ページを使用します。

「クラスタ管理データベース・サービス」ページで、次のタスクを実行できます。

� クラスタのサービス、各サービスが現在実行されているインスタンス、および各サービス
のステータスのリストの表示

参照参照参照参照 :

� 「サービスの管理」

� 「Oracle サービスの概要」

� 「サービスの作成」
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サービスの管理
� サービスの開始または停止、サービスの有効化または無効化

� 「サービスの作成」ページおよび「サービスの編集」ページへのアクセス

� サービスのインスタンスレベルのタスクを実行できる「サービスの詳細」ページへのアク
セス

� サービスの接続テスト

「クラスタ管理データベース・サービス」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「クラスタ管理データベース・サービス」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「クラスタ管理データベース・サービス」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「クラスタ管理データベース・サービス」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」タブをクリックします。

2. 可用性サブページの「サービス」ヘッダーの下で、「クラスタ管理データベース・サービ「クラスタ管理データベース・サービ「クラスタ管理データベース・サービ「クラスタ管理データベース・サービ
ス」ス」ス」ス」をクリックします。

「クラスタ管理データベース・サービス : クラスタおよびデータベースのログイン」ページ
が表示されます。

3. データベースの資格証明と、Oracle RAC データベースをホストするクラスタの資格証明を
入力して、「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックします。

「クラスタ管理データベース・サービス」ページが表示され、そのクラスタ・データベー
ス・インスタンス上で使用可能なサービスが表示されます。

「クラスタ管理データベース・サービス「クラスタ管理データベース・サービス「クラスタ管理データベース・サービス「クラスタ管理データベース・サービス : 詳細」ページの使用詳細」ページの使用詳細」ページの使用詳細」ページの使用
任意のサービス用の「クラスタ管理データベース・サービス : 詳細」ページでは、次のタスク
を実行できます。

� すべての優先インスタンスおよび使用可能インスタンス上のサービスのステータスの表示。
ステータスは、「実行中」、「停止中」または「無効」です。

� クラスタ・データベースのインスタンスのサービスの停止および起動。

� クラスタ・データベースのインスタンスのサービスの無効化および有効化。

� 複数のデータベース・インスタンス間でサービスを手動でリバランスするためのサービス
の再配置。

「クラスタ管理データベース・サービス「クラスタ管理データベース・サービス「クラスタ管理データベース・サービス「クラスタ管理データベース・サービス : 詳細」ページにアクセスするには、次の手順を実行し詳細」ページにアクセスするには、次の手順を実行し詳細」ページにアクセスするには、次の手順を実行し詳細」ページにアクセスするには、次の手順を実行し
ます。ます。ます。ます。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「可用性」「可用性」「可用性」「可用性」タブをクリックします。

2. 可用性サブページの「サービス」ヘッダーの下で、「クラスタ管理データベース・サービ「クラスタ管理データベース・サービ「クラスタ管理データベース・サービ「クラスタ管理データベース・サービ
ス」ス」ス」ス」をクリックします。

「クラスタ管理データベース・サービス : クラスタおよびデータベースのログイン」ページ
が表示されます。

3. データベースの資格証明と、Oracle RAC データベースをホストするクラスタの資格証明を
入力して、「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックします。

「クラスタ管理データベース・サービス」ページが表示され、そのクラスタ・データベー
ス・インスタンス上で使用可能なサービスが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Enterprise Manager を使用したサービス管理の概要」

� 「Oracle サービスの概要」

� 「サービスの作成」
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サービスの管理
4. 詳細を表示するサービスの名前をクリックします。

そのサービスの「クラスタ管理データベース・サービス : 詳細」ページが表示されます。
次のスクリーンショットに、DEVUSERS サービスの詳細ページが表示されます。

サービス・レベルのしきい値の構成サービス・レベルのしきい値の構成サービス・レベルのしきい値の構成サービス・レベルのしきい値の構成
サービスの作成時には、サービスのパフォーマンスを測定するためのしきい値を指定できます。
サービスが指定したしきい値を超えると、自動ワークロード・リポジトリ（AWR）からアラー
トが生成され、Oracle Enterprise Manager によって表示されます。

パフォーマンス関連の統計、待機イベントおよびアクティブ・セッションは、サービス・レベ
ルで監視されます。また、AWR では、サービスを使用してパフォーマンスを監視できます。
AWR によって、SQL 実行時間、待機クラス、サービスによって消費されたリソースなどの
サービス・パフォーマンスが記録されます。

サービスを作成する際、「経過時間のしきい値」または「CPU 時間のしきい値」の値を指定で
きます。これらのメトリックに対して「警告およびクリティカル」のしきい値を指定できます。

サービス・レベルのしきい値を変更するには、次の手順を実行します。サービス・レベルのしきい値を変更するには、次の手順を実行します。サービス・レベルのしきい値を変更するには、次の手順を実行します。サービス・レベルのしきい値を変更するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「インスタンス」セクションまで下にスク
ロールします。

2. これらのメトリックのしきい値を変更するインスタンスの名前をクリックします。

「クラスタ・データベース・インスタンス : ホーム」ページが表示されます。

3. ページ下部の「関連リンク」セクションで「メトリックとポリシー設定」「メトリックとポリシー設定」「メトリックとポリシー設定」「メトリックとポリシー設定」をクリックしま
す。

「メトリックとポリシー設定」ページが表示されます。

4. 「表示」を「すべてのメトリック」「すべてのメトリック」「すべてのメトリック」「すべてのメトリック」に設定し、「サービス・レスポンス時間」「サービス・レスポンス時間」「サービス・レスポンス時間」「サービス・レスポンス時間」または「サー「サー「サー「サー
ビスビスビスビス CPU 時間」時間」時間」時間」のしきい値のいずれかを検索します。そのしきい値の「編集」アイコンを
クリックします。

「詳細設定の編集」ページが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Enterprise Manager を使用したサービス管理の概要」

� 「Oracle サービスの概要」

� 「サービスの作成」
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クライアント・フェイルオーバーの構成
5. 「警告のしきい値」「警告のしきい値」「警告のしきい値」「警告のしきい値」または「クリティカルのしきい値」「クリティカルのしきい値」「クリティカルのしきい値」「クリティカルのしきい値」フィールドにしきい値（ミリ秒）を
入力し、「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックします。

「メトリックとポリシー設定」ページが表示されます。

6. 別のメトリックのしきい値を編集するか、または完了したら、「「「「OK」」」」をクリックします。

クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成
フェイルオーバーを自動化する場合、考慮する主要な要素が 2 つあります。1 つは、新規の本
番データベースへの接続が試行される前の TCP/IP ネットワーク・タイムアウトを避けるため
に、障害発生時に接続されているクライアントに障害が発生したことを迅速かつ自動で通知す
る必要があることです（タイムアウトの範囲は 8 分から 2 時間の間で、オペレーティング・シ
ステムによって異なります）。Oracle RAC 構成では、高速アプリケーション通知（FAN）を使
用して JDBC クライアント、OCI クライアントおよび ODP.NET クライアントに通知します。
FAN イベント通知およびコールアウトによって、プライマリ・サイトでの障害発生時にクライ
アントが自動かつ迅速にリダイレクトできます。

2 つ目のクライアント・フェイルオーバーの主要な要素は、フェイルオーバー発生後の新規イ
ンスタンスへのクライアントのリダイレクトで、これはサービスを使用して実装できます。
Oracle RAC データベースでのサービス作成時にサービスを割り当てたインスタンスが使用でき
なくなった場合、Oracle RAC では、データベースで使用可能なインスタンスにサービスを再配
置します。接続リクエストが入るときにどのインスタンスが現在サービスを提供しているかを、
リスナー登録を使用してクラスタ内のすべてのリスナーが認識できるようにするために、ユー
ザーはインスタンスから独立したサービスにアクセスできます。

この項では、アプリケーション・クライアントの FAN を構成します。この項には次のトピック
が含まれます。

� JDBC クライアント・フェイルオーバーの構成

� OCI クライアント・フェイルオーバーの構成

� ODP.NET クライアント・フェイルオーバーの構成

JDBC クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成
アプリケーションで JDBC 開発環境を Thick および Thin JDBC クライアントに使用できます。
JDBC の暗黙的な接続キャッシュを使用して、高速接続フェイルオーバーおよびランタイム接
続ロード・バランシングの FAN 機能を有効にする必要があります。この項では JDBC（Java 
Database Connectivity）クライアント・フェイルオーバーの構成方法を説明します。

JDBC クライアントのクライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行しまクライアントのクライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行しまクライアントのクライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行しまクライアントのクライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行しま
す。す。す。す。

1. Oracle Enterprise Manager Database Control または Oracle Enterprise Manager Grid 
Control のクラスタ管理サービスに関するページを使用して新規サービスを作成します。
サービスの作成の詳細は、7-9 ページの「サービスの作成」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle サービスの概要」

� 「サービスの作成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

参照参照参照参照 :

� 「高速アプリケーション通知（FAN）の概要」

� 「Oracle サービスの概要」
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クライアント・フェイルオーバーの構成
2. DataSourceプロパティ FastConnectionFailoverEnabledを TRUEに設定して、
JDBC クライアントの高速接続フェイルオーバーを有効化します。次に例を示します。

OracleDataSource ods;
ods = new OracleDataSource();
...
ods.setConnectionCachingEnabled(True);
ods.setFastConnectionFailoverEnabled(True);
ods.setConnectionCacheName("MyCache");
ods.setConnectionCacheProperties(cp);

3. oracle.net.ns.SQLnetDef.TCP_CONNTIMEOUT_STRプロパティをデータ・ソース上
でゼロ以外の値に設定します（暗黙的な接続キャッシュ上では設定しません）。JDBC クラ
イアントがこのプロパティの設定時に、使用できないホストに接続しようとした場合、接
続試行は oracle.net.ns.SQLnetDef.TCP_CONNTIMEOUT_STRに対して指定した時間
にバインドされます。指定した時間が過ぎても接続に成功しない場合、クライアントはア
ドレス・リストにある次のホストに接続しようとします。ほとんどのインストールに対し
て十分なプロパティの設定値は 3 秒です。

4. クラスタ内の各ノードの VIP アドレスのリストを含み、既存のサービスに接続されている
接続記述子を使用するように JDBC クライアントを構成します。2 ノードの Oracle Real 
Application Clusters（RAC）クラスタの例を次に示します。

Sales_JDBC =
  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=docrac1_vip)(PORT=1521))
    (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=docrac2_vip)(PORT=1521))
    (LOAD_BALANCE = yes)
    (CONNECT_DATA =
      (SERVER = DEDICATED)
      (SERVICE_NAME = Sales_JDBC)
    )
  )

JDBC Thin ドライバでは Oracle Net を使用しないため、JDBC Thin ドライバを使用する場
合は、URL に完全な接続記述子を含む必要があります。

5. JDBC クライアントでリモート Oracle Notification Services（ONS）サブスクリプションを
構成し、クライアントで ONS デーモンが必要とされないようにします。次に例を示しま
す。

ods.setONSConfiguration("docrac1_vip:6200,docrac2_vip:6200");

リモート ONS サブスクリプションでは、クライアント・アプリケーションでフェイルオー
バーに使用できるすべてのホストが指定されている必要があります。さらにすべての ONS
通信にセキュア・ソケット・レイヤー（SSL）を使用します。次に例を示します。

ods.setONSConfiguration("nodes=docrac1_vip:6200,
docrac2_vip:6200 walletfile=/mydir/conf/Wallet");

注意注意注意注意 : TAF 処理は FAN ONS 処理を妨害するため、透過アプリケーショ
ン・フェイルオーバー（TAF）を JDBC Thick クライアントの高速接続
フェイルオーバーで構成しないでください。
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クライアント・フェイルオーバーの構成
OCI クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成
この項では、FAN イベントを使用したフェイルオーバーの Oracle Call Interface（OCI）クライ
アントを構成する方法について説明します。

OCI クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次のようにします。クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次のようにします。クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次のようにします。クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次のようにします。

1. Oracle Enterprise Manager Database Control または Oracle Enterprise Manager Grid 
Control のクラスタ管理サービスに関するページを使用して OCI クライアントのサービス
を作成します。サービスの作成の詳細は、7-9 ページの「サービスの作成」を参照してくだ
さい。

サービスを優先したプライマリ・インスタンスを構成する必要があります。「サービス・プ
ロパティ」で「透過アプリケーション・フェイルオーバー・ポリシー」を「基本」に設定
します。「通知プロパティ」では、「OCI および ODP.NET アプリケーションでの高速アプ
リケーション通知の有効化」を選択します。

Oracle Enterprise Manager を使用したサービスの変更の詳細は 7-13 ページの「サービスの
管理」を参照してください。

2. OCI_EVENTSパラメータで環境を初期化して、OCI クライアントの FAN を有効化します。
次に例を示します。

OCIEnvCreate(...OCI_EVENTS...)

3. OCI クライアント・アプリケーションをスレッド・ライブラリ libthreadまたは
libpthreadにリンクします。

4. 高速アプリケーション通知が有効になった後、クライアントおよびアプリケーションに
よって高可用性イベントが発生するときは常に起動するようコールバックを登録できます。
次に例を示します。

OCIAttrSet(envhp, (ub4) OCI_HTYPE_ENV, (dvoid *)evtcallback_fn, 
  (ub4) 0, (ub4)OCI_ATTR_EVTCBK, errhp); 
OCIAttrSet(envhp, (ub4) OCI_HTYPE_ENV, (dvoid *)evtctx, (ub4) 0, 
  (ub4)OCI_ATTR_EVTCTX, errhp);

イベントのコールバックとコンテキストを登録した後、OCI は高可用性イベントが発生す
るたびに登録された関数を 1 回コールします。

参照参照参照参照 :

� 「サービスの作成」

� 「高速アプリケーション通知（FAN）の概要」

� 「クライアント・フェイルオーバーの構成」

� 高速接続フェイルオーバーおよび ONS の構成の詳細は、『Oracle 
Database JDBC 開発者ガイドおよびリファレンス』を参照してくださ
い。

� ユーザーを認証するメソッドの作成の詳細は、『Oracle Database 2 日
で Java 開発者ガイド』を参照してください。

� クライアント・フェイルオーバーの構成については、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し
てください。
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クライアント・フェイルオーバーの構成
ODP.NET クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成クライアント・フェイルオーバーの構成
Oracle インスタンスに予期せず接続される場合、透過アプリケーション・フェイルオーバー

（TAF）によって、他の Oracle インスタンスへフェイルオーバーがシームレスに試行されます。
フェイルオーバーに時間がかかることがあるため、TAF コールバックによってアプリケーショ
ンにその遅延を通知する必要がある場合があります。ODP.NET では OracleConnectionオ
ブジェクトの Failover イベントによって TAF コールバックをサポートします。TAF コールバッ
クを受信するには、イベント・ハンドラ機能を OracleConnection オブジェクトの
Failoverイベントで登録する必要があります。また、接続パラメータ enlistは TAF を機能
させるために falseに設定する必要があります。

ODP.NET を有効化する手順は、FCF の有効化に接続文字列内でのパラメータの設定が必要とい
う点で、JDBC を有効化する手順と似ています。この項では、FAN イベントを使用してフェイ
ルオーバーの Oracle Data Provider for .NET（ODP.NET）クライアントを構成する方法を説明
します。

ODP.Net クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行します。クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行します。クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行します。クライアント・フェイルオーバーを構成するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Enterprise Manager Database Control または Oracle Enterprise Manager Grid 
Control のクラスタ管理サービスに関するページを使用して ODP.NET クライアントのサー
ビスを作成します。サービスの作成の詳細は、7-9 ページの「サービスの作成」を参照して
ください。

サービスを優先したプライマリ・インスタンスを構成する必要があります。「サービス・プ
ロパティ」で「透過アプリケーション・フェイルオーバー・ポリシー」を「基本」に設定
します。「通知プロパティ」では、「OCI および ODP.NET アプリケーションでの高速アプ
リケーション通知の有効化」を選択します。「接続ロード・バランシングの目標」を「長
い」に設定します。

2. ODP.NET 接続プールの FCF を FAN の高可用性イベントにサブスクライブして有効化しま
す。有効化するには ha events接続文字列属性を接続時に trueに設定します。これは、
接続プールを使用している場合にのみ機能します。つまり、pooling属性を trueに設定
する必要があります。次に例を示します。この例で、username は接続先のデータベース・
ユーザーの名前を、password はそのユーザーのデータベース・パスワードを示します。

// C#
using System;
using Oracle.DataAccess.Client;
class HAEventEnablingSample
{
  static void Main()
  {
    OracleConnection con = new OracleConnection();

    // Open a connection using ConnectionString attributes
    // Also, enable "load balancing"
    con.ConnectionString =
      "User Id=username;Password=password;Data Source=oracle;" +

参照参照参照参照 :

� 「サービスの作成」

� 「高速アプリケーション通知（FAN）の概要」

� 「クライアント・フェイルオーバーの構成」

� イベント通知およびユーザー登録コールバックの詳細は、『Oracle 
Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

� OCI クライアントに対する高速アプリケーション通知の構成の詳細
は、『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガ
イド』を参照してください。
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透過的アプリケーション・フェイルオーバー : Oracle By Example Series
      "Min Pool Size=10;Connection Lifetime=120;Connection Timeout=60;" +
      "HA Events=true;Incr Pool Size=5;Decr Pool Size=2";

    con.Open();

    // Create more connections and carry out work against the DB here.

    // Dispose OracleConnection object
    con.Dispose();
    }
 }

透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー : Oracle By Example 
Series

Oracle Net Services によってインスタンスへの接続が確立されると、クライアントが接続をク
ローズするか、インスタンスが停止するか、または障害が発生するまで、接続はオープン状態
のまま維持されます。接続に透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）を構成する
と、インスタンスで障害が発生した場合、Oracle RAC では、障害が発生していないインスタン
スにセッションが移動されます。

TAF では、フェイルオーバーが完了すると問合せは再開できますが、INSERT、UPDATE、
DELETEなどの他のトランザクションの場合、アプリケーションで、失敗したトランザクショ
ンをロールバックして再度送信する必要があります。フェイルオーバーが発生したら、セッ
ションのカスタマイズ（つまり ALTER SESSION文）を再実行する必要があります。

Oracle By Example（OBE）には、Oracle Database 11g リリース 1 の高可用性機能に関する一連
のチュートリアルが含まれています。この OBE には、Oracle Enterprise Manager および
PL/SQL を使用した、Oracle RAC 環境での TAF の設定方法が示されています。

透過的アプリケーション・フェイルオーバーに関する OBE のチュートリアルを表示するには、
次の URL に移動します。

http://www.oracle.com/technology/obe/10gr2_db_vmware/ha/rac/rac.htm

参照参照参照参照 :

� 「サービスの作成」

� 「高速アプリケーション通知（FAN）の概要」

� 「クライアント・フェイルオーバーの構成」

� イベント通知およびユーザー登録コールバックの詳細は、『Oracle 
Data Provider for .NET 開発者ガイド』を参照してください。

� ODP.NET クライアントに対する高速アプリケーション通知の構成の
詳細は、『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメン
ト・ガイド』を参照してください。
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パフォーマンスの監視およびパフォーマンスの監視およびパフォーマンスの監視およびパフォーマンスの監視および

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）データベースにおけるパフォーマンス・
チューニングは、単一インスタンスのデータベースでのパフォーマンス・チューニングと非常
に類似しています。また、シングル・インスタンスの Oracle データベースで実行する多くの
チューニング・タスクによって、Oracle RAC データベースのパフォーマンスを向上させること
もできます。この章では、Oracle RAC に固有のパフォーマンス・チューニングと監視タスクに
ついて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の概要

� 他のパフォーマンス関連グラフの参照

� クラスタ・データベースのトポロジの表示

� Oracle Clusterware の監視

� Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング

参照参照参照参照 :

� 基本的なデータベース・チューニングの詳細は、『Oracle Database 
2 日でデータベース管理者』を参照してください。

� 一般的なパフォーマンス・チューニングの詳細は、『Oracle Database 
2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

� Oracle Real Application Clusters コンポーネントの問題における診断
の詳細は、『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメン
ト・ガイド』を参照してください。

� Oracle Clusterware コンポーネントの問題における診断の詳細は、
『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照して
ください。
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Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の概要
Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視
の概要の概要の概要の概要

Oracle Enterprise Manager Database Control と Oracle Enterprise Manager Grid Control はいず
れも、クラスタを認識し、クラスタ・データベースを集中管理するためのコンソールを提供し
ます。

「クラスタ・データベース : ホーム」ページから、次のすべての操作を実行できます。

� クラスタ内にあるノードの数や現在のステータスなど、全体的なシステム・ステータスの
表示。この高レベルの表示機能を利用することで、包括的で集計的な情報のみを確認する
場合に、個々のデータベース・インスタンスにアクセスして詳細を確認する必要がなくな
ります。

� すべてのインスタンスから集計されたアラート・メッセージと各アラート・メッセージの
ソースのリストの表示。アラート・メッセージアラート・メッセージアラート・メッセージアラート・メッセージとは、特定のメトリックの条件に一致した
ことを表すインジケータです。メトリックメトリックメトリックメトリックとは、システムの状態の報告に使用される測定
の単位です。

� クラスタ全体に影響している問題および個々のインスタンスに影響している問題を確認し
ます。

� クラスタ・キャッシュ一貫性の統計の監視。処理の傾向の識別や、Oracle RAC 環境のパ
フォーマンスの 適化に便利です。キャッシュ一貫性の統計によって、複数のインスタン
スのキャッシュ内にあるデータがどの程度適切に同期化されているかを測定します。デー
タ・キャッシュが相互に完全に同期化されている場合、どのインスタンスのキャッシュか
らメモリーの場所を読み取っても、その場所に対して任意のインスタンスのキャッシュか
ら書き込まれた 新のデータが戻されます。

� クラスタ・データベースのサービスに、可用性の問題があるかどうかを確認します。サー
ビスは、すべての優先インスタンス上で実行されていない場合、そのレスポンス時間のし
きい値が満たされていない場合などに、問題があるサービスであるとみなされます。「クラ
スタ・データベース : ホーム」ページでリンクをクリックすると、「クラスタ管理データ
ベース・サービス」ページが表示され、サービスを管理できます。

� 未処理のクラスタウェア・インターコネクトのアラートを確認します。

また、Oracle RAC 環境の監視についての次の点にも注意してください。

� 自動ワークロード・リポジトリ（AWR）や Statspack などのパフォーマンス監視機能は、
Oracle RAC 対応です。

� 複数のインスタンスにわたる統計の表示には、グローバル動的パフォーマンス・ビュー
（GV$ ビュー）を使用できます。これらのビューは、単一インスタンスの V$ ビューに基づ
いています。

この項の内容は次のとおりです。

� 自動データベース診断モニターおよび Oracle RAC のパフォーマンス

� Oracle RAC の ADDM 結果の表示

� 「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページの概要

注意注意注意注意 : オラクル社では、Statspack ではなく、より高度な Oracle 
Database 11g の Diagnostics Pack および Tuning Pack の管理および監視機
能を使用することをお薦めします。これらのパックには、AWR が含まれ
ています。
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Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の概要
自動データベース診断モニターおよび自動データベース診断モニターおよび自動データベース診断モニターおよび自動データベース診断モニターおよび Oracle RAC のパフォーマンスのパフォーマンスのパフォーマンスのパフォーマンス
自動データベース診断モニター（ADDM）は Oracle Database に組み込まれている自己診断エ
ンジンです。ADDM で自動ワークロード・リポジトリ（AWR）に取得されたデータが調査お
よび分析され、Oracle Database に発生する可能性のあるパフォーマンスの問題を判別します。
その後、パフォーマンスの問題の根本的な原因を含む場所が特定され、問題修正のための推奨
事項を提示し、予測されるメリットを定量化します。ADDM では、データベースおよびインス
タンス・レベルの両方でパフォーマンスの問題についての AWR データを分析します。

ADDM 分析は、各 AWR スナップが生成されるとき（デフォルトでは 1 時間ごと）に実行され
ます。結果はデータベースに保存され、Oracle Enterprise Manager を使用して表示できます。
パフォーマンスに問題がある場合は常に、ADDM 分析の結果を 初に確認する必要がありま
す。ADDM 分析は、トップダウンで実行され、 初に症状を識別し、根本的な原因が判明する
まで分析を精製し、 後に問題の改善策を提供します。

クラスタ全体の分析の場合、Oracle Enterprise Manager によって次の 2 種類の結果がレポート
されます。

� データベース結果 : クラスタ・データベース内のすべてのインスタンスで共有されるリソー
スに関する問題、または複数のインスタンスに影響を与える問題。データベース結果の例
には、共有記憶域として使用されるディスク・システム上での I/O の競合があります。

� インスタンス結果 : 1 つのインスタンスのみで使用可能なハードウェアまたはソフトウェア
に関する問題、または単一のインスタンスにのみ影響を与える一般的な問題。インスタン
ス結果の例には、CPU の高負荷やメモリー割当ての不足があります。

ADDM では、重要な結果、またはインスタンスまたはデータベースの処理時間の大部分を占め
る結果のみが報告されます。インスタンス処理時間は、単一のインスタンスのパフォーマンス
の問題が原因でリソースを使用する時間です。データベース処理時間は、自動ストレージ管理

（ASM）インスタンスを除くデータベースのすべてのインスタンスのパフォーマンスの問題が
原因でリソースを使用する時間の合計です。

インスタンス結果が大量のデータベース時間に関連する場合、データベース結果として報告さ
れることがあります。たとえば、1 つのインスタンスで CPU が 900 分間使用され、そのクラス
タ・データベースの CPU 使用時間の合計が 1040 分間である場合、1 つのインスタンスでの使
用時間がデータベース時間の大部分を占めているため、データベース結果として報告されます。

問題の結果は、パフォーマンス問題の影響を削減するための推奨事項のリストに関連付けるこ
とができます。それぞれの推奨にはベネフィットがあります。ベネフィットとは、その推奨を
実装した場合に削減できるデータベース時間の推定値（割合）です。推奨事項のリストには、
同じ問題を解決するための複数の代替方法を含めることができます。これにより、推奨を適用
する必要がなくなります。

推奨は、アクションおよび論理で構成されます。ある推奨で推定されるベネフィットを得るに
は、その推奨のすべてのアクションを適用する必要があります。論理では、アクションが推奨
される理由が説明され、提案される推奨を実装するための追加情報が提供されます。
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Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の概要
Oracle RAC のののの ADDM 結果の表示結果の表示結果の表示結果の表示
デフォルトでは、ADDM は毎時間実行され期間中に AWR によって作成されるスナップショッ
トを分析します。データベースがパフォーマンスの問題を検出した場合、分析の結果が「クラ
スタ・データベース : ホーム」ページの「診断サマリー」に表示されます。「ADDM 結果」リ
ンクは、直近の ADDM 分析で検出された ADDM 結果がいくつあるかを示しています。

Oracle Enterprise Manager では、次の方法で Oracle RAC の ADDM にアクセスできます。

� 「クラスタ・データベース : ホーム」ページの「診断サマリー」で、「「「「ADDM 結果」結果」結果」結果」リンク
をクリックします。

� 「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページで、「アクティブ・セッション」グラフ
の下にあるカメラ・アイコンをクリックします。

� 「クラスタ・データベース : ホーム」ページまたは「パフォーマンス」ページの「関連リン
ク」セクションで、「アドバイザ・セントラル」「アドバイザ・セントラル」「アドバイザ・セントラル」「アドバイザ・セントラル」をクリックします。「アドバイザ・セント
ラル」ページで、「「「「ADDM」」」」を選択します。「過去のパフォーマンスを分析するには、「過去のパフォーマンスを分析するには、「過去のパフォーマンスを分析するには、「過去のパフォーマンスを分析するには、
ADDM を実行してください」を実行してください」を実行してください」を実行してください」オプションを選択し、適切な間隔を指定して「「「「OK」」」」をク
リックします。

「クラスタ・データベース「クラスタ・データベース「クラスタ・データベース「クラスタ・データベース : ホーム」ページからホーム」ページからホーム」ページからホーム」ページから ADDM 結果を表示するには、次の手順を実行結果を表示するには、次の手順を実行結果を表示するには、次の手順を実行結果を表示するには、次の手順を実行
します。します。します。します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページの「診断サマリー」の下にある「ADDM 結果」
の横に 0（ゼロ）以外の数値が表示されている場合は、このリンクをクリックします。

また、「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「インスタンス」表を表示することに
よって、インスタンスごとに ADDM 結果を表示することもできます。

「ADDM 結果」の番号を選択すると、そのクラスタ・データベースの「自動データベース
診断モニター (ADDM)」ページが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 「ワークロード管理の概要」

� AWR および ADDM の構成および使用の詳細は、『Oracle Database 
2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してくださ
い。

� 自動データベース診断モニターの詳細は、『Oracle Database パフォー
マンス・チューニング・ガイド』を参照してください。
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2. ADDM 実行結果を確認します。

「自動データベース診断モニター (ADDM)」ページで、「データベース・アクティビティ」
グラフは、ADDM 分析期間中にデータベース・アクティビティを表示します。データベー
ス・アクティビティのタイプは、グラフに関連した色に基づいて凡例で定義されます。グ
ラフの下にある各アイコンは、異なった ADDM タスクを示します。各 ADDM タスクは、
ワークロード・リポジトリに保存されている個々の Oracle Database スナップショットの
ペアに順々に対応します。

「ADDM パフォーマンス分析」セクションで、ADDM 結果は影響の高いものから降順でリ
ストされます。「情報の結果」セクションでは、パフォーマンスに影響がなく、情報目的の
みの領域をリストします。

「影響を受けるインスタンス」グラフは、各インスタンスがこれらの結果によって受ける影
響の程度を示しています。

3. （オプション）「ズーム」アイコンをクリックすると、グラフに表示されている分析期間を
短縮、または拡大できます。

4. （オプション）レポートに ADDM の検出結果を表示するには、「レポートの表示」「レポートの表示」「レポートの表示」「レポートの表示」をク
リックします。

      「レポートの表示」ページが表示されます。

      「ファイルに保存」「ファイルに保存」「ファイルに保存」「ファイルに保存」をクリックして、後のアクセスのレポートを保存できます。

5. 「ADDM」ページの「影響を受けるインスタンス」表で、「影響」に 大値が示されている
ADDM 結果に関連するインスタンスのリンクをクリックします。

そのインスタンスの「自動データベース診断モニター (ADDM)」ページが表示されます。

6. 「ADDM パフォーマンス分析」セクションで、結果の名前を選択します。

「パフォーマンス結果の詳細」ページが表示されます。

7. パフォーマンスの問題を解決するために使用可能な「推奨」を表示します。SQL チューニ
ング・アドバイザを実行し、そのパフォーマンス結果の原因となっている SQL 文をチュー
ニングします。
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「クラスタ・データベース「クラスタ・データベース「クラスタ・データベース「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページの概要パフォーマンス」ページの概要パフォーマンス」ページの概要パフォーマンス」ページの概要
「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページでは、データベースのパフォーマンス統計
を簡単に確認できます。Oracle Enterprise Manager では、指定した期間にわたって各インスタ
ンスのデータが蓄積されます。このデータは収集ベース・データと呼ばれます。また、Oracle 
Enterprise Manager では、各インスタンスの現在のデータも表示されます。このデータはリア
ルタイム・データと呼ばれます。

統計は、クラスタ・データベース内のすべてのインスタンスにわたってロールアップされます。
グラフの横にあるリンクを使用すると、詳細を表示したり、次のタスクを実行することができ
ます。

� パフォーマンスの問題の原因の特定

� リソースを追加または再分散する必要があるかどうかの判別

� SQL プランおよびスキーマのチューニングによる 適化

� パフォーマンスの問題の解決

次のスクリーンショットは、「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページの一部を示し
ています。このページにアクセスするには、「クラスタ・データベース : ホーム」ページの
「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」タブをクリックします。

「パフォーマンス」ページのグラフは次の項で説明します。

� 「クラスタ・ホストのロード平均」グラフの表示

� 「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフの表示

� 「平均アクティブ・セッション」グラフの表示

� 「データベース・スループット」グラフの表示
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「クラスタ・ホストのロード平均」グラフの表示「クラスタ・ホストのロード平均」グラフの表示「クラスタ・ホストのロード平均」グラフの表示「クラスタ・ホストのロード平均」グラフの表示 
「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページにある「クラスタ・ホストのロード平均」
グラフには、データベース外部で発生する可能性がある問題が表示されます。このグラフには、
過去 1 時間のクラスタ内の使用可能なノードの 大値、平均値および 小値が表示されます。

ロード平均がクラスタ内のすべてのホストの CPU 合計数の平均より高い場合、多数のプロセス
が CPU のリソースを待機しています。多くの場合、チューニングされていない SQL 文によっ
て、CPU 使用率が高くなります。ロード平均値を、「平均アクティブ・セッション」グラフの

「使用中の CPU」に表示されている値と比較します。セッションの値が低くてロード平均の値
が高い場合、ホストでは監視対象データベース以外のものによって CPU が使用されています。

「クラスタ・ホストのロード平均」グラフに表示されるロード値ラベルのいずれかをクリックす
ると、そのロード値の詳細を表示できます。たとえば、「平均」「平均」「平均」「平均」ラベルをクリックすると、

「ホスト : 平均ロード」ページに、クラスタ内の 大 4 つのノードのホストの平均ロードを示す
グラフが表示されます。

データを、サマリー・グラフに表示するか、各ノードのデータをまとめて 1 画面に表示するか、
各ノードのデータがそれぞれのグラフに表示されるタイル・グラフを使用するかを選択できま
す。「カスタマイズ」「カスタマイズ」「カスタマイズ」「カスタマイズ」をクリックし、各行に表示されるタイル・グラフの数またはタイル・グラ
フを順序付けする方法を変更できます。

「ホスト : 平均ロード」ページに表示されるデータの変更の詳細は、Oracle Enterprise Manager
のオンライン・ヘルプを参照してください。

「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフの表示「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフの表示「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフの表示「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフの表示
各クラスタ・データベース・インスタンスには、そのシステム・グローバル領域（SGA）に独
自のバッファ・キャッシュがあります。Oracle RAC 環境では、キャッシュ・フュージョンを使
用して、各インスタンスのバッファ・キャッシュを論理的に結合し、論理的に結合された単一
キャッシュ上にあるかのようにデータベース・インスタンスでデータを処理できるようにしま
す。

プロセスがデータ・ブロックへのアクセスを試行する場合、 初に、ローカル・バッファ・
キャッシュにあるデータ・ブロックのコピーの検出を試行します。ローカル・バッファ・
キャッシュでデータ・ブロックのコピーが検出されない場合は、グローバル・キャッシュでの
操作が開始されます。ディスクからデータ・ブロックを読み取る前に、プロセスは別のインス
タンスのバッファ・キャッシュでデータ・ブロックの検索を試行します。別のインスタンスの
バッファ・キャッシュにデータ・ブロックが存在する場合、あるデータベース・インスタンス
がデータ・ブロックをディスクに書き込み、別のインスタンスがディスクからそのデータ・ブ
ロックを再び読み取るのではなく、キャッシュ・フュージョンはデータ・ブロックのバージョ
ンをローカル・バッファ・キャッシュに転送します。たとえば、sales1インスタンスがその
バッファ・キャッシュにデータ・ブロックをロードした後、sales2インスタンスは、ディス
クからデータ・ブロックを読み取るのではなく、キャッシュ・フュージョンを使用することで、
sales1インスタンスからより短時間でデータ・ブロックを取得できます。

「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフでは、現行ブロックと読取り
一貫性（CR）ブロックの 2 種類のデータ・ブロック・リクエストのデータが示されます。デー
タベースのデータを更新する場合、Oracle Database ではそのデータを含む 新バージョンの
データ・ブロック（現行ブロック現行ブロック現行ブロック現行ブロック）を検索する必要があります。問合せを実行する場合、その
問合せの開始前にコミットされたデータのみが問合せで参照されます。問合せの開始後に変更
されたデータ・ブロックは UNDO セグメントのデータから再構築され、再構築されたデータは
読取り一貫性ブロック一貫性ブロック一貫性ブロック一貫性ブロックとして問合せで使用可能になります。

「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページの「グローバル・キャッシュ・ブロックの
アクセス待機時間」グラフでは、各タイプのデータ・ブロック・リクエストの待機時間待機時間待機時間待機時間、つま
り、読取り一貫性ブロックと現行ブロックを検索してバッファ・キャッシュ間で転送するため
に費やされた時間が示されます。
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「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフのいずれかのメトリックをク
リックすると、そのタイプのキャッシュ・ブロックの詳細を表示できます。たとえば、「平均現「平均現「平均現「平均現
行ブロック受信時間」行ブロック受信時間」行ブロック受信時間」行ブロック受信時間」メトリックをクリックすると、「インスタンスごとの平均現行ブロック受
信時間」ページが表示され、クラスタ内の 大 4 つのノードのホストの平均現行ブロック受信
時間を示すグラフが表示されます。データをサマリー・グラフに表示するか、タイル・グラフ
を使用するかを選択できます。サマリー・グラフを選択すると、デフォルトでは、受信時間の
長い順に上位 4 つのインスタンスが表示されます。タイル・グラフを選択すると、各ノードの
データがそれぞれのグラフに表示されます。どのノードをサマリーに表示するか、タイル・グ
ラフにするかをカスタマイズできます。

また、「インスタンスごとの平均現行ブロック受信時間」ページまたは「クラスタ・キャッシュ
一貫性」ページでは、「アクティブ・セッション履歴」グラフでスライダー・バーを使用して、
過去 1 時間以内の特定の 5 分間の時間枠（期間）を拡大表示できます。これによって、キャッ
シュ一貫性の高いアクティビティ期間に実行されていた上位のセッション、サービス、モ
ジュール、アクション、または SQL 文を識別できます。

ページ上部にある「メトリック」リストを使用して、表示されるメトリックを変更できます。
選択できるメトリックを次に示します。

� 平均 CR ブロック受信時間

� 平均現行ブロック受信時間

� 受信された GC 現行ブロック

� 受信された GC CR ブロック

� 物理読取り

� グローバル・キャッシュ・ブロック転送

各メトリックによって、そのメトリックの監視ページが表示されます。各メトリックの監視
ページでは、サマリー・グラフまたはタイル・グラフでそのメトリックのデータを表示できま
す。また、メトリックの監視ページの「 大」、「平均」、「 小」グラフに、すべてのアクティ
ブなクラスタ・データベース・インスタンスのメトリックの 大値、平均値および 小値を表
示できます。
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「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフに長い待機時間（長い経過時
間）が示された場合、次の原因が考えられます。

� チューニングされていない SQL 文により発生する多数のリクエスト。

� キュー内で CPU を待機または遅延をスケジュールしている多数のプロセス。

� 低速、ビジーまたは問題のあるインターコネクト。これらの場合、ネットワーク接続でパ
ケットのドロップ、再転送または巡回冗長検査（CRC）エラーが発生していないかどうか
を確認します。

クラスタ内の共有データに対する同時読取り / 書込みアクティビティは、頻繁に発生するアク
ティビティです。サービス要件にもよりますが、通常、このアクティビティがパフォーマンス
の問題を引き起こすことはありません。ただし、グローバル・キャッシュ・リクエストがパ
フォーマンスの問題を発生させる場合は、SQL プランおよびスキーマを 適化してローカル・
バッファ・キャッシュ内でデータ・ブロックが検索される割合を上げて I/O を 小限に抑える
ことが、パフォーマンス・チューニングを行う際の確実な方法となります。読取り一貫性ブ
ロックおよび現行ブロックのリクエストの待機時間が 10 ミリ秒に達している場合は、問題解決
の第 1 ステップとして、「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページに移動して詳細情報を確認する
必要があります。

「平均アクティブ・セッション」グラフの表示「平均アクティブ・セッション」グラフの表示「平均アクティブ・セッション」グラフの表示「平均アクティブ・セッション」グラフの表示 
「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページの「平均アクティブ・セッション」グラフ
では、データベース内で考えられる問題が表示されます。「カテゴリは待機クラスとも呼ばれ、
データベース内で CPU やディスク I/O などのリソースを使用している部分が表示されます。
CPU 時間を待機時間と比較すると、レスポンス時間のうちどれくらいの時間が、他のプロセス
に保持されている可能性のあるリソースの待機ではなく有効な作業に消費されているかを確認
できます。

このグラフには、データベースまたはインスタンスのワークロードが表示され、パフォーマン
スの問題が示されます。クラスタ・データベース・レベルでは、このグラフに、すべてのイン
スタンスにわたる集約待機クラス統計が示されます。より詳細に分析するために、グラフの下
部にあるクリップボード・アイコンをクリックして、その期間のデータベースの ADDM 分析
を表示することができます。

「平均アクティブ・セッション」グラフのピークを「データベース・スループット」グラフの
ピークと比較します。「平均アクティブ・セッション」グラフに待機中のセッションが多数表示
され、内部的な競合が示されている場合でも、スループットが高ければ、状況は許容できる可
能性があります。内部的な競合が低く、スループットが高い場合も、データベースはおそらく
効率よく実行されています。一方、内部的な競合が高くスループットが低い場合は、データ
ベースのチューニングを検討してください。

「平均アクティブ・セッション」グラフの横にある待機クラスの凡例をクリックすると、保存さ
れているインスタンス・レベルの情報を「インスタンスごとのアクティブ・セッション」ペー
ジに表示できます。「インスタンスごとのアクティブ・セッション」ページの「待機クラス」ア
クション・リストを使用して、異なる待機クラスを表示できます。「インスタンスごとのアク
ティブ・セッション」ページには、 大 4 つのインスタンスのサービス時間が表示されます。

「カスタマイズ」ボタンを使用すると、表示されるインスタンスを選択できます。インスタンス
のデータは、タイル・グラフを使用して別々に表示するか、または 1 つのサマリー・グラフに
まとめることができます。
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特定のカテゴリで多数の待機イベントの原因となっている問題を診断および解決する必要があ
る場合、関係のあるインスタンスを選択し、多くのデータベース・リソースを消費している待
機イベント、SQL、セッション、サービス、モジュール、アクションを表示できます。

「データベース・スループット」グラフの表示「データベース・スループット」グラフの表示「データベース・スループット」グラフの表示「データベース・スループット」グラフの表示
「パフォーマンス」ページの 後のグラフでは、様々なデータベース・リソースの使用率が監視
されます。このグラフの上部の「スループット」タブをクリックすると、「データベース・ス
ループット」グラフを表示できます。

「データベース・スループット」グラフは、「平均アクティブ・セッション」グラフに表示され
る任意の競合を要約する他、ユーザーやアプリケーションのかわりにデータベースが実行中の
作業の量を示します。「1 秒当たり」ビューは、1 秒当たりのログオン数に対するトランザク
ションの数、REDO サイズに対する物理読取りの量を示します。「1 トランザクション当たり」
ビューは、トランザクション当たりの REDO サイズに対する物理読取りの量を示します。

「ログイン」は、データベースにログオンしているユーザー数を示します。

また、「インスタンスごとのデータベース・スループット」ページにアクセスするために、グラ
フの右側にある凡例の 1 つをクリックして、インスタンス・レベルでの情報を取得することも
できます。このページには、「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページにある集計さ
れた「データベース・スループット」グラフに対して 大 4 つのブレークダウンが表示されま
す。「カスタマイズ」ボタンを使用して、表示するインスタンスを選択できます。インスタンス
のデータは、タイル・グラフを使用して別々に表示するか、または単一のサマリー・グラフに
まとめることができます。このページを使用すると、特定のインスタンスのスループットを表
示できます。これが、スループットの問題を診断に役立つ場合があります。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 「Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters の概要」

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』

� データベースおよびインスタンスのチューニングの詳細は、『Oracle 
Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の概要
「インスタンスごとのデータベース・スループット」ページでさらにドリルダウンして、 もリ
ソースを消費しているインスタンスのセッションを参照できます。グラフの直下の凡例のイン
スタンス名をクリックして、そのインスタンスの「上位コンシューマ」ページの「上位セッ
ション」サブページに移動します。

このページの詳細は、Oracle Enterprise Manager のヘルプ・システムを参照してください。

「サービス」グラフの表示「サービス」グラフの表示「サービス」グラフの表示「サービス」グラフの表示
「パフォーマンス」ページの 後のグラフでは、様々なデータベース・リソースの使用率が監視
されます。このグラフの上部の「サービス」タブをクリックすると、「サービス」グラフを表示
できます。

「サービス」グラフには、アクティブ・セッションで使用されている上位サービスが表示されま
す。アクティブ・セッションのみが表示されます。グラフ右側にあるサービス凡例の 1 つをク
リックすると、「上位コンシューマ」ページの「サービス」サブページに移動できます。デフォ
ルトでは、「アクティビティ」サブタブが選択されています。このページでは、サービスの待機
クラスごとにセッション・ロードを示すリアルタイム・データを表示できます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 「Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters の概要」

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』

� データベースおよびインスタンスのチューニングの詳細は、『Oracle 
Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。
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Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の概要
このページの詳細は、Oracle Enterprise Manager のヘルプ・システムを参照してください。

「インスタンスごとのアクティブ・セッション」グラフの表示「インスタンスごとのアクティブ・セッション」グラフの表示「インスタンスごとのアクティブ・セッション」グラフの表示「インスタンスごとのアクティブ・セッション」グラフの表示
「パフォーマンス」ページの 後のグラフでは、様々なデータベース・リソースの使用率が監視
されます。このグラフの上部の「インスタンス」タブをクリックすると、「インスタンスごとの
アクティブ・セッション」グラフを表示できます。

「インスタンスごとのアクティブ・セッション」グラフには、「平均アクティブ・セッション」
グラフに示されるすべてのリソース競合のサマリーが表示されます。このグラフを使用すると、
各インスタンスでのデータベースのワークロードを簡単に確認できます。
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他のパフォーマンス関連グラフの参照
グラフ右側にあるインスタンス凡例の 1 つをクリックして、「上位セッション」ページにアクセ
スすると、インスタンス・レベルの情報を参照することもできます。「上位セッション」ページ
では、 もシステム・リソースを消費するセッションを示すリアルタイム・データを参照でき
ます。

このページの詳細は、Oracle Enterprise Manager のヘルプ・システムを参照してください。

他のパフォーマンス関連グラフの参照他のパフォーマンス関連グラフの参照他のパフォーマンス関連グラフの参照他のパフォーマンス関連グラフの参照
「クラスタ・データベース : パフォーマンス」ページの「その他の監視リンク」セクションおよ
び「その他のインスタンス監視リンク」セクションには、クラスタ・データベースのパフォー
マンスの評価に役立つその他のグラフへのリンクがあります。

この項の内容は次のとおりです。

� 「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページへのアクセス

� 「上位コンシューマ」ページへのアクセス

� 「上位セッション」ページへのアクセス

� 「トップ・アクティビティ」ページへのアクセス

� 「インスタンス・アクティビティ」ページへのアクセス

� 「上位セグメント」ページへのアクセス

� 「データベース・ロック」ページへのアクセス

「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページへのアクセス「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページへのアクセス「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページへのアクセス「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページへのアクセス
「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページには、クラスタのキャッシュ一貫性のメトリックに関す
るサマリーのグラフが含まれます。

表 8-1 に、「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフの説明、および問題を解決するためのより包
括的な情報にアクセスする方法を示します。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』

� データベースおよびインスタンスのチューニングの詳細は、『Oracle 
Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。

表表表表 8-1「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ

名前名前名前名前 説明説明説明説明

グローバル・キャッシュ・ブ
ロックのアクセス待機時間

ブロック・リクエストの合計経過時間または待機時間が表示されま
す。グラフの右にある凡例の 1 つをクリックして、各ブロック・タ

イプ（現行または CR）のデータ・ブロックをインスタンスごとの

受信にかかる平均時間が表示されます。

インスタンスごとの平均ブロック受信時間ページで、グラフの下に
あるインスタンスの凡例をクリックすると、ローカル・インスタン
スに対するブロック転送ページに移動できます。このページでは、
グローバル・キャッシュ・アクティビティが集中しやすいブロッ
ク・クラス（UNDO ブロック、データ・ブロックなど）を識別で

きます。このページには、転送中のブロック・クラスと、どのイン
スタンスがブロックのほとんどを転送しているかが表示されます。

キャッシュの転送は、リモート・インスタンスから受信した、ブ
ロック・クラスごとのカレント・ブロックおよび CR ブロックの数

を示します。これには、遅延（ビジー）または予想外に長い遅延
（混雑）が発生している転送の数も含まれます。
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他のパフォーマンス関連グラフの参照
「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで「クラスタ・キャッシュ一貫性」「クラスタ・キャッシュ一貫性」「クラスタ・キャッシュ一貫性」「クラスタ・キャッシュ一貫性」 をク
リックします。

3. または、「グローバル・キャッシュ・ブロックのアクセス待機時間」グラフの右側にある凡
例のいずれかをクリックします。

「クラスタ・キャッシュ一貫性」ページが表示されます。

グローバル・キャッシュ・ブ
ロック転送率

クラスタ内のすべてのインスタンスがインターコネクト経由で受信
したブロックの合計数が表示されます。

グラフの右にあるいずれかの凡例をクリックすると、そのタイプの
ブロックに応じた「インスタンスごとの受信グローバル・キャッ
シュ・ブロック」ページが表示されます。このページから、グラフ
の下にあるインスタンスの凡例をクリックして、「インスタンスご
とのセグメント統計」ページを表示できます。このページでは、
キャッシュの競合の原因となっているセグメントを確認できます。

グローバル・キャッシュ・ブ
ロック転送と物理読取り ( 論
理読取りとの比較 )

ダイレクト・メモリー・アクセスを経由して他のインスタンスの
バッファ・キャッシュからデータを取得する論理読取り操作と、
ディスクからデータを取得する論理読取り操作の割合を示します。
これは、リモート参照および物理読取りの部分（いずれも待機時間
が長い）ではなく、ローカル・バッファ・キャッシュでの処理量の
プロファイルです。

グラフの右側にある凡例の 1 つをクリックすると、「グローバル・

キャッシュ・ブロック転送と論理読取り : インスタンス別」ページ

および「物理読取りと論理読取り : インスタンス別」ページに移動

します。これらのページからグラフの下のインスタンス凡例をク
リックすると、「インスタンスごとのセグメント統計」ページに移
動し、キャッシュ競合の原因となっているセグメントを確認できま
す。

表表表表 8-1「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ「クラスタ・キャッシュ一貫性」グラフ（続き）（続き）（続き）（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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他のパフォーマンス関連グラフの参照
「上位コンシューマ」ページへのアクセス「上位コンシューマ」ページへのアクセス「上位コンシューマ」ページへのアクセス「上位コンシューマ」ページへのアクセス
「上位コンシューマ」ページのタブで、多くのシステムのリソースを消費しているサービス、モ
ジュール、アクション、クライアント、およびセッションのリアルタイムまたは収集ベースの
データを参照できます。

「上位コンシューマ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位コンシューマ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位コンシューマ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位コンシューマ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで「上位コンシューマ」「上位コンシューマ」「上位コンシューマ」「上位コンシューマ」をクリックしま
す。

このようにアクセスすると、デフォルトでは、「上位コンシューマ」ページに 初に
「概要」タブが表示され、このタブに上位リソース・コンシューマに関して集計されたサマ
リー・データが示されます。

3. （オプション）コンシューマを表すグラフの一部をクリックするか、そのコンシューマのグ
ラフの下のリンクをクリックして、コンシューマに関するインスタンス・レベルの情報を
表示します。

表示されたページに、コンシューマを処理している実行中のインスタンスが表示されます。

4. （オプション）「アクション」または「モジュール」列の名前を開いて、個別のインスタン
スのデータを表示します。
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他のパフォーマンス関連グラフの参照
「上位セッション」ページへのアクセス「上位セッション」ページへのアクセス「上位セッション」ページへのアクセス「上位セッション」ページへのアクセス
「上位セッション」ページには、集計されたデータに基づいた、セッションのリアルタイム・サ
マリー・リストが表示されます。システム・リソースを も消費しているセッション（上位
セッションと呼ばれる）を確認し、そのセッションを停止するかどうかを決定できます。

「上位セッション」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位セッション」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位セッション」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位セッション」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで「上位コンシューマ」「上位コンシューマ」「上位コンシューマ」「上位コンシューマ」をクリックしま
す。

3. 「上位コンシューマ」ページで、「上位セッション」「上位セッション」「上位セッション」「上位セッション」サブタブをクリックします。

「トップ・アクティビティ」ページへのアクセス「トップ・アクティビティ」ページへのアクセス「トップ・アクティビティ」ページへのアクセス「トップ・アクティビティ」ページへのアクセス
「トップ・アクティビティ」ページには、待機、サービスおよびインスタンスごとのクラスタ・
データベース・アクティビティを表示できます。また、「トップ・アクティビティ」グラフでス
ライダー・バーを移動することによって、特定の 5 分間の「上位 SQL」および「上位セッショ
ン」の詳細を表示できます。

「上位 SQL」の詳細セクションでは、問題のある SQL 文を選択して、それらの文に対して SQL
チューニング・アドバイザをスケジュールするか、または SQL チューニング・セットを作成で
きます。

デフォルトでは、選択した期間に対する「上位セッション」が表示されます。このセクション
の「表示」アクション・リストを使用して、次のいずれかに表示を変更できます。

� 上位セッション

� 上位サービス

� 上位モジュール

� 上位アクション

� 上位クライアント

� 上位ファイル

� 上位オブジェクト

� 上位 PL/SQL

� 上位インスタンス

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』
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他のパフォーマンス関連グラフの参照
「トップ・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「トップ・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「トップ・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「トップ・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで「トップ・アクティビティ」「トップ・アクティビティ」「トップ・アクティビティ」「トップ・アクティビティ」をクリッ
クします。

「トップ・アクティビティ」ページが表示されます。

「インスタンス・アクティビティ」ページへのアクセス「インスタンス・アクティビティ」ページへのアクセス「インスタンス・アクティビティ」ページへのアクセス「インスタンス・アクティビティ」ページへのアクセス
「インスタンス・アクティビティ」ページにより、カーソル、トランザクション、セッション、
論理 I/O、物理 I/O、およびネット I/O などの一般メトリック・カテゴリ内の複数のメトリッ
クのインスタンス・アクティビティを表示できます。毎秒のデータまたはトランザクションご
とのデータを参照できます。

「インスタンス・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「インスタンス・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「インスタンス・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「インスタンス・アクティビティ」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで「インスタンス・アクティビティ」「インスタンス・アクティビティ」「インスタンス・アクティビティ」「インスタンス・アクティビティ」を
クリックします。

3. （オプション）グラフィック・モードの場合にグラフの下のメトリック凡例をクリックする
か、表モードの場合にサマリー表で名前をクリックして、特定のメトリックの上位セッ
ション統計にアクセスします。

4. （オプション）「データベース・インスタンスの切替え」「データベース・インスタンスの切替え」「データベース・インスタンスの切替え」「データベース・インスタンスの切替え」リストを使用して、データをグラ
フに表示するインスタンスを変更します。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』
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他のパフォーマンス関連グラフの参照
「上位セグメント」ページへのアクセス「上位セグメント」ページへのアクセス「上位セグメント」ページへのアクセス「上位セグメント」ページへのアクセス
セグメント・レベルでの統計を収集して確認すると、データベース内のアクセス頻度が高い表
または索引を効率的に識別できます。「上位セグメント」ページでは、セグメント・レベルの統
計を収集して、個々のセグメントに関連するパフォーマンスの問題を識別できます。このペー
ジは、オブジェクトが受信した読取り一貫性ブロックおよび現行ブロックの数も追跡するため、
特に Oracle RAC に有効です。受信した現行ブロックの数が多く、バッファ待機数も多い場合、
リソースの競合が発生している場合があります。

「上位セグメント」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位セグメント」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位セグメント」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「上位セグメント」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで「上位セグメント」「上位セグメント」「上位セグメント」「上位セグメント」をクリックします。

すべてのインスタンスのセグメント、またはフィルタを使用して特定のインスタンスのセ
グメントを表示できます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」
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クラスタ・データベースのトポロジの表示
「データベース・ロック」ページへのアクセス「データベース・ロック」ページへのアクセス「データベース・ロック」ページへのアクセス「データベース・ロック」ページへのアクセス
「データベース・ロック」ページでは、複数のインスタンスが同じオブジェクトをロックしてい
るかどうかを判別できます。このページには、ユーザー・ロック、すべてのデータベース・
ロック、あるいは他のユーザーまたはアプリケーションをブロックしているロックが表示され
ます。これらの情報を使用して、オブジェクトの不要なロックを行っているセッションを中断
できます。

「データベース・ロック」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「データベース・ロック」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「データベース・ロック」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。「データベース・ロック」ページにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」を選択します。

「パフォーマンス」サブページが表示されます。

2. ページ下部の「その他の監視リンク」セクションで、「データベース・ロック」「データベース・ロック」「データベース・ロック」「データベース・ロック」をクリック
します。

クラスタ・データベースのトポロジの表示クラスタ・データベースのトポロジの表示クラスタ・データベースのトポロジの表示クラスタ・データベースのトポロジの表示
Database Control を使用すると、使用しているクラスタ環境をグラフィカルに表示できます。
トポロジ表示を使用すると、クラスタ・データベース環境を構成しているコンポーネント

（データベース・インスタンス、リスナー、ASM インスタンス、ホスト、インタフェースなど）
を簡単に確認できます。

トポロジのダイアグラムをクリックして制御をアクティブにすると、コンポーネントの上にマ
ウスを置いて、そのコンポーネントのステータスおよび構成の詳細を確認することができます。
トポロジのダイアグラムでコンポーネントを選択すると、そのコンポーネントを右クリックし
てそのコンポーネントに固有のメニュー・アクションを表示できます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 『Oracle Database 管理者ガイド』
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クラスタ・データベース環境のトポロジを表示するには、次の手順を実行します。クラスタ・データベース環境のトポロジを表示するには、次の手順を実行します。クラスタ・データベース環境のトポロジを表示するには、次の手順を実行します。クラスタ・データベース環境のトポロジを表示するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「トポロジ」「トポロジ」「トポロジ」「トポロジ」を選択します。

「トポロジ」サブページが表示されます。

2. （オプション）トポロジのダイアグラム内の任意のコンポーネント上でマウス・カーソルを
動かし、そのコンポーネントに関する情報をポップアップ・ボックスに表示します。

3. トポロジのダイアグラム内の任意のコンポーネントを選択し、「選択の詳細」セクションに
表示される情報を変更します。

4. （オプション）ページ下部にある「凡例」「凡例」「凡例」「凡例」をクリックし、左側に「トポロジの凡例」ページ
を表示します。

このページでは、クラスタ・トポロジおよびクラスタ・データベース・トポロジで使用さ
れるアイコンについて説明されています。

5. （オプション）現在選択されているコンポーネントを右クリックして、そのコンポーネント
で使用可能なメニュー・アクションを表示します。

Oracle Clusterware の監視の監視の監視の監視
Oracle Database 11g リリース 1 で Oracle Enterprise Manager を使用すると、Oracle 
Clusterware を監視できます。現在使用可能な機能には、次のものがあります。

� クラスタの各ノードの Oracle Clusterware ステータスの表示

� VIP が再配置された場合の通知の受信

� プライベート・インターコネクト全体に対するスループットの監視

� nodeapps が停止または起動した場合の通知の受信

� データベース・インスタンスが VIP ではなくパブリック・インタフェースを使用している
場合のアラートの表示

� OCR または投票ディスク関連の問題、ノードの削除、およびその他のクラスタウェア・エ
ラーに関するクラスタウェア・アラート・ログの監視
8-20 Oracle Database 2 日で Real Application Clusters ガイド



Oracle Clusterware の監視
この項の内容は次のとおりです。

� Oracle Clusterware の情報へのアクセス

� Oracle Clusterware の「ホーム」ページの確認

� 「クラスタ : パフォーマンス」ページの概要

� 「クラスタ : ターゲット」ページの概要

� 「クラスタ : インターコネクト」ページの概要

� 「クラスタ・トポロジ」ページの概要

Oracle Clusterware の情報へのアクセスの情報へのアクセスの情報へのアクセスの情報へのアクセス
「クラスタ・データベース : ホーム」ページから、複数の方法で Oracle Clusterware の情報にア
クセスできます。

Oracle Clusterware の情報にアクセスするには、次の手順を実行します。の情報にアクセスするには、次の手順を実行します。の情報にアクセスするには、次の手順を実行します。の情報にアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページの「一般」セクションで「クラスタ」「クラスタ」「クラスタ」「クラスタ」の横にあ
るリンクをクリックし、「クラスタ : ホーム」ページを表示します。

「クラスタ・データベース : ホーム」ページに戻るには、「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」タブをクリック
します。

2. 「診断サマリー」で、「インターコネクト・アラート」「インターコネクト・アラート」「インターコネクト・アラート」「インターコネクト・アラート」の横にある番号をクリックし、クラ
スタの「インターコネクト」サブページを表示します。

「クラスタ・データベース : ホーム」ページに戻るには、「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」タブをクリック
します。

3. 「高可用性」セクションで、「問題のサービス」「問題のサービス」「問題のサービス」「問題のサービス」の横にある番号をクリックし、「クラスタ : 
ホーム」ページを表示します。

「クラスタ・データベース : ホーム」ページに戻るには、「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」タブをクリック
します。

4. 「トポロジ」「トポロジ」「トポロジ」「トポロジ」を選択します。グラフィック表示されたノードの 1 つをクリックして、制御を
アクティブにします。「インタフェース」「インタフェース」「インタフェース」「インタフェース」コンポーネントをクリックします。「インタ
フェース」コンポーネントを右クリックし、メニューから「詳細の表示」「詳細の表示」「詳細の表示」「詳細の表示」を選択し、クラ
スタの「インタフェース」サブページを表示します。

Oracle Clusterware の「ホーム」ページの確認の「ホーム」ページの確認の「ホーム」ページの確認の「ホーム」ページの確認
「クラスタ : ホーム」ページでは、クラスタの状態およびワークロードを監視できます。この
ページは、一般的なクラスタの状態情報が集中している場所であり、定期的に更新されます。

「クラスタ : ホーム」ページの様々なセクションで、ホスト、ターゲットおよびクラスタウェ
ア・コンポーネントのクラスタ環境とステータスに関する情報が提供されています。たとえば、

「アラート」セクションおよび「診断サマリー」セクションでは、クラスタの操作に影響のある
エラーおよびパフォーマンスの問題について警告します。提供されたリンクをクリックすると、
問題のある領域の詳細を参照できます。
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クラスタの全般的な状態を監視するには、次の手順を実行します。クラスタの全般的な状態を監視するには、次の手順を実行します。クラスタの全般的な状態を監視するには、次の手順を実行します。クラスタの全般的な状態を監視するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページの「一般」セクションで、「クラスタ」「クラスタ」「クラスタ」「クラスタ」の横に
あるリンクをクリックします。

「クラスタ : ホーム」ページを表示します。

2. （オプション）「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」ボタンをクリックして、表示される情報を更新します。

クラスタからデータが 後に収集された日時が「リフレッシュ」ボタンの左に表示されま
す。
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3. 「一般」セクションでクラスタの概要を把握します。このセクションには次の情報が含まれ
ています。

� クラスタのステータス（稼働中または停止中）

「ステータス」「ステータス」「ステータス」「ステータス」リンクをクリックすると、クラスタの可用性の詳細にドリルダウンでき
ます。

� クラスタ内のホストの数

� クラスタ名

� Oracle Clusterware 全体およびホストごとのステータス

� Oracle Clusterware のバージョン

� Oracle Clusterware ホーム・ディレクトリ

4. 「構成」セクションで、「表示」「表示」「表示」「表示」リストを使用し、次の情報から、クラスタ内の使用可能な
ホストに対して表示する情報を選択します。

� オペレーティング・システム（ホストおよび OS パッチを含む）

� ハードウェア（ハードウェア構成およびホストを含む）

詳細を表示するには、「ホスト」「ホスト」「ホスト」「ホスト」または「「「「OS パッチ」パッチ」パッチ」パッチ」の下のリンクをクリックします。

5. アクティブなインターコネクト・アラートの数を含む「診断サマリー」セクションを表示
します。アラートの数をクリックすると、「InterConnect」サブページが表示されます。

6. 「クラスタ・データベース」表を参照し、このクラスタに関連付けられているクラスタ・
データベース、それらのデータベースの可用性、それらのデータベースに発行されたア
ラートまたはポリシー違反、それらのデータベースのセキュリティ・コンプライアンス・
スコア、およびデータベース・ソフトウェア・バージョンを確認します。

7. 「アラート」セクションを確認します。このセクションには次の項目が含まれています。

� 「カテゴリ」リスト

オプションで、リストからカテゴリを選択すると、そのカテゴリのアラートのみが表
示されます。

� クリティカル

これは、クリティカルのしきい値を超えたメトリックと、インシデントによって発生
したアラート（クリティカル・エラー）などのその他のクリティカル・アラートを合
計した数です。

� 警告

これは、警告のしきい値を超えたメトリックの数です。

� 「アラート」表

「アラート」表には、発行されたすべてのアラートの情報がそれぞれの重大度とともに
表示されます。アラートの詳細を表示するには、「メッセージ」列のアラート・メッ
セージをクリックします。

アラートがトリガーされると、アラートの対象のメトリック名が「名前」列に表示さ
れます。アラートの重大度アイコン（「警告」または「クリティカル」）が、アラート
がトリガーされた時間、アラートの値、およびメトリック値が 後にチェックされた
時間とともに表示されます。

8. 「セキュリティ」セクションに、クラスタの「 終セキュリティ評価」の日付および「コン
プライアンス・スコア」を表示します。

コンプライアンス・スコアは、0 ～ 100 までの値で、100 はセキュリティ・ポリシーに完全
に準拠している状態を示します。ターゲットとポリシーの組合せごとにコンプライアン
ス・スコアを計算する場合は、違反の重大度およびポリシーの重要性によって大きく影響
され、テストされた行の合計数に対する違反している行の割合によってはそれほど影響さ
れません。
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9. 「ジョブ・アクティビティ」セクションで、過去 7 日以内にクラスタに送信されたすべての
ジョブのステータスを確認します。

10.「Oracle ホーム用クリティカル・パッチ・アドバイザ」セクションを確認して、Oracle 
Clusterware に適用するパッチが存在するかどうかを判断します。

使用可能なパッチを表示するには、10-2 ページの「Oracle Enterprise Manager パッチ・イ
ンタフェースの構成」の説明に従って、まず OracleMetaLink の資格証明を設定しておく必
要があります。

11. ページ下部の「ホスト」表に、クラスタ内の各ホストの基本パフォーマンス統計を表示し
ます。

この統計の詳細を表示するには、この表のリンクをクリックします。

12. ページ上部のサブタブを使用して、「パフォーマンス」、「ターゲット」、「インターコネク
ト」または「トポロジ」の詳細を表示します。

「クラスタ「クラスタ「クラスタ「クラスタ : パフォーマンス」ページの概要パフォーマンス」ページの概要パフォーマンス」ページの概要パフォーマンス」ページの概要
「クラスタ : パフォーマンス」ページには、「CPU」、「メモリー」、「ディスク I/O」など、クラ
スタのすべてのホストについての過去の使用率の統計が表示されます。これにより、Oracle 
Enterprise Manager 環境の構成要素の 1 つであるクラスタの概観を確認できます。この情報に
基づいて、リソースの追加または再配分の必要の有無を判断できます。
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「クラスタ : パフォーマンス」ページのグラフを使用すると、次のことができます。

� 全ホスト間でのクラスタの CPU、メモリーおよびディスク I/O チャートを表示します。

� グラフ右側の凡例のホスト名をクリックして、各ホストの CPU、メモリーおよびディスク
I/O チャートをそれぞれ別々に表示します。

「クラスタ : パフォーマンス」ページにも、「ホスト」表が表示されます。この「ホスト」表に
は、クラスタのホスト、それらのホストの可用性、それらのホストに発行されたアラート、
CPU 使用率、メモリー使用率、および 1 秒当たりの入出力が表示されます。「ホスト」表でホ
スト名をクリックすると、そのホストの「パフォーマンス」ページに移動できます。

「クラスタ「クラスタ「クラスタ「クラスタ : ターゲット」ページの概要ターゲット」ページの概要ターゲット」ページの概要ターゲット」ページの概要
「クラスタ : ターゲット」ページでは、クラスタの全ターゲットのリストが表示されます。この
表には、ターゲットの名前、タイプ、ホスト、場所とともに、ターゲットの可用性、警告、ク
リティカル・アラートおよび 新ロード時間が含まれます。

そのターゲットのホームページを表示するには、ターゲット名をクリックします。また、特定
の項目、アラートまたはメトリックの詳細を表示するには、表内の各リンクをクリックします。

「ホスト」表には、クラスタのホスト、その可用性、これらのホストについて発行されたアラー
ト、CPU およびメモリー使用率、ならびに 1 秒当たりの入出力が表示されます。
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「クラスタ「クラスタ「クラスタ「クラスタ : インターコネクト」ページの概要インターコネクト」ページの概要インターコネクト」ページの概要インターコネクト」ページの概要
「クラスタ : インターコネクト」ページは、インターコネクト・インタフェースの監視、構成の
問題の判別、過剰トラフィックなどの転送率に関連する問題の特定を行う場合に有効です。
このページは、個々のインスタンスおよびデータベースに起因するインターコネクトへの負荷
を判別する際に役立ちます。Oracle 以外のアプリケーションによるインターコネクトの遅延が
即時に特定できる場合もあります。

このページを使用して、次のタスクを実行できます。

� クラスタにわたって構成されているすべてのインタフェースの表示

� インタフェースの統計（絶対転送率、エラーなど）の表示

� インタフェースのタイプ（プライベート・インタフェース、パブリック・インタフェース
など）の判別

� インスタンスが使用するネットワークがパブリック・ネットワークか、またはプライベー
ト・ネットワークかの判別

� 現在どのデータベース・インスタンスがどのインタフェースを使用しているかの判別

� そのインスタンスがインタフェースの転送率にどの程度寄与しているかの判別

プライベート・インターコネクト転送速度の値は、クラスタ内のすべてのプライベート・ネッ
トワークの予測通信量であるプライベート・インターコネクト通信のグローバル・ビューを示
します。通信量は、クラスタで認識されるすべてのプライベート・インタフェースの入力率の
サマリーとして計算されます。たとえば、通信レートが高い場合は、プライベート・インタ
フェースの「ホスト別インタフェース」表の「合計 I/O レート」列の値も高くなります。この
列の値が高い場合は、ネットワークの使用率が高い原因を確認する必要があります。数値をク
リックすると、履歴統計およびメトリック値を示す「ネットワーク・インタフェース合計 I/O
レート (MB/ 秒 )」ページにアクセスできます。
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「ホスト別インタフェース」表を使用すると、次のページにドリルダウンできます。

� ホスト : ホーム

� ハードウェア詳細

� ネットワーク・インタフェース合計 I/O レート

� ネットワーク・インタフェース合計エラー率

「クラスタ・データベースで使用中のインタフェース」表を使用すると、合計転送速度を確認で
きます。この値は、インターコネクトとして使用しているインタフェースに対して、個々のイ
ンスタンスによって生成されるネットワーク・トラフィックを示します。この値は、インスタ
ンスが他のインスタンスと通信する頻度を示しています。

「クラスタ・データベースで使用中のインタフェース」表を使用すると、次のページにドリルダ
ウンできます。

� クラスタ・データベース : ホーム

� クラスタ・データベース・インスタンス : ホーム

� ハードウェア詳細

� ホスト : ホーム

� インタフェース・タイプ

� 転送速度

「クラスタ・トポロジ」ページの概要「クラスタ・トポロジ」ページの概要「クラスタ・トポロジ」ページの概要「クラスタ・トポロジ」ページの概要
Oracle Enterprise Manager のトポロジ・ビューアを使用すると、クラスタ内のターゲット・タ
イプ間の関係をビジュアル表示することができます。選択内容の詳細の拡大や縮小、パンおよ
び確認ができます。システム・ターゲット・タイプはそれぞれ個別のアイコンで表されます。
すべてのターゲット・タイプにわたって、選択範囲を囲むフレームなど標準化されたビジュア
ル・インジケータが使用されます。

トポロジ・ビューアにより、システム構成に基づいてアイコンが移入されます。リスナーがイ
ンスタンスにサービスを提供している場合、リスナー・アイコンとインスタンス・アイコンが
直線で結ばれます。クラスタ・データベースが ASM を使用するように構成されている場合、
トポロジにはクラスタ ASM とクラスタ・データベースの関係が表示されます。

「構成の詳細の表示」オプションの選択を解除した場合、トポロジではアラートや全体的ステー
タスなどの一般情報を含む、環境の監視ビューが表示されます。「構成の詳細の表示」オプショ
ンを選択した場合、任意のトポロジ・ビューに有効な追加の詳細が「選択の詳細」ページに表
示されます。たとえば、「リスナー」コンポーネントの場合は、マシン名とポート番号も表示さ
れます。

アイコンをクリックしてからマウスの右ボタンを使用すると、使用可能なアクションのメ
ニューが表示されます。いくつかのアクションでは、ターゲット・タイプに関連するページに
移動して、タスクの監視またはチューニングを実行できます。

このページの詳細は、Oracle Enterprise Manager のオンライン・ヘルプを参照してください。

参照参照参照参照 : 8-19 ページの「クラスタ・データベースのトポロジの表示」
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Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング環境における構成の問題のトラブルシューティング環境における構成の問題のトラブルシューティング環境における構成の問題のトラブルシューティング
Oracle Database 管理ツールを使用せず、手動でインストールやデータベース作成プロセスを完
了しようとすると問題が発生することがあります。また、データベース管理者やシステム管理
者がオペレーティング・システムまたはクラスタの重要な構成手順をインストール前に行わな
かったために発生する問題もあります。Oracle Clusterware と Oracle Database のコンポーネン
トはいずれも、トラブルシューティングできるサブコンポーネントを持っています。クラス
タ・レディ・サービス・コントロール（CRSCTL）・コマンドの checkを使用すると、複数の
Oracle Clusterware コンポーネントのステータスを一度に判別できます。

この項の内容は次のとおりです。

� CRSCTL を使用したクラスタの問題の診断

� クラスタ検証ユーティリティを使用した問題の診断

� Oracle RAC データベース・アラートの表示

� Oracle RAC データベースのアラート・ログ・メッセージの表示

CRSCTL を使用したクラスタの問題の診断を使用したクラスタの問題の診断を使用したクラスタの問題の診断を使用したクラスタの問題の診断
rootオペレーティング・システム・ユーザーとして CRSCTL コマンドを使用すると、Oracle 
Clusterware のインストール上の問題を診断し、Oracle Clusterware を動的にデバッグできま
す。この項の内容は次のとおりです。

� Oracle Clusterware のアラート・ログの配置

� Oracle Clusterware のコンポーネント・ログ・ファイルの配置

� Oracle Clusterware インストールのステータスのチェック

� Oracle Clusterware の診断収集スクリプトの実行

� Oracle Clusterware コンポーネントのデバッグの有効化

� Oracle Clusterware リソースのデバッグの有効化

� Oracle Clusterware デーモンの有効化および無効化

Oracle Clusterware のアラート・ログの配置のアラート・ログの配置のアラート・ログの配置のアラート・ログの配置
Oracle Clusterware は、重要なイベントが発生すると、アラート・メッセージで通知します。
たとえば、クラスタ・レディ・サービス（CRS）・デーモン・プロセスが起動した場合、中断さ
れた場合、フェイルオーバー・プロセスが失敗した場合、または CRS リソースの自動再起動が
失敗した場合などに、CRS デーモン・プロセスからのアラート・メッセージが表示されます。

Oracle Enterprise Manager は、クラスタウェア・ログ・ファイルを監視し、エラーが検出され
ると「クラスタ : ホーム」ページにアラートを表示します。たとえば、投票ディスクを使用で
きない場合は、CRS-1604エラーが発生し、「クラスタ : ホーム」ページにクリティカル・ア
ラートが表示されます。「メトリックとポリシー設定」ページで、エラー検出およびアラート設
定をカスタマイズできます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC のインストール、構成および管理に使用するツール」

� 「Oracle Clusterware インストールの検証の概要」

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC のインストール、構成および管理に使用するツール」

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」
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Oracle Clusterware ログ・ファイルの場所は、
CRS_home/log/hostname/alerthostname.logです。ここで、CRS_homeは Oracle 
Clusterware がインストールされたディレクトリで、hostnameはローカル・ノードのホスト
名です。

Oracle Clusterware のコンポーネント・ログ・ファイルの配置のコンポーネント・ログ・ファイルの配置のコンポーネント・ログ・ファイルの配置のコンポーネント・ログ・ファイルの配置
Oracle RAC では、統合されたログ・ディレクトリ構造を使用して、すべての Oracle 
Clusterware のコンポーネント・ログ・ファイルが格納されます。この統合された構造によっ
て、診断情報の収集が簡略化され、データ取得や問題分析がしやすくなります。

次の各ログ・ファイルの場所で、ノード名は hostnameです。たとえば、docrac2および
CRS_home は、Oracle Clusterware ソフトウェアがインストールされたディレクトリです。

CRS デーモン crsdのログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

CRS_home/log/hostname/crsd/

CSS デーモン cssdのログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

CRS_home/log/hostname/cssd/

EVM デーモン evmdのログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

CRS_home/log/hostname/evmd/

Oracle Cluster Registry（OCR）のログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

CRS_home/log/hostname/client/

Oracle RAC 高可用性コンポーネントのログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

CRS_home/log/hostname/racg/
Oracle_home/log/hostname/racg

Oracle RAC 高可用性コンポーネントの一部である各プログラムには、そのプログラムに対して
排他的に割り当てられるサブディレクトリがあります。サブディレクトリの名前は、プログラ
ムの名前と同じです。

Oracle Clusterware インストールのステータスのチェックインストールのステータスのチェックインストールのステータスのチェックインストールのステータスのチェック
Oracle Clusterware コンポーネントまたはデーモンのステータスを表示するには、CRSCTL の
checkコマンドを使用します。

クラスタウェア・インストールの条件を決定するには、次の手順を実行します。クラスタウェア・インストールの条件を決定するには、次の手順を実行します。クラスタウェア・インストールの条件を決定するには、次の手順を実行します。クラスタウェア・インストールの条件を決定するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」

注意注意注意注意 : 任意の Oracle Clusterware コンポーネントがコア・ダンプ・ファ
イルを生成する場合、そのコンポーネントのログ・ディレクトリのサブ
ディレクトリにファイルが配置されます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」
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2. CRSCTL を使用し、次のコマンドを使用して Oracle Clusterware のステータスをチェック
します。

# crsctl check crs

3. 次の構文を使用すると、個々のデーモンのステータスをチェックできます。daemonは、
crsd、cssd、または evmdです。 

# crsctl check daemon

Oracle Clusterware の診断収集スクリプトの実行の診断収集スクリプトの実行の診断収集スクリプトの実行の診断収集スクリプトの実行
Oracle Clusterware の診断収集スクリプトによって Oracle Clusterware のインストールに関す
る診断情報が収集されます。Oracle サポート・サービスで問題を解決するために、診断によっ
て追加情報が提供されます。クラスタ同期サービス（CSS）、イベント・マネージャ（EVM）、
およびクラスタ・レディ・サービス（CRS）・デーモンの状態が表示されます。

Oracle Clusterware の診断収集スクリプトを実行するには、次の手順を実行します。の診断収集スクリプトを実行するには、次の手順を実行します。の診断収集スクリプトを実行するには、次の手順を実行します。の診断収集スクリプトを実行するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. CRS_home が Oracle Clusterware のインストールのホーム・ディレクトリであり、次のよ
うなオペレーティング・システム・プロンプトから diagcollection.plスクリプトを
実行します。

# CRS_home/bin/diagcollection.pl --collect

Oracle Clusterware コンポーネントのデバッグの有効化コンポーネントのデバッグの有効化コンポーネントのデバッグの有効化コンポーネントのデバッグの有効化
CRSCTL コマンドを実行して、Oracle Cluster デーモン、イベント・マネージャ（EVM）、およ
びそれらのモジュールのデバッグを有効化できます。

Oracle Clusterware コンポーネントのデバッグを有効化するには、次の手順を実行します。コンポーネントのデバッグを有効化するには、次の手順を実行します。コンポーネントのデバッグを有効化するには、次の手順を実行します。コンポーネントのデバッグを有効化するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次のコマンドを使用して、component_nameが crs、evm、cssまたは有効化するデバッ
グのコンポーネントの名前であるコンポーネントのモジュール名を取得します。 

# crsctl lsmodules component_name

たとえば、cssコンポーネントのモジュールの表示では、次のような結果が戻ります。

# crsctl lsmodules css
The following are the CSS modules :: 
CSSD
COMMCRS
COMMNS

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」
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3. component_nameが、有効化するデバッグの Oracle Clusterware コンポーネントの名前
で、moduleがモジュールの名前で、さらに debugging_levelが 1 から 5 のいずれかの
番号であり、次のような CRSCTL を使用します。

# crsctl debug log component module:debugging_level

たとえば、cssコンポーネントの CSSDモジュールの 下位レベルのトレースを有効化す
るには、次のコマンドを使用します。

# crsctl debug log css CSSD:1

4. 必要なトレース情報を取得したら、モジュールの debugging_levelを 0 に設定してデ
バッグを無効にします。次に例を示します。

# crsctl debug log css CSSD:0

Oracle Clusterware リソースのデバッグの有効化リソースのデバッグの有効化リソースのデバッグの有効化リソースのデバッグの有効化
CRSCTL コマンドを使用して、Oracle Clusterware に管理されているリソースのデバッグを有
効にします。

Oracle Clusterware リソースのデバッグを有効にするには、次の手順を実行します。リソースのデバッグを有効にするには、次の手順を実行します。リソースのデバッグを有効にするには、次の手順を実行します。リソースのデバッグを有効にするには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次のコマンドを実行し、デバッグの対象にできるリソースのリストを取得します。

# crs_stat

3. resource_nameが、ora.docrac1.vipなどの Oracle Clusterware リソースの名前で、
debugging_levelが 1 から 5 のいずれかの番号である場合、次のコマンドを実行してデ
バッグを有効にします。

# crsctl debug log res resource_name:debugging_level

4. 必要なトレース情報を取得したら、リソースの debugging_levelを 0 に設定してデバッ
グを無効にします。次に例を示します。

# crsctl debug log res resource_name:0

Oracle Clusterware デーモンの有効化および無効化デーモンの有効化および無効化デーモンの有効化および無効化デーモンの有効化および無効化
Oracle Clusterware のデーモンが有効な場合、ノードが起動したときに自動的に起動します。
自動的に起動しないようにするには、crsctlコマンドを使用してデーモンを無効にできます。

すべてのすべてのすべてのすべての Oracle Clusterware デーモンの自動起動を有効にするには、次の手順を実行します。デーモンの自動起動を有効にするには、次の手順を実行します。デーモンの自動起動を有効にするには、次の手順を実行します。デーモンの自動起動を有効にするには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次の CRSCTL コマンドを実行します。

# crsctl enable crs

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」
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すべてのすべてのすべてのすべての Oracle Clusterware デーモンの自動起動を無効にするには、次の手順を実行します。デーモンの自動起動を無効にするには、次の手順を実行します。デーモンの自動起動を無効にするには、次の手順を実行します。デーモンの自動起動を無効にするには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次の CRSCTL コマンドを実行します。

# crsctl disable crs

クラスタ検証ユーティリティを使用した問題の診断クラスタ検証ユーティリティを使用した問題の診断クラスタ検証ユーティリティを使用した問題の診断クラスタ検証ユーティリティを使用した問題の診断
クラスタ検証ユーティリティ（CVU）は、構成における様々な問題の診断を支援するユーティ
リティです。3-4 ページの「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」に示す CVU
の使用例を参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

� ノード・アプリケーションの存在の検証

� Oracle Clusterware コンポーネントの整合性の検証

� Oracle Cluster Registry の整合性の検証

� クラスタ全体の整合性の検証

� インターコネクトの設定のチェック

� トレースの有効化

ノード・アプリケーションの存在の検証ノード・アプリケーションの存在の検証ノード・アプリケーションの存在の検証ノード・アプリケーションの存在の検証
CVU の comp nodeappコマンドを使用して、すべてのノード上でのノード・アプリケーショ
ン、つまり仮想 IP（VIP）、Oracle Notification Services（ONS）、およびグローバル・サービ
ス・デーモン（GSD）の存在を確認します。

ノード・アプリケーションの存在を確認するには、次の手順を実行します。ノード・アプリケーションの存在を確認するには、次の手順を実行します。ノード・アプリケーションの存在を確認するには、次の手順を実行します。ノード・アプリケーションの存在を確認するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次の構文で CVU の comp nodeappコマンドを使用します。

cluvfy comp nodeapp [ -n node_list] [-verbose]

node_listはチェックするノードを表します。

3. cluvfyコマンドが特定のノードの UNKNOWNの値を戻す場合、CVU ではチェックに成功
したか失敗したかは判別できません。次のどの理由で失敗したかを判別します。

� ノードが停止している。

� CRS_home/binディレクトリまたは Oracle_home/binディレクトリに CVU が必要
とする実行可能ファイルが存在しない。

� CVU を実行したユーザー・アカウントに対して、ノード上の一般的なオペレーティン
グ・システム実行可能ファイルを実行する権限が付与されていない。

� オペレーティング・システム・パッチまたは必要なパッケージがノードに適用されて
いない。

� そのノードのカーネル・パラメータが正しく構成されていないため、チェックの実行
に必要なオペレーティング・システム・リソースを CVU が取得できない。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

� 「クラスタ検証ユーティリティを使用した構成の検証」
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Oracle Clusterware コンポーネントの整合性の検証コンポーネントの整合性の検証コンポーネントの整合性の検証コンポーネントの整合性の検証
CVU の comp crsコマンドを使用して、すべての Oracle Clusterware コンポーネントの存在
を確認します。

Oracle Clusterware コンポーネントの整合性を検証するには、次の手順を実行します。コンポーネントの整合性を検証するには、次の手順を実行します。コンポーネントの整合性を検証するには、次の手順を実行します。コンポーネントの整合性を検証するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次の構文で CVU の comp crsコマンドを使用します。

cluvfy comp crs [ -n node_list] [-verbose]

node_listはチェックするノードを表します。

Oracle Cluster Registry の整合性の検証の整合性の検証の整合性の検証の整合性の検証
CVU の comp ocrコマンドを使用して、Oracle Clusterware レジストリの整合性を検証しま
す。

Oracle Clusterware レジストリの整合性を検証するには、次の手順を実行します。レジストリの整合性を検証するには、次の手順を実行します。レジストリの整合性を検証するには、次の手順を実行します。レジストリの整合性を検証するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次の構文で CVU の comp ocrコマンドを使用します。

cluvfy comp ocr [ -n node_list] [-verbose]

node_listはチェックするノードを表します。

クラスタ全体の整合性の検証クラスタ全体の整合性の検証クラスタ全体の整合性の検証クラスタ全体の整合性の検証
CVU の comp cluコマンドを使用して、クラスタ内のすべてのノードにクラスタ構成の同一
ビューがあるかチェックします。

Oracle RAC クラスタの整合性を検証するには、次の手順を実行します。クラスタの整合性を検証するには、次の手順を実行します。クラスタの整合性を検証するには、次の手順を実行します。クラスタの整合性を検証するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. 次の構文で CVU の comp cluコマンドを使用します。

cluvfy comp clu [-verbose]

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』
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インターコネクトの設定のチェックインターコネクトの設定のチェックインターコネクトの設定のチェックインターコネクトの設定のチェック
キャッシュ・フュージョンでは、高速インターコネクトを使用して別のインスタンスのバッ
ファ・キャッシュにデータ・ブロックが送信されるため、Oracle RAC のパフォーマンスが向上
します。 大限のパフォーマンスを得るために、高速インターコネクトは帯域幅が も高いプ
ライベート・ネットワークである必要があります。

ネットワーク接続の検証では、CVU コマンドラインでインタフェースを指定しない場合、すべ
ての使用可能なネットワーク・インタフェースが検出されます。

相互接続の設定をチェックするには、次の手順を実行します。相互接続の設定をチェックするには、次の手順を実行します。相互接続の設定をチェックするには、次の手順を実行します。相互接続の設定をチェックするには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

2. node_listで指定したクラスタ・ノードのアクセス可能性を検証するには、次のようなコ
ンポーネント検証コマンド nodereachを使用します。srcnodeで指定するとローカル・
ノードまたは別のクラスタ・ノードで検証できます。

cluvfy comp nodereach -n node_list [ -srcnode node ] [-verbose]

前述の例で示されるように、nodeconコマンドを発行すると、CVU は次のタスクを実行
するように指示されます。

� クラスタ・ノード上で使用可能なすべてのネットワーク・インタフェースの検出

� インタフェースに対応した IP アドレスおよびサブネットの確認

� VIP としての使用に適したインタフェースのリストおよびプライベート・インターコ
ネクトのインタフェースのリストの取得

� これらのインタフェースを介したすべてのノード間の接続性の検証

冗長モードで nodeconコマンドを実行して、インタフェース、IP アドレスおよびサブ
ネット間のマッピングが識別できます。

3. 特定のネットワーク・インタフェースを介したノード間の接続性を検証するには、-iオプ
ションのある comp nodeconコマンドを使用して、interface_list引数によって
チェックされるインタフェースを指定します。

cluvfy comp nodecon -n node_list -i interface_list [-verbose]

たとえば、次のコマンドを実行して、特定のネットワーク・インタフェース eth0を介し
て docrac1、docrac2および docrac3ノード間の接続性を検証できます。

cluvfy comp nodecon -n docrac1, docrac2, docrac3 -i eth0 -verbose

トレースの有効化トレースの有効化トレースの有効化トレースの有効化
トレースを有効にしないかぎり、CVU ではトレース・ファイルは生成されません。CVU ト
レース・ファイルは、ディレクトリ CRS_home/cv/logで作成されます。Oracle RAC ではロ
グ・ファイルは自動的にローテーションされ、 後に作成されたログ・ファイルの名前は
cvutrace.log.0になります。必要に応じて、不要なログ・ファイルを削除するかアーカイブ
して、ディスク領域を再利用します。

CVU を使用したトレースを有効にするには、次の手順を実行します。を使用したトレースを有効にするには、次の手順を実行します。を使用したトレースを有効にするには、次の手順を実行します。を使用したトレースを有効にするには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、rootユーザーとしてオペレーティング・システムにログインし
ます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』
8-34 Oracle Database 2 日で Real Application Clusters ガイド



Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング
2. 環境変数 SRVM_TRACEを trueに設定します。

# set SRVM_TRACE=true; export SRVM_TRACE

3. トレースするコマンドを実行します。

4. コマンドが完了して必要なトレース情報を取得したら、SRVM_TRACEを falseに設定す
るか、この環境変数を設定解除することによって、トレースを無効にします。

# set SRVM_TRACE=false; export SRVM_TRACE

Oracle RAC データベース・アラートの表示データベース・アラートの表示データベース・アラートの表示データベース・アラートの表示
アラート・メッセージが Oracle Enterprise Manager に表示されます。アラート表は、単一イン
スタンスのデータベースの場合と同様の形式ですが、クラスタ・データベースの場合は、ター
ゲット名およびターゲット・タイプの列も表示されます。たとえば、ユーザーが割り当てられ
たログイン時間を超えて、sales1インスタンスに接続していると、次の値を含むアラート・
メッセージが表示されます。

� ターゲット名 : sales_sales1

� ターゲット・タイプ : データベース・インスタンス

� カテゴリ : レスポンス

� 名前 : ユーザー・ログオン時間

� メッセージ : ユーザー・ログオン時間は 10250 ミリ秒

� アラート・トリガー : アラート条件が発生した日時

Oracle RAC データベースのアラート・メッセージを参照するには、次の手順を実行します。データベースのアラート・メッセージを参照するには、次の手順を実行します。データベースのアラート・メッセージを参照するには、次の手順を実行します。データベースのアラート・メッセージを参照するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「アラート」セクションまで下にスクロー
ルします。

「関連アラート」セクションには、データベース以外のアラート・メッセージ（Oracle Net
のアラート・メッセージなど）が表示されます。

2. データベースおよびデータベース・インスタンスに関するアラートを確認します。

次のスクリーンショットは、docracというクラスタ・データベースについてのアラート
表示の例を示しています。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Clusterware 管理およびデプロイメント・ガイド』
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Oracle RAC データベースのアラート・ログ・メッセージの表示データベースのアラート・ログ・メッセージの表示データベースのアラート・ログ・メッセージの表示データベースのアラート・ログ・メッセージの表示
アラート・ログは、クラスタ・データベース内の各インスタンスに作成されます。

Oracle RAC データベース・インスタンスのアラート・ログを参照するには、次の手順を実行データベース・インスタンスのアラート・ログを参照するには、次の手順を実行データベース・インスタンスのアラート・ログを参照するには、次の手順を実行データベース・インスタンスのアラート・ログを参照するには、次の手順を実行
します。します。します。します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「インスタンス」セクションまで下にスク
ロールします。

2. アラート・ログを表示するインスタンスの名前をクリックします。

「クラスタ・データベース・インスタンス : ホーム」ページが表示されます。

3. 「診断サマリー」セクションで、「アラート・ログ」ヘッダーの横の日付文字列日付文字列日付文字列日付文字列のリンクを
クリックして、ORA- エラーを含むアラート・ログ・エントリを表示します。

「アラート・ログ・エラー」ページが表示されます。

4. （オプション）「関連リンク」セクションの「アラート・ログの内容」「アラート・ログの内容」「アラート・ログの内容」「アラート・ログの内容」をクリックして、ア
ラート・ログ内のすべてのエントリを表示します。

Oracle Enterprise Manager では、 新のアラート・ログ・エントリがデフォルトで表示さ
れますが、検索基準を指定して、ある日付範囲のアラート・ログ・エントリを表示するこ
ともできます。

次のスクリーンショットは、docracというクラスタ・データベースの docrac1インスタ
ンスのアラート・ログ・エントリの例を示しています。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースおよびクラスタのパフォーマンスの監視の
概要」

� 「Oracle RAC 環境における構成の問題のトラブルシューティング」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Oracle Database 2 日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』
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ノードおよびインスタンスの追加および削除ノードおよびインスタンスの追加および削除ノードおよびインスタンスの追加および削除ノードおよびインスタンスの追加および削除

この章では、Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）環境でノードおよびインスタン
スを追加する方法について説明します。これらの方法は、新規 Oracle RAC クラスタの構成時
や既存の Oracle RAC クラスタの拡張時に使用できます。

この章の内容は次のとおりです。

� 新規ノードへのアクセスの準備の概要

� Oracle Clusterware ホーム・ディレクトリの拡張

� 自動ストレージ管理のホーム・ディレクトリの拡張

� Oracle RAC のホーム・ディレクトリの拡張

� クラスタ・データベースへのインスタンスの追加

� クラスタ・データベースからのインスタンスの削除

注意注意注意注意 : この章に示す手順は、記載されている順序どおりに実行してくだ
さい。

参照参照参照参照 :

� クラスタ・データベースに対するノードの追加および削除の詳細は、
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイ
ド』を参照してください。
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新規ノードへのアクセスの準備の概要
新規ノードへのアクセスの準備の概要新規ノードへのアクセスの準備の概要新規ノードへのアクセスの準備の概要新規ノードへのアクセスの準備の概要
Oracle ソフトウェアのインストール前に新規ノードを準備する場合は、第 2 章「クラスタの準
備」を参照してください。

以降の手順を有効にするには、構成手順に従うことが非常に重要です。構成手順には次のよう
な手順が含まれていますが、これらに限定されません。

� 既存ノード（docrac1および docrac2）の /etc/hostsファイルへの新しいノードのパ
ブリックおよびプライベート・ノード名の追加

� 既存のノードから新しいノードにアクセスできることの検証（pingコマンドの使用）

� 新しいノードが適切に構成されたことを検証するための、docrac1または docrac2のい
ずれかでの次のコマンドの実行

cluvfy stage -pre crsinst -n docrac3

Oracle Clusterware ホーム・ディレクトリの拡張ホーム・ディレクトリの拡張ホーム・ディレクトリの拡張ホーム・ディレクトリの拡張
これまでの手順で Oracle Clusterware をサポートする新規ノードが構成されたため、Oracle 
Universal Installer（OUI）を使用して、Oracle RAC クラスタに追加するノードに CRS ホーム
を追加します。この項では、追加するノードの名前を docrac3とし、非共有ホーム内の
docrac1にすでに Oracle Clusterware が正常にインストールされていることを前提とします。
ここで、CRS_homeは、正常にインストールされている Oracle Clusterware ホームを表します。
新規ノードの Oracle RAC クラスタへの追加はクローニングと呼ぶことがあります。

Oracle Clusterware のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行しまのインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行しまのインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行しまのインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行しま
す。す。す。す。

1. docrac1の環境変数 $ORACLE_HOMEが、そのノードに正常にインストールされた CRS
ホームを示していることを確認します。

2. CRS_home/oui/binに移動し、addNode.shスクリプトを実行します。

cd /crs/oui/bin
./addNode.sh

OUI が起動し、 初に「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

3. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インストールに追加するクラスタ・ノードの指定」ウィンドウが表示されます。

4. docrac3など、追加するノードを選択します。パブリック、プライベートおよび VIP 名
が、追加したノードに正しく構成されていることを確認してください。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリック
します。

5. OUI の「サマリー」ウィンドウに表示されるエントリを検証し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックしま
す。

「クラスタ・ノード追加の進捗状況」ウィンドウが表示されます。構成を完了するため、イ
ンストール・プロセス中にスクリプトの実行が要求されます。

6. 要求された時点で、docrac1に対して CRS_home/install/ディレクトリの
rootaddNode.shスクリプトを rootユーザーとして実行します。次に例を示します。

[docrac1:oracle]$ su root
[docrac1:root]# cd /crs/install
[docrac1:root]# ./rootaddNode.sh

このスクリプトは新規ノードのノード・アプリケーションを Oracle Cluster Registry
（OCR）構成に追加するものです。
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7. OUI から要求された場合、docrac3に対して orainstRoot.shスクリプトを実行しま
す。終了したら、OUI のウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックしてインストールを続行します。

別のウィンドウが表示され、root.shスクリプトの実行が要求されます。

8. docrac3で rootユーザーとして CRS_home/root.shスクリプトを実行し、この新規
ノードで Oracle Clusterware を起動します。

[docrac3:oracle]$ su root
[docrac3:root]# cd /crs
[docrac3:root]# ./root.sh

9. スクリプトが正常に実行されたら OUI のウィンドウへ戻り、「「「「OK」」」」をクリックします

OUI に「インストール終了」ウィンドウが表示されます。

10. インストーラを終了します。

11. docrac1ノードに対し、CRS_home/opmn/confディレクトリの ons.configスクリプ
トを実行して、新規ノードで使用されている Oracle Notification Services（ONS）のポー
ト識別子を取得します。これは次の手順を実行するために必要となります。次に例を示し
ます。

[docrac1:oracle]$ cd /crs/opmn/conf
[docrac1:oracle]$ cat ons.config

新規ノードの ONS ポート識別子を特定した後、docrac1の ONS が新規ノード docrac3
の ONS と通信できることを確認する必要があります。

12. 新規ノードの ONS 構成情報を共有 OCR に追加します。ノード docrac1の
CRS_home/binディレクトリから、次の例のように ONS 構成ユーティリティを実行しま
す。ここで、remote_port は手順 11 で確認したポート識別子で、docrac3は追加する
ノードの名前です。

[docrac1:oracle]$ ./racgons add_config docrac3:remote_port

この時点で、新規ノードで Oracle Clusterware を実行する必要があります。新規ノードに対す
る Oracle Clusterware のインストールは、新しく構成した docrac3ノードで rootユーザーと
して次のコマンドを実行すると検証できます。

[docrac1:oracle]$ opt/oracle/crs/bin/cluvfy stage -post crsinst -n docrac3 -verbose

自動ストレージ管理のホーム・ディレクトリの拡張自動ストレージ管理のホーム・ディレクトリの拡張自動ストレージ管理のホーム・ディレクトリの拡張自動ストレージ管理のホーム・ディレクトリの拡張
既存の Oracle RAC データベースを新規ノードに対して拡張するには、新規ノードに作成する
新しいデータベース・インスタンス用に共有記憶域を構成する必要があります。クラスタ内の
既存のデータベース・インスタンスですでに使用されている同じ共有記憶域へのアクセスを構
成する必要があります。たとえば、このヘルプで扱っている salesクラスタ・データベースで
は、データベースの共有記憶域に自動ストレージ管理（ASM）を使用しているため、クラスタ
に追加するノードにも ASM を構成する必要があります。

ASM は固有のホーム・ディレクトリにインストールしたため、OUI を使用して新しいノードに
ASM ホームを構成する必要があります。新しいノードへの ASM ホームの追加手順は、新しい
ノードへの Oracle Clusterware の拡張で実行した手順と非常に類似しています。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle Clusterware の構成の完了」

� クラスタ・データベースに対するノードの追加および削除の詳細は、
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイ
ド』を参照してください。
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Oracle RAC のホーム・ディレクトリの拡張
ASM のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。

1. クラスタ環境にある 1 つ以上のノードに、ASM ソフトウェアが正常にインストールされて
いることを確認します。次の手順では、ASM_home は、正常にインストールされた ASM
ソフトウェアの場所を示します。

2. docrac1の ASM_home/oui/binディレクトリに移動して、addNode.shスクリプトを
実行します。

3. OUI で「ノードの選択」ウィンドウが表示されたところで、追加するノード（docrac3）
を選択して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

4. 「サマリー」ウィンドウに表示されるエントリを検証し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

5. OUI から実行を求められた時点で、新規ノード（docrac3）の ASM ホーム・ディレクト
リで root.shスクリプトを実行します。

これで、新しいノードに ASM ソフトウェアのコピーが作成されました。

Oracle RAC のホーム・ディレクトリの拡張のホーム・ディレクトリの拡張のホーム・ディレクトリの拡張のホーム・ディレクトリの拡張
これまでの手順で、CRS ホームと ASM ホームを新規ノードに対して拡張したため、docrac1
の Oracle ホームも docrac3に対して拡張する必要があります。次に示す手順は、この項のこ
れまでのタスクが完了しており、すでに docrac3が docrac1の属するクラスタのメンバー・
ノードになっていることを前提としています。

新規ノードに Oracle ホームを追加する手順は、新規ノードに対して ASM を拡張するために
行った手順とほとんど同じです。

Oracle RAC のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。のインストールを拡張して新規ノードを含めるには、次の手順を実行します。

1. クラスタ環境にある 1 つ以上のノードに、Oracle RAC ソフトウェアが正常にインストール
されていることを確認します。これらの手順をここで示すとおりに使用するには、
Oracle_homeをインストールされた Oracle ホーム・ディレクトリの場所に置き換えま
す。

2. docrac1の Oracle_home/oui/binディレクトリに移動して、addNode.shスクリプト
を実行します。

3. OUI で「インストールに追加するクラスタ・ノードの指定」ウィンドウが表示されたとこ
ろで、追加するノード（docrac3）を選択して、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

4. OUI の「クラスタ・ノード追加のサマリー」ウィンドウに表示されるエントリを検証し、
「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「クラスタ・ノード追加の進捗状況」ウィンドウが表示されます。

5. 要求された時点で新規ノード docrac3に対し、そのノードの Oracle ホームから root.sh
スクリプトを rootユーザーとして実行します。

6. スクリプトが正常に実行されたら OUI のウィンドウへ戻り、「「「「OK」」」」をクリックします

7. インストーラを終了します。

これらの手順が完了すると、新しいノードにはインストール済の Oracle ホームが存在します。

注意注意注意注意 : 使用しているインストール環境で、ASM ホーム・ディレクトリと
Oracle ホーム・ディレクトリが同じである場合、この項の手順を実行する
必要はありません。

参照参照参照参照 :

� 「ASM のインストールの確認」

� クラスタ・データベースに対するノードの追加および削除の詳細は、
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイ
ド』を参照してください。
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クラスタ・データベースへのインスタンスの追加
クラスタ・データベースへのインスタンスの追加クラスタ・データベースへのインスタンスの追加クラスタ・データベースへのインスタンスの追加クラスタ・データベースへのインスタンスの追加
Oracle Enterprise Manager を使用して、クラスタ・データベースにインスタンスを追加できま
す。まず、クラスタの一部となる新しいノードを構成してから、その新しいノードにソフト
ウェアをインストールする必要があります。

クラスタ・データベースにインスタンスを追加するには、次の手順を実行します。クラスタ・データベースにインスタンスを追加するには、次の手順を実行します。クラスタ・データベースにインスタンスを追加するには、次の手順を実行します。クラスタ・データベースにインスタンスを追加するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「サーバー」「サーバー」「サーバー」「サーバー」をクリックします。

2. 「データベースの変更」ヘッダーの下で「インスタンスの追加」「インスタンスの追加」「インスタンスの追加」「インスタンスの追加」をクリックします。

「インスタンスの追加 : クラスタ資格証明」ページが表示されます。

3. ホスト資格証明および ASM 資格証明を入力し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インスタンスの追加 : ホスト」ページが表示されます。

4. 新しいインスタンスを作成するノードを選択し、新しいインスタンス名が適切であること
を確認してから、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」を選択します。

選択したホストが検証された後、「インスタンスの追加 : 確認」ページが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「Oracle RAC データベースのインストールの検証」

� クラスタ・データベースに対するノードの追加および削除の詳細は、
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイ
ド』を参照してください。
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クラスタ・データベースからのインスタンスの削除
5. 情報を確認し、「ジョブの発行」「ジョブの発行」「ジョブの発行」「ジョブの発行」をクリックして続行します。

「確認」ページが表示されます。

6. 「ジョブの表示」「ジョブの表示」「ジョブの表示」「ジョブの表示」をクリックし、発行したジョブのステータスを確認します。

「ジョブ実行 : 詳細」ページが表示されます。

7. ジョブのステータスが「成功」または「失敗」と表示されるまで、ブラウザの「リフレッ
シュ」ボタンをクリックします。

ジョブのステータスが「失敗」と表示された場合は、失敗した手順の名前をクリックして
失敗の理由を確認します。

8. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページに戻るには、「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」タブをクリック
します。

クラスタ・データベースで使用可能なインスタンスの数が 1 つ増えています。

クラスタ・データベースからのインスタンスの削除クラスタ・データベースからのインスタンスの削除クラスタ・データベースからのインスタンスの削除クラスタ・データベースからのインスタンスの削除

クラスタからインスタンスを削除するには、次の手順を実行します。クラスタからインスタンスを削除するには、次の手順を実行します。クラスタからインスタンスを削除するには、次の手順を実行します。クラスタからインスタンスを削除するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで「サーバー」「サーバー」「サーバー」「サーバー」をクリックします。

2. 「サーバー」サブページの「データベースの変更」ヘッダーの下で、「インスタンスの削除」「インスタンスの削除」「インスタンスの削除」「インスタンスの削除」
をクリックします。

「インスタンスの削除 : クラスタ資格証明」ページが表示されます。

3. クラスタ資格証明および ASM 資格証明を入力し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インスタンスの削除 : データベース・インスタンス」ページが表示されます。
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クラスタ・データベースからのインスタンスの削除
4. 削除するインスタンスを選択して、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「インスタンスの削除 : 確認」ページが表示されます。

5. 情報を確認し、正しい場合は、「ジョブの発行」「ジョブの発行」「ジョブの発行」「ジョブの発行」をクリックして続行します。正しくない場
合は、「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」をクリックして情報を修正します。

「確認」ページが表示されます。

6. 「ジョブの表示」「ジョブの表示」「ジョブの表示」「ジョブの表示」をクリックし、ノード削除ジョブのステータスを確認します。

「ジョブ実行 : 詳細」ページが表示されます。

7. ジョブのステータスが「成功」または「失敗」と表示されるまで、ブラウザの「リフレッ
シュ」ボタンをクリックします。

ジョブのステータスが「失敗」と表示された場合は、失敗した手順の名前をクリックして
失敗の理由を確認します。

8. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページに戻るには、「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」タブをクリック
します。

クラスタ・データベースで使用可能なインスタンスの数が 1 つ減っています。
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クラスタ・データベースからのインスタンスの削除
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Oracle ソフトウェアの管理およびソフトウェアの管理およびソフトウェアの管理およびソフトウェアの管理および

パッチの適用パッチの適用パッチの適用パッチの適用

オラクル社では、オラクル社のソフトウェアについてパッチと呼ばれる製品フィックスを発行
しています。インストール済の Oracle ソフトウェアにパッチを適用すると、少数のファイルが
置き換えられて特定の不具合が修正されます。OPatch は、Oracle ソフトウェアへのパッチ適用
を迅速化するオラクル社提供のユーティリティです。

パッチの集まりをパッチ・セットと呼びます。パッチ・セットを適用すると、数多くの様々な
ファイルおよびユーティリティが変更されます。その結果、Oracle Database 11.1.0.1.0 から
Oracle Database 11.1.0.2.0 のように、Oracle ソフトウェアのバージョンが変わります。パッチ・
セットを適用するには、Oracle Universal Installer（OUI）を使用します。

この章では、Enterprise Manager および OPatch ユーティリティを使用して、Oracle Real 
Application Clusters（Oracle RAC）環境で Oracle ソフトウェアの管理およびパッチの適用を
行う方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの構成

� パッチの取得

� OPatch を使用するための準備

� パッチの適用

� パッチ・セットの適用

� パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング

参照参照参照参照 :

� OPatch の使用および Oracle RAC へのパッチの適用の詳細は、
『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』を参
照してください。

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの構成
Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの構成パッチ・インタフェースの構成パッチ・インタフェースの構成パッチ・インタフェースの構成
Oracle Enterprise Manager Database Control を使用すると、OracleMetaLink Web サイトで 新
のパッチ・リリースを検索して Oracle ホームにダウンロードできます。Oracle Enterprise 
Manager パッチ・インタフェースの構成には、次の 2 つの手順があります。

� OracleMetaLink 資格証明の概要

� Refresh_From_Metalink ジョブの実行

OracleMetaLink 資格証明の概要資格証明の概要資格証明の概要資格証明の概要
Oracle Enterprise Manager を使用して OracleMetaLink からパッチをダウンロードするには、
Oracle Enterprise Manager Database Control（Database Control）にログインでの資格証明を付
与し、Database Control が OracleMetaLink に自動的にログインしてパッチ・リリースを検索で
きるようにします。この資格証明を設定しないと、Database Control でパッチ・ウィザードを
実行できません。

Oracle MetaLink 資格証明を設定する方法については、『Oracle Database 2 日でデータベース管
理者』を参照してください。 

Refresh_From_Metalink ジョブの実行ジョブの実行ジョブの実行ジョブの実行
OracleMetaLink の資格証明を構成した後、インストール済ソフトウェアのクリティカル・パッ
チ・アドバイザを検索するジョブを作成できます。

OracleMetaLink 上のクリティカル・パッチ・アドバイザを検索するジョブを作成するには、上のクリティカル・パッチ・アドバイザを検索するジョブを作成するには、上のクリティカル・パッチ・アドバイザを検索するジョブを作成するには、上のクリティカル・パッチ・アドバイザを検索するジョブを作成するには、
次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「クリティカル・パッチ・アドバイザ」セ
クションまで下にスクロールします。「「「「RefreshFromMetalink」」」」をクリックします。

このリンクをクリックすると、Oracle Enterprise Manager によって、
Refresh_From_Metalink_Job ジョブが作成され、「ジョブ・アクティビティ」ページが表示
されます。

2. 「ジョブ・アクティビティ」ページで、「編集」「編集」「編集」「編集」をクリックし、Refresh_From_Metalink_Job
ジョブのスケジュール済実行時間をビジネス要件に合せて変更します。変更終了後、
「保存」「保存」「保存」「保存」をクリックします。

参照参照参照参照 :

� 4-2 ページの「Oracle RAC および Oracle Enterprise Manager」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

参照参照参照参照 :

� 10-2 ページの「Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの
構成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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パッチの取得
3. Refresh_From_Metalink_Job ジョブを選択して「類似作成」「類似作成」「類似作成」「類似作成」をクリックします。

4. ジョブ名を Refresh_From_Metalink_Now に変更して、「スケジュール」「スケジュール」「スケジュール」「スケジュール」をクリックしま
す。

5.  開始時間に「即時」「即時」「即時」「即時」を選択します。

6. 反復間隔に「「「「1 回のみ」回のみ」回のみ」回のみ」を選択して、「発行」「発行」「発行」「発行」をクリックします。

「ジョブ・アクティビティ」ページが表示されます。

7. REFRESH_FROM_METALINK_NOW をクリックします。

「ジョブ実行 : REFRESH_FROM_METALINK_NOW」ページが表示されます。

8. ジョブ・ステータスが「成功」と表示されるまで、このページをリフレッシュします。

9. 右上にある「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」タブをクリックし、「クラスタ・データベース : ホーム」ペー
ジに戻ります。

パッチの取得パッチの取得パッチの取得パッチの取得
パッチおよびパッチ・セットは、Oracle サポート・サービスの Web サイトである
OracleMetaLink から入手できます。このサイトは次の URL にあります。

https://metalink.oracle.com

Oracle Enterprise Manager を使用して、OracleMetaLink にある使用可能なパッチ・リリースを
表示できます。このような更新の表示は、パッチ・ウィザードの 初の手順です。このウィ
ザードを使用して、Oracle ホームにパッチをダウンロードできます。

Enterprise Manager でパッチ・ウィザードを起動するには、次の手順を実行します。でパッチ・ウィザードを起動するには、次の手順を実行します。でパッチ・ウィザードを起動するには、次の手順を実行します。でパッチ・ウィザードを起動するには、次の手順を実行します。

1. 「クラスタ・データベース : ホーム」ページで、「インスタンス」セクションまで下にスク
ロールします。

2. クラスタ内の 初のインスタンスのリンク（sales.oracle.com_sales1 など）をクリックし
ます。

sales1 インスタンスの「データベース・インスタンス : ホーム」ページが表示されます。

3. ページ上部の「ソフトウェアとサポート」「ソフトウェアとサポート」「ソフトウェアとサポート」「ソフトウェアとサポート」を選択します。

4. 「データベース・ソフトウェアのパッチ」セクションで、「パッチの適用」「パッチの適用」「パッチの適用」「パッチの適用」をクリックしま
す。

「パッチの選択」ページが表示されます。

5. 「パッチの追加」をクリックします。

「パッチの検索および選択」ページが表示されます。

6. 「「「「Metalink の検索」の検索」の検索」の検索」オプションを選択します。

7. クラスタの「パッチ・タイプ」「パッチ・タイプ」「パッチ・タイプ」「パッチ・タイプ」および「プラットフォーム」「プラットフォーム」「プラットフォーム」「プラットフォーム」を指定し、「実行」「実行」「実行」「実行」をクリック
します。

基準を満たす検索結果のリストが、 新のパッチ（またはパッチ・セット）を 上位にし
て表示されます。

参照参照参照参照 :

� 10-2 ページの「Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの
構成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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パッチの取得
8. パッチを選択し、「詳細の表示」「詳細の表示」「詳細の表示」「詳細の表示」をクリックして、パッチの詳細を表示します。パッチを選
択し、「「「「README の表示」の表示」の表示」の表示」をクリックして、パッチの READMEファイルを表示します。
README ファイルには、パッチに含まれているバグ修正に関する説明、およびパッチのイ
ンストール手順が含まれています。「パッチ詳細を表示」ページのパッチ・ロケータ・リン
クをクリックして、パッチ・ウィザードに戻ります。

9. 目的のパッチを選択するか、定期的なソフトウェア更新を実行する場合は 新のパッチ・
セットを選択して、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「パッチ : 接続先の選択」ページが表示されます。

10.「使用可能なターゲット」リストから「選択したターゲット」リストにターゲット名を移動
してパッチ適用のターゲットを選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「パッチ : 資格証明の設定」ページが表示されます。

11. Oracle Enterprise Manager で Oracle ホーム・ディレクトリにパッチをステージングできる
ようにするため、「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」および「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィールドにオペレーティング・シ
ステムのユーザー名とパスワードを入力します。Oracle Enterprise Manager ではジョブ・
スケジューリングのために、この資格証明が必要になります。選択した各ノードのオペ
レーティング・システム資格証明を入力した後、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「パッチ : ステージングまたは適用」ページが表示されます。

12. パッチはメイン・ボックスにリストされているディレクトリにダウンロードされます。
通常、この場所は EMStagedPatches/patchnumberという Oracle ホームのサブディレ
クトリです。

デフォルトでは、パッチのステージングのみが行われます。ステージング後、パッチの
READMEファイルの指示に従って手動でパッチを適用できます。この指示には、データ
ベース・インスタンスおよびアプリケーションを停止する手順、またはスクリプトを実行
する手順が含まれていることがあります。

13.（オプション）「パッチを適用するスクリプトの実行」「パッチを適用するスクリプトの実行」「パッチを適用するスクリプトの実行」「パッチを適用するスクリプトの実行」オプションを選択して、Oracle 
Enterprise Manager にパッチを適用します。このオプションを選択する場合、パッチ・リ
リース・ノートに指定したすべてのアクションが実行されるように、このページに表示さ
れているスクリプトを変更する必要があります。

14. 終了したら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「パッチ : スケジュール」ページが表示されます。

15. OracleMetaLink からパッチをダウンロードする時刻を指定します。「パッチを適用するスク「パッチを適用するスク「パッチを適用するスク「パッチを適用するスク
リプトの実行」リプトの実行」リプトの実行」リプトの実行」オプションを選択した場合は、この時刻にパッチ適用スクリプトが実行さ
れます。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「パッチ : サマリー」ページが表示されます。

16. このページのサマリー情報を確認します。表示された情報を変更する必要がある場合は、
「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」をクリックします。ジョブを発行する準備ができたら、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

注意注意注意注意 : この手順は、Oracle Enterprise Manager リポジトリが含まれてい
ないデータベースまたはリポジトリ・データベースを必要としないパッチ
のみを停止します。たとえば、SQL*Loader のみに影響するパッチを適用
する場合、Oracle Enterprise Manager を使用してパッチを適用できます。

参照参照参照参照 :

� 10-2 ページの「Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの
構成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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OPatch を使用するための準備
OPatch を使用するための準備を使用するための準備を使用するための準備を使用するための準備
Oracle RAC データベース、インストール済の ASM、またはインストール済の Oracle 
Clusterware にパッチを適用する前に、いくつかの手順を実行する必要があります。

� 環境変数 ORACLE_HOME のチェック

� バックアップの実行

� 各ノードでのパッチのステージング

� PATH 環境変数の更新

� SSH ユーザー等価関係の構成

環境変数環境変数環境変数環境変数 ORACLE_HOME のチェックのチェックのチェックのチェック
OPatch で Oracle ホームが存在するかどうかが検証されます。環境変数 ORACLE_HOMEが、
パッチの適用を試行している製品の Oracle ホームに設定されている必要があります。

環境変数の設定の詳細は、各ベンダーのマニュアルを参照してください。

Linux で変数で変数で変数で変数 ORACLE_HOME の現在の設定をチェックするには、次の手順を実行します。の現在の設定をチェックするには、次の手順を実行します。の現在の設定をチェックするには、次の手順を実行します。の現在の設定をチェックするには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、oracleユーザーとしてオペレーティング・システムにログイ
ンします。

2. echoコマンドを使用して、環境変数 ORACLE_HOMEの現在の設定を表示します。

echo $ORACLE_HOME

バックアップの実行バックアップの実行バックアップの実行バックアップの実行
パッチ操作を実行する前に、直接パッチを適用しているソフトウェアをバックアップすること
をお薦めします。これを Oracle RAC、ASM または Oracle Clusterware ソフトウェアのインス
トール・ディレクトリに適用します。

ソフトウェアのインストールをバックアップするには、次の手順を実行します。ソフトウェアのインストールをバックアップするには、次の手順を実行します。ソフトウェアのインストールをバックアップするには、次の手順を実行します。ソフトウェアのインストールをバックアップするには、次の手順を実行します。

1. 次を使用して指定された Oracle ホームでインストールしたソフトウェアをバックアップし
ます。

a. zip、cp -r、tarまたは cpioなどのオペレーティング・システム・ユーティリ
ティを使用して、パッチを適用する Oracle ホーム・ディレクトリ内のソフトウェアを
ディスクにバックアップします。

b. Oracle Secure Backup ユーティリティを使用して、パッチを適用する Oracle ホーム・
ディレクトリ内のソフトウェアをテープにバックアップします。

参照参照参照参照 :

� 10-2 ページの「Oracle Enterprise Manager パッチ・インタフェースの
構成」

� 10-3 ページの「パッチの取得」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

参照参照参照参照 :

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 3-3 ページの「オペレーティング・システム環境の構成」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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OPatch を使用するための準備
各ノードでのパッチのステージング各ノードでのパッチのステージング各ノードでのパッチのステージング各ノードでのパッチのステージング
Oracle Enterprise Manager を使用してパッチをダウンロードする場合、パッチのターゲットと
してクラスタ内のすべてのノードを選択すると、パッチは、それらのノードに自動的にステー
ジングされます。

OracleMetaLink からパッチを手動でダウンロードした場合、各ノードにパッチをコピーする必
要があります。

PATH 環境変数の更新環境変数の更新環境変数の更新環境変数の更新
opatchバイナリ・ファイルは Oracle_home/OPatchディレクトリにあります。OPatch の実
行中にこのパスを指定するか、環境変数 PATHを更新して、OPatchディレクトリを含めるこ
とができます。

Red Hat Linux システムでシステムでシステムでシステムで PATH 環境変数を更新するには、次の手順を実行します。環境変数を更新するには、次の手順を実行します。環境変数を更新するには、次の手順を実行します。環境変数を更新するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、オペレーティング・システムにログインします。

2. /opt/oracle/11gR1/db_1が Oracle ホーム・ディレクトリの場所である場合、次のよ
うなシェル・コマンドを使用して、PATH 環境変数の値を更新します。

$ export PATH=$PATH:/opt/oracle/11gR1/db_1/OPatch

現行ユーザーのシェル・プロファイル・スクリプトを変更して、ログインのたびにこの変
数が構成されるようにすることもできます。

SSH ユーザー等価関係の構成ユーザー等価関係の構成ユーザー等価関係の構成ユーザー等価関係の構成
システムにパッチを適用する前に、ユーザー等価関係が有効になっていることを確認します。

SSH ユーザー等価をテストするには、次の手順を実行します。ユーザー等価をテストするには、次の手順を実行します。ユーザー等価をテストするには、次の手順を実行します。ユーザー等価をテストするには、次の手順を実行します。

1. OPatch を実行するシステムに、oracleユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを使用して、ユーザー等価をテストします。

[oracle@docrac1] $ ssh docrac2 date

日付が戻された場合、ソース・ノードとインストール先ノード間のユーザー等価関係は構
成されています。

参照参照参照参照 :

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 3-3 ページの「オペレーティング・システム環境の構成」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 10-3 ページの「パッチの取得」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

参照参照参照参照 :

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 3-3 ページの「オペレーティング・システム環境の構成」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』
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3. 次のような出力が表示された場合、SSH ユーザー等価関係は有効になっていません。

Enter passphrase for key '/home/oracle/.ssh/id_rsa': 

パッチ適用操作を続行する前に SSH ユーザー等価を有効化します。

SSH ユーザー等価を有効化するには、次の手順を実行します。ユーザー等価を有効化するには、次の手順を実行します。ユーザー等価を有効化するには、次の手順を実行します。ユーザー等価を有効化するには、次の手順を実行します。

1. OPatch を実行するシステムでコマンド・ウィンドウを開き、oracleユーザーとしてログ
インします。

2. 次のコマンドを使用して、SSH エージェントを起動し、SSH 鍵をメモリーにロードしま
す。

$ /usr/bin/ssh-agent $SHELL
$ /usr/bin/ssh-add

これらのコマンドは、ローカル・ノードで ssh-agentを起動し、RSA 鍵および DSA 鍵
を現行のセッション・メモリーにロードします。これにより、SSH コマンドを発行すると
きにパス・フレーズの使用を求めるプロンプトが表示されなくなります。

3. プロンプトで、セキュア・シェルの構成時に生成した、各鍵に対するパス・フレーズを次
のように入力します。

[oracle@docrac1 .ssh]$ exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL
[oracle@docrac1 .ssh]$ /usr/bin/ssh-add
Enter passphrase for /home/oracle/.ssh/id_rsa
Identity added: /home/oracle/.ssh/id_rsa (/home/oracle/.ssh/id_rsa)
Identity added: /home/oracle/.ssh/id_dsa (/home/oracle/.ssh/id_dsa)

4. SSH を正確に構成したかどうかをテストするには、次のコマンドを実行します。SSH が正
確に構成されている場合、パスワードまたはパス・フレーズの入力は求められません。

[oracle@docrac1] $ ssh docrac2 date

パッチの適用パッチの適用パッチの適用パッチの適用
Oracle RAC 環境でのパッチの適用は、単一ノードへのパッチの適用とは少し異なります。
OPatch は、クラスタを検出すると、Oracle Universal Installer（OUI）を使用してソフトウェ
ア・インベントリを問い合せ、ローカル・ノード名およびノード・リストを検索します。

パッチをインストールする前に、パッチを適用するソフトウェア・ディレクトリで実行されて
いるアプリケーションをすべて停止する必要があります。Oracle RAC クラスタでは、パッチを
適用するソフトウェアに応じて、その他のアプリケーションの停止が必要になることもありま
す。表 10-1 に、Oracle ソフトウェアへのパッチ適用の際に停止するアプリケーションを示しま
す。

注意注意注意注意 : このコマンド・ウィンドウは、パッチ・インストール手順が完了
するまで閉じないでください。パッチ・インストールが完了する前に SSH
ユーザー等価を有効化するコマンド・ウィンドウを閉じる必要がある場合
は、パッチ・インストールを開始する前に手順 1 から手順 4 を繰り返して
ください。

参照参照参照参照 :

� 2-11 ページの「SSH ユーザー等価関係の構成」

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」
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パッチの適用
Oracle RAC には、次の 3 つの方法でパッチを適用できます。

� すべてのノードへのパッチの適用

� ローリング方式でのパッチの適用

� 小停止時間でのパッチの適用

すべてのノードへのパッチの適用すべてのノードへのパッチの適用すべてのノードへのパッチの適用すべてのノードへのパッチの適用
すべてのノードにパッチを適用する方法では、 初にクラスタ内のすべてのノードを停止し、
それらのすべてのノードに対してパッチを適用します。すべてのノードにパッチを適用した後、
ノード上のすべての nodeappsを再起動します。通常、この方法は、非常にクリティカルな
パッチに対して使用され、停止時間が 大になります。OPatch では、パッチをローリング方式
で適用できない場合および minimize_downtimeオプションを指定しなかった場合にこの方
法が使用されます。

すべてのノードへのパッチ適用を実装するには、次の手順を実行します。すべてのノードへのパッチ適用を実装するには、次の手順を実行します。すべてのノードへのパッチ適用を実装するには、次の手順を実行します。すべてのノードへのパッチ適用を実装するには、次の手順を実行します。

1. Oracle ホーム・ディレクトリを使用するユーザー・アプリケーションをすべて停止します。

2. Oracle RAC のホーム・ディレクトリにのみパッチを適用する場合、クラスタ内のすべての
ノードで Oracle RAC インスタンスをすべて停止します。クラスタ・データベースの
Oracle RAC インスタンスをすべて停止するには、コマンド・ウィンドウ内の次のコマンド
を入力します。ここで、CRS_homeは CRS ホーム・ディレクトリの場所、salesはデー
タベースの名前です。

$ CRS_home/bin/srvctl stop database -d sales

3. ASM ホーム・ディレクトリまたは CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、
パッチ適用の対象となるノード・グループで実行されている単一インスタンス・データ
ベースがパッチ適用先の ASM のインストールを使用しているときは、その単一インスタ
ンス・データベースをすべて停止します。

4. ASM ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、パッチ適用の対象となるノード・グ
ループで ASM ホーム・ディレクトリを使用するユーザー・アプリケーションをすべて停
止します。

表表表表 10-1 Oracle ホーム・ディレクトリへのパッチの適用ホーム・ディレクトリへのパッチの適用ホーム・ディレクトリへのパッチの適用ホーム・ディレクトリへのパッチの適用

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ 停止するアプリケーション停止するアプリケーション停止するアプリケーション停止するアプリケーション

Oracle RAC データベース Oracle RAC データベース、Oracle Enterprise Manager Database 
Control、リスナー、および Oracle RAC ホーム・ディレクトリから

実行されているその他のすべてのアプリケーション

ASM Oracle RAC データベース、クラスタ・データベースと同じ ASM イ

ンスタンスを使用する単一インスタンスのデータベース、リスナー
（ASM ホーム・ディレクトリで実行されている場合）、ASM、およ

び ASM ホーム・ディレクトリで実行されているその他のアプリ

ケーション

Oracle Clusterware Oracle RAC データベース、クラスタ・データベースと同じ ASM イ

ンスタンスを使用する単一インスタンスのデータベース、ASM、す

べてのノード・アプリケーション、Oracle Clusterware、および

CRS ホーム・ディレクトリで実行されているその他のアプリケー

ション
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パッチの適用
5. ASM ホーム・ディレクトリまたは CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、
1 つのコマンドでグループ内の各ノードのノード・アプリケーションをすべて停止できま
す。このコマンドは、指定したノードの Oracle RAC インスタンス、リスナー、ASM イン
スタンス、および Oracle Clusterware ノード・アプリケーションを停止します。次のよう
なコマンドを使用してください。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・
ディレクトリ、node_nameはノードの名前です。

$ CRS_home/crs/bin/srvctl stop nodeapps -n node_name

クラスタ内の各ノードに対して前述のコマンドを繰り返します。

クラスタ内の各ノードで nodeappsを停止した後、crs_statユーティリティを使用し
て、各ノードですべての nodeappsが停止されたことを確認します。

$ CRS_home/bin/crs_stat -t

6. CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、各ノードで rootユーザーとして次
のコマンドを発行し、クラスタ内のすべてのノードの CRS デーモンを停止します。ここ
で、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリです。

# CRS_home/bin/crsctl stop crs

クラスタ内の各ノードで、このコマンドを繰り返します。

7. 次のように入力して、現行のディレクトリをパッチが格納されているディレクトリに設定
します。

$ cd Oracle_home/EMStagedPatches/4519934/4519934

8. 次のように入力して、ORACLE_HOME環境変数が、パッチを適用するソフトウェア・ディ
レクトリに設定されていることを確認します。

$ echo $ORACLE_HOME
/opt/oracle/11gR1/db_1

9. 次のコマンドを入力して、OPatch を実行します。

opatch apply
 

10. CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用した場合、各ノードで rootユーザーとして次
のコマンドを発行し、すべてのノードの CRS デーモンを再起動します。ここで、
CRS_home は Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリです。

# CRS_home/bin/crsctl start crs

クラスタ内の各ノードで、このコマンドを繰り返します。

11. 各ノードで nodeappsを停止した場合、パッチを適用した後にすべてのノードで
nodeappsを再起動します。nodeappsを起動するには、次のようなコマンドを入力しま
す。ここで、CRS_home は Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリ、docrac1はクラ
スタ内のいずれかのノードです。

$ CRS_home/bin/srvctl start nodeapps -n docrac1
 
クラスタ内の各ノードに対して前述のコマンドを繰り返します。

すべてのノードで nodeappsを再起動した後、crs_statユーティリティを使用して、各
ノードで nodeappsが再起動されたことを確認します。

$ CRS_home/bin/crs_stat -t
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いずれかのノード・アプリケーションが再起動しなかった場合、SRVCTL ユーティリティ
を使用して再起動します。たとえば、次のようなコマンドを使用すると、様々なノード・
アプリケーションを再起動できます。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホー
ム・ディレクトリです。

$ CRS_home/bin/srvctl start instance -d sales -i "sales1"
$ CRS_home/bin/srvctl start listener -n docrac1
$ CRS_home/bin/srvctl start asm -n docrac1
 

12. 次のように入力して、パッチ適用手順に示されているパッチ適用後のスクリプトを実行し
ます。

$ sqlplus /nolog 
SQL> connect sys/password@sales1 AS SYSDBA
SQL> @Oracle_home/cpu/CPUOct2007/catcpu.sql
SQL> @Oracle_home/rdbms/admin/utlrp.sql
SQL> exit

ローリング方式でのパッチの適用ローリング方式でのパッチの適用ローリング方式でのパッチの適用ローリング方式でのパッチの適用
ローリング方式でのパッチ適用では、1 つのノード・グループが停止され、そのグループの
ノードにパッチが適用された後、再起動されます。この処理は、クラスタ内のすべてのノード
にパッチが適用されるまでグループ単位で個別に行われます。インストール済の Oracle RAC、
ASM または Oracle Clusterware に個別パッチを適用する方法としては、これが も効率的で
す。ノードのグループごとにパッチを適用することで、別のノードの 1 つ以上のインスタンス
を常に使用できるため、クラスタ・データベースの停止時間はゼロになります。

ほとんどのパッチはローリング方式で適用できますが、この方式で適用できないバッチもあり
ます。ローリング・パッチ方式でパッチを適用できるかどうかは、パッチの READMEファイル
に記載されています。ローリング・パッチ方式でパッチを適用できない場合は、10-13 ページの

「 小停止時間でのパッチの適用」または 10-8 ページの「すべてのノードへのパッチの適用」
を使用してパッチを適用する必要があります。

ローリング・パッチ方式でパッチを適用するには、次の手順を実行します。ローリング・パッチ方式でパッチを適用するには、次の手順を実行します。ローリング・パッチ方式でパッチを適用するには、次の手順を実行します。ローリング・パッチ方式でパッチを適用するには、次の手順を実行します。

1. コマンド・ウィンドウで、解凍済のパッチがディスクにステージングされているディレク
トリに移動します。

$ cd Oracle_home/EMStagedPatches/4519934/4519934

2. パッチ適用の対象となるノード・グループで Oracle RAC のホーム・ディレクトリを使用
するユーザー・アプリケーションをすべて停止します。たとえば、ローカル・ノードの
Oracle Enterprise Manager Database Control を停止するには、次のコマンドを使用します。
ここで、Oracle_homeは Oracle RAC のホーム・ディレクトリです。

$ Oracle_home/bin/emctl stop dbconsole

参照参照参照参照 :

� 10-3 ページの「パッチの取得」

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 10-7 ページの「パッチの適用」

� 10-15 ページの「パッチ・セットの適用」

� 10-16 ページの「パッチのデプロイメントに関するトラブルシュー
ティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』
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3. ASM ホーム・ディレクトリまたは CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、
パッチ適用の対象となるノード・グループで実行されている単一インスタンス・データ
ベースがパッチ適用先の ASM ソフトウェアを使用しているときは、その単一インスタン
ス・データベースをすべて停止します。

4. ASM ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、パッチ適用の対象となるノード・グ
ループで ASM ホーム・ディレクトリを使用するユーザー・アプリケーションをすべて停
止します。

5. Oracle RAC のホーム・ディレクトリにのみパッチを適用する場合、パッチ適用の対象とな
るノード・グループで Oracle RAC インスタンスをすべて停止します。Oracle RAC データ
ベースのインスタンスを停止するには、次の例のようなコマンドを入力します。ここで、
CRS_home は Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリ、salesはデータベースの名前、
sales1はインスタンスの名前です。

$ CRS_home/bin/srvctl stop instance -d sales -i "sales1"

パッチ適用の対象となるノード・グループ内の各ノードに対して前述のコマンドを繰り返
します。

6. ASM ホーム・ディレクトリまたは CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、
1 つのコマンドでグループ内の各ノードのノード・アプリケーションをすべて停止できま
す。このコマンドは、指定したノードの Oracle RAC インスタンス、リスナー、ASM イン
スタンス、および Oracle Clusterware ノード・アプリケーションを停止します。次のよう
なコマンドを使用してください。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・
ディレクトリ、docrac1はグループ内のいずれかのノード名です。

$ CRS_home/crs/bin/srvctl stop nodeapps -n docrac1

パッチ適用の対象となるノード・グループ内の各ノードに対して前述のコマンドを繰り返
します。

グループ内の各ノードで nodeappsを停止した後、crs_statユーティリティを使用し
て、パッチが適用されるノードのグループですべての nodeappsが停止されたことを確認
します。

$ CRS_home/bin/crs_stat -t

7. CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用する場合、グループの各ノードで rootユー
ザーとして次のコマンドを発行し、グループ内のノードの CRS デーモンを停止します。
ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリです。

# CRS_home/bin/crsctl stop crs

パッチ適用の対象となるノード・グループ内の各ノードでこのコマンドを繰り返します。

8. 次のように入力して、ORACLE_HOME環境変数が、パッチを適用するソフトウェア・ディ
レクトリに設定されていることを確認します。

$ echo $ORACLE_HOME
/opt/oracle/11gR1/db_1

9. 各ノードに個別にパッチを適用する場合、次のコマンドを使用して、ローカル・ノードに
のみパッチが適用されるように OPatch に対して指示します。このコマンドをパッチのあ
るディレクトリから実行する場合は、パッチ ID の指定は不要です。

$ opatch apply -local

ノードのグループを使用している場合は、次のようなコマンドを使用して、パッチが適用
されるノードのグループにパッチを適用するように OPatch に指示します。

$ opatch apply -local_node docrac1 -remote_nodes docrac2,docrac3
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10. CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用した場合、 初のグループ内の各ノードで
rootユーザーとして次のコマンドを発行し、グループ内のノードの CRS デーモンを再起
動します。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリです。

# CRS_home/bin/crsctl start crs

グループ内の各ノードで、このコマンドを繰り返します。

11. ノード・グループの nodeappsを停止した場合、パッチを適用した後にそのグループの
ノードで nodeappsを再起動します。nodeappsを起動するには、次のようなコマンドを
入力します。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリ、
docrac1はパッチを適用したノード・グループ内のいずれかのノードです。

$ CRS_home/bin/srvctl start nodeapps -n docrac1
 
グループ内の各ノードに対して前述のコマンドを繰り返します。

12. グループ内の各ノードで nodeappsを再起動した後、crs_statユーティリティを使用し
て、グループ内の各ノードで nodeappsが再起動されたことを確認します。

$ CRS_home/bin/crs_stat -t

いずれかのノード・アプリケーションが再起動しなかった場合、SRVCTL ユーティリティ
を使用して再起動します。たとえば、次のコマンドを使用すると、salesクラスタ・デー
タベースの sales1インスタンスを再起動できます。

$ CRS_home/bin/srvctl start instance -d sales -i "sales1"
 

13. パッチを適用したノード・グループ内の各ノードで、ASM ソフトウェアを使用するすべて
の単一インスタンス・データベース、および Oracle ホームまたは ASM ホームを使用する
すべてのユーザー・アプリケーションを再起動します。

14. 次のノード・グループに対して手順 2 から手順 8 を繰り返します。

15. 各ノードに個別にパッチを適用する場合、次のようなコマンドを使用して、次のノードに
のみパッチが適用されるように OPatch に対して指示します。このコマンドをパッチのあ
るディレクトリから実行する場合は、パッチ ID の指定は不要です。

$ opatch apply -remote_nodes docrac2

ノードのグループにパッチを適用する場合は、次のようなコマンドを使用して、パッチが
適用されるノードのグループにパッチを適用するように OPatch に指示します。

$ opatch apply -remote_nodes docrac4,docrac5,docrac6

16. CRS ホーム・ディレクトリにパッチを適用した場合、 近パッチを適用したグループ内の
各ノードで rootユーザーとして次のコマンドを発行し、グループ内のノードの CRS デー
モンを再起動します。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリ
です。

# CRS_home/bin/crsctl start crs

グループ内の各ノードで、このコマンドを繰り返します。

17. ノード・グループの nodeappsを停止した場合、パッチを適用した後にそのグループの
ノードで nodeappsを再起動します。nodeappsを起動するには、次のようなコマンドを
入力します。ここで、CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリ、
docrac1はパッチを適用したノード・グループ内のいずれかのノードです。

$ CRS_home/bin/srvctl start nodeapps -n docrac1
 
グループ内の各ノードに対して前述のコマンドを繰り返します。
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18. グループ内の各ノードで nodeappsを再起動した後、crs_statユーティリティを使用し
て、グループ内の各ノードで nodeappsが再起動されたことを確認します。

$ CRS_home/bin/crs_stat -t

いずれかのノード・アプリケーションが再起動しなかった場合、SRVCTL ユーティリティ
を使用して再起動します。たとえば、次のコマンドを使用すると、salesクラスタ・デー
タベースの sales2インスタンスを再起動できます。

$ CRS_home/bin/srvctl start instance -d sales -i "sales2"
 

19. パッチを適用したノード・グループ内の各ノードで、ASM ソフトウェアを使用するすべて
の単一インスタンス・データベース、および Oracle ホームまたは ASM ホームを使用する
すべてのユーザー・アプリケーションを再起動します。

20. パッチ適用の対象となるノード・グループが 3 つ以上ある場合、クラスタ内のすべての
ノードにパッチが適用されるまで、各ノード・グループに対して手順 14 から手順 19 を繰
り返します。

21. 次のように入力して、パッチ適用手順に示されているパッチ適用後のスクリプトを実行し
ます。

$ sqlplus /nolog 
SQL> connect sys/password@sales1 AS SYSDBA
SQL> @Oracle_home/cpu/CPUOct2007/catcpu.sql
SQL> @Oracle_home/rdbms/admin/utlrp.sql
SQL> exit

最小停止時間でのパッチの適用最小停止時間でのパッチの適用最小停止時間でのパッチの適用最小停止時間でのパッチの適用
小停止時間でのパッチの適用では、1 つのセットのノードに対して、停止およびパッチの適

用を順に実行します。 初のセットのノードにパッチを適用した後、2 つ目のセットのノード
を停止します。次に、 初のセットのノードを再起動し、2 つ目のセットのノードにパッチを
適用します。2 つ目のセットのノードは、パッチの適用後に再起動します。この方法を使用し
た場合、同時にすべてのノードを停止する方法と比較すると、Oracle RAC の停止時間が短くな
ります。

小停止時間でのパッチの適用では、次のアクションが実行されます。

� 常に、ローカル・ノードに 初にパッチが適用されます。

� ローカル・ノードは、他のノードにパッチを適用する場合のベースとして使用されます。

� ユーザーは、残りのノードから 初にパッチを適用するノードのセットを入力するように
求められます。

� ユーザーは、この 初のセットに含める各ノードについて、インスタンスを停止するよう
に求められます。続いてそのノードにパッチが伝播され、その後で次のノードの処理が続
行されます。 初のノード・セットにパッチが適用されると、ユーザーは残りのノードを
停止するように求められます。

参照参照参照参照 :

� 10-3 ページの「パッチの取得」

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 10-7 ページの「パッチの適用」

� 10-15 ページの「パッチ・セットの適用」

� 10-16 ページの「パッチのデプロイメントに関するトラブルシュー
ティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』
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� ローカル・ノードにパッチが適用されると、パッチは 後のノード・セットにまで伝播さ
れ、インベントリが更新されます。 後のインスタンスがリモート・ノードで停止されま
す。ユーザーはこの時点で、残りのノードにパッチを適用する前に、パッチ適用済のノー
ド（ 初のノード・セット）を起動できます。

停止時間が最短の方法でクラスタ・データベースにパッチを適用するには、次の手順を実行し停止時間が最短の方法でクラスタ・データベースにパッチを適用するには、次の手順を実行し停止時間が最短の方法でクラスタ・データベースにパッチを適用するには、次の手順を実行し停止時間が最短の方法でクラスタ・データベースにパッチを適用するには、次の手順を実行し
ます。ます。ます。ます。

1. 次のように入力して、解凍されたパッチがディスクにステージングされているディレクト
リに移動します。

$ cd Oracle_home/EMStagedPatches/4519934/4519934

2. パッチ適用の対象となるノード・グループで Oracle RAC のホーム・ディレクトリを使用
するユーザー・アプリケーションをすべて停止します。たとえば、ローカル・ノードの
Oracle Enterprise Manager Database Control を停止するには、次のコマンドを使用します。
ここで、Oracle_homeは Oracle RAC のホーム・ディレクトリです。

$ Oracle_home/bin/emctl stop dbconsole

3. ローカル・ノードで Oracle RAC インスタンスをすべて停止します。Oracle RAC データ
ベースのインスタンスを停止するには、次の例のようなコマンドを入力します。ここで、
CRS_homeは Oracle Clusterware のホーム・ディレクトリ、salesはデータベースの名
前、sales1はインスタンスの名前です。

$ CRS_home/bin/srvctl stop instance -d sales -i "sales1"

4. 次のように入力して、ORACLE_HOME環境変数が、パッチを適用するソフトウェア・ディ
レクトリに設定されていることを確認します。

$ echo $ORACLE_HOME
/opt/oracle/11gR1/db_1

5. パッチ・ディレクトリ内から次のコマンドを使用します。

$ opatch apply -minimize_downtime

パッチがディスクにステージングされているディレクトリから OPatch コマンドを実行す
る場合は、パッチ ID を指定する必要はありません。

ローカル・ノードにパッチを適用する準備ができているかどうか尋ねられます。ローカ
ル・ノードの Oracle RAC インスタンスが停止していることを確認すると、ローカル・
ノードの Oracle ホーム・ディレクトリにパッチが適用されます。その後、パッチ適用の対
象となる次のノードを選択するよう求められます。

6. クラスタ内の他のノードで Oracle RAC インスタンスを停止した後、ローカル・ノードの
Oracle RAC インスタンスを再起動できます。次に、残りのノードにパッチを適用する準備
ができたことを OPatch に知らせます。

7. すべてのノードにパッチが適用されたら、クラスタ内の他のノードで Oracle RAC インス
タンスを再起動します。次のコマンドは、salesという Oracle RAC データベースの
sales2インスタンスを起動する方法を示しています。

$ CRS_home/bin/srvctl start instance -d sales -i "sales1"
 

8. クラスタ内のノードですべての nodeappsが再起動されたことを確認します。

$ crs_stat -t

いずれかのノード・アプリケーションが再起動しなかった場合、SRVCTL ユーティリティ
を使用して再起動します。たとえば、次のようなコマンドを使用すると、docrac1ノード
のリスナーを再起動できます。ここで、CRS_home は Oracle Clusterware のホーム・ディ
レクトリです。

$ CRS_home/bin/srvctl start listener -n docrac1
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9. 次のように入力して、パッチ適用手順に示されているパッチ適用後のスクリプトを実行し
ます。

$ sqlplus /nolog 
SQL> connect sys/password@sales1 AS SYSDBA
SQL> @Oracle_home/cpu/CPUOct2007/catcpu.sql
SQL> @Oracle_home/rdbms/admin/utlrp.sql
SQL> exit

パッチ・セットの適用パッチ・セットの適用パッチ・セットの適用パッチ・セットの適用
パッチ・セットは、完全にテストされ、統合された製品修正を提供するメカニズムです。パッ
チ・セット内のすべての修正が、テスト済で、互いに機能することが動作保証されています。
パッチ・セットには影響が小さいパッチのみが含まれているため、サーバーに対するアプリ
ケーションまたはツールの動作保証を行う必要はありません。

Red Hat Linux 上の Oracle RAC データベースおよび Oracle Clusterware に 新のパッチ・セッ
トを適用する方法は、OracleMetaLink Web サイトのドキュメント、Oracle 11g リリース 1

（11.1）サポート・ステータスおよびアラートを検索してください。

このドキュメントは Oracle 11g リリース 1 に使用可能なパッチ・セットの概要を提供します。
このドキュメントを使用して、プラットフォームに合ったパッチ・セット・ノートを簡単に特
定、確認できます。Oracle Database のパッチ・セット・ノートのドキュメントには次の情報が
含まれています。

� システム要件とパッチ・セットのインストールまたは再インストールの方法に関する情報

� これまでに修正された特定のプラットフォーム用の Oracle Database 固有のバグをすべて網
羅したリスト

� 特定のプラットフォーム用の Oracle Database に関する既知の問題のリスト

Oracle MetaLink でパッチ・セット・ノートを検索するには、次の手順を実行します。でパッチ・セット・ノートを検索するには、次の手順を実行します。でパッチ・セット・ノートを検索するには、次の手順を実行します。でパッチ・セット・ノートを検索するには、次の手順を実行します。

1. Oracle MetaLink にログインします。

2. 「Patches & Updates」タブを選択します。

3. 「「「「Quick Links to the Latest Patchsets, Mini Packs, and Maintenance Packs」」」」を選択しま
す。

4. 「Latest Oracle Server/Tools Patchsets」ヘッダーの下で「「「「Oracle Database」」」」を選択します。

オペレーティング・システムのリストが表示されます。

5. オペレーティング・システムと一致するエントリの上にカーソルを置くか、三角矢印を使
用して、オペレーティング・システムを検索します。

Linux x86 などのオペレーティング・システムのエントリの上にカーソルを置く場合データ
ベースのバージョンが表示されます。

参照参照参照参照 :

� 10-3 ページの「パッチの取得」

� 10-5 ページの「OPatch を使用するための準備」

� 10-7 ページの「パッチの適用」

� 10-15 ページの「パッチ・セットの適用」

� 10-16 ページの「パッチのデプロイメントに関するトラブルシュー
ティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』
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6. 「「「「11.1.0」」」」を選択します。

「Advanced Search」ページが表示されます。

7. このページの下までスクロールして、使用可能なパッチ・セットのリストを参照します。

8. 表示またはダウンロードするパッチ・セットの「Patch」列の番号を選択します。

パッチ・セットの説明およびダウンロード・ページが表示されます。

9. 「「「「View ReadMe」」」」をクリックして、パッチ・セット・ノートを表示します。

また、このページで「「「「Download」」」」をクリックしてご使用のコンピュータにパッチをダウ
ンロードできます。

パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティングパッチのデプロイメントに関するトラブルシューティングパッチのデプロイメントに関するトラブルシューティングパッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング
この項では、パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティングについて説明します。
この項の内容は次のとおりです。

� OPatch 用のノード・リストの更新

� OPatch ログおよびトレース・ファイルの概要

� 「有効なパッチ領域ではありません」エラーの解決

� 「部分的にインストールされた個別パッチを削除できません」エラーの解決

Oracle RAC データベースへのパッチの適用で問題が発生した場合、一般的な問題であれば、上
述のトピックで解決方法を確認できます。発生した問題がこのリストにない場合は、ログおよ
びトレース・ファイルを確認します。

OPatch 用のノード・リストの更新用のノード・リストの更新用のノード・リストの更新用のノード・リストの更新
OPatch によって自動的に Oracle RAC またはそのノードが検出されない場合は、インベントリ
の内容を調べ、その内容が完全であることを確認します。

OPatch のノード・リストを更新するには、次の手順を実行します。のノード・リストを更新するには、次の手順を実行します。のノード・リストを更新するには、次の手順を実行します。のノード・リストを更新するには、次の手順を実行します。

クラスタのノードのリストが完了していない場合、次の例に示すように、Oracle Universal 
Installer および -updateNodeListフラグを使用して更新できます。

Oracle_home/oui/bin/runInstaller -updateNodeList 
ORACLE_ HOME=/opt/oracle/11gR1/db_1 
CLUSTER_NODES=docrac1,docrac2,docrac3 -noClusterEnabled

参照参照参照参照 :

� 「OPatch を使用するための準備」

� 「パッチの適用」

� 「パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』

� 「パッチの取得」

� 「OPatch を使用するための準備」

� 「パッチの適用」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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OPatch ログおよびトレース・ファイルの概要ログおよびトレース・ファイルの概要ログおよびトレース・ファイルの概要ログおよびトレース・ファイルの概要
ロギングおよびトレースは、デバッグの一般的な補助機能です。OPATCH では apply、
rollbackおよび lsinventory操作のすべてのログが保持されます。ログ・ファイルは
Oracle_home/cfgtoollogs/opatchディレクトリに配置されます。各ログ・ファイルには
操作のタイム・スタンプが付加されます。ログ・ファイルの名前は、
opatch_mm-dd-yyyy_hh-mm-ss.logの形式になります。ここで、mm-dd-yyyyは現在の日
付、hh-mm-ssは現在の時刻です。OPatch が実行されるたびに、新規ログ・ファイルが作成さ
れます。

たとえば、ログ・ファイルが 2007 年 5 月 17 日の午後 11 時 55 分に作成された場合、ログ・
ファイルの名前は次のようになります。

opatch_05-17-2007_23-55-00.log

OPatch では、OPatch で実行されたコマンドの索引と、それに関連付けられているログ・ファ
イルも Oracle_home/cfgtoollogs/opatchディレクトリの history.txtファイルに保持
されます。history.txtファイルのサンプルを次に示します。

Date & Time : Tue Apr 26 23:00:55 PDT 2007
Oracle Home : /opt/oracle/11gR1/db_1/
OPatch Ver. : 11.1.0.0.0
Current Dir : /scratch/oui/OPatch
Command     : lsinventory
Log File    : 
/opt/oracle/11gR1/db_1/cfgtoollogs/opatch/opatch-2007_Apr_26_23-00-55-PDT_Tue.log

「有効なパッチ領域ではありません」エラーの解決「有効なパッチ領域ではありません」エラーの解決「有効なパッチ領域ではありません」エラーの解決「有効なパッチ領域ではありません」エラーの解決
このエラーは、パッチの適用のために OPatch ユーティリティで使用されているディレクトリ
が OPatch ユーティリティで確認されている内容のテンプレートと一致しない場合、または
OPatch ユーティリティが無効なディレクトリから実行されている場合に発生する可能性があり
ます。

Patch_Shiphomeディレクトリには、次の構造が存在する必要があります。

� メタデータ・ファイルが含まれている etcディレクトリ

� パッチ・ファイルが含まれている filesディレクトリ

� 同じディレクトリ下の etc/config/inventoryファイルおよびアクション・ファイル

「有効なパッチ領域ではありません」エラーを解決するには、次の手順を実行します。「有効なパッチ領域ではありません」エラーを解決するには、次の手順を実行します。「有効なパッチ領域ではありません」エラーを解決するには、次の手順を実行します。「有効なパッチ領域ではありません」エラーを解決するには、次の手順を実行します。

� 次のアクションのいずれかを実行します。

a. パッチの shiphome ディレクトリを削除して、適切な構造で（ファイルを再度抽出し
て）再作成します。

b. インストールされているパッチが解凍され、ディスクにステージングされているディ
レクリから OPatch ユーティリティを開始します。

参照参照参照参照 :

� 「パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング」

� OPatch を使用した Oracle 製品へのパッチ適用の詳細は、『Oracle 
Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 :

� 「パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』
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c. OPatch を開始する場合、次のコマンドを使用します。

opatch apply /Patch_Shiphome

Patch_Shiphomeはパッチがディスクでステージングされている場所です。

「部分的にインストールされた個別パッチを削除できません」エラーの解決「部分的にインストールされた個別パッチを削除できません」エラーの解決「部分的にインストールされた個別パッチを削除できません」エラーの解決「部分的にインストールされた個別パッチを削除できません」エラーの解決
パッチ適用プロセスが中断された場合、パッチを再度インストールしようとすると、「部分的に
インストールされた個別パッチを削除できません」エラーが発生する場合があります。

部分的にインストールされたパッチ・エラーを解決するには、次の手順を実行します。部分的にインストールされたパッチ・エラーを解決するには、次の手順を実行します。部分的にインストールされたパッチ・エラーを解決するには、次の手順を実行します。部分的にインストールされたパッチ・エラーを解決するには、次の手順を実行します。

1. 環境変数 ORACLE_HOMEが、パッチの適用先とする Oracle ホーム・ディレクトリに設定さ
れていることを確認します。

2. Oracle_home/.patch_storage/patch-id_timestampディレクトリに移動して、次
のように restoreコマンドを実行します。

Oracle_home/.patch_storage/patch-id_timestamp/restore.sh

3. Oracle_home/.patch_storage/patch-id_timestamp/make.txtファイルを使用し
て（使用可能な場合）、オペレーティング・システムの環境を次のように変更します。

/bin/sh make.txt

4. 再度、パッチの適用を試行します。

参照参照参照参照 :

� 「パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』

参照参照参照参照 :

� 「パッチのデプロイメントに関するトラブルシューティング」

� 『Oracle Universal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』
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